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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容に基づきます。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　プロローグ　0.00　The others







　すれ違ちがう人々は皆みな、同じ目をしていた。

　朝日が降り注ぐ通りを歩く人々は、それぞれの目的地へと向かって、まっすぐに歩いている。その光景は、どこにでもある街並みそのものに見える。

　だがそれらには全く現実性がなく、まるで大勢の人形たちが歩いているようだった。一様に揃そろえられたガラス玉のような、無機質な目のせいだ。

　横を見る。

　喫きつ茶さ店てんのウィンドウに、やはり作り物のような目をした少女が映っていた。十代半ばの、髪かみをショートカットに揃えた少女だ。それが今の自分の姿だということもまた、現実とは思えなかった。

　ウィンドウから目をそらし、少女は歩き出した。自分がどこへ向かっているのかは、考える必要がない。自分の意思などない。〝ここ〟ではそんなもの、必要ですらない。

　通り過ぎた壁かべに、大きな落書きが描えがかれていた。

〝東い‐３３　ＧＡＲＤＥＮ〟──。

　少女はピタリと足を止めた。

　通りの向こうに、駅が見えた。

　なぜ足を止めたのか、自分では分からない。本来ならばここは、左に曲がらなければならない場所だ。

　胸の奥に小さな痛みが走った。駅の向こう──朝日がのぼる空を見る。

　その方角に何があるのか、考えることができない。しかし、少女の視線は一点に向けられたまま動かなかった。

「四年間──」

　背中から、声が聞こえた。

　少女が振ふり向くと、長身の女性が立っていた。まん丸いサングラスと深しん紅くのロングコートが朝日を反射して輝かがやいている。

　また、胸に痛みが走る。

　目の前にいる女性を、少女は知っている──が、いつどこで会ったのかは思い出せない。思い出したいとも思えなかった。

　女性が少女を見下ろし、微び笑しようする。

「四年間、ずっとそうしていたの？　何も思い出せずに、何も願わずに……」

　赤い革かわ手て袋ぶくろをはめた女性の手が、少女の顎あごをなでる。

「なんて、もったいない。貴女あなたの夢はとても美お味いしかったのに……でも、大だい丈じよう夫ぶ。貴女は、すぐに思い出すわよね？」

　トンッ、と軽い音が少女の横で響ひびいた。

　視線を動かすと、通り過ぎる会社員や学生たちに混ざり、異様な姿をした人物が立っていた。顔を覆おおい隠かくすほど大きなゴーグルを被かぶり、漆しつ黒こくのロングコートを纏まとった人物だ。胸にふくらみがあるため、女性だということが分かる。

「何をしている、貴様」

　ゴーグルをかけた人物が、少女のほうへと歩み寄ってくる。質問は少女に対してではなく、そばにいるサングラスの女性へと向けられたものである。

　深紅の女性が、少女から手を離はなす。

「特とく別べつ環かん境きよう保ほ全ぜん事じ務む局きよくの監かん視し者ね。この子の担当なのかしら？」

「質問しているのはこちらだ。今すぐその少女から離れろ。応じない場合は……」

　ゴーグルの人物の肩かたに、どこからか一匹ぴきの蝶ちようが舞まい降りる。真っ白な翅はねをした蝶だ。

「あら、貴女の〝虫〟もその形態なのね。それはとても……都合が良いいわ」

「……なんだと？」

　訝いぶかしむゴーグルから視線を外し、女性が少女に向かって言う。

「貴女は今、何がしたいの？　どこへ行きたいの？　もう、思い通りに行動してもいいのよ。そしてまたいつか、私に貴女の夢をきかせて？」

　少女の目に、感情の波は紋もんがよぎる。女性が何を言っているのか理解できないが、何かが自分の背中を押したのが分かった。

「貴様……いったい何者だ！」

　詰つめ寄ろうとした黒コートの足が、止まる。

　まん丸いサングラスをかけた女性が、手をまっすぐに差し出していた。その指先に、一匹の鮮あざやかな模様を纏った蝶がとまる。

　ビクリ、とゴーグルで顔を隠した人物が硬こう直ちよくする。

「その〝虫〟……！　まさか貴様、〝大おお喰ぐい〟──」

「貴女もおいしそうな夢を持っているようね」

　女性の指先にとまった蝶の姿が、変へん貌ぼうしていく。メキメキと音をたて、美しい翅を見る間に大きくしていった。

「──ねえ、貴女の夢をきかせて？」







　1.00　大助　Part 1







　十二月も半ばに近い朝の空気は、肺が痛いくらい冷たかった。

　この駅にやってきてホームに立つたびに思う。二十一世紀になって数年が経たった現代なら、駅のホームを密室にして暖だん房ぼうをつけるくらいのことはして欲しいものだ。ホームの際きわは、電車がやってきた時だけ自動に開くようにすればいい。自動ドアのように。

　時刻はきっかり七時三十分。

　薬くすり屋や大だい助すけはいつも通りの時間に改札を抜ぬけた。

　ホームはいつも通り、通勤者や登校途と中ちゆうの大勢の利用客で賑にぎわっていた。そんな中、もはや定位置となった改札口に一番近い場所に、ひときわ賑やかなブレザー姿の少女たちがいる。

　特に目を引くのが、十代半ばほどの四人の少女たちの中心にいる女の子だ。

　肩にかかる程度に伸のばした髪かみは、瑞みず々みずしい朝日を反射して鮮やかに輝いている。だが屈くつ託たくなく笑う笑え顔がおは、それよりも周りの人々に眩まぶしく映っているはずだ。笑った顔が悪戯いたずらっぽく見えるのは、猫ねこのように目め尻じりが少しだけつり上がっているからだろう。ブレザーの上にコートとマフラーを羽織った姿を振り返る男性も少なくない。

　立たち花ばな利り菜な。大助と同じ県立桜おう架か東高等学校、一年Ｄ組に所属する同級生である。

　大助は遠目に利菜の姿を一いち瞥べつし、ホームの後方へと向かって歩く。

　立花利菜もまた大助と同様に、この時間帯に電車を利用することが多いようだ。友人たちは朝、立花利菜の姿を見かけただけでその日を幸せな気分で過ごせるそうだが、大助にとっては関係のないことだ。むしろどちらかというとよく喋しやべる利菜の性格は、大助にとっては苦手な部類に入る。

　今朝もまた、大助は同級生たちに気づかれないように遠ざかっていく。唐とう突とつに声をかけられる。

「あ、薬屋くん？」

「ホントだ。おーい、こっちこっち！」

　複数の少女たちの声を聞いて、大助はこっそりと顔をしかめる。

「お、おはよう」

　苦く笑しようしながら振ふり向くと、こちらはこれっぽっちも隠すつもりがないのだろう、立花利菜が露ろ骨こつに眉まゆをひそめていた。

「うえー、薬屋じゃん。そんなヤツほっときなよー」

「なんで？　いいじゃん、ねえほら、こっち空すいてるよ、薬屋くん」

「薬屋くんもこの電車に乗ってたんだ？」

　仕方なく歩み寄った大助に、利菜を除く三人の同級生が親しげに話しかけてくる。

「うん。この電車って車両の数が多いからわりと空いてるし」

「そんなこと言って、実は目当てのコでもいるんじゃないのー？　あたしだったらどうしよう、きゃー怖こわーい」

　おどけた口調で利菜が身をくねらせるのを見て、同級生たちが笑う。

　大助はため息をついて首を振ふる。

「それだけはあり得ないから安心してよ。オレ、もっとおとなしい子がタイプなんだ」

　ホームに電車の到とう来らいを知らせるアナウンスが響ひびいた。静かな地響きが、レールを小刻みに震ふるわせる。

　利菜が、うって変わってムッとした顔をする。表情の変化が忙いそがしそうだ、と大助は冷静な感想を抱いだいた。

「なによ、あたしだってアンタみたいな何のヘンテツもない人じん畜ちく無害男は大っキライなのよね」

　利菜の言葉に、他ほかの同級生たちがうなずく。

「そういえば、そうだよね。大助くんって、他の男の子たちに比べるとちょっと地味かも。たまには髪型とか変えてみたりとかしないの？」

　言われて大助は自分の髪を指でつまんでみる。

　眉にかかってきたのでそろそろ切ろうかと思っている髪は黒く、整せい髪はつ料やパーマの類たぐいは使用していない。朝、洗面台の鏡をのぞいた時の自分の顔を思い出してみても、頰ほおに貼はったバンソウコウ以外にこれといった特とく徴ちようは見あたらなかった。

「いいんだよ、オレはこれで満足してるんだから」

「ほっぺた、どうしたの？　まさか、ケンカでもしたとか？」

「コレ？　今朝、ベッドから落ちてぶつけた」

「ぷっ、髪を染める勇気もない薬屋クンが、ケンカなんてするわけないよねー？」

　わざとらしく笑う利菜に、今度は大助が不ふ機き嫌げんな顔をする。

「でも、少しもったいない気もするよね。薬屋くんって素材は悪くないんだから」

「あれあれ？　あんたがそんなこと言うなんて珍めずらしいじゃん。ひょっとして……」

「えー、そうだったんだー」

「ち、違ちがうよ。誰だれもそんなこと言ってないじゃん」

　途と端たんに、少女たちが騒さわぎ始める。ただ一人、利菜だけが呆あきれた顔をしていた。

　この手の話が苦手な大助は、聞こえないフリをして少女たちから視線をそらした。

　すると、背後を通り過ぎたＯＬらしき女性たちの会話が耳に入った。

「ねえ、知ってる？　昨日、このへんで虫憑つきが出たらしいわよ」

「えー、うそでしょ？　虫憑きなんて、本当にいるの？」

　ぼんやりと女性たちの背中を見つめる大助に、同級生の少女が声をかけてくる。

「どうしたの、薬屋くん？」

「いや、虫憑きの話してたから……」

「虫憑き？　うそ、どこにいるの？」

　少女の大きな声に、周囲にいた通行人がぎょっとして振り返った。別の少女があわてて口を塞ふさぐ。

「バカ！　誰も虫憑きがいるなんて言ってないじゃん」

「でも大助くんが」

「昨日、この辺りに虫憑きがいたんだってさ」

　大助が言うと、同級生たちは顔を見合わせた。さきほどまでの話題のことなど忘れ、小声で囁ささやきあう。

「私も前に一度だけ見たことがあるけど……アレって虫っていうより、ただの怪かい物ぶつだよ。キモチ悪かったあ」

「私も聞いたことがある。なんか虫憑きが集まって、レジスタンス……っていうの？　とにかくそんなものができてるんだって」

「あたしが聞いたのは、街に隠かくれてる虫憑きを探し出すために国が監かん視し役の人間をあたしたちの周りに潜ひそませてるとか……」

　声を落として話す少女たちの中で、利菜だけがなぜか口を閉とざして顔をそむけていた。その表情は話題に無関心というより、どこか怒おこっているようにも見える。

　大助は嘆たん息そくした。

　今はどこにいても同じような噂うわさで持ちきりだ。さすがに、聞き飽あきた。

〝虫〟──。

　人間の夢や希望を喰くらうという謎なぞの昆こん虫ちゆうのことだ。それがどこから来て、どんな形をしているのかは分からない。だが〝虫〟は若い世代の人間に寄生し、宿主の夢を蝕むしばみながら育ち続ける。

　また〝虫〟は、ただ夢を喰うだけではない。

　夢をご馳ち走そうしてもらうお礼のつもりか、はたまたただの嫌いやがらせか──大助は絶対に後者だと思っているが──寄生主に自分の力を分け与あたえてくれる。主人の命令に従い、自らの力を解放してくれるのだ。

　だが虫憑きが夢を喰い尽つくされた時、宿主は死に至る。いちど虫憑きになった人間は、自らの〝虫〟と心中する運命を決定づけられるのだ。

　以上が、近ちか頃ごろもっぱら噂の〝虫〟騒そう動どうについてである。

　全すべては根こん拠きよの薄うすい噂にすぎないが、事態はすでに噂の範はん疇ちゆうを越こえていた。

　このわずか十年ほどの間で、日本国民の心には〝虫〟に対する恐きよう怖ふ心、虫憑きに対する嫌けん悪お感と差別が根強く植えつけられていた。国は〝虫〟の存在を否定し続けていたが、その態度もここ数年間で随ずい分ぶんと弱気になってしまっているように見える。

「どうしてあんなのがいるんだろ。みんなまとめて殺しちゃえばいいのに」

　少女の一言に、大助は苦く笑しようした。

「本当にそんなものがいるのかは分からないけど、怖がってる人がいるのは確かだしなぁ」

「だから、実際にいるんだってば。私、見たことがあるもん」

「……。バッカじゃないの」

　ぽつり、と利菜が呟つぶやくのが聞こえた。

　他ほかの同級生たちには聞こえなかったようだ。利菜の顔を見ても、顔をそむけて唇くちびるをきつく閉とざしたままだ。

　そこへ電車がやってきた。

　大助たちは開いたドアをくぐり、向かい側の窓の前に陣じん取どった。

『お乗りの際は、足元にご注意ください。まもなく、発車します──』

　アナウンスが響ひびき、大助らの他にも続々と乗客が乗り込んでくる。

「それじゃ、さっきの話の続きをしましょうか。このコが薬屋くんのこと好きだって話」

「えー、違うってば。もうやめようよお」

「やめといたほうがいいよー　こういう無害そうな男が一番タチが悪いんだから。あ、危ない！　それ以上近づくと子供ができちゃうぞ！」

　先ほどまでの複雑そうな表情が噓うそのように、利菜は普ふ段だんの調子でふざけている。大助以外の同級生たちは、利菜の微び妙みような変化など気づきもしなかったようだ。

「それにコイツ、意外と暗いんだよー。毎朝あたしたちに気づかれないようにコソコソ後部車両のほうに逃にげてるんだから」

「あれ？　利菜、薬屋くんがこの時間に乗ってるの、知ってたんだ？」

「え……？　えー、いや、ほら、たまたまと言いますか……」

　はしゃぐ少女たちをよそに、大助は暖だん房ぼうで曇くもった窓ガラスをコートの袖そでで拭ふいた。

　同級生とのお喋しやべりに飽きたわけではない。

　その行動に、特に理由はなかった。窓が曇っていたので、なんとなく拭いてみただけだ。

『ドアが閉まります、ご注意ください──』

　上からはアナウンスが、横からは同級生たちのお喋りが聞こえる。

　窓ガラスが透とう明めいさを取り戻もどし、大助は外を覗のぞき見た。

　その瞬しゆん間かん──。

　窓の外を見た大助は、思わず目を見開いていた。

　一人の少女が、こちらを見ていた。

　反対方向へと向かう電車の窓から、大助と同じような表情で彼を見つめている。ちょうど彼と同い年くらいの、ショートカットの似合う可愛かわいらしい女の子だ。

　大助の時間が、止まった。

　少女の大きく黒い瞳ひとみや新雪のように白い顔、色の薄い短めの髪かみ、それら全すべてが大助の目に焼きつき、脳の一番深いところに記き憶おくされる。記憶は胸を異常に高鳴らせ、全身が熱くなる。

　窓の向こう側にいる少女も、こちらを見てわずかに目を見開いていた。

　二人の視線が、まるで引き合うように重なった。

　──大助の胸の奥で、何かが動いた。

『ドアが閉まります』

[image: ]

　プシュッ、という空気が漏もれる音とともに、背後でドアが閉じた。

　大助は、我に返った。

　ガタン、という振しん動どうのあと、少女との距きよ離りがゆっくりと開いていく。それでも、少女の視線は大助を追いかけていた。

　大助は弾はじかれたように動き出していた。

　他の乗客を突つき飛ばし、ドアに駆かけ寄る。

「ち、ちょっと、薬屋？」

　突とつ然ぜんの行動に驚おどろく友人たちを無視し、大助はためらわず緊きん急きゆう時用のボタンに手をかける。

　たちまち非常音が鳴り響き、電車が急停止する。乗客の悲鳴や非難の声が響く中、閉じたドアを無理矢理こじあける。

　ドアが開ききるのももどかしく、大助は隙すき間まから強ごう引いんに身を乗り出しホームへと飛び出した。

「薬屋！　あ、アンタなにやって……一体どーしたのよ！」

　戸と惑まどう利菜たちを残し、大助は階段を駆けのぼった。通路を全速力で走り抜ぬけ、反対側のホームへとつながる階段を下りる。

　だが、そこに停車していたはずの電車はすでに消えていた。走り去っていく電車の最さい後こう尾びが、駅からゆっくりと遠ざかっていく。

　絶望感が胸をよぎった、その時、

「あ、あの……」

　控ひかえめな声が、背中からかけられた。

　振ふり返り、大助は目を見開いた。

　無表情だった先ほどとは違ちがい、脅おびえたような顔をしていたが間違いない。電車の中から見かけた少女が、目の前に立っていた。

　電車の中から見た時の大きな黒い瞳が、大助のことをうつむきがちに見ている。白い息を吐はく口くち許もとは、大きめのマフラーに隠かくれてしまっていた。

「さ、さっきの電車に乗ってたんじゃ……」

　呆ぼう然ぜんとする大助を見て、少女は困ったようにうつむいた。

「あ……そ、その……私……」

　大助の目に、少女の背後から駆け寄ってくる駅員の姿が映った。

「やば……！　ごめん、ちょっといっしょに来て！」

「え？　あ……」

　戸惑う少女の手を強引につかみ、大助は駅の出口へ向かって走り出した。




　1.01　詩歌　Part 1




　その瞬間、それまで死人のように虚うつろだった少女の瞳に、光が蘇よみがえった。

　窓の向こう側に見えた一人の少年の姿を見た途と端たん、少女は永い夢から覚めたように自じ我がを取り戻していた。

　少女は自分でも意識せず、とっさに乗っていた電車を飛び下りていた。

　根こん拠きよはなかった。だが、なぜか彼女の胸に奇き妙みような期待感が膨ふくらんでいた。

　期待、といっても、それが何に対する期待なのか自分でも分からない。なのに、身体からだは勝手に動き出していた。

　頭の中が、混乱していた。自分がどうして電車を降りたのか、分からない。

　いや、そもそも自分がなぜあの電車に乗っていたのか分からなかった。〝あそこ〟からは二度と出られないはずだし、再び目を覚ますことなどあり得なかったはずだ。彼女は四年前に全すべてを失ったのだから。

　ただ、あの少年を見た途端、自分の中で様々なものが蘇った。記憶、感情、どう表現すればよいか分からないが、詩しい歌かが一度は忘れ去ったはずのものだ。ただ、どうしてそうなったのかが分からない。

　そして自分は今、その見知らぬ少年と住宅街の中の空き地にやってきていた。追いかけてくる駅員を振り切り、少年に手を引かれるままついてきたのだ。

　広い空き地だ。工事の途中なのか、あちらこちらに作業車が停とめてある。

　眩まぶしい陽が降りそそぐ、空気が透すき通った空間だった。

「はあ……はあ……」

　必死に息を整えながら、周りを見回す。

　朝の日差し、風の匂におい、揺ゆれる木々──目に映るすべてのものが、今ここにある現実のものとして実感することができる。それらは実に何百年も昔に失ったもののように懐なつかしく、こうしている今でもにわかに信じがたい。

　昨日までの記き憶おくは、うっすらと残っている。苦痛がないかわりに喜びもない、ただ虚きよ無むだけに埋うめ尽つくされた日々──それは今思い出すとまるで永遠に続く地じ獄ごくでしかなかったように思える。

　そこまで思い出して、ぞっとする。

　理由はまったく分からないが、自分は今こうして〝生き返る〟ことができた。

　ならば、〝あれ〟は……？

「……」

　急に走ったせいではない、別の冷たい汗あせが首筋を伝う。

　いるなら、出てきて──。

　心の中で呼びかけ、おそるおそる手を前に差し出す。

　詩歌は目ま蓋ぶたをきつく閉じ、その時を待った。

　──しかし、変化はなにもなかった。

「いない……の……？」

　目を開き、再び周りを見る。

　彼女が怖おそれていた〝もの〟の姿は、どこにも見あたらない。一いつ瞬しゆん、期待が胸にこみ上げるが、すぐにまた不安が襲おそう。

　──私、本当に……？

　これは夢ではないかと疑いかけたところで、黒いコートを着た少年が作業車にもたれかかって息を荒あらげているのに気づく。彼女をここまで強ごう引いんに引っ張ってきた張本人である。

　一見しただけでは、ただの普ふ通つうの高校生に見える。こんなにおとなしそうな男の子が、どうして駅員に追いかけられていたのだろう？

　少年の横顔を見つめながら、考える。

　なんだろう……この感じ……。

　少年から、なぜか目が離はなせなかった。

　彼を見ているだけで、となりにいるだけで、胸が高鳴っていた。それはここまで走ってきたからなどではない。温かく、不思議な懐かしさすら覚える感情だ。

「あ、あの……」

　おそるおそる、少年に声をかける。

　少年は、はっとして顔を上げた。顔を真っ赤に染め、慌あわてた様子で言う。

「ごめん！　初めて会ったばかりなのに、いきなりこんなことになっちゃって……」

「い、いえ。私は別に……」

　彼女が首を横に振ふったのを見て、少年は明らかにほっとしたようだった。晴れ渡わたった空を仰あおいで、安あん堵どしたように白い息を吐はく。

「よかったー。こんなところで嫌きらわれちゃったら、話にならないもんな」

「え？」

「あ、いや、なんでもない。あはは」

　ごまかすように、少年が笑う。

　少年のおかしな言動に、つられたように彼女の表情も緩ゆるんだ。自然と、笑い声を漏もらしてしまう。

　笑うなんて、いったい何年ぶりだろう……。

　本当に久しぶりの感覚だ。感動すら覚えてしまう。

　ちらりとまた少年の横顔をのぞき見る。やはり、どこにでもいるようなごく普通の高校生だ。それどころか、普通すぎるというのが正直な感想だった。

「あ、あのさ」

「は、はい」

「オレ、薬屋大助っていうんだ。えっと……名前、聞いてもいい？」

　たずねられ、彼女は黙だまり込んだ。

　失ったはずの記憶が、なぜか蘇った。それは奇き蹟せきといっていい出来事だった。

　言うべきではない。自分の立場を思い出してしまった以上、余計な人物と関かかわり合いになるべきではない……。

　そう思ったが、先ほどの駅のホームの時のようにまた口が勝手に動いていた。

「……杏あん本もと詩歌……です」

　小さな声で、しかしはっきりと答える。大助と名乗った少年が表情を輝かがやかせた。

「杏本さん、か」

　少女──詩歌は、こくりと頷うなずいた。

「それで、その……」

　薬屋大助と名乗った少年は何かを言おうとしているようだったが、とうとう思い切ったように口を開いた。

「杏本さん！　オ、オレと友達になってくれないかな？」

「え……」

　詩歌は、軽い驚おどろきとともに顔を上げた。

「あ、いや、言っておくけどナンパとかじゃないから！　なんていうか、一目見ただけで、その……この子と話がしてみたいって思って……」

　詩歌は、ただ呆ぼう然ぜんとした目つきで目の前の少年を見つめていた。

　自分と、友達になりたい？

　確かに目の前の少年は今、そう言った。

　友達……。

　詩歌の心に、再び戸と惑まどいの波は紋もんが拡ひろがる。

　大助は、詩歌の返事を期待と不安の入り交じった表情でじっと待ち続けている。

　詩歌の胸に、何か温かいものが流れ込んでくるのが分かった。それともう一つ、胸の奥、それも一番深いところで何かが少しだけ身じろぎしたような気がした。

　詩歌は熱を帯びた顔を綻ほころばせ、

「……はい」

　小さく、頷いた。







　先ほどの少年、薬屋大助は詩歌の返答を純じゆん粋すいに喜んでくれていたようだった。

　大助は詩歌の携けい帯たい電話の番号を訊きいてきたが、詩歌は首を横に振った。携帯電話など、詩歌が持っているわけがなかった。

　そのことを聞いて、大助は驚いたようだった。今は誰だれでも携帯電話を持っていて当然なのだろうか？　この街へと戻もどってくる直前の記き憶おくをのぞき、昨日までの記憶はうっすらと残っている。とはいえ、およそ四年間はテレビなど観みたことがなかった。はっきりと憶おぼえている四年前は、ちょうど携帯電話が流は行やりだした頃ころだった。

　結局、詩歌が大助の携帯電話の番号を聞いて別れた。大助はこれから学校があるらしく、名な残ごり惜おしそうに走り去っていった。詩歌は自分もこれから学校へ行くと言った。

　別れ際ぎわ、放課後の予定を訊かれた。最初は戸惑ったが、何もない、と詩歌は正直に答えてしまった。

　大助の学校は期末テストが終わったばかりで、今日の授業は午前中で終わると言っていた。二人は、昼に再び会う約束をした。

「……どうしよう」

　混雑した街を歩きながら、詩歌は呟つぶやいた。

　信じられないことの連続で、頭がついていくことができなかった。

　どうして、私は──。

　大勢の通行人でにぎわう大通りで、遠くの空を見上げる。

　視線の先には、詩歌が決して逃のがれることができなかったはずの場所がある。なのにどうして、自分が今ここにいるのか分からなかった。しかもよりによってこの街、桜架市に。

　立ち止まった詩歌など気にもせずに、街の人々が流されていく。

　ここ桜架市は、十年ほど前から飛ひ躍やく的に発展を遂とげている新都市だ。

　なんでも政府が都心に近い新しいベッド・タウンとして、開発に意欲を見せているらしい。海水浴場が近いので観光地としての機能も備えていることもあり、開発計画は成功をおさめた。三日後にクリスマス・イヴを控ひかえた新都市は、どこも赤と白、そして緑色の装そう飾しよく品で埋うめ尽つくされていた。

　開発途と上じようでツギハギ状態の街並みが、目の前に拡がっている。

　かつては毎日のようにこの光景を眺ながめていたはずなのに、今は涙なみだが出るほど懐なつかしく感じられた。

　詩歌の生まれた街。

　四年前までは、彼女も間ま違ちがいなくこの街の一部分だった。今、歩道橋を歩いている少女たちと全く同じ普ふ通つうの人間だったはずだ。

　見上げた空の向こうには、絶対に戻りたくない恐きよう怖ふの場所。

　今、彼女がいるのは絶対に戻ってきてはいけない場所。

　どうしてあの場所から逃にげ出すことができたのか、まったく憶えてない。

　どうしてこの場所へ戻ってきてしまったのか、まったく分からない。

　これからどうすればいいか、どこへ行けば良いいのか迷う。

　だが思い出してしまった以上、一刻も早く桜架市から立ち去るべきだ。詩歌にとって、この街は危険すぎる。

　詩歌は身を翻ひるがえし、街から離はなれるべく走りだそうとした。

　しかし──。

「どう……しよう」

　自分の足は、意志に反してすぐに止まってしまう。街を振ふり返り、また同じ呟きを漏もらす。無意識に胸むな元もとで組んだ手に、力がこもる。

　先ほど出会った少年と、昼にまた会う約束をしてしまった。

　詩歌は迷ったのだが、大助の必死な表情を見て思わず頷うなずいてしまったのだ。

　詩歌が約束を破ったら、やっぱり大助は残念がるだろうか？　なによりも大助は詩歌と友達になりたいと言ってくれた。

　とにかく嬉うれしかった。まさか自分のような人間に、友達ができるなどとは思いもしなかった。こんなことは生まれてはじめてかもしれない。まだ幼かった頃も、おとなしく自己主張の弱い性格のためか、友達と呼べる人間は一人もいなかった。

　そんな相手との約束を、詩歌は破ろうとしている──。

「あっ……」

　胸の奥に、小さな痛みが走った。

　痛みはおさまるどころか、疼うずくようにしてどんどん胸の奥に拡ひろがっていく。

「はやく、ここから離れなきゃ……」

　詩歌は、唇くちびるを嚙かんだ。

「でもお昼までなら、いいよね。それできっと最後にするから……」

　自分に言い聞かせるように呟いた時、詩歌のすぐそばの会社員風の青年たちの会話が耳に入った。

「おい、あれ自衛隊じゃねえの。また虫憑つきが出たのかな」

「うおっ、マジかよ。あの辺、俺のセンパイの家のすぐ近くだぜ」

　ビクリ、と詩歌は肩かたを震ふるわせる。

　青年たちの視線を追うと、確かに通りの向こうを自衛隊の車両が走っていくのが見えた。

「お前のセンパイが虫憑きだったりしてな」

「だったらラッキーだぜ。特別ナントカっていう奴やつらに隔かく離り施し設せつにでも連れてってもらえば、もう説教されなくて済むからな」

「バッカ。マジだったらしゃれになんねーよ。同じ会社に虫憑きなんかがいたら、気持ち悪くて皆みな辞やめちまうって」

　詩歌は小走りに通りを抜ぬけ、ビルの陰かげに入ったところで立ち止まる。

「……」

　気を落ち着かせるため、大きく深呼吸をする。

　先ほどまでの胸の痛みが、ウソのように消えてなくなっていた。

　かわりに胸を締しめつけたのは、とてつもない孤こ独どくと悲しみだった。

「私は……」

　不安を内に秘めたまま、肩の高さまで片手を差し伸のべる。

　居るのなら、出てきて──。

　目ま蓋ぶたを閉じ、先ほどと同じように心中で強く念じる。

　だが詩歌の指先には、何も変化を感じなかった。

　おそるおそる、目を開ける。やはり自分の白い手の上には、何もなかった。

　自然と、安あん堵どのため息が漏れる。全身からいっきに緊きん張ちようが抜けていくのが分かった。

「夢……じゃないよね」

　冷たい空気をつかむように、手を握にぎりしめる。

「お昼まで、どこにいようかな」

　呟つぶやき、顔を上げた詩歌の表情には、自然と笑えみが浮うかんでいた。




　1.02　大助　Part 2




　神様って、たまには良いことしてくれるんだな。

　大助はそんなことを考えながら、上じよう機き嫌げんで自分の鞄かばんを肩に担かついだ。

「なにニヤニヤしてんだよ、大助。今朝からお前、なんかおかしいぜ」

　終業のチャイムと同時に、となりの席に座る友人が話しかけてきた。

「なんでもないよ」

「またまた、ウソばっかり。白状しなよ、今朝、誰だれのおかげで助かったと思ってんの？」

　友人だけでなく、今朝いっしょに電車に乗った女子たちまで大助に詰つめ寄ってくる。

　電車を停とめた件についてはあとで彼女らにしつこく問いつめられたが、適当な理由をつけてごまかした。彼女たちが他人のフリをしてくれていなければ、今ごろ大問題になっていただろう。

「ああ、カワイソウに……薬屋大助クンは実はアブナイ人だったのです。みんな、近寄っちゃダメよ。頭がイっちゃうクスリヤ菌きんが伝う染つるから」

　大げさな身み振ぶりを交えて言ったのは、いつの間にそこにいたのか、立花利菜だった。ブレザーの上からでも分かるスリムな体型は、明らかに他ほかの女子生徒たちよりも異い彩さいを放っていた。皆の視線が利菜に集まる。

　カリスマ性とでも言うのだろうか、立花利菜は間ま違ちがいなくそれを持っていると大助は思っている。利菜の声はよく響ひびき、周りの人々を魅み了りようする。

　大助はため息をつき、利菜に向き直る。

「なんだよ、アブナイ人って」

「アンタみたいに普ふ段だんは地味ぃーに生きているように見える人が、ホントは裏でアブナイことやってたりすんのよ。ほら、ドラッグとか？　はっ、もしかして本業は暗殺者？　きゃー、人殺しー」

「……はいはい、オレはアブないドラッグをやってる暗殺者ですよ。今まで隠かくしててごめんなさい」

「うわー、ツマンナイ反応。サイアク」

　本当に嫌いやそうに顔を歪ゆがめながら言う利菜に対し、しかし大助は平然と笑い流した。何事もなかったかのように鞄を背負い直す。

「な、なによ、その態度。ずいぶん余よ裕ゆうこいちゃってんじゃない」

「悪いけど、今日のオレはいつものオレじゃないんだ。立花さんに何を言われようとぜんぜん平気だね」

「なんだよ。やっぱりなにかいいことがあったんだろ？　教えろよ」

　友人が身を乗り出してくる。利菜も気になるのか、関心がないような素振りを見せつつも、さりげなく耳を傾かたむけているのが分かった。

「そこまで言われちゃ、しょうがないな。教えてあげよう」

「……なんかムカつくな、おい」

「……言いたくてしょうがないって顔ね」

　険悪な表情を浮かべる友人たちに、大助はにやりと笑い返した。

「実はさ。今朝、駅でめちゃくちゃ可愛かわいい子と知り合ってさ。しかも、その子と友達になっちゃったんだよ、これが」

「え、マジで？　お前ってナンパとかするヤツだったっけ」

「……ふーん。へー……」

　驚おどろく友人と、思ったより反応の薄うすい利菜。

　だが大助は、そんなクラスメートの反応など気にもならなかった。

　考えただけで、気分が舞まい上がってしまう。今朝会った少女、杏本詩歌にまた会えるというだけで、世界中の幸せを独り占じめしているかのような気持ちになった。すぐにもこの場で踊おどり出してしまいたいくらいだ。

　自分の身に何が起きたのかは、分からない。分からないが、とにかく他のことが何も考えられなくなっていた。耐たえられないほどに、胸の奥が熱くなっていた。

　ただ一つ、分かることがあった。

　もう一度、会いたい──。

　すぐにでもまた、詩歌と会いたかった。会って、話がしたい。話をしなければいけない。

　まず何を話せばいいのかは分からないが、とにかく早く詩歌の顔が見たかった。

「これから、その子とまた会うんだ」

「どんな子？　マジでカワイーの？」

「そりゃもう。うーん、どんな子って言われてもなあ。一言で言うと……」

「一言で言うと？」

「立花さんと正反対の子」

「……殴なぐっていいと思う人、挙手」

　利菜の言葉に、その場にいるほぼ全員が手を挙げる。

　皆みなの支持を得て一度は鞄を振り上げた利菜だったが、すぐにやる気をなくしたように腕うでを下ろす。嘆たん息そくして、そっけなく大助に背を向ける。

「まあ、勝手にやってれば？　薬屋みたいにぜんっぜんオモシロくない奴やつ、どーせすぐにフラれるのがオチだろうけど」

「……怖こわいこと言うなよ」

　すると、教室の出入り口から、担任教師が顔を出した。

「ああ、さっき言い忘れたが、立花」

「はい？」

「お前が描かいた絵が、市のコンクールで金賞を獲とったそうだ。すごいな、立花」

　感かん嘆たんの声が、教室中から上がった。

　しかし、とうの本人はなぜか表情を険しくしていた。珍めずらしく大助以外の人物に対して嫌けん悪おの表情を浮うかべる。

「あたし、そんなものに応おう募ぼした覚えなんてありませんけど」

「準備室に置いてあったお前の絵を見て、美術の先生がこっそり応募したんだそうだ。明日の朝会で授賞式があるから、ちゃんと出るんだぞ」

　担任教師の言葉に、利菜は無言で視線をそらした。

「コンクールで金賞なんてすごいね、立花さん」

　大助が話しかけると利菜は一いつ瞬しゆん、こちらを厳しく睨にらみつけた。先ほどとは違って、明らかな怒いかりの色が浮かんでいた。周りの同級生たちが押し黙だまる。

「なんでそんなに絵がうまいのに、美術部に入らないの？　あ、そっか、美術予備校とかに通ってるんだ。でもここらへんにそんなところって……」

「なんのために？」

　利菜の口調が、急に冷たくなる。普ふ段だんは明るい笑え顔がおばかり見せているせいか、真顔で冷静な声を放つ利菜は別人のように見えた。

「なんのためって……そりゃ、美術大学に行くためだろ？」

「ふうん、アンタは大学に行くのが当たり前だと思ってるんだ」

　嘲ちよう笑しようを浮かべ、顔をそむける。会話はそれで終わりというつもりらしい。

　だが大助はむっとして続けた。

「別に当たり前とは思ってないさ。ただ絵がうまい人は、そういうところへ行くものなんじゃないかと思っただけだよ。立花さんは大学に行かないの？」

「あのねぇ、どうしてあたしがアンタにそんなこと話さなきゃいけないわけ？」

　怒りを通り越こしてしまったのか、呆あきれた顔で利菜が嘆息する。

「……もういい。じゃあね、おぼっちゃん」

　踵きびすをかえして去っていく利菜の後ろ姿を、大助は呆ぼう然ぜんと見つめた。他ほかのクラスメートたちも、普段あまり見せない利菜の反応に戸と惑まどっているようだ。

「……」

　大助は、なんとなく主人がいなくなった利菜の机を見た。

　机の表面には、小さなひっかき傷のような跡あとが無数に刻まれていた。







　放課後、大助は桜架駅の前にある広場で詩歌を待っていた。

　時刻は正午を少しまわったあたり。約束の時間よりもだいぶ早く来てしまった。

　緊きん張ちようしつつ、周りを見み渡わたす。

　広場は、大勢の人で賑にぎわっていた。家族連れやカップルも多く、みな笑顔で通り過ぎていく。サンタクロースの格好をした男が、広告を載のせた看板をかついで歩き回っていた。そんな光景を見ると、いやでもクリスマスが近いことを思い知らされる。

「あ、あの……」

　背中から、聞き覚えのある声がかけられる。振ふり返ると、青いコートに身を包んだショートカットの女の子が立っていた。

「あ、杏本さん！」

「こ、こんにちは」

　詩歌が緊張した面おも持もちで、近づいてくる。

　大助は安あん堵どのため息を漏もらした。

　もしかしたら、彼女はもう姿を現さないのでは、今朝の出来事は夢だったのではないか、とさえ思っていたのだ。

　思わずまじまじと詩歌の顔を見つめてしまう。こうして再び彼女と出会い話をしているという現実を、確かな感かん触しよくとして実感していた。

「あ、あの……」

　詩歌が困こん惑わくの表情を浮かべるのを見て、大助は慌あわてて手を振った。

「い、いや、ごめん、なんでもないよ。そうだ、もうお昼済ませちゃった？」

　少女が首を振るのを見て、大助は広場の周辺を見回した。

「それじゃ、ええと……」

　そこで、はたと気づく。必死に考えたプランに昼食をとるという予定はあったものの、どこに行くかまでは考えていなかった。

「あの、あそこで……その、近いし……」

　きょろきょろと落ち着きのない大助を見かねたのか、詩歌が言った。少女が指さした先には、見慣れたファストフード店があった。

「あそこでいいの？」

　こくりと頷うなずいた詩歌の表情は、少しだけ楽しそうに見えた。







　ハンバーガーが載った盆トレイをテーブルに置き、上着を脱ぬぐと詩歌の身体からだは余計に小さく見えた。大助よりも頭一つ分は小こ柄がらなことに、今さらながら気づく。

　まず何を話せばいいのか、悩なやむ。

　思い悩んだ挙げ句、口をついて出たのは当たり障さわりのない台詞せりふだった。

「今朝は本当にゴメン。会っていきなり走り回させちゃってさ」

　大助の言葉に、詩歌はくわえていたストローから口を離はなした。

「い、いえ。少しだけ、楽しかったし……」

「楽しかったって……あれが？」

「は、はい」

　言って、詩歌が控ひかえめな笑え顔がおを浮うかべた。きっと気を遣つかってくれているのだろう。

「ずっと気になってたんだけど、杏本さん……って、歳としいくつ？　オレより年上ってことはないよね」

「こ、高校一年生……です」

「やっぱり。敬語なんて使わなくてもいいよ、オレも同じ高校一年だし。その制服って、ここらじゃ見たことないやつだけど、どこの……」

　訊きいてから、しまったと口を閉とざす。急に、詩歌が表情を凍こおりつかせていた。

　なにかフォローしなければと焦あせっていると、逆に詩歌から訊たずねてきた。

「あの……薬屋くんは……」

「あ、大助でいいよ、そっちのほうが仲なか良いいヤツからは呼ばれ慣れてるんだ。ごめん、オレのほうから訊いてばかりだったよね」

「う、ううん。じゃあ、大助……くんは？」

「オレは桜架東高校っていうところ。知ってるかな、ここから駅二つ先に行った場所にあるんだけど、何年か前にできたばかりの新設校で──」

　二人の会話は、多少ぎこちなくも何とか途と切ぎれずに進んでいった。

　詩歌は、自分のことを「詩歌」と呼んでくれるよう言った。名前を呼ぶのが最初は照れくさかったが、話していくうちに大助は自然と彼女のことをそう呼んでいた。

　詩歌はこの近くの街に住んでいて、家の近くの高校に通っているらしい。家族や学校の話題になると途と端たんに表情を曇くもらせるため、それらについてはあまり触ふれないようにした。

　ただ、思ったよりも随ずい分ぶんおとなしい性格のようだ。たまに見せる笑顔も控えめで、声を出して笑うことは一度もなかった。そのことが大助の胸を締しめつけていた。

「……え？」

　詩歌がストローから口を離し、驚おどろいた様子で大助を見つめた。

「大助くん、一人暮らししてるの？」

「うん。いろいろ事情があって、今はアパート暮らし。クラスの誰だれにも言ったことはないけどね」

　容器に入ったコーヒーを飲みながら、気楽な口調で言う。

「どうして？　その……大助くんの家族って……」

「ちょっとワケありでさ。今は叔お父じさんが保護者みたいな感じかな」

「ご、ごめんなさい」

「い、いいよ、そんな気を遣わなくて。オレ自身あまり気にしてるわけじゃないし、叔父さんも叔お母ばさんも従い姉と妹こも皆みな良くしてくれてるし。友達に言ってないのも、たまたまそういう話題になったことがないだけで……」

　うつむいてしまった詩歌を見て、後こう悔かいする。彼女にこんなことを言ったところで、余計に気を遣わせるだけだ。

「家族に……会いたいと思ったことある？」

「え？」

　思わぬ問いかけに、顔を上げる。戸と惑まどいつつも少し考え、軽い口調で言う。

「うーん、まあ、無いって言ったら噓うそになるけど」

「そう……」

　詩歌が、また顔を伏ふせてしまう。

　大助はコーヒーをテーブルに置き、笑う。

「でも、お別れくらいは、ちゃんとしたかったかな」

「……え？」

「オレの場合は、お別れを言うヒマもなかったから。オレを生んでくれて、それまで育ててくれて、ずっといっしょに暮らしてた人たちだったから。やっぱり、さよならの一言くらいは言いたかった。それだけははっきりと言える、かな」

　言って、照れた微ほほ笑えみを浮かべる。かすかに熱くなる頰ほおをごまかすため、手元に置かれたコーヒーへとまた手を伸のばす。

　詩歌は大助の顔をしばらく無言で見つめていた。が、やがてわずかに微び笑しようした。

「うん、そうだよ……ね」

「詩歌にこんな話をしても、しょうがないよね。ごめん、なんか暗くさせちゃったな」

「う、ううん！　なんていうか、その……すごいと思った」

「すごい？　オレが？」

「うん。昔のこともこれからのこともしっかり考えてて……カッコいいと、思った」

　詩歌に真しん剣けんな顔で言われ、大助は頭を搔かく。

「え、そ、そうかな？」

　携けい帯たい電話の時刻表示を見て、大助は椅い子すから立ち上がった。

「そ、そろそろ出ようか。実はさ、この先で面おも白しろそうな映画がやってるんだ。観みにいかない？」

「うん」

　小さく頷うなずく詩歌は今までで一番、嬉うれしそうに見えた。







　夕方になると、十二月の空気は刺さすような冷気へと変わった。

　昼食のあとに観た映画は、流は行やりのアクション映画だった。大助は最初は恋れん愛あい映画を観るつもりだったが、なんとなく予定を変へん更こうした。詩歌は歓よろこんでくれていたようなので、あながち選せん択たくは間ま違ちがいじゃなかったはずだ。

　映画を観てからはゲームセンターに行き、さっきはクレープを買って食べた。なんのヒネリもないお決まりのコースだが、楽しかった。となりにいた詩歌も、楽しそうだった。

「寒くない？」

「うん、大だい丈じよう夫ぶ。ありがとう」

　駅前の広場に帰ってきた二人は、ベンチに座ってビルの向こうへ消えようとしている夕日を眺ながめていた。その鮮あざやかなオレンジ色はとても綺き麗れいで、冷たい風までもが橙だいだい色いろに染まっているかのようだった。

　二人はしばらくの間、黙だまって広場を眺めていた。

　夕日に照らされた街を歩く人々は皆、笑顔を浮うかべていた。別の通行人から見たら今の自分も同じように映っているんだろう、と大助は少し嬉しい気持ちになる。

　こっそりと、となりに座る詩歌の横顔をのぞき見る。

　ショートカットの少女もまた、微笑を浮かべて橙色の通りを見つめていた。だがその横顔はどこか目の前の光景が羨うらやましそうな、それでいて少しだけ哀かなしげにも見えた。

　そんな詩歌の表情を見て、大助の胸に痛みが走る。

　今日一日、詩歌といっしょにいて分かったことがある。

　いつも控ひかえめな笑みしか見せない少女は、どこか浮うき世よ離ばなれした雰ふん囲い気きがある。そばにいないとすぐに見失ってしまいそうな──消えてしまいそうな感じだ。それに何か悩なやんでいることがあるのか、時々、思い出したように表情に陰かげが落ちることがある。

　だが、それでも大助はいつまでもこうしていたいと思った。

　二人で肩かたを並べて、夕日を眺めていたいと思う。

　そして願わくば、彼女もまた大助と同じ気持ちだったら良いいと思う……。

　──夕日が、完全に落ちた。

　それを見計らっていたかのように、詩歌が立ち上がった。

「そろそろ、帰るね」

　大助もまた立ち上がる。

「送るよ」

「ううん、大丈夫だから……」

　詩歌が微笑んだ。やはり、どこか寂さびしげな笑みだった。

「今日はすごく楽しかった、ありがとう」

　礼を言う少女の表情は、心から嬉しそうだった。

「そんな、お礼を言いたいのはこっちだよ。いきなり誘さそったのに」

「また、いっしょに遊べたらいいな……」

　詩歌の表情に、今日だけで何度も見た哀しげな陰が落ちる。

　いやな予感を覚え、大助はすぐに頷うなずいた。

「また遊ぼうよ！　いつでもいいから……明日も早く学校終わるし！　あ、でも明日じゃいきなりすぎるかな？」

　大助の申し出に、詩歌は驚おどろいたようだった。また嬉しそうに微笑もうとして、しかし笑みは複雑な表情へと変わる。

「明日は……もう、ムリだと思う。ごめんなさい、私……」

　何かを言いかけ、押し黙る。唇くちびるを嚙かみ、うつむいてしまう。

「そっか……」

　大助も声のトーンを落としかけるが、すぐに笑えみを浮かべて言う。

「なら、いつでも都合が良いときに電話してよ。オレならいつでもいいから」

　詩歌がまた、驚いた顔をする。

「電話……してもいいの？」

「もちろん！　オレ、待ってるから」

　しばらくの間、詩歌は戸と惑まどったように黙っていたが、やがて嬉しそうにはにかんだ。

「ありがとう」

　今日の中で、一番素す直なおな笑顔だった。

　大助の顔が急激に熱くなっていく。

「それじゃ……私、もういかなくちゃ」

　駅の雑ざつ踏とうの中へ向かっていこうとした詩歌を、呼び止める。

「詩歌」

　少女が振ふり返った。

「なにか辛つらいことがあったら、いつでもオレを呼んでよ」

　自然と口が動いていた。

　時折、思いだしたように表情を曇くもらせる理由を聞きそびれてしまったが、詩歌にはそんな顔をしてほしくなかった。

「すぐに駆かけつけるよ。どこにいても、必ず詩歌のところへ行くよ」

　詩歌は笑みを浮かべそうになったが、唇を嚙んで黙り込んでしまう。

　まただ。詩歌がそんな顔をするたびに、大助はどうしようもなく胸が痛くなる。

「オレが、詩歌のそばにいたいんだ。それならいいだろ？」

　詩歌が嬉うれしそうに微ほほ笑えむ。

「……りがとう」

　声にならない、かすかに聞き取れるくらいの言葉が、聞こえた。

　微び笑しようを残し、詩歌は去っていった。

　──今度また会った時は、必ず笑わせてみせる。

　心に、そう決めていた。

　大助は少女の小こ柄がらな後ろ姿を、完全に見えなくなるまで見守っていた。
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　嬉しかった。

　心から、そう思った。

　駅の中に入ってから、詩歌はしばらく柱の陰かげによりかかって待っていた。

　天てん井じように吊つるされた時計を見上げる。

　大助と別れてから、数十分が経過した。

　駅の入り口から顔を出し、駅前の広場をのぞき見る。

　大だい丈じよう夫ぶだ。大助の姿は見えない。すでに自分の家へと帰ったようだ。

　大助がいなくなったことを確かく認にんしてから、詩歌は広場へと戻もどった。冷たい空気が頰ほおを突つき刺さしてくる。しかし、今の詩歌はそんなことなど気にならなかった。

　ふと、頰に冷たい感かん触しよくが触ふれた。

　雪だ。

　空を見上げる。暗くら闇やみに包まれた夜空から、純白の粉雪が次々と舞まい降りていた。

「……」

　詩歌は、白く染まった視界の中を、前に進み出した。

　──疑問が、頭に浮うかんだ。

　どうして大助は、詩歌に対してそこまで言ってくれるのだろう？　まだ出会ったばかりの、ただの友達に対して、だ。

　それとも、友達とは普ふ通つうそういうものなのだろうか。これほど優やさしくされたことは生まれてはじめての経験なので、戸惑っていた。友達とは、こんなに優しくしてくれるものなのだろうか？　考えただけで胸が熱くなるようなものなのだろうか？

　だが、悲しくもあった。

　詩歌の〝正体〟を知っても、大助は果たして同じことを言ってくれるだろうか？　そんな考えばかりが頭に浮かぶ。四年前の記き憶おくが、脳のう裏りによみがえった。

　──俺たちは、生きているだけで周りの人間を傷つけるからだよ。

　当時の自分と同じくらい、幼い少年だった。大きなゴーグルで顔を隠かくしていたため表情は見えなかったが、詩歌に引導を渡わたす直前の彼は、とても哀かなしげだった。

「でも、私はもう元に……」

　自分に言い聞かせるように呟つぶやいたが、最後まで言えずに口をつぐむ。

　本当に、そうなのだろうか？

　どうしても、不安が拭ぬぐいきれない。

　それに、詩歌を追う〝組織〟にしてみれば、そのようなことは関係ないだろう。むしろ危険はさらに高まったといえる。

　桜架市に、いるべきではない。

　大助と、もう会うべきではない。

　生まれ育ったこの土地から、一刻も早く立ち去らなければならない。詩歌が〝生き返った〟ことを知って、まず最も警けい戒かいをするのが桜架市であることは疑うべくもなかった。

　しかし、どこへ行けば良いのかまったく分からなかった詩歌に、一つだけ目的ができていた。

　──でも、お別れくらいは、ちゃんとしたかったかな。

　大助の言葉が、脳裏によみがえる。

　彼はきっと様々な思いを経て、その思いへとたどり着いたのだろう。言って照れくさそうに笑う彼の姿は、詩歌の目にとても強く映っていた。

「ありがとう、大助くん……」

　大助のことを思い浮かべるだけで、自然と笑みが浮かんだ。頼たよる人間もいなく、独りぼっちのこの状じよう況きようで笑うことができた。

「おかげで、ちょっとだけ勇気がでたよ」

　降り注ぐ純白の雪の中、詩歌は歩いていく。

　歩く方角の先には、桜架市の住宅街がある。

　──詩歌が生まれた家がある場所だ。

　そこへ向かって歩き出すまで、四年の月日を要した。

　いや、本当は忘れていたのだ。詩歌自身、なぜあの電車に乗っていたのか。四年前に自分の〝夢〟を忘れてしまったあの時から……。

　もしかしたら、いや、あのままでは間ま違ちがいなく永遠にここへやってくることはできなかっただろう。夢を忘れ、家を忘れ、自分自身すら忘れたまま、あの場所に閉じこめられ、何もない生活を送っていたに違いない。

　しかし、詩歌は大助と出会ってしまった。なぜかは分からないが、それがきっかけになったようだ。彼女は全すべてを思い出してしまったのだ。

　そして、そればかりか、大助は詩歌にここまでやってくる勇気を与あたえてくれた。

　大助はとても優しく、詩歌を受け入れてくれた。それだけで、詩歌はここへとやってこれた。ここを訪おとずれる勇気を貰もらった。

　空から降り注ぐ雪は、いつの間にか勢いを増していた。詩歌が着たコートの上に白い粉雪がうすく積もっていく。

　足元の道は、すでに白一色に埋うめ尽つくされていた。街灯の淡あわい灯あかりに照らされた純白の少女の姿は、まるで夢の中の住人のように儚はかなく幻げん想そう的な光景を創つくりだしていた。

　詩歌は一いつ軒けんの家の前に近づいたところで、電柱の陰かげに身を隠した。

　息を殺して、辺りの様子をうかがう。

　見たところ不ふ審しんな人ひと影かげは見あたらない。詩歌の身に起こった異変が、まだ気づかれていないのだろうか、とも思った。

　白い息を漏もらす詩歌の眼前で、家の玄げん関かんが開いた。

　中から出てきたのは、三人の親子だった。

　これから家族そろって食事にでも行くところだったのだろう。

　両親はあまり変わっていなかった。

　だが娘むすめはずいぶん変わっているようだった。外見はもちろん、表情があまり楽しそうではなかった。高校三年生にもなって両親に連れ回されるのが嬉うれしくないのか、それとも別の理由か、反発の気配さえ漂ただよっている。

　電柱の陰から姿を現した詩歌を見て、三人組の家族が文字通り両目を見開いた。

「し、詩歌……？」

「久しぶりだね、お父さん、お母さん」

　詩歌は、静かに微ほほ笑えんだ。

　少女が、信じられないものを見るように愕がく然ぜんとする。

「本当に……詩歌なの？」

「お姉ちゃん……」

　あらためて、髪かみの長い少女を見つめる。雰ふん囲い気きは多少変わっているが、美人で優やさしそうなところは変わっていない。姉の目元が自分と少し似ているのは、幼い頃ころから詩歌の密ひそかな自じ慢まんだった。

　両親は詩歌から遠ざかり、逆に姉は詩歌に向かって足を踏ふみ出そうとする。

　詩歌は哀あい願がんするように、囁ささやいた。

「動かないで」

　対照的な家族たちの動きが、ピタリと止まる。

「お願い、もうちょっとだけそこに居て。すぐに……帰るから」

「ど、どうしてお前がここに……お前は四年前に……」

　中年の男が、言った。足がわずかに震ふるえているのが、はっきりと見てとれた。

「に、逃にげ出してきたのか……？」

「……」

「復ふく讐しゆう……しにきたのか？」

　父親のその言葉に、母親は短い悲鳴を上げて夫の背中に逃げ込む。

「詩歌……今まで、どこに……？」

　姉の目元には、涙なみだが浮うかんでいた。戸と惑まどいながらも詩歌に近づこうとしているのが分かった。

　恐きよう怖ふする両親。

　そして、そんな二人とは対照的な姉の態度。

　両者の姿を見て、詩歌は心から決心することができた。

　詩歌が普ふ通つうの人間に戻もどっていようといまいと、関係ない。それにまた追われる身になることは明らかだ。

　もう、二度とここに戻ってきてはいけない──。

「……ううん。ずっと言いたかった言葉を言いに来たの」

　詩歌は深呼吸をするように、冷たい空気を肺いっぱいに吸い込んだ。踏ん切りをつけるように目を閉じ、しばらくしてから、再び瞼まぶたを開く。視界は涙で歪ゆがんでいた。

　自らの家族を真っ直すぐに見み据すえ、詩歌は笑った。

「お父さん、お母さん……私を生んでくれてありがとう……育ててくれてありがとう……四年前は、迷めい惑わくをかけてごめんね……」

　頰ほおを、熱い感かん触しよくが伝った。堪こらえていた涙が、とうとう溢あふれてしまったようだ。

「お姉ちゃん……いつも優しくしてくれてありがとう……あいかわらず髪が綺き麗れいだね」

　瞳ひとみから流れる涙が、次し第だいにその量を増していく。

「私、この家に生まれて……幸せ……」

　後半の言葉は嗚お咽えつにかき消されて、相手に聞こえているかどうかも分からなかった。

「詩歌……戻ってきてくれたんじゃないの？」

　姉の言葉が、突つき刺ささるように胸に痛かった。

　だが、詩歌は大きく息を吸い込み、もう一度だけ目の前の家族を正面から見つめると、自分にできる最高の笑顔を浮かべて言った。

「……さようなら」

　それだけを言い、詩歌は家族だった人々に背を向けた。

　声を出して泣きながら歩く詩歌の靴くつが、白い絨じゆう毯たんの上に足あし跡あとを残していく。その足跡に付き添そうように、いくつもの滴しずくの跡が落ちていた。

　もう、後戻りはできない。家族から、〝あの組織〟へと情報が届くことは間ま違ちがいない。

　これからは逃げ続けるしかない。まん丸いサングラスの女性と出会ってから、ゴーグルで顔を隠かくした少年に意識を闇やみの底へと送り込まれるまでの逃とう避ひ行こうを、また繰くり返さないといけない。

　駅前の広場に戻ってきたところで、公衆電話が視界に入った。

　涙は止とどまることなく、流れ続けていた。

　ガラス張りの電話ボックスに入り、財さい布ふを取り出す。

　刺し繡しゆうの入った、小さな赤い財布だ。

　詩歌が小学校六年生の時──家を出ざるを得ないことを知った時、持ち出したお気に入りだった財布。当時の全財産を詰つめ込んだそれのおかげで、今日は大助といっしょに遊ぶことができた。

　財布の中にはもう、小銭が数枚残っているだけだった。

　電話機に硬こう貨かを押し込み、電話番号を押す。

　相手のことを考えるならば、もう関かかわるべきではない。不用意に接すれば、互たがいのためにならないことは火を見るより明らかだ。

　──そんなことは分かり切っているのに、衝しよう動どうのままに体が動いてしまっていた。

　相手は、すぐに出た。

　驚おどろいたような相手の声に、詩歌は少なからず安あん堵どしていた。両手でしがみつくように受話器を持ち、今日出会ったばかりの少年の声に聞き入る。

「……大助くん……ごめんね、さっき別れたばかりなのに……ううん、ただ……声が聞きたくて……」







　2.00　大助　Part 3







　大助は校内をさんざん走り回ったあげく、美術室でようやく目的の人物を見つけた。

　静まり返った美術室の中央で、一人の少女が椅い子すに座っていた。

　立花利菜だ。

　利菜はたった一人で、真っ白なキャンバスとにらみ合っていた。ただでさえ独特の美しさを備えた彼女がそうしていると、それ自体が一枚の絵画のように見える。

　利菜は何やら考え事をしているようだった。教室ではあまり見せない顔だ。

　大助が静かに扉とびらを開いて室内へ入ると、とたんにきつい油の匂においが鼻をついた。

「立花さん」

　声をかけると、長ちよう髪はつの少女は予想よりもずいぶん大おお袈げ裟さに驚いた。

「な、なに？　薬屋？」

　こちらを振ふり向いた利菜は、普通のどこにでもいる女子高生だった。普段の陽気な人気者でも、昨日、垣かい間ま見せた怒いかれる少女でもどちらでもない。

「ど、どうしてアンタがこんなところに？」

「もしかして立花さん、ここでずっとそうしてたの？　朝、廊ろう下かで見かけたから学校に来てたのは知ってたけど」

「余計なお世話なんだけど。それより、なんか用？」

　正面にある絵画へと視線を戻もどした時にはもう、いつも通りの表情豊かな横顔へと戻っていた。ただし今は、どこかふてくされているようにも見えるが。

　大助は持っていた一枚の紙を、利菜に向かって差し出す。

「立花さんに渡わたすよう先生に言われたんだ。今日の日直はオレだからって」

「なに、それ？」

「賞状だよ。ほら、昨日言ってただろ」

　大助が差し出した賞状を、しかし利菜は興味なさそうに見つめるだけで受け取ろうとしない。

「はやく受け取ってくんないかな。オレ、ちょっと急いでるんだけど」

　賞状を押しつけようとする大助に対して、利菜が今度は悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべる。

「どうしようかなー。あんまり受け取りたくないんだけどなー」

「カンベンしてよ。人と会う約束してるんだからさ」

　大助は利菜の鼻先まで賞状を近づける。

　だが、気づくと利菜が不ふ機き嫌げんそうな顔をしていた。椅子に座ったまま、冷めた目つきで大助を見上げている。

「例の可愛かわいいカノジョってやつ？　まだフラれてなかったんだ」

「立花さんには関係ないだろ。……受け取るつもりがないなら、そこへ置いていくけど？」

　そっけない大助の態度に、利菜がムッとしたのが分かった。拗すねた子供のように、そっぽを向いてしまう。

「関係ないのに引きとめちゃって、どうもスミマセンでした。……あーあ、そんな態度で賞状を渡されたって、ちっとも嬉うれしくないなー。いいわよ、そこらへんに適当に置いてけば？　なんならゴミ箱に入れていってくれれば、手間も省けるんだけど」

　言って再びキャンバスに向き直ってしまった利菜を見て、大助は嘆たん息そくした。本当にゴミ箱に入れていってやろうかとも思ったが、そういうわけにもいかない。

　大助は咳せき払ばらいをし、静まり返った教室で大声を張り上げた。

「えー、金賞、立花利菜どの」

　利菜が驚いた顔で、こちらを振り向く。

「右の者は桜架市主しゆ催さい第三回風景画コンクールにおいて、多大な才能と感性を備え優ゆう秀しゆうな成績を修めたものとしてここにこれを表する。桜架市市長……えーと、なんて読むんだ、これ？　ま、いっか」

　利菜の表情は驚きよう愕がくを通り越こし、呆ぼう然ぜんとしていた。

「おめでとう」

　大助は、笑顔とともに賞状を差し出した。

　利菜は信じられないものを見るように大助を見上げていたが、思い出したように大助の手から賞状をかっさらう。
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「バ……。バッカじゃないの、アンタ？　やってて恥はずかしくないの？」

　大助は半ばヤケ気味に笑う。

「恥ずかしがってる立花さんを見るほうが面おも白しろい」

「……さ、サイアク……」

「賞状を貰もらえるっていうことは、評価してもらえるだけのものをその人が持ってるってことだよ。それを受け取らないのは、評価してくれた人たちに失礼だ。オレは賞状なんて貰ったことがないから、立花さんが羨うらやましいよ」

　大助が言うと、利菜は顔を赤らめて視線をそらした。

「こんなモノ、本当に捨てちゃってもかまわなかったのに」

　目的は果たしたため、大助は美術室から立ち去ろうとした。だが、複雑そうな顔で賞状とにらめっこをしている利菜を見て、足を止める。しばし迷ったが、利菜に向かって口を開く。

「……立花さんの絵を、見たことがあるんだ」

　利菜の眉まゆがわずかに動いた。

「まだこの学校に入学したばかりの頃ころ、偶ぐう然ぜん、美術室にほったらかしにしてある絵があった。未完成だったけど……すごく、綺き麗れいだった。コンクールに入賞したって聞いた時、すぐにあの絵のことを思い出した」

「……知ってる」

「え？」

　思わず聞き返す大助を、利菜が睨にらむように見上げた。

「絵を片づけ忘れたのを思い出して美術室に戻ったら、アンタがあたしの絵を観みてニヤニヤしてるんだもの。そりゃもうキモチ悪いったら。夢に見そうだったわ」

「な、なんだ、気づいてたんなら声をかけてくれれば良かったのに」

「だってあたし、アンタみたいな奴やつは大だい嫌きらいだし。シアワセな家庭で何の苦労も知らずに育てられて、そのくせ虫憑つきみたいに得体の知れないものに対しては差別の目で見ることしかできない。本当にくだらないわ」

　利菜の声には抑おさえがたい憎ぞう悪おが込こめられていた。大助はむっとして言った。

「なんで急に虫憑きの話になるんだよ」

「クラスのみんなと、よく話してるじゃない。虫憑きが出た、とか虫憑きなんかいなくなればいいのに、とか。はっきし言って耳みみ障ざわりなのよね、本当にいるかどうかも分からないような相手の悪口を言ってるなんて」

「虫憑きを怖こわがるなんて当たり前だろ。誰だれだって化け物は怖いに決まってるじゃないか」

　無視する利菜を一いち瞥べつし、大助は美術室の出入り口へと向かった。

「オレ、もう帰るね。立花さんも早く帰ったほうがいいよ。ここ、一時頃になると警備員さんが鍵かぎかけるから」

　大助の言葉にも、利菜は返事をしようとはしなかった。







　桜架市の名所の一つ、桜架市海かい浜ひん公園。

　数平方キロメートルという広大な面積を誇ほこる公園は、地元住民の憩いこいの場となっている。雑木林のある丘おかからは海が一望でき、潮の香かおりを乗せた風が園内を満たしていた。

　大助は公園の中央にある広場で、静かに時を刻む時計塔とうを見上げていた。学校から一直線にやって来たため、コートの下には制服を着たままだ。

　──詩歌、泣いてたよな。

　昨夜、詩歌から電話があった。桜架駅で別れてから、数時間ほど経たった頃だった。

　声をつまらせながら話す詩歌が心配になり、今日また会う約束をしたのだ。電話での詩歌は「あの……私……」を繰くり返すばかりで必死に何かを言おうとしているようだった。大助の申し出に詩歌は少し戸と惑まどった様子だったが、やがて承しよう諾だくした。

　木き蔦づたで飾かざられた時計塔の針は、午後の一時半を指し示していた。

　約束の時間の三十分前だ。

　まず、詩歌に話を聞かなくては何も始まらない。自分に何ができるかは分からないが、詩歌が笑ってくれるならなんでもするつもりだった。たまに見せる控ひかえめな笑え顔がおではなく、心から笑った詩歌の笑顔を見てみたい。

　自分自身、どうしてこんなに詩歌のことばかり考えてしまうのか分からない。

　なぜ他ほかの誰でもなく、詩歌なのかも分からない。こんな感情を抱いだいたのは、生まれてはじめてのことだった。

　しかし大助は確信を込めて思っていた。

　オレにできることなら、なんでも──。

　握にぎった拳こぶしに、自然と力がこもる。

「大助くん……」

　突とつ然ぜん、背後から声をかけられ我に返る。振ふり向くと、いつからそこにいたのか小こ柄がらな少女が立っていた。詩歌だ。

「詩歌、来てくれたんだ。ごめん、ちょっと考え事してて……」

　歩み寄り、詩歌のうつむきがちな表情が、どこか青ざめていることに気づく。

　いやな予感が、大助の中をよぎった。

「……昨日は、ごめんね。あんな時間に電話しちゃって」

　詩歌が笑みを浮うかべるが、無理に笑っているのは見え見えだった。

「詩歌……何があったの？　顔色が良くないよ。体の調子、悪いんじゃない？」

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから……その、えっと……あのね……」

　詩歌が昨夜の電話と同じように、何か言いたげに口ごもる。

　少女は、追い詰つめられたような表情をしていた。昨夜もこのような顔で話をしていたのかと思うと、大助は胸がまた締しめつけられる。

　やっぱり無理にでもすぐに駆かけつけるべきだった──後こう悔かいの念にかられ、唇くちびるを嚙かむ。

　昨夜の電話で詩歌の様子に不安を覚え、大助はすぐに行くと言ったのだ。しかし詩歌は、

　──ごめんなさい……私、大助くんとはもう……。

　と、言いかけたところで、大助は慌あわてて翌日、つまり今日また会おうと言った。

　詩歌はしばらく迷っていたが、必死な大助の態度に押し切られる形でようやく承諾した。

　そして今、昨日会ったばかりの詩歌が、何かに追い詰められている。

　詩歌をもう独りにしちゃダメだ。大助の中に、そんな確信がひろがっていた。

「とにかく、少し歩こうよ。まずは気分を落ち着かせたほうがいい」

「で、でも、私……」

「いいから、ほら。あっちのベンチまでなら、いいだろ？」

　詩歌は躊躇ためらったが、抵てい抗こうはしなかった。大助の横をゆっくりと歩き出す。

　犬を連れた老人や乳う母ば車に赤ん坊ぼうを乗せた女性が、二人の横をすれ違ちがう。

　ベンチに向かって歩いていくあいだ、詩歌はうつむいたまま無言だった。時折、大助のほうを見て口を開きかけるが、またすぐに顔を伏ふせてしまう。

　ベンチに座ってからも、それは同じだった。

　数分ほどの時間が経ったころ、大助は正面を通り過ぎていく人々を眺ながめながら言った。

「……なんか別世界みたいだよね、ここって」

　詩歌が顔を上げた。

「いつも静かで、なにもかもゆっくり動いてるしさ。最近のこの街はどこに行っても工事中だったり色んな人たちのおしゃべりでうるさいけど、ここだけは違うんだ。何もないから、ここにいられる。クラスメートが言うには、オレは〝地味なヤツ〟で通ってるみたいだからさ。こういうところ、結構好きなんだ」

　言葉の後半は笑いながら言うと、詩歌もまた視界の中にいる人々を見た。

「でも……たくさん、人がいるよ」

　詩歌の言葉らしい言葉を聞いたのは、ひさしぶりのように思えた。しかしようやく聞くことができた少女の声は、暗く沈しずんでいた。

「それだけで、私は……ここにいちゃいけないような気持ちになる……」

　再び大助は、胸に痛みを覚えた。さっきにも増して、心臓を鷲わし摑づかみにされたような激痛に見み舞まわれる。

「詩歌、いったい、何が……」

　問いかけようとして、言葉を切る。

　辛つらそうな詩歌の顔を見て、大助が奥歯を嚙み締めた。

　オレが追い詰めて、どうするんだ。

　大助が言葉をかけるたびに、詩歌の表情は暗くなっていくようだった。これでは何が彼女を苦しめているのか分からない。

「……ごめん。そもそもオレがこんなこと訊きくのも、ヘンだよね。昨日会ったばかりだっていうのに……友達になってくれただけで、調子にのってたみたいだ……」

「ち、違うの！」

　詩歌が必死な表情を浮かべた。

「私、大助くんが友達になってくれて、すごく嬉うれしかった。今でもそれは変わらないけど、でも、私……」

　二人はしばし、互たがいの目を見つめあった。詩歌は辛そうに肩を落とし、大助は彼女の真意が読めず困こん惑わくの表情を浮かべる。

　突然、公園内に設置されたスピーカーから事務的な声が響ひびいた。

『園内にいる市民の皆みな様さまに、お知らせします。各設備の臨時点検をとり行うため、閉園時間ではありませんが当園をこれより閉へい鎖ささせていただきます。ご迷めい惑わくをおかけして大変恐きよう縮しゆくですが、園内の皆様は最も寄よりの出口から退園していただけるようお願いします。繰くり返します。当園はこれより各設備の臨時点検を行います──』

　周囲から、ざわめきが上がった。こんなことは、今までに何度かここを訪おとずれたことのある大助にしてみても初めてのことだった。

　そばにいた数人の主婦たちが、遠くを指さして騒さわいでいた。

「あれ、自衛隊じゃない？　どうしてこんなところにいるのかしら？」

　つられて大助たちもそちらを見る。

　確かに迷めい彩さい服を着た人ひと影かげが、散歩道の奥にちらほらと見える。

「……虫憑つきだわ」

　誰だれかが放った一言が、周辺にいた人々の顔色を変えた。ざわめきは波は紋もんのように広がり、動どう揺ようの声が大きくなっていく。

「虫憑き……そうよ、臨時点検なんてウソなんだわ」

「は、はやく逃にげましょう……はやく逃げないと、私たち、虫憑きに食べられ……！」

「い、いや！　そんなの、絶対にいやよ！」

　大助は、顔をしかめた。

「虫憑き……？」

　大助は、となりにいる少女が顔色を変えていることに気がついた。怯おびえたような視線で自衛隊らしき人影を見つめている。

「大丈夫だよ、詩歌。すぐに逃げれば何も起こらないから」

　大助の言葉にも、詩歌は真っ青な顔をしたまま動かない。

　怯える彼女を見て、大助はむしょうに腹が立った。ただでさえ悩なやんでいる様子だったのに、これでは話をするどころではない。

「いい加減にしてほしいよな。虫憑きなんていう訳の分からない連中のせいで、オレたちみたいな関係ない人間にまで迷惑かけて。ただでさえ最近はそんな話題ばかりで気が減め入いってるっていうのに」

「……」

「本当にいるのなら、オレはそんなヤツらとは関かかわりたくないな」

　大助が放った言葉に、詩歌はなぜか目を見開いた。

「どうしたの？　詩歌」

　訊たずねると、詩歌は大助の視線から逃のがれるようにして顔を伏せてしまう。

「私、帰る」

　短く言い、詩歌が歩き出す。

「詩歌？　ちょっと待……」

　大助はとっさに少女の腕うでを摑つかんだ。

　詩歌が振ふり向き、突とつ然ぜん、驚きよう愕がくの表情を浮うかべた。

「……そ……んな……」

「え？」

「やめてっ！」

　振り払はらった少女の手が、大助の肩かたを突つき飛ばした。

　呆ぼう然ぜんとする大助を見て、詩歌がはっとする。

「……ち、ちが……今のは……」

　詩歌は何かを言おうとしたが、すぐに口を閉とざした。哀かなしげな顔で大助のほうを一いつ瞬しゆんだけ見て、身を翻ひるがえし走り去ってしまう。

　大助は身動きもできず、詩歌の背中を呆然と見送ることしかできなかった。




　2.01　The others




　突然の園内放送を聞いた時から、〝かっこう〟はすでに嫌いやな予感を覚えていた。

　アナウンスに従って出口へと足を向けかけると同時に、懐ふところから携けい帯たい電話の着信音が鳴り響いた。最近、中高生を中心に人気を集め出している〝クロール・ライヴ〟というバンドの曲である。

「ちっ……」

　いっそ無視しちまうか、と考えるが無む駄だだと思い直して諦あきらめる。舌打ちしながらも、仕方なく電話に出る。

「俺だけ──」

『やあ、〝かっこう〟。調子はどうだい？』

　俺だけど、のたった一言も言わせずに軽い口調で言う声に対して、むか、と腹の底から怒いかりが湧わく。

「……お前の声を聞いた途と端たん、急にハラが痛くなってきた。頭痛もしてきたような気がする。はっきり言って重じゆう症しようだ」

『それはそれはお大事に。ところで君、今どこにいるんだい？』

〝かっこう〟のあからさまな皮肉にも、全く動じている様子がない。今さらながら相手の面つらの皮の厚さにため息が漏もれる。

「最悪の場所だぜ。聞くか？」

『繰くり返します。当園はこれより各設備の臨時点検を行います──』

　公園内のスピーカーから、事務的なアナウンスが響ひびいていた。放送が始まって十分と経たたずに、〝かっこう〟の視界に一いつ般ぱん市民の姿は残らず消えていた。代わりに現れたのは、迷彩服の上に防護装備を着込んだ屈くつ強きようそうな男たちだ。

「申し訳ありません。園内はこれより閉へい鎖さしますので、退去していただけますか」

　言こと葉ば遣づかいこそ丁てい寧ねいなものの、男の口調は有う無むを言わせぬ迫はく力りよくを帯びていた。しかし、別の男が慌あわてた様子で駆かけ寄ってくる。

「お、おい、そのガキ……その人は特とく環かんの……」

「消えろ」

〝かっこう〟が言い放つと、男たちは顔を蒼そう白はくにして立ち去っていく。所しよ詮せんは人ひと払ばらい役にすぎない自衛隊だ。いや彼らにしてみれば、目には目をということなのだろう。怪かい物ぶつには怪物を、というわけだ。

〝かっこう〟は携帯電話に向かって再び話しかける。

「な？」

『最高だね。キミの年寄り臭くさい散歩趣しゆ味みもたまには役に立つんだねぇ。迎むかえに行く手間が省けたよ』

「いつも言ってるけど、俺はやらないからな。〝監かん視し者〟の仕事じゃないのに、この前だって……。〝兜かぶと〟はいないのかよ、ってそうか、あいつは南西支部の手伝いに行ってるんだったな。だったら〝みんみん〟が」

『おっと、ところがキミの仕事なんだよ』

「……どういうことだ？」

『すでにお膳ぜん立だては整っているということさ』

「……？」

〝かっこう〟は眉まゆをひそめた。相手の言っている意味が、さっぱり分からなかった。声の主が頭が切れるということは嫌というほど知っている。どうせ今回もまた、何か企たくらんでいるのだろ

『簡単に状じよう況きようを説明しよう。とりあえずの今回のお相手はあの勇ましくも哀しいレジスタンス、〝むしばね〟の皆みなさんだ。それもリーダー様じきじきのご登場ときている。そう、キミが〝監視〟している相手だね。これだけでも、今回がキミの仕事だっていうことがはっきりしているね』

　男の言葉を聞いて、〝かっこう〟はまた舌打ちする。

「ちっ、あのバカ女、また……」

『実を言うともう一つ、今回の任務がキミの仕事だという根こん拠きよがあるんだが……それは、あとで詳くわしく説明するよ。キミの配置は、北側の入り口だ。装備もすでにそこへ送り届けてある。今回の仕事も頑がん張ばってくれよ。キミ自身の夢を守るためにね』

「皮肉にしか聞こえねーよ」

　吐はき捨て、携帯電話のスイッチを切る。嘆たん息そくしながらも足を踏ふみ出し──。

「……！」

　目め眩まいを覚え、そばにあった樹きに手をつく。一瞬、意識が混こん濁だくし、立ち尽つくす。

「くそっ……そろそろ、俺もヤバイな……」

　呻うめく〝かっこう〟の肩に、どこからか緑色の昆こん虫ちゆうがとまった。のんきに長い触しよつ角かくを揺ゆらしているかっこう虫を睨にらみつけ、毒づく。

「お前の食欲には、呆あきれるぜ……どれだけ俺の夢を喰くえば、気がすむんだ？」

　目眩が完全におさまったわけではないが、まだ余よ裕ゆうはある。まだまだこれくらいで倒たおれるわけにはいかない。

「見てろよ……いつかきっと……」

　奥歯を嚙かみ締しめ、〝かっこう〟は公園の入り口に向かって歩き出した。







　戦せん闘とうのための装備は、自衛隊の軍用トラックの中に用意されていた。

　しかし、周囲に自衛隊員の姿は一人も見あたらない。一般人や報道関係者が園内に入らないよう厳げん戒かい体制を敷しくので手一いつ杯ぱいなのか、それとも意識してここに近づかないようにしているのか。

　おそらく後者だろう、と〝かっこう〟は考えた。誰だれが好きこのんで化け物と分かっている相手に近づくだろう？

　強化繊せん維いに関節部分が合成樹じゆ脂しで融ゆう着ちやくされた戦闘服に袖そでを通し、膝ひざまである軟なん金きん属ぞく製のブーツに足を入れる。さらにその上から、見た目のわりには軽い漆しつ黒こくのロングコートを纏まとう。数百度の温度にも耐たえる耐たい火か性のコートと聞いているが、そんな温度の中にいたらコートはともかく中身の人間がどうにかなってしまうだろう。

　床ゆか面に脚きやく部ぶを溶よう接せつされた机の上に、やけにごつい黒い塊かたまりが置かれていた。〝かっこう〟は無造作にそれを持ち上げ、頭から被かぶるようにして装着する。

　金属やゴムが入り交じった、大きなゴーグルだ。目はもちろんのこと額や耳をすっぽりと覆おおい隠かくしてしまうそれは遮しや光こうシールドが備わっていて、外部からは〝かっこう〟の瞳ひとみが見えないようになっている。高性能カメラや無線機も備わっているが、〝怪物〟である虫憑つきの顔を一いつ般ぱん人から隠す役割のほうが大きい。

　机に置かれていたもう一つの装備、ホルスターに収まった一丁の自動式拳けん銃じゆうをコートの下に装備し、最後に革かわ製の手て袋ぶくろをはめて準備完かん了りようだ。上から下まで黒ずくめ人間のできあがりである。

　……そこまでして俺たちの存在を隠したいかね。いや、隠したいんだろうな。

　装備をするたびに〝かっこう〟が思うことだ。ここまで厳重な備品の類たぐいはすべて、外からの衝しよう撃げきをやわらげるためというより、情報を隠すためといった意味合いのほうが強いことは分かり切っている。マスコミがなんと言ってこようと『黒ずくめの人物？　そんな人物は実際に存在しません』と言えばいいだけだ。

　嘆息し、トラックから降りる。

　冬の乾かん燥そうした風が、ゴーグルを装備したせいで逆立った〝かっこう〟の髪かみと漆黒のコートを揺らす。

　冬という季節は、嫌きらいではない。

　寒い、という感覚すら〝かっこう〟は好きだった。温度を感じるのは生きている証しよう拠こだし、寒さに抵てい抗こうを覚えることは生きようという意志の表れでもある。少しだけいつもより周りを意識しただけで、意外と自分が好きだと思えるものは多いものだ。少しだけ、ほんの少しだけ周りを見つめ直すだけなのに。

「おつかれー、〝かっこう〟くん」

　唐とう突とつに響ひびいた明るい声に、〝かっこう〟は視線を動かした。

　いつの間にやってきたのか、人気のない公園入り口に一人の人物が立っていた。

〝かっこう〟と同じような装備を身につけているが、ウエストをしぼったコートと両耳の上で長い髪をウサギのようにまとめた姿で少女と分かる。声と背せ丈たけからすると十七、八歳。〝かっこう〟より少し年上といったところだろう。

「キミと組むのは初めてだよねー？　よろしくね、火か種一号の伝説の虫憑きさん」

　場ば違ちがいに脳天気な声に、〝かっこう〟はゴーグルの奥で眉まゆをしかめた。

　──現在のところ、人の夢を喰らう〝虫〟の存在は日本でしか確かく認にんされていない。

　確認、とはいってもどこまで本当なのかは分からないが。少なくとも〝かっこう〟が所属している特別環境保全事務局という組織からは、そう聞いている。

　特別環境保全事務局、略して特環という組織は実際には存在しない。普ふ通つうの〝人間〟である局長以下、幹部や情報提供者はそれぞれ官民問わず他ほかの組織の中に混ざって生活を送っている。彼らは虫憑き出現の報を受けると、〝特別環境保全事務局〟としてあらゆる特権のもと虫憑き捕ほ獲かくのために動き出すのだ。公式発表では存在しないということになっている虫憑きを、まさにその通りにするために。

　そして実際に虫憑きを捕獲するのが、同じ虫憑きながら政府の統とう括かつ下におかれることを条件にある程度の自由を許された者たちだ。

　特別環境保全事務局の局員となった虫憑きは、その能力や状態に応じて区別される。

〝虫〟の形態の違いで同化型、分ぶん離り型、特とく殊しゆ型。さらに純じゆん粋すいに戦闘能力に秀ひいでた虫憑きを〝火か〟種。きわめて特殊な能力を持つものを〝異い〟種。その他の理由で重要性や秘ひ匿とく性を持つものを〝秘ひ〟種といい、その危険度に応じて一号から十号までランク分けしている。

　現実には火種の虫憑きがほとんどだが、その中でもランク分けされている虫憑きは希まれである。特別環境保全事務局の局員として登録されている虫憑きで火種の一号から十号に登録されているのは、わずか十数人だ。中でも火種一号の虫憑きである〝かっこう〟は、発見されただけでも奇き跡せきに近いと言われているらしい。

「……ありゃ、シカトすか？　あいかわらず愛あい想そ無いなー。それともお強い〝かっこう〟サマは火種五号のアタシなんかとは口もきけないってことかな？」

　無反応の〝かっこう〟に対し、ゴーグルで素す顔がおを隠した少女──〝みんみん〟が脳天気な口調で言う。

〝みんみん〟は東中央支部担当の局員であると同時に、数少ない号登録の虫憑きでもある。彼女は政府登録されていない未発見の虫憑きを捕ほ獲かく、殲せん滅めつすることを任務とする〝戦闘班〟に所属していた。

　一方、〝かっこう〟は春頃から、ある特定の虫憑きの動向を探ることを主な任務とする〝監かん視し班〟に属している。

「……」

　少女を無視し、〝かっこう〟は静まり返った公園内を見み渡わたした。

〝みんみん〟のことを嫌けん悪おしているわけではない。

　逆である。

〝みんみん〟のほうが〝かっこう〟のことを嫌っていることが分かっているからだ。彼女が彼を嫌う理由については、だいたい察しはついているが……。

　潮の香かおりを含ふくんだ空気に、ほんのわずかだが硝しよう煙えんの臭においが混ざっていた。園内のどこかでは、すでに戦いが始まっているようだ。

　露ろ骨こつに無視されたことにも全く構うことなく、〝みんみん〟が軽い足取りで〝かっこう〟の視界に入ってくる。少女の柔やわらかそうな唇くちびるの端はしが、片方だけ持ち上がる。

「ねえ〝かっこう〟くん。キミ、あのウワサ聞いた？」

　少女の言葉にも、〝かっこう〟は特に反応を示さなかった。どうせ大した話題でもないだろうと思っていたが、〝みんみん〟の口から飛び出した内容は彼が思いもしなかったものだった。

「四年前に欠落者にされた異種一号の虫憑き──〝ふゆほたる〟が昨日、隔かく離り施し設せつから脱だつ走そうしたんだって」

「！」

　自分の心臓が、破は裂れつしそうなほど大きく鼓こ動どうしたのが分かった。

〝みんみん〟を振ふり返ると、ウサギ頭の少女は嬉うれしそうに笑い声を上げた。

「あははっ、やっぱり驚おどろいた。そりゃそーよね、四年前に〝ふゆほたる〟を欠落者にしたのは他ならぬ〝かっこう〟くんなんだもんねー。アタシは当時は虫憑つきじゃなかったから知らないけど、資料によると特別環境保全事務局の局員半分が欠落者にされたほどの大おお騒さわぎだったんでしょ？」

　少女の声は、どこか楽しげですらある。

　──〝ふゆほたる〟が脱走した、だと……？

　四年前の記き憶おくが、閃せん光こうのように蘇よみがえる。

　およそ現実とは思えないほど荒あれ果てた大地を乗り越こえ、地に伏ふした数え切れないほどの仲間たちの横を通り過ぎ、たどりついた場所。

　そこは、それまでの光景が噓うそのように幻げん想そう的な場所だった。

　雪の降り積もる音が鼓こ膜まくを震ふるわす、静かな住宅街。そこで、彼はその幼い少女に向かって声をかけた。

　こちらを振り向いた少女の瞳ひとみは、すでに光を失いつつあり──。

「正確には、脱走したっていうより誰だれかが〝ふゆほたる〟を脱走させたみたいなんだけど」

　無意識に拳こぶしを握にぎりしめていた〝かっこう〟は、ウサギ頭の少女の声で我に返った。

「あはっ、興味アリアリだね、〝かっこう〟くん。なんてったってキミを入れても五人しかいない一号指定の虫憑きだもんね。また戦うことになったら、〝かっこう〟くんが勝てるって保証ないし。〝ふゆほたる〟のリベンジなるか、ってカンジ？」

「……」

〝かっこう〟は無言で〝みんみん〟を睨にらみつける。

「わー、こわーい。〝かっこう〟くんが怒おこったー。どうしよう、殺されちゃうー」

　わざとらしくイヤイヤというように首を振る少女から、〝かっこう〟は視線をそらす。

〝みんみん〟の説明がどこまで正確なものなのか、今の段階ではまったく分からない。しかし特別環境保全事務局にとって大事件であることは間違いないだろう。

　一人でうるさくわめいていた〝みんみん〟の声が、ピタリと止やむ。うって変わって、探さぐるような低い声で言う。

「でも、そのリアクションからすると〝かっこう〟くんじゃあないみたいだね。〝ふゆほたる〟を脱走させたのって」

〝かっこう〟は静かに〝みんみん〟の視線を受け止める。〝ふゆほたる〟が脱走したと聞いた時から、疑われることは分かっていた。

「〝ふゆほたる〟を監視してたのって、アタシと同じ火種五号の〝なみえ〟っちだもんね。あの子を出し抜ぬくことができるのなんて、今のところ確かく認にんされてる虫憑きだけでもそうはいないよねー。ただでさえキミは〝ふゆほたる〟と関係があるから、中央本部で疑われてるよ？　最悪、謹きん慎しん命令が出るかもねー。……ちなみにどうしてアタシがこんなに詳くわしいかというと、昨日、土は師じさんといっしょに中央に出向いてきたからなんだけど。ホラ、土師さんって敵が多いから、護衛が必要だし」

　先ほどから一言もしゃべらない〝かっこう〟に構わず、〝みんみん〟は上じよう機き嫌げんに語り続けている。

　護衛って名目で勝手につきまとってただけだろ、と心中で呟つぶやく〝かっこう〟の耳に電子音が響ひびいた。

　ゴーグルに備えられた小型スピーカーから、聞き覚えのある声が響く。

『特とく環かん局員、全員配置についたかな？』

　落ち着いた、笑えみすら含まれた声だ。少し前に携けい帯たい電話で〝かっこう〟と話していたのと同じ声である。

　特別環境保全事務局の東中央支部長、土師圭けい吾ごである。

『もう知っているだろうけど、今回の相手も虫憑きによるレジスタンス、通つう称しよう〝むしばね〟の皆みなさんだ。いつもの雑ざ魚こ連中なら〝みんみん〟だけでも対応できたんだろうけど、今日は〝むしばね〟の女王様と親衛隊の登場とあって〝かっこう〟にも緊きん急きゆう出動してもらっている。〝かっこう〟と〝みんみん〟以外の無指定局員は、あくまで目標を〝かっこう〟らのところへ誘ゆう導どうすることに徹てつすること。うかつに〝むしばね〟を刺し激げきしてリーダーが本気で暴れ出したら……キミたちなんて簡単にこの世から消えてしまうからね』

　内容とは裏腹に、土師の口調はいたって軽い。

　政府の虫憑き隠いん匿とく、弾だん圧あつに対たい抗こうして、たった一年間という短い期間で全国にわたって虫憑きが徒党を組むという事態が起こっていた。

〝むしばね〟と呼ばれる虫憑きの集団である。彼らの目的は、発見された虫憑きを特別環境保全事務局に捕ほ獲かくされる前に保護することだ。現在では虫憑きに限らず、彼らの考えに賛同し協力する一いつ般ぱん人もいるという情報すらある。

　強力な号指定虫憑きを何人も擁ようする特別環境保全事務局に対し、彼らが現在の規模まで増加する要因となったのが〝むしばね〟のリーダーだった。あまりに圧あつ倒とう的な戦せん闘とう力を有するリーダー格の虫憑きの前に、数多くの特環局員が倒たおれていった。その存在を深刻視した特別環境保全事務局は、ついに〝むしばね〟のリーダーを最重要危険因子として登録することを決定した。

〝火種一号〟──。

　特別環境保全事務局の切り札である〝かっこう〟。彼と同ランクの虫憑きだと認めざるを得なかったのだ。数年ぶりに発見された一号指定の虫憑きに、特別環境保全事務局の幹部たちが慌あわてたのは言うまでもない。急きゆう遽きよ、〝かっこう〟を戦闘班から監かん視し班へと所属を変え、監視と牽けん制せいにあたらせている。

『さて、いざ任務につくにあたって、この公園にいる局員全員に伝えておかなければならないことがある。世の中には口が軽い人間が多すぎてね。すでに知っている者もいて、このままじゃ統率に乱れが生じるおそれがあるからだ。各配置にいる担当の者は、その場にいる全員に例の資料を渡わたしてくれ』

「はーい」

〝みんみん〟が自らのコートの中へと手を伸のばした。懐ふところから取り出したのは、薄うすい冊子のようなものだ。

「じゃーん、例の資料でーす。はいコレ、〝かっこう〟くんの分ね」

　冊子を手渡され、〝かっこう〟は表紙に目を落とす。そこには大きな黒字で『局外秘』の文字と、制約を破った者に対する罰ばつ則そく等が書き込まれていた。

『〝ふゆほたる〟──』

　土師の言葉に、〝かっこう〟はページを開きかけていた手を止める。

『そのコードネームを知っているのは、ここにいる局員でも数えるくらいだろうね。四年前に〝かっこう〟がその〝虫〟を殺して欠落者にした、異種一号の虫憑つきだ。特別環境保全事務局の局員の、実に半数が倒されていった事件と言ったほうが分かりやすいかな？　その〝ふゆほたる〟が昨日、収容されていた隔かく離り施し設せつ〝東い‐３３〟地区から脱だつ走そうした』

　土師の口調は淡たん々たんとしていて、緊きん張ちよう感かんがない。しかし、おそらく公園内にいる局員たちの動どう揺ようはかなりのものだろう。さきほど〝みんみん〟から聞かされた〝かっこう〟の時のように。

　四年前──。

　極きわめて特とく殊しゆな、そして強力な虫憑きが発見された。

〝ふゆほたる〟という名で異種一号に登録されたその虫憑きは、しかし発見からわずか数日後、自らの〝虫〟を殺されて捕獲されることとなる。

〝ふゆほたる〟の捕獲に成功したのは、当時まだ特別環境保全事務局に入局したばかりの幼い虫憑きだった。

　そのコードネームを〝かっこう〟という。

〝かっこう〟はその快挙を称たたえられ火種一号、最強の虫憑きの称しよう号ごうを与あたえられた──。

『〝ふゆほたる〟の監視を行っていた局員〝なみえ〟の証言によると、何者かが〝ふゆほたる〟の脱走を手伝ったらしい。主犯と見られるその人物が誰だれであるかまでは、負傷した〝なみえ〟は確認できなかったわけだが……引き続き監視にあたっている〝なみえ〟から、いくつか興味深い情報が得られている。なんと、かの〝ふゆほたる〟は欠落者の状態から復活し、なおかつ再びこの桜架市に戻もどってきているそうだ』

「……！」

　今度こそ、〝かっこう〟は言葉を失った。

「……マジすか？」

〝みんみん〟もまた、神しん妙みような口調で呟いていた。どうやら、それらの事実は彼女も知らなかったようだ。

　いちど自分の〝虫〟を殺された虫憑きが、欠落者から生き返ったなどということは前代未み聞もんだろう。少なくとも〝かっこう〟は、そのような事実は今まで聞いたことがない。

　──また、相当に厄やつ介かいなことになってきたな。

〝かっこう〟は心中で呻うめく。

　欠落者から立ち直ったという話が真実ならば、虫憑きたちは血ち眼まなこになって〝ふゆほたる〟を狙ねらいはじめるだろう。自分もまた欠落者になるかもしれないという恐きよう怖ふから逃のがれるために。そして、〝虫憑き〟などという尋じん常じようでない境きよう遇ぐうから解放される手がかりを手に入れるために……。

『自分が生まれた土地であると同時に、四年前に欠落者にされたこの場所へ舞まい戻ってきた理由については不明だ。ちょっと頭を働かせれば、この街が自分にとって最も危険な場所だってことくらい分かりそうなものだけどね。欠落者から生き返ったばかりで混乱しているのかもしれない』

「ちっ……」

〝かっこう〟は舌打ちした。

〝ふゆほたる〟の話を聞いて彼が真っ先に感じたのは、苛いら立だちだった。

　脱走するだけならば、〝何者か〟とやらが連れ出せば不可能ではないだろう。だが、欠落者から立ち直ったというのならば、話は別だ。自分の意志でこの街へ戻ってきたという可能性が生まれてくる。

　──あのバカ、何しに戻ってきやがった。生き返ることができたのなら、さっさとどこか遠くへ逃にげればいいだろーが……！

　心中で毒づきながら、同時に〝かっこう〟は土師の行動にもまた疑問を感じていた。

　特別環境保全事務局の東中央支部長を担になうこの男の思おも惑わくが、まるで分からなかった。

　どう考えても、今ここで話すような内容ではない。これでは統制をはかるどころか、逆効果だ。局員たちの頭は今、〝ふゆほたる〟のことでいっぱいだろう。目の前の敵に集中するどころの話ではない。

　だが〝かっこう〟の心中とは裏腹に、土師が気楽な口調で続ける。

『さらに驚おどろくべきことに、現在のところ〝ふゆほたる〟の〝虫〟までもが復活したという報告はない。しばらくは〝なみえ〟に監かん視しを続けさせ、様子を見るつもりだ。──そう、隔離施設〝東い‐３３〟地区、通つう称しよう〝ＧＡＲＤＥＮ〟の研究成果を見るためにもね』

　ピクリ、と〝かっこう〟はゴーグルの奥で眉まゆを動かした。

「研究？　なにソレ、あそこでそんなことしてたの？　すっごーい」

〝みんみん〟が感心したようにはしゃぐが、彼は彼女ほど素す直なおに信じることができなかった。あまりにも唐とう突とつな土師の話が、あまりにもうまく出来すぎている──。

　そんな彼の様子を見て、〝みんみん〟が表情を一変させる。

「って、思うよねー。バカな雑ざ魚こ連中なら」

　意味ありげな笑えみを浮うかべ、〝かっこう〟に向かって言う。

「さすがに〝かっこう〟くんは冷静みたいだね。でも、おつむの良さならアタシのほうが上なんだよね。土師さんの目的が、なんとなーく分かっちゃった」

「……」

〝かっこう〟は楽しげなウサギ頭の少女を見ていたが、手元の資料に視線を落とす。

『局外秘』と書かれたそれを凝ぎよう視しし、やにわに両手で冊子を摑つかんだ。

「……あっ！」

〝みんみん〟が驚きの声を上げる。

　少女の見ている前で、〝かっこう〟は内容を見ることもなく両手で冊子を引き裂さいたのだ。ばらばらになったそれを、無造作に放り捨てる。

「ふーん、〝俺には関係ない〟ってこと？　そんな態度とっちゃうんだ、へー」

〝みんみん〟が一転して冷めた表情で〝かっこう〟を見る。ゴーグルで覆おおわれた自らの耳に手をあて、咳せき払ばらいをする。

「えー、〝みんみん〟から支部長に緊きん急きゆう報告、緊急報告ー、〝かっこう〟くんが渡わたされた資料を中身も見ずに破り捨てちゃいましたー。これは特環に対する反逆行こう為いではないでしょーか？」

　わざとらしく慌あわてた口調を作り、言う。報告を終えると少女は、くすり、と笑って〝かっこう〟を振ふり返る。

〝かっこう〟は涼すずしい顔で少女を無視した。

『オーケイ。彼にはまた別の機会に用意させよう。今度は花の一輪でも添そえようか？』

　返ってきた土師の声は、どこか可笑おかしげですらあった。その反応に対して驚いたのは、〝かっこう〟ではなくウサギ頭の少女のほうだった。

「なっ……！　どうして……」

『彼は今すべきことを誰だれよりも分かっているということだろう？　その通り、〝ふゆほたる〟に関しては、〝なみえ〟が監視しているかぎりいつでも行動を起こせるんだ。今はそのことよりも目の前の敵、〝むしばね〟に集中してほしいとボクは言いたかったんだよ。なんといっても相手は〝ふゆほたる〟と同様に一号指定の虫憑つき、〝レイディー・バード〟なんだからね」

「それじゃあ、昨日の会議の結果はどうなったんですか？　〝なみえ〟がちらっとだけ見たっていう〝ふゆほたる〟を連れ出した犯人が、〝かっこう〟くんに似てたって報告……本当はもう〝かっこう〟くんに謹きん慎しん命令が出てるんじゃないんですか？」

〝かっこう〟は眉をひそめた。

　問題の脱だつ走そうを企くわだてた犯人が、自分に似ている？　どうやら話は、思っていた以上に複雑のようだ。

『──火種五号局員〝みんみん〟』

　静かな土師の一言に、ウサギ頭の少女が姿勢を正す。

「は、はい」

『統率を乱すような発言は慎つつしむように。……それに本部の命令なんて、結局は形だけさ。彼らだって〝ふゆほたる〟、〝レイディー・バード〟、そして〝ハルキヨ〟たち一号指定の虫憑きを抑おさえられるのは〝かっこう〟しかいないことを知っているしね』

「で、でも……はい、すみません」

　まだ何か言いたそうだったが、〝みんみん〟はおとなしく引き下がった。怒いかりの矛ほこ先さきを変え、〝かっこう〟のほうを睨にらみつけてくる。彼は当然のように無視した。

　しかし……〝ふゆほたる〟をずっと監視している〝なみえ〟の証言は、知らないフリをするわけにもいかなかった。火種五号局員、〝なみえ〟 ──その人物が女性ということだけは知っていたが、いつか実際に会って話を聞く必要があるかもしれない。

　土師が、いつもの気楽な口調に戻もどる。

『そう、ハルキヨで思い出したけどね。彼のお仲間もどうやらこの公園に姿を現しているらしい。未み確かく認にんだが、目もく撃げき情報がこちらに寄せられている』

「げげっ、いやーん」

〝みんみん〟が露ろ骨こつに顔をしかめた。

　表情にこそ出さないものの、〝かっこう〟もまた彼女と同じ心境だ。〝むしばね〟だけでも手に余っているというのに、やっかいな連中が現れたようだ。

　ハルキヨというのは、特別環境保全事務局と〝むしばね〟に続く第三勢力というべき虫憑きの集団である。

　リーダーが仲間たちに〝ハルキヨ〟と呼ばれているということと、ごく少数の仲間たちの〝虫〟が目撃されていること以外は謎なぞに包まれた集団である。数で圧あつ倒とう的に勝まさる特別環境保全事務局や〝むしばね〟とは対照的に、極きよく端たんな少数精せい鋭えいを貫つらぬいた集まりといえる。リーダーであるハルキヨという人物もまた、異種一号に指定されている虫憑きだ

「……」

〝かっこう〟は、唇くちびるをかんだ。無意識のうちにコートの中で拳こぶしを握にぎりしめる。

　これまでは特別環境保全事務局、〝むしばね〟、ハルキヨという一号クラスの虫憑きを抱かかえた組織が互たがいに牽けん制せいしあい、拮きつ抗こう状態にあったといえる。決して平静とはいかないまでも、バランスを保っていられたのも事実だ。

　そこへ、もう一人の異種一号〝ふゆほたる〟が現れた。

　事態はすでに急速に変化しつつあるようだ。

　──すでにお膳ぜん立だては整っているということさ。

　土師の台詞せりふが、脳のう裏りに蘇よみがえった。

　間ま違ちがいないと言って良いいだろう、土師圭吾は何かを企たくらんでいる。そしてそれは彼の様子を見るかぎり、今のところ思おも惑わく通りに進んでいるのだろう。

「いつもならハルキヨたちも殲せん滅めつ対象に含ふくまれるわけだけど、今回にかぎっては無視していい。優先順位を憶おぼえておいてくれよ。あくまで最重要任務は〝むしばね〟の殲滅だ。〝ふゆほたる〟は、その気になればいつでも対応ができる。彼女に関しての情報は、虫憑きのキミたちにとって興味をひかれるどころの話じゃないだろうが、もう少しお預けにしておいてくれ。あとはハルキヨだけど……彼らはどうせ、今回も覗のぞき見だけだろう。それじゃ皆みな、健けん闘とうを祈いのっているよ』

　そこでいったん言葉が途と切ぎれたかと思うと、すぐに再び土師の声が響ひびいた。

『そうそう、言い忘れたけど、今回はボクも現場に来ているんだ。そういうわけだから、くれぐれもボクがいる公園の南口には敵を近づけさせないでくれよ。いつものことだが、録画も忘れないように。以上』

　その言葉を最後に、今度こそ通信が切れた。

〝かっこう〟は眉まゆをひそめた。土師が来ている？　あくまで指揮が仕事である彼が、なぜわざわざ前線にやってくるのだろう。

「〝ふゆほたる〟かあ。これでカノジョも人気者になっちゃったね」

〝みんみん〟が、甘ったるい声を投げかけてくる。

〝かっこう〟は公園の向こうを見つめたまま、答えない。

「もういい加減に喋しやべってくれてもいーじゃない。〝ふゆほたる〟の話題が気に入らないなら、別の話にしよーか？」

　相手にされずとも、〝みんみん〟はまったく気にした様子がない。神経が図太いのか、それとも単に自分が喋りたいだけなのかもしれない。

「いつもコソコソしてるだけのハルキヨのお仲間さんはともかく、どうして〝むしばね〟さんたちはアタシたちに抵てい抗こうするのかな？　虫憑きってスゴいと思わない？　言ってみれば超ちよう能のう力りよく者しやよ、チョーノーリョクシャ。その中でもアタシたち特環局員は、選ばれたエリートだっていうのに、どうしてあの人たちはアタシたちの仲間にならないのかな？」

〝かっこう〟は無言で顔をそむけた。雑木林がある丘おかを眺ながめていると、〝みんみん〟のウサギ頭が彼の視界に回り込んできた。

「自分一人だけでじゅうぶんだと思ってるでしょ？」

　ゴーグルの奥で、〝かっこう〟は眉まゆ根ねを寄せた。

「土師さんのお気に入りだからって、ちょっとチョーシに乗りすぎなんじゃない？」

　少女と、視線が重なる。〝みんみん〟の表情は笑ってはいるが、声こわ音ねには敵意がむき出しだった。ようやく本音をさらけ出したといったところだろう。

「あんたなんか、アタシがすぐにやっつけてやるから。それでアタシは特環の中でも一番の虫憑つきになるの。それが、アタシの夢」

〝みんみん〟が挑ちよう戦せん的な笑えみを浮うかべる。

「ねえ、〝かっこう〟くんの夢はなんなの？」

　問われ、〝かっこう〟は空を見上げた。どこまでも澄すみきった空の果てに、アスファルトを塗ぬりたくったような雲が浮かんでいた。

　この分だと、雨が降り出すかもしれない。

　こういう時、普ふ通つうの人間ならば雪を望むのだろうか？　数日後の聖夜に、ホワイト・クリスマスを期待するのだろうか……。

「……とりあえず、クリスマスに雪が降ってほしい、かな」

　初めて口を開いた〝かっこう〟の言葉を聞いて、少女が首を傾かしげた。

　その時、遠くから爆ばく音おんが響いた。音は断続的に続き、徐じよ々じよに〝かっこう〟らがいる北側の入り口から遠ざかっていく。

「……？」

　土師の作戦通りならば、戦せん闘とうの気配はこちらに向かって近づかなければいけないはずだ。このままでは、北口の逆方向にある南口が戦場になってしまう。

　そこまで考えた時、先ほどの少女の台詞が思い浮かんだ。

　あんたなんか、アタシがやっつけてやるから──どう考えても、味方どうしであるはずの人間が言う台詞ではない。

〝かっこう〟が振ふり向いたのと、〝みんみん〟が自らの〝虫〟を出現させたのは、ほぼ同時だった。

「さすが〝かっこう〟くん、もう気づいちゃったんだ。でも、ちょっとだけ遅おそかったね」

　少女の足元に〝虫〟が姿を現した。

　大きさは両手で抱えられるくらいだが、暗あん褐かつ色しよくの外がい殻かくに四つの複眼を光らせた姿は異形としか言いようがない。蟬せみにも似ているが、躰からだの大きさに対して六枚の翅はねがやけに大きいのが目立つ。

　蟬が背中の翅を高速で擦こすりあわせる。

　甲かん高だかい音が、広場中に響き渡わたった。

　急激な気圧の変化が、〝かっこう〟を襲おそう。可か聴ちよう域をはるかに超こえる超ちよう音おん波ぱの嵐あらしが、〝かっこう〟の全身を包み込んだ。

「くっ……！」

〝みんみん〟を中心とした周囲のあらゆるものが、内側から膨ぼう張ちようするかのように爆ばく発はつする。大きな木々が、歩道のベンチが、頭上の街灯が、激しく振しん動どうして粉々に打ち砕くだかれた。

〝かっこう〟もまた破は壊かい的な振動波の影えい響きようを受けていた。視覚がゆがみ、頭の中をかきまわされるような激痛が襲う。

「っ……！」

　意識を失ってしまいそうになるのを堪こらえ、〝かっこう〟は地面を蹴ける。

　距きよ離りをとる〝かっこう〟に対し、唸うなるような大音おん響きようを奏かなでる蟬はじっと動かない。耳みみ障ざわりな音は確実に大きくなっていき、それにつれて蟬の躰が少しずつ振動しはじめる。

〝かっこう〟は自らの背中に手を伸のばす。コートの下に隠かくしたホルスターから、一丁の自動式拳けん銃じゆうを抜ぬき放つ。

「ちっ！　〝かっこう〟！」
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　短い呼びかけに応じ、どこからともなく現れた一匹ぴきの緑色の昆こん虫ちゆうが拳銃の先に舞まい降りた。異様に長い触しよつ覚かくが特とく徴ちよう的な、〝かっこう虫〟という昆虫に似た〝虫〟だ。

　かっこう虫の躰が拳銃の中に沈しずんだ。

　直後、銃身から何本もの触しよく手しゆが飛び出し、〝かっこう〟の全身に絡からみつく。触手が〝かっこう〟の身体からだに同化していき、コートが破れて露あらわになった首筋や肩かたに、緑色と黒の鮮あざやかな模様が浮かび上がっていく。

　一いつ瞬しゆんで〝虫〟と同化した〝かっこう〟は、褐かつ色しよくの蟬めがけて引き金を引いた。

　重い銃声が響ひびく。

　だが褐色の蟬は素す早ばやい動きで横に飛び、紙一重で銃じゆう弾だんをかわす。歩道の向こうにあった木製のベンチが粉々に打ち砕かれた。

「なんのつもりだ、〝みんみん〟！　まさか、おまえ……」

「〝むしばね〟に寝ね返がえる局員がいるなんて、思いもしなかった？　でもアタシは、ずっとキミと戦ってみたかったのよね」

　歪ゆがんだ笑みを浮かべる〝みんみん〟の足元で、翅だけでなく蟬の躰そのものが激しく振動しはじめる。

〝かっこう〟が再び拳銃を構えたのと、蟬の鳴き声がピタリと止やんだのは同時だった。

「力をためたアタシの〝虫〟は、キミの拳銃にだって負けないんだよ」

「……！」

〝かっこう〟が引き金を引く。

　だが次の瞬間、蟬の姿がかき消えた。拳銃から放たれた銃弾が、何もない地面に大穴をあける。

〝かっこう〟の視界に、回転しながら高速で接近する影かげが映った。とっさに地面を蹴り、影を避よける。〝かっこう〟の背後で轟ごう音おんが響いたのは、その直後だった。

　土つち煙けむりをまき散らし、地面をえぐるようにして蟬の姿が現れる。

　──火種五号の虫憑つきとしての〝みんみん〟の〝虫〟は、ふたつの能力を有している。

　翅をこすりあわせての超音波と、力をためての高速体当たりである。特に後者は〝かっこう〟の拳銃に匹ひつ敵てきする威い力りよくを秘めている。

「〝みんみん〟！、お前、本気なのか？」

　体勢を立て直して拳銃を構える〝かっこう〟の耳に、遠くから響く爆音が聞こえた。今度はさきほどよりももっと遠方から聞こえた。

〝かっこう〟が〝みんみん〟と戦っている間にも、敵は確実に公園の反対側に向かっているようだ。

「……くそっ！」

「ダーメ。もーちょっとアタシと遊んでよ」

　南に向かって駆かけ出そうとした〝かっこう〟の背中から、場ば違ちがいに脳天気な声が上がる。

　またもや超音波の嵐が吹ふき荒あれた。

〝かっこう〟はとっさに樹木の陰かげに飛び込んだ。背の高い杉すぎの樹きが、内側から爆発するように木こっ端ぱ微み塵じんに砕け散る。

〝みんみん〟に背を向け、〝かっこう〟はまっすぐ南に向かって駆けた。舗ほ装そうされた散歩道からはずれ、林の中へ飛び込む。

　背後から耳障りな音が響くたび、周囲にある木々が内側から破壊されていく。

〝みんみん〟は火種五号の虫憑きである。総合的な戦せん闘とう力は〝かっこう〟に及およばないとはいえ、強力な虫憑きであることには変わりない。今の状じよう況きようでの〝みんみん〟の裏切りは、特別環境保全事務局にとって大きすぎる打だ撃げきだった。

「ただでさえ〝むしばね〟と〝ハルキヨ〟たちに苦戦してるってのに、よりにもよって内部分ぶん裂れつかよ……なにやってやがんだ、土師のやつは！」

　毒づきながらも林を抜け、小さな池の前に飛び出した彼の目の前に、空から黒い影が舞い降りた。自らの〝虫〟の脚あしに摑つかまった少女だ。

「そんなに血相変えるなんて、いつもクールな〝かっこう〟くんらしくないなー。そんなに土師さんのことが心配なの？」

　異形の蟬せみが、翅はねを振動させる。

　超音波の渦うずが直撃する寸前に、〝かっこう〟は勢いよく大地を蹴る。〝虫〟と一体化し常人のそれとは遥はるかに異なる運動能力を持った少年が、少女の頭上を軽々と飛び超こえる。

「うっそ……」

　驚きよう愕がくする少女には構わず、再び走り出す。池を横切り、公園の中央に位置する芝しば生ふの中央を突つっ切る。

　ここで〝みんみん〟と正面きって戦えば、まず敗北することはないだろう。しかし、その前に確かめなければならないことがあった。全速力で走りながら、思考を巡めぐらせる。

　──しかし、アイツが裏切るなんてことが本当にあり得うるのか？

　つい先ほどの少女の様子を見ても、〝かっこう〟はにわかには信じられなかった。

〝みんみん〟という少女は特別環境保全事務局の中では有名だった。東中央支部の支部長である土師圭吾を慕したい、一時など彼との仲を疑われ査問にかけられたこともあったという。真しん偽ぎは定かでないが、そんな彼女が、レジスタンス側に寝返った？　しかも、あの策さく謀ぼうや小細工に関しては天才的な土師圭吾を出し抜ぬいて？

　そもそも、ついさっき〝みんみん〟自身が言っていたのだ。特環で一番の虫憑きになるのが夢だ、と。勘かんにすぎないが、その言葉は本心だったのではないかと思っていた。

　公園を疾しつ走そうしながら、耳元の無線機のスイッチを入れる。しかし、耳に飛び込むのはやかましいノイズばかりでまともな音声は聞こえない。

　散歩道を走り抜けると、前方で無数の人ひと影かげが動き回っているのが見えた。

　数十人にも及ぶ人間と、それと同じ数の〝虫〟たちである。そして、集団の一番向こう側にいるのは──。

「本当に来てたのか、あの馬ば鹿か！」

　コートを翻ひるがえし、〝かっこう〟は戦場と化した広場のど真ん中を突き進む。

　進路を塞ふさぐように、眼前に緑色に輝かがやく大きな〝虫〟が立ちはだかる。

「邪じや魔まだ！」

　吼ほえ、〝かっこう〟は拳けん銃じゆうを摑んでいないほうの腕うでを振ふるった。常人離ばなれした怪かい力りきに殴なぐり飛ばされ、緑色の〝虫〟の頭部が砕くだけ散る。

「……！」

〝かっこう〟の存在に気づき、広場にいた者たちがいっせいに振り返る。その隙すきに、彼は一気に広場の反対側まで移動した。

「キミが大きな声を出すなんて、珍めずらしいね。そんなにボクのこと心配してくれたのかい？」

　縁ふちなしの眼め鏡がねをかけた青年が、場にそぐわない軽い声で言った。

　長身の男で、整った顔立ちをしているが顔色は病人のように青ざめている。漆しつ黒こくのビジネススーツを着込んだ姿は、奇き怪かいな外見をした者ばかりが揃そろうこの場ではかえって異色に見える。

　二十八歳という若さで特別環境保全事務局の東中央支部長を担になう男、土師圭吾である。

　土師の横に立ちながら、〝かっこう〟は毒づく。

「口振りからすると、こんな状況になった原因はもう分かってるみたいだな。それとも裏切り者を見つけるために、わざとこんな状況をつくったのかよ？」

「惜おしいね、半分当たりってところだ。〝みんみん〟が〝むしばね〟に内通していることは、すでに知っていた。というより、ボクが彼女をフッたのがきっかけだったみたいだね。貴重な戦力を失うのは惜しいが、こちら側としては彼らが一ヵ所に集まってくれさえすればよかったからね。最後にちょっと利用させてもらったんだ」

　薄うすい笑えみを浮うかべる青年を見て、〝かっこう〟はゴーグルの奥で顔をしかめた。

　つまり〝みんみん〟をわざと相手に渡わたし、逆に敵を一ヵ所に集めるためのダシにしたらしい。しかも危険を承知で自らを囮おとりにして、だ。大だい胆たんというか狡こう猾かつというか、とにかく思い切った策略である。本来なら中央支部の幹部におさまっていてもおかしくない実力を持ちながら、警けい戒かいの意味も含ふくめて遠ざけられただけのことはある。

　それとも特別環境保全事務局と〝むしばね〟との戦いはそれぐらい膠こう着ちやく状態だったということか──〝かっこう〟は心中で呻うめく。

「土師……一体、何を企たくらんでるんだ？　さっきの〝ふゆほたる〟の話といい、どこまでが本当なのかさっぱりだ。研究がどうのとかいう話だって……」

「キミが心配することはないさ。少なくとも今のところは、ボクの思い通りに事は進んでいる。少し気になることは、あるけどね」

「気になること？」

「〝なみえ〟の様子が、ちょっとね……まあ、それもすぐに暴あばいてやるさ。キミは何も考えず、〝みんみん〟が抜けた分、今までの二倍も三倍も働いてくれよ」

「……俺も裏切りたくなってきた」

「裏切らないさ。〝ふゆほたる〟との約束を、キミはまだ果たしていないんだろう？」

　言われ、〝かっこう〟は黙だまり込む。

〝かっこう〟の登場でにらみ合いになっていた広場に、静かな声が響ひびいた。

「〝かっこう〟……また、アンタなの？」

　押し殺した声だが、不思議なほどよく通る声だ。〝かっこう〟はあらためて眼前の敵に向き直る。

　特別環境保全事務局の面々を取り囲んでいるのは、背格好にまるで統一感のない者たちだった。だが共通しているのは、全員が狼おおかみや狐きつねなどの動物を模した白い仮面で目鼻の部分を隠かくしていることだ。斜しや陽ようの下でいくつもの仮面が立ち並ぶ様は、およそ現実離れした光景に見える。

　白仮面たちの中央に立っているのは、犬の仮面を被かぶった人物だ。〝かっこう〟の乱入に戸と惑まどっている様子の仮面たちの中で、たった一人だけ堂々とたたずんでいる。素す顔がおは見えないが、声や体格から十代半ばの少女だろう。肩かたにかかった艶つややかな黒くろ髪かみと良く通る声が、嫌いやでも人の目を惹ひきつける。

「でも、ちょうどいいわ。そこのメガネといっしょにアンタも片づけてやる……！」

　中央の少女の周りに、他ほかの仮面たちが集まる。

「おい、レイディー……なんだ、アイツは？　〝虫〟と一体化してるのか……？」

　仲間の白仮面に訊きかれ、レイディーと呼ばれた少女が嫌けん悪お感を剝むき出しに言う。

「あいつが〝かっこう〟よ。聞いたことあるでしょ？　あいつの〝虫〟は分ぶん離り型のあたしたちと違ちがって同化型、特別なのよ」

「か、〝かっこう〟？　あいつが……？」

　急に白仮面たちが浮き足立つ。

「レイディー、目的は果たした。ここは引くべきだ。〝かっこう〟はオレたち親衛隊が注意を引きつけておく」

　レイディーのとなりにいた茶ちや髪ぱつの男が囁ささやくのが聞こえた。狐の面をつけた青年だ。

　少女が青年をにらむ。

「あたしがあいつに負けるとでも思ってるの？　センティピード」

「そうじゃない。オレたち〝むしばね〟の目的は戦うことじゃない。一人でも多くの虫憑つきを救うことだって、いつもお前が言っているんじゃないか」

「そうよ。でも〝かっこう〟は別だわ。今まであいつ一人に何人の仲間たちが欠落者にされていったか……」

　言い合うレイディーから視線をはずし、〝かっこう〟は犬仮面の少女の傍かたわらにいる幼い女の子を見た。白仮面たちの中で唯ゆい一いつ、素顔を晒さらしている。

「そいつが今回の戦いの原因か」

　短く言い放つ〝かっこう〟に対し、レイディーが幼女を背中に隠す。

「そうよ。この子は広場の階段から落ちそうになった母親を助けるために、自分の〝虫〟を使ったのよ。それなのに……この子の母親は逃にげたわ。自分の子供を化け物呼ばわりして、誰だれよりも早く逃げたの」

　レイディーが、唇くちびるを嚙かんだ。

「どうしてよ……どうしてこの子が、こんな悲しい目に遭あうの？　虫憑きだからなんだっていうの？　自分の子供なのよ？　こんなのって、ひどすぎるじゃない……！」

「ははっ」

　土師の嘲ちよう笑しようが広場に響いた。

「虫憑きという存在自体が、この国からすれば邪じや魔まなんだよ。恐おそろしい戦せん闘とう力を持つ化け物……今はまだ、完全に存在を国外に知られるには至っていないが、それも時間の問題だ。こんな化け物がいることを認めれば、国内外における動どう揺ようは計り知れない。最悪、生物兵器と断定した他国からの侵しん略りやくを受ける怖おそれだってある」

　少女が声を荒あらげる。

「生物兵器ですって……！」

「まだそういったもののほうが可愛かわいげがあるさ。君たちはそれよりもタチが悪い。なにしろ誰の味方でもないんだからな。いつ何をしでかすか分かったものじゃない。君たちを生み出した〝始まりの三匹びき〟も、いつか探し出して〝かっこう〟が殲せん滅めつする。あとは残存する虫憑きである君たちを排はい除じよし、もとの平へい穏おんな国に戻もどるんだよ。世界平和のために、協力してくれたっていいじゃないか、レイディーくん」

　少女の怒いかりが膨ふくらんでいくのが分かった。周りにいる白仮面たちも全身から憤ふん怒ぬの気配を漂ただよわせている。

「だから、あたしたちに死ねというの？」

「別にそこまでは言ってない。〝虫〟を殺して欠落者にするだけで、勘かん弁べんしてあげようと言ってるんだ。だからボクや〝かっこう〟は絶対に〝虫〟しか傷つけないじゃないか。局員の中には、命令をきかない人間も多いけどね。むしろ感謝してほしいくらい……」

「土師」

〝かっこう〟が、土師の台詞せりふを遮さえぎる。青年が軽い調子で肩をすくめる。

「なにが〝虫〟しか狙ねらわない、よ……そんなこと関係ないじゃない。〝かっこう〟やアンタのせいで何人の人間が居場所を失ったと思ってるの？」

　少女が奥歯を嚙み締しめる音が、〝かっこう〟の耳にまで届いた。

「虫憑きのあたしたちにだって、居場所はあるはずだわ……！　それをアンタたちが片っ端ぱしから潰つぶしていくんじゃない。あたしたちだって、必死に生きてるのに……あたしたちだって、普ふ通つうの人間なのに……！　どうして国のためとかそんな理由で死ななきゃならないのよ！　あたしたちは自分で自分たちの居場所を見つけようとしてるだけじゃない！」

「……だからそんなレジスタンスなんてものをつくったのか？」

〝かっこう〟が訊くと、レイディーは憤然と言った。

「そうよ！　アンタたち特環さえ消せば、虫憑きは居場所を見つけることができる！　あたしが居場所を見つけてみせる！　それが、あたしの夢よ！」

「ああ、同じ夢を持つ者どうし戦い傷つけあう哀かなしき運命よ……」

　土師が、小声で囁いた。〝かっこう〟が睨みつけると、青年は悪びれもせず人差し指で眼め鏡がねを直しながら言った。

「君だけには伝えておこう。〝かっこう〟、ここでレイディー・バードと決着をつける必要はない。適当に戦ったら、彼女を逃がしてくれ」

「……なんだって？」

「言ったろう。お膳ぜん立だてはすんでいるんだよ。彼女には彼女の役割が用意されているのさ」

　口くち許もとに笑えみを浮うかべる青年を見て、〝かっこう〟は黙だまり込む。目の前にいるこの男が、一体どこまで先を読んでいるのかまるで理解できなかった。ひょっとしたら、今回の戦いの原因となった幼女がこの公園へと逃げ込んできたのさえ──。

「……命令には、従うさ」

「頼たのもしいね。持つべきものは、理解ある友人と優ゆう秀しゆうな部下だ。もちろんキミは前者だけどね」

　その時、白仮面たちの向こう側から、ウサギ頭の少女が姿を現した。

「やっと追いついたー。〝かっこう〟くんてば足がチョー速いんだもん。アタシの〝虫〟が長い距きよ離りを飛べたらよかったのに」

　元特とく環かんの局員、〝みんみん〟だ。レイディーが声をかける。

「大だい丈じよう夫ぶ、〝みんみん〟？　あいつの相手は大変だったでしょう」

「おっけーおっけー、問題ないっす」

「なんだい、〝かっこう〟。まだ彼女を欠落者にしてなかったのかい？　てっきりもう片づいてると思ってたのに」

　土師の台詞を聞いて、〝みんみん〟が一いつ瞬しゆんだけ顔色を変えたのを〝かっこう〟は見み逃のがさなかった。ウサギ頭の少女が口を開きかけ、すぐに思いとどまる。

　土師の声が広場に響ひびいた。

「役者も揃そろったことだし……それじゃあせいぜい潰しあってもらおうか、虫憑つきの諸君」

　公園の空はいつの間にか、黒い雲で覆おおい尽つくされていた。













　ゴーグルと白仮面に素す顔がおを隠かくした虫憑きたちが、いっせいに散開した。

　広場中で、〝虫〟どうしのせめぎあう声が響き渡わたる。

　土師と〝かっこう〟に迫せまったのは、レイディーと〝みんみん〟、そして狐きつねの面で顔を覆った茶ちや髪ぱつの青年だった。

「〝七なな星ほし〟っ！」

　レイディーが叫さけぶと、彼女の背後に巨きよ大だいな甲こう殻かくの塊かたまりが姿を現した。半球状の躰からだの表面には瘤こぶのような突とつ起きが無数に生え、七つの赤い斑はん点てんが浮かんでいる。

　レイディーを〝かっこう〟と同じ火種一号たらしめている〝虫〟、〝七星〟である。

　半球形の体たい軀くがそびえ立った様は、目の前に小さな山が現れたかのようだ。レイディーの身長の倍はある岩のような翅はねを震ふるわせ、〝七星〟が咆ほう哮こうする。

　──〝かっこう〟の視界が、衝しよう撃げきの津つ波なみで埋うめ尽くされた。

　アスファルトの地面をめくり上げ、ありとあらゆるものを飲み込む轟ごう風ふうが吹ふき荒あれる。

　とっさに〝かっこう〟と土師は同時に地面を蹴けった。真横に跳とんで津波を避よけるが、広こう範はん囲いの攻こう撃げきを完全に避けきれず地面に投げ出される。

　衝撃波の直撃を受けた一匹ぴきの〝虫〟が体液を撒まき散らし跡あと形かたもなく粉々になる。離はなれた場所にいた特環局員が脱だつ力りよくして地面に崩くずれ落ちた。

　たった一度の攻撃で、入り口広場の四分の一が荒れ地と化していた。あまりの破は壊かい力に、敵味方もろとも呆ぼう然ぜんと動きを止めていた。

　素早く立ち上がりながら、〝かっこう〟は横にいる土師に声をかける。

「圭吾、お前はさっさとどこかへ消えろよ。お前がいると気が散る」

「そう言うなよ。誰だれがキミに拳けん銃じゆうの使い方を教えたと思ってるんだい。さすがにレイディーの相手まではできないけど、ボクだってそれなりに投には立つんだぜ。……それよりもキミ、録画を忘れていないか？」

　言われて、〝かっこう〟はゴーグルに手をやった。こめかみ部分に備えつけられたボタンを押す。硬こう化かレンズの表面に「ＲＥＣ」の文字が浮かび上がった。

「たのむよ。人間の夢が〝虫〟によって喰くわれていく瞬しゆん間かんを見るために、ボクはこの仕事をしてるんだからさ」

「……いつか俺も、こうやって映像の中で欠落者になるわけか」

「キミが欠落者になるときは、特環がなくなるときだよ。ついては虫憑き達を抑おさえきれなくなり、この国が滅ほろびる時だ。そのへんを自覚しておいてほしいね」

「……」

　レイディーの〝虫〟が巻き起こした嵐あらしが止やむと同時に、壁かべのような巨きよ軀くの虫が〝かっこう〟の前にとびだした。全長十メートルを越こえるかという巨大ムカデだ。

「親衛隊、前へ出ろ！　レイディーを守るんだ！」

　狐面の青年が叫ぶ。

　何節にも甲殻が分かれた百足むかでに似た巨大な〝虫〟が、躰をまるでゴムのように引き延ばした。鋭するどい牙きばで〝かっこう〟たちを嚙かみ砕くだこうと襲おそいかかる。

「生き残った者勝ちさ。この戦いは、ね」

　土師の腕うでが素早く懐ふところに伸のび、スーツの下から一丁の拳銃を抜ぬき放つ。細身の青年には似合わない大口径の自動式拳銃だ。

　ムカデの牙が襲いかかる寸前に、大音量の銃声が立て続けに二発響いた。

「ぐあっ！」

　離れた場所で、狐の仮面を被かぶった青年が苦しげにのけぞった。

　土師の放った銃じゆう弾だんが、的確にムカデの眼めを撃うち抜いていた。

　自らの分身である〝虫〟へのダメージは、宿主の精神に多大な影えい響きようを及およぼす。茶髪の青年が胸を押さえて顔を歪ゆがめる。

　土師は自然体で立ったまま、さらに片手で拳銃の引き金を引いていく。次々と撃ち放たれる弾丸が、硬かたそうな〝虫〟の外殻の関節部に埋め込まれていく。ムカデはなおも襲いかかろうとするが、精度の高い銃撃の前に少しずつ後退していく。

　弾たまが尽きると、土師は無む駄だのない動作で懐からマガジンを取り出し装そう塡てんする。空になったマガジンが地面に落ちた時には、すでに次の連続射撃がはじまっていた。銃声が鳴るたびに反動が土師の細い身体からだを襲う。しかし、土師の白い顔には薄うすい笑えみすら浮うかんでいた。

「おお……うおおおっっ！」

　巨大ムカデの主である青年が、それでも一歩も引かず自らの〝虫〟を土師に向かわせる。

〝かっこう〟がかっこう虫と同化した拳銃でムカデを狙ねらう。大たい砲ほうのような砲撃音が轟とどろき、巨大なムカデの腹部が大きく削けずられる。

「ぐうっ！」

「ムチャしないで、センティ！　こいつらは、あたしが……！」

　膝ひざをつく青年をかばうように、レイディーが〝七星〟をムカデの前に移動させる。巨大な躰とは対照的に小さな脚あしを蠢うごめかせるだけで、地響きにも似た震しん動どうが地面を震わせる。

　だが、さらにレイディーの前に漆しつ黒こくのコートが立ちはだかった。

「死んじゃえ、〝かっこう〟！」

〝みんみん〟だ。頭上から舞まい降りた大きな蟬せみが、長い翅をこすりあわせる。

　人間の可か聴ちよう域を超こえた超ちよう高音波の渦うずが、広場を包み込んだ。

　敵味方を問わず、その場にいる全員が悲鳴を上げる。

「死ね！　死んじゃえ！　あんたなんかが、どうしてあたしよりも……！」

〝みんみん〟の叫さけび声に応じるように、蟬から発せられる音が激しさを増していく。

　外がい殻かくの薄い数体の〝虫〟が、断だん末まつ魔まとともに砕け散っていく。〝みんみん〟の操あやつる〝虫〟の攻撃は、他の〝虫〟に対して絶大な威い力りよくを発揮するのだ。

〝虫〟を殺されて倒たおれていく仲間を見て、耳をおさえたレイディーが顔つきを変える。

「〝みんみん〟！　仲間まで攻撃するなんて、何を考えているのよ！　やめなさい！」

「うるさいっ！　〝かっこう〟さえ倒せば文句ないでしょ！」

「うっ……ぐっ……！」

〝かっこう〟は脳天を突つき抜けるような激痛に耐たえながら、拳銃を構える。だが両手が震え、狙いが定まらない。〝みんみん〟の攻撃は、〝虫〟と同化した〝かっこう〟に予想以上のダメージを与あたえていた。拳銃から〝虫〟が分ぶん離りし、苦しげに暴れ出す。

　蟬の鳴き声が、ピークに達した。

　力を溜ためた〝みんみん〟の蟬が、立ちつくす〝かっこう〟に向かって弾はじかれたように飛び立つ。同化を解かれた〝かっこう〟に体当たりを喰らわせるつもりだ。生身の人間が直撃を受けたら無事ではすまないだろう。

　敵味方に関係なく、間にいた〝虫〟たちが蟬の体当たりを受けて弾き飛ばされていく。

「ちっ……！」

「だらしないな、〝かっこう〟それでも火種一号の虫憑つきかい？」

〝かっこう〟と蟬の間に、ひとつの人ひと影かげが割って入った。

　土師だ。拳けん銃じゆうを構え、飛来する蟬に向かって標準を定める。

　銃声が響ひびいたのと土師の身体が吹ふっ飛んだのは、ほぼ同時だった。蟬の苦鳴が、広場に響き渡わたる。

　土師の銃弾は蟬の翅はねを撃ち抜いていた。だが土師もまた蟬の体当たりをくらい、〝かっこう〟の足元まで勢いよく転がってくる。地面に倒れた土師の口から、血の塊かたまりがこぼれ落ちた。

「い、いやぁ……土師さあん！」

〝みんみん〟が突とつ然ぜん、血相を変えて土師に駆かけ寄ろうとする。

「なんで、そんなやつを助けるのよお！」

「まったくだ。ムチャしやがって……！」

　冷静なつぶやきと、重い砲撃音が重なった。

　蟬の攻こう撃げきが止み、再びかっこう虫と同化した拳銃から放たれた弾丸が、蟬の腹部に命中した。蟬が大量の体液をまき散らして吹っ飛ぶ。

「っっっっ！」

　ビクン！　と電流が流れたように〝みんみん〟の身体がのけぞる。

「圭吾……さん……」

　土師を見つめたまま、〝みんみん〟がゆっくりと地面に倒れる。それきり少女はぴくりとも動かない。

「〝みんみん〟！」

　レイディーが叫び、〝七星〟が〝かっこう〟めがけて衝しよう撃げき波はを放つ。

「……！」

〝かっこう〟は倒れた土師を見て、拳銃を持ち上げる。

　強化された脚きやく力りよくで攻撃を避よけることは可能だろう。しかし、避けてしまっては地面に倒れた土師が衝撃波に吞のみ込まれてしまう。

　──力はできるだけ抑おさえておきたかったが、そうも言ってられないか。

〝かっこう〟は拳銃を持つ腕うでに力を込こめる。

　銃身と同化したかっこう虫の触しよつ角かくが、ゆらめいた。〝虫〟のサファイヤブルーの複眼が輝かがやき、銃口と一体化した口器の奥で弾丸が甲かん高だかい音を立てて急回転する。

　大音量の砲撃音が響いた。通常とは桁けた違ちがいの速度と回転力を与えられた弾丸が衝撃波を真正面から迎むかえ撃うつ。

　犬面の少女と〝かっこう〟の間で、激しい突とつ風ぷうが吹き荒あれた。

　レイディーが放った衝撃波と〝かっこう〟の弾だん丸がんが衝しよう突とつし、相そう殺さいしあう。破は壊かいの渦が二つに割さかれ、地面に倒れた土師を避けて通過していく。

〝かっこう〟は土師を飛び越こえ、衝撃波の余波の中へと飛び込んだ。舞い上がる土つち埃ぼこりを抜ぬけ、レイディーめがけて一直線に駆ける。

　だが、その前に立ちふさがった者がいた。

「うおおおっっ！」

　狐きつねの面をかぶった青年、センティピードが吼ほえた。巨きよ大だいムカデが垂直に立ち上がり、不気味に蠢うごめく無数の脚あしを伸のばす。鋭するどい鉤かぎ爪づめが四方から襲おそいかかる。

「ダメ！　センティ！」

　レイディーが叫ぶ。

〝むしばね〟は構成する人数こそ特別環境保全事務局に勝まさるものの、号指定されている強力な虫憑きは圧あつ倒とう的に少ない。完全にレイディー一人の力を中心にして形成された組織なのだ。センティピードという少年の〝虫〟が〝かっこう〟に敵かなうはずもない。

　しかし──。

「……っ！」

　ズキンッ、と〝かっこう〟の胸の奥に疼うずくような痛みが生じる。ほんの一いつ瞬しゆんだけ、立ちくらみにも似た目め眩まいに襲われた。

　先ほどの銃撃で、思った以上に力を消費してしまったようだ。ここでレイディーと正面対決するのは都合が悪い。

　直角に走る進路を変えてムカデの攻撃をかわし、〝かっこう〟 は無言で片手を挙げる。

　無言の命令を受け、残りの特環局員がいっせいに〝むしばね〟に向かっていく。

　海浜公園が、あっという間に戦場と化した。

　レイディーの舌打ちが聞こえた。彼女の〝虫〟の攻撃は強力すぎるため、混戦状態になってしまうと思うように戦えないのである。それでも巨大な〝七星〟の放った小規模の衝撃波が、襲いかかった特環の〝虫〟の一匹ぴきを粉々にする。

「みんな、下がって！　まともにやりあったら勝ち目はないわ！」

　レイディーが声を張り上げるが、〝むしばね〟のメンバーたちは敵と戦うのに夢中で聞こえていないようだ。センティピードという青年も戦せん闘とう員二人を相手に苦戦し、レイディーから遠ざかってしまっていた。

〝かっこう〟はただ一人、ある一点に向かって戦場を縫ぬうように走り抜ける。

「……！　逃にげるつもり、〝かっこう〟！」

　レイディーが〝かっこう〟の進路の先を見て、何かに気づいたようにハッとする。

「まさか……！　〝七星〟、アイツを止めて！」

　主人の命に従い、〝七星〟が巨大な翅はねを拡ひろげる。

　だが、唐とう突とつにレイディーの視界に一匹の〝虫〟が飛び込んできた。

「……なっ！」

　特別環境保全事務局の〝虫〟ではない。〝むしばね〟の〝虫〟だ。〝かっこう〟がそばにいた〝虫〟の脚を摑つかみ、レイディーめがけて放り投げたのである。

　レイディーはとっさに〝七星〟を操あやつり、弱い衝撃波を放つ。ふわり、と受け止められるように仲間の〝虫〟が空中で停止した。しかし、その隙すきに〝かっこう〟は目標に到とう達たつしていた。

〝かっこう〟の眼前にいたのは、一人の幼い少女だった。

　今回の戦いの原因ともなった虫憑つきの女の子だ。

　女の子は〝かっこう〟を見るなり、恐きよう怖ふの表情を浮うかべて後あと退ずさった。少女の足元に体長一メートルほどの羽虫が現れる。羽虫は少女を乗せ、滑すべるように彼から逃げようとする。

　だが、〝かっこう〟の脚のほうが速かった。あっという間に追いつき、少女の襟えりを摑んで羽虫の上からひきずり下ろす。

「やめて──」

　悲鳴にも近い、レイディーの声が聞こえた。

　しかし〝かっこう〟は躊躇ためらうことなく、少女を地面に放り投げた。無防備になった羽虫の頭に拳けん銃じゆうの標準をあわせる。

「やめてぇっ！」

　レイディーの叫さけび声と、重い銃声が重なった。

　立ち上がろうとしていた幼い少女が、ビクンッと身体からだをのけぞらせる。凍こおりついたように全身を硬こう直ちよくさせた後、スローモーション映像のようにゆっくりと地面に倒たおれていく。

「……ママ……」

　少女の、とても小さな呟つぶやきが聞こえたような気がした。何かに祈いのるように頭を垂れ下げた地面に、一ひと滴しずくの水すい滴てきが落ちる。

　一瞬の静せい寂じやくが、公園を包み込んだ。

「かかれ」

　短く、しかしはっきりと〝かっこう〟が特別環境保全事務局の面々に命令を下す。

　思い出したように、生き残りの黒コートたちが〝むしばね〟に襲いかかる。一方、〝むしばね〟は明らかに怯ひるんでいた。

　だが再び戦闘がはじまる直前、呟き声が広場に響ひびいた。

「……どうして……」

　ピタリ、と特別環境保全事務局たちの動きが止まる。

「どうしてその子の〝虫〟を殺した、〝かっこう〟っっ！」

〝七星〟が咆ほう哮こうした。

　ビリビリと空気が振しん動どうし、その場にいる全すべての虫憑きが金かな縛しばりにあったように立ち竦すくむ。

〝むしばね〟のリーダー、レイディー・バードが〝かっこう〟をにらんでいた。仮面の下には、一筋の涙なみだが流れた痕あとがあった。

「どうして、その子なのよ！　その子は……その子は……！　〝むしばね〟でも特別環境保全事務局でもない、ただの小さな……それなのに、どうして……！」

〝かっこう〟は、生き残った仲間たちを一いち瞥べつした。一度は奮起しかけた彼らだったが、〝本気〟になったレイディーを目の前にして完全に戦意を失ってしまっていた。

〝かっこう〟は静かにレイディーを見つめた。

「見せしめだ」

「なん……ですって？」

「そいつは〝むしばね〟といっしょにいた。だから俺が欠落者にした。これからお前たち〝むしばね〟に接せつ触しよくしようとするヤツらは思うだろう。〝むしばね〟に関かかわったら、それだけで欠落者にされるってな。お前たちに荷か担たんしようとする虫憑きはいなくなる」

　──〝ふゆほたる〟もな。

　心中で、付け足す。

「それだけの……ために……？」

　レイディーが一変して、弱々しい声で言う。

「それだけのために、アンタはその子を欠落者にしたの？　その子の夢を奪うばったの？　仲間を囮おとりにして、敵を盾たてにして、一番弱いその子の全てを奪ったの……？」

「勘かん違ちがいするなよ、特別環境保全事務局ってのは何も正義をかざしてるわけじゃない。自分の夢を守るためだったらなんでもする連中の集まりだ。正義の味方ごっこはお前らが勝手にやってろよ」

「……なによ、それ……」

「でもきっと、お前らより俺たちのほうが長生きするぜ」

　レイディーの口くち許もとに、笑えみが浮かんだ。嘲ちよう笑しようだ。

「自分たちさえ良ければ、それでいいわけ？　どうして、そんな考え方ができるのよ……すぐそばで、どんどん夢を忘れていって、いつか〝虫〟に夢を喰くい尽つくされる恐怖に怯おびえてる人たちがいるのよ……？　アンタだって虫憑きになったってことは、夢を持ってるんでしょう？　なのに──」

「俺たち一号指定の虫憑きは、今のところ五人いる」

　唐突に、〝かっこう〟は言った。

「俺はその全員を知ってる。レイディー・バード、お前はその中できっと一番弱いぜ」

　その一言で、完全に少女の怒いかりは沸ふつ点てんを超こえたようだ。

「殺してやる……」

　レイディーの背後で、〝七星〟が巨きよ大だいな翅はねを拡ひろげた。周囲にあるもの全てが振動し、砕くだけ散っていく。

「アンタだけは、絶対に殺してやるっ！　そしてあたしが虫憑きの居場所を創つくってやる！」

　レイディーの怒りに呼応するように、〝七星〟が翅を激しくはばたかせた。

　だがその直後、視界の中にいた茶ちや髪ぱつの青年が地面に膝ひざをついた。

「ぐっ……ああ……！」

〝七星〟の動きが、ピタリと停止する。

「……センティ？」

「っうああぁあぁああ！」

　狐きつねの面を被かぶった青年が、苦しげに叫さけんだ。

　途と端たん、彼の〝虫〟が天に向かって立ち上がった。長細い躰からだを激しくくねらし、無数ある脚あしをばたつかせる。六つある眼めが、深しん紅くに輝かがやいていた。

　巨大なムカデが踊おどり狂くるう様は、苦しんでいるようでもあり、恍こう惚こつに乱らん舞ぶしているようにも見えた。のたうちまわるムカデの脚に巻き込まれ、数匹ひきの〝虫〟が吹ふっ飛ばされる。

「ウソ……でしょ？　まさか……」

　呆ぼう然ぜんとセンティピードを見つめ、レイディーが呟く。

〝かっこう〟は舌打ちし、拳けん銃じゆうを握にぎりしめる。

「くそったれ……成虫化だ」

　緊きん迫ぱくした彼の言葉に、広場にいる全員がざわめき立った。

　ムカデが吼ほえた。ビキビキと気味の悪い音をたてて、何百とある脚が伸のびていく。硬かたい外がい殻かくに覆おおわれた鉤かぎ爪づめがアスファルトの地面をえぐり、そばにいた〝虫〟の躰からだを引き裂さく。

　成虫化──。

〝虫〟は、少しずつ宿主の〝夢〟を貪むさぼっていく。宿主が〝虫〟の力を使うたびに、代だい償しようとしてそれを餌えさにしていくのだ。虫憑つきとなった人間は、次し第だいに自分が何を考えているのか、何を望んでいるのかを見失っていく。その段階で〝虫〟を殺された者は、死こそ免まぬがれるものの深く喰いつかれた〝夢〟もまた失い、感情も思考もない〝欠落者〟となる。

〝虫〟が宿主の夢を喰い尽くしてしまった場合は、どうなるか。

　それが、成虫化である。

　自らが変化するのにじゅうぶんな夢を得た時、〝虫〟は初めて宿主に反乱する。宿主から独立して成虫するのだ。そして最後の一いつ滴てきまで搾しぼり取られた宿主は、死に至る──。
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「そんな……ウソでしょ？　ねえ、センティ……」

　胸をおさえてうずくまる青年に、レイディーがゆっくりと歩み寄っていく。

〝かっこう〟は奥歯をかみしめた。今、生き残っている局員では戦力が少なすぎる。

「完全に成虫化されると、まずい。一いつ班ぱんはヤツの後ろに回り込め！　成虫する前に総力でムカデを殺すんだ！」

〝かっこう〟の命令に従って、数人の局員が変へん貌ぼうしつつあるムカデの背後に回り込む。

　だが──。

　ムカデが吼え、背後に回った局員が一人残らず宙を舞まっていた。

　数メートルの長さにまで伸びたムカデの鉤かぎ爪づめが鞭むちのようにしなり、空気を切り裂く。吹っ飛んだ局員たちの身体からだから、大量の血しぶきが上がった。

　鮮せん血けつで真っ赤にそまった光景を見て、その場にいる全員の動きが止まる。

「……！」

〝かっこう〟もまた、動どう揺ようを隠かくせずにいた。

　彼の記き憶おくが確かならば、センティピードという青年の〝虫〟は火種九号に指定されていたはずだ。数が多い〝むしばね〟の構成員の中でも、希少な号指定の虫憑きである。

　──いまだかつて、号指定を受けた虫憑きが成虫化したことはない。かつて〝かっこう〟は数回の成虫化を目まの当たりにしたことがあるが、どれも号指定されていない〝虫〟ばかりだった。しかし、成虫化した〝虫〟を撃げき退たいするにはどれも三人以上の号指定虫憑きを要した。

〝かっこう〟が全力で戦えば負けることはないだろう。しかしそれはあまりに危険すぎる賭かけだった。もはや手段を選んでいられる場合ではなくなった。

「……レイディー・バード！」

　犬面の少女に向かって呼びかける。

「この場は俺たち二人がやるしかない！　早くしないと手て遅おくれになるぞ！」

　だがレイディーは、〝かっこう〟とは対照的に全く動こうとしない。

　茶髪の青年の肩かたを摑つかみ、弱々しく声をかける。

「ねえ、ウソなんでしょ？　やめてよ、センティ……外国に行って色んな人を助けるんだって言ってたじゃん……ねえ」

「レイディー！　そいつはもうダメだ！　さっさとしろ！」

　叫び、〝かっこう〟は残りの局員を引き連れ、ムカデに向かって走る。

　感情の光をなくしつつあるセンティピードの暗い双そう眸ぼうが、走り寄る彼らの姿を捉とらえる。

　長く鋭するどい爪が、頭上から降り注ぐようにして襲おそいかかった。

　百を超こえる数のそれらを避よけきれず、特別環境保全事務局の局員たちが次々と串くし刺ざしになっていく。どの局員も自らの〝虫〟を盾たてにして致ち命めい傷しようは逃のがれたようだが、彼らが起きあがることは二度となかった。

「くっ……！」

〝かっこう〟だけは素す早ばやい動きで攻こう撃げきを逃れたとはいえ、完全に無傷とはいかなかった。コートが引き裂かれ、皮ひ膚ふから血しぶきが上がる。攻撃をよけるのに精せい一いつ杯ぱいで、再び青年から距きよ離りをとることを余よ儀ぎなくされる。

　やむなく〝かっこう〟は狙ねらいを定め、遠えん距きよ離りからムカデに向かって銃じゆう弾だんを放つ。

　大音おん響きようの銃声が上がった。

　ムカデの脚あしが何本か吹ふき飛んだが、躰からだにまでは到とう達たつしていない。やはりもっと近づくか、拳けん銃じゆうの威い力りよくを上げるしかないだろう。どちらの選せん択たく肢しをとるにしろ、〝かっこう〟は無事ではいられない。

「うああぁあっ！」

　センティピードの苦鳴と、ムカデの咆ほう哮こうが重なった。振ふり回した長い脚に引き裂さかれ、仲間であるはずの〝むしばね〟の〝虫〟たちが次々となぎ倒たおされていく。

「センティ……しっかりしてよ、ねえ……」

「逃にげろ、レイディー……おれは……もうダメ……だ……！　はやく、逃げろ……じゃないと、おれの〝虫〟が……」

「何言ってるのよ、ねえ……」

「レイディー！　そいつはもうダメだ、諦あきらめろ！」

　痛みに耐たえつつ、〝かっこう〟はレイディーに向かって叫さけぶ。

　レイディーがこちらを振り向いた。

「でも、そんなことしたら、センティが欠落者になっちゃう……」

「そのままだと死ぬぞ！」

「だけど……」

「……生きてさえいれば、いつかなんとかなる！」

〝かっこう〟は叫んだ。

　ムカデが暴走している今なら、離はなれた場所にいるセンティピードを狙えば銃弾は命中するだろう。そうすれば〝虫〟も宿主を失い、成虫する前に消えていく。

　だが〝かっこう〟はあくまで、目の前のムカデしか眼中に入れてはいなかった。誰だれに何と言われようと、このスタイルだけは絶対に守らなければならないと誓ちかったのだ。四年前、〝ふゆほたる〟に拳銃を向けた、あの瞬しゆん間かんから──。

〝かっこう〟の叫びは半ばムカデの咆ほう哮こうにかき消されたが、レイディーにはしっかりと聞こえたようだ。犬の仮面をつけた少女が目を見開く。

〝かっこう〟は全身に力を込こめる。ムカデは、すでに力をセーブして勝てる相手ではなくなっていた。

「レイディー、逃げろ……こうなったら、おれがアイツを……今のおれの〝虫〟なら……」

　センティピードという青年が、犬面の少女をかばうように背中に隠す。

〝かっこう〟はセンティピードを睨にらむ。

「死ぬぞ、お前」

〝かっこう〟の警告に、センティピードが悠ゆう然ぜんと笑えむ。

「構わないさ……レイディーさえ無事なら……〝むしばね〟は必ずお前ら特環をぶっ潰つぶして、おれたちの居場所をつくってくれる……」

〝かっこう〟は何も言わず、青年の背後にいるレイディーを見つめる。

　少女がビクリッ、と肩を震ふるわせた。つい先ほどまで怒いかり、圧あつ倒とう的な存在感を放っていた人物とはまるで別人である。

〝かっこう〟は息を吐はき、拳銃をコートの下のホルダーに収める。全身から、緑色と黒の模様が透すけるようにして消えていく。

「なんのつもりだ、〝かっこう〟……！　おれと戦え！」

「決心するのが遅おそいんだよ、バカ女」

　センティピードが眉まゆをひそめ、何かに気づいたように背後を振り返る。

　レイディーの背後で、〝七星〟が巨きよ大だいな翅はねをめいっぱいに拡ひろげていた。

「レイディー……？」

「ゴメンね、センティピード。あたしのせいで、たくさん苦しめちゃったね……」

　レイディーが笑おうとするが、うまく笑えずにうつむく。

「ちょっとだけ待ってて……すぐ、助けるからね……？」

〝七星〟から放たれた衝しよう撃げき波はが、巨大なムカデを一いつ瞬しゆんにして木こっ端ぱ微み塵じんに破は壊かいした。

　センティピードの身体からだが波打ち、脱だつ力りよくして倒れる。その姿を、レイディーは目をそらして見ようとはしなかった。拳こぶしを強く握にぎりしめ、乾かわいたアスファルトを涙なみだが染めていく。

「ちくしょう……ちくしょう……」

　全すべてが終わり、海かい浜ひん公園の中央に静せい寂じやくが戻もどった。淡あわい橙だいだいの日差しが、残された虫憑つきたちの長い影かげを地面に落とす。

　ぽつり、と一ひと滴しずくの雨が〝かっこう〟とレイディーがいるちょうど中間の地面を濡ぬらした。

　静寂が公園の入り口広場を包んだ。

　いつの間にか、〝かっこう〟とレイディー以外の人間は一人残らず地に倒れ伏ふしていた。

　自らが傷ついた者もいれば、全くの無傷で倒れている者もいる。後者は自分の〝虫〟を殺されたのだろう。しかし、ほとんどは成虫化しようとした〝虫〟を倒そうとして、返り討ちにあった者たちだ。

「……なによ、これ」

　ぼんやりと静まり返った周囲を見み渡わたし、レイディーが呟つぶやいた。少しずつ勢いを増しつつある雨が、少女の髪かみを濡らしていた。

「ねえ、〝かっこう〟……なんなのよ、これは……？」

〝かっこう〟は何も言わず、眼前の少女を見つめる。

「なんで虫憑きだけが、こんなふうにならなきゃいけないのよ、こんなに辛つらい目にあうのよ……あたしたちだって普ふ通つうの人間なのに……ただ小さな夢を持ってて、〝始まりの三匹びき〟に目をつけられただけじゃない。あたしたちの夢って、特別なの？　こんな終わり方をしなきゃいけないような、大それた夢なの？　あたしたちは、ただちょっとだけ欲しいものがあっただけじゃない……」

「だから、お前は弱いんだよ」

〝かっこう〟は冷たく言い放つ。

「自分の境きよう遇ぐうを恨うらんで、〝虫〟を怖こわがってるだけで、他ほかのことに八つ当たりしてばかりだ。怖くて怖くてどうしようもなくなって、何かのせいにして逃にげ回ってるだけだ」

　レイディーが〝かっこう〟を睨む。

「〝虫〟を怖がるなんて、当たり前じゃない。いつ夢を喰くい尽つくされて死ぬかもしれないから、みんな怯おびえてるんじゃない！　それに、八つ当たりですって？　何言ってんのよ、アンタたちが……アンタが、あたしたちの居場所を奪うばっていくんじゃない！　夢を喰われて、世間の目から逃げ続けて苦しんでる虫憑きを、アンタたちがもっと追いつめてるんじゃない！　同じ……同じ虫憑きなのに」

「はっ、お前らといっしょにすんなよ」

　あざ笑う〝かっこう〟に対し、レイディーが詰つめ寄る。歩み寄るなり、〝かっこう〟のコートを力まかせに摑つかむ。

「あたしたちとアンタたちの何が違ちがうってのよ！　……ううん、アンタたちはもっと汚きたない連中だったわね！　〝虫〟だけじゃなく政府も怖がって、ご機き嫌げんをとってる最低野や郎ろうどもだわ！」

「否定はしねーよ。実際、そんなヤツらばっかだからな」

　レイディーの罵ば倒とうを、〝かっこう〟は平然と受け流す。少女がますます怒りを濃こくする。

「アンタは違うとでもいうの？　〝虫〟も人の目も怖くないとでもいうの？」

「怖くねーよ」

　平然と、しかしはっきりと〝かっこう〟は言い放つ。

　レイディーが言葉を失い、コートから手を離はなす。

「そんなことよりも、もっと怖いものがあるからな」

「……なによ、それ」

「分からないのか？　だからお前は、俺よりも弱いんだよ」

　レイディーが奥歯を嚙かみ、〝かっこう〟から視線をそらす。

「分かんないわよ！　あたしには、アンタが何を言ってるのかゼンゼン分からない！　分かりたくもない！」

　吐き捨すてるように言い、レイディーは雨の中を歩き出す。

「アンタを殺すのは、次にするわ……これ以上〝よけいな連中〟に見られてると、キレちゃいそうだから」

「気づいてたのか。どうせまた〝ウメ〟だろうけど……仲間を連れて行かないのかよ」

「……」

　レイディーが、拳こぶしを強く握りしめる。怒りを堪こらえているのが手に取るように分かった。倒れた仲間たちを連れて帰ろうとすれば、また〝かっこう〟と戦いになることは必至だ。そうなれば特別環境保全事務局の援軍がやって来て、レイディーは窮地にさらされるだろう。それこそ彼女を逃がそうとした仲間の犠牲を無駄にすることに他ならない。

　犬仮面の少女は、倒たおれたセンティピードのもとに歩み寄っていき、跪ひざまずいて何か呟く。「ゴメン……」という言葉だけが聞こえた。単なる別れの言葉ではないはずだ。おそらく救出を約束しているのだろう。

「〝ふゆほたる〟なら」

〝かっこう〟はレイディーの背中に向かって言った。

　脳のう裏りに四年前の光景がよみがえる。

　拳けん銃じゆうを構えた彼の前で、あの少女は泣いていた。彼を怖がるでもなく、〝虫〟を怖がることもなく、ただ透とう明めいな涙なみだを流して微ほほ笑えんでいた──。

「あいつなら、分かるかもな……あいつはたぶん、本当に怖いものを知ってる」

　レイディーが唇くちびるを嚙み、立ち上がった。

「〝ふゆほたる〟っていう虫憑つきの情報なら、〝みんみん〟から聞いてるわ。絶対にアタシたちが探し出して、助け出してみせる。そして、欠落者になったみんなも必ず助け出してみせる。それまで覚えてなさいよ、〝かっこう〟……！」

　振ふり返ることなく言い残し、勢いを増していく雨の中をレイディーが駆かけていく。風船が萎しぼむように小さくなった〝七星〟が主人のあとを追う。

〝かっこう〟はレイディーを追いかけようとはしなかった。

　レイディーだけは逃がすよう、土師に命令されている。

　完全に少女の後ろ姿が見えなくなってから、〝かっこう〟は広場を歩き出した。

　息絶え、空気に溶とけ込むように消えていく〝虫〟たちの間を通り抜ぬけ、地面に倒れた二人の人物のもとへと歩み寄る。

　完全に気を失ってしまっている土師と、そのとなりに並ぶように横たわった〝みんみん〟を見下ろす。

　無言のまま立ちつくしていた〝かっこう〟の背後に、人の気配が生まれた。

「〝かっこう〟さんは、強いね」

　振り返ると、倒れかけた木の横に一人の小こ柄がらな人物が立っていた。

　雨に濡ぬれて輝かがやく髪かみだけでなく、大きな黒い瞳ひとみまでもが潤うるんでいるようだ。幼さの残る顔立ちは無む垢くで、一見したかぎりでは性別さえ判別できない。体を覆おおうジャケットとパンツは左ひだり腕うでと右みぎ膝ひざの部分が切り取られ、ベルトで繫つなげられている。この寒さに未成熟な腕と脚あしをさらした姿は、奇き抜ばつとしか言いようがない。

「それに比べて、レイディーさんはあいかわらず脆もろいよ。今の彼女なら、ボクだって勝てそうだ」

　少年とも少女ともつかない人物が、透すき通った声で言う。その口調にレイディーを侮あなどっている様子はない。むしろ寂さびしそうですらある。

　久く瀬せ崎ざき梅うめ。

〝むしばね〟と並んで特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局がマークしている〝ハルキヨ〟の仲間の一人ということしか、〝かっこう〟は知らない。しかし、梅のことは土師も含ふくめて特別環境保全事務局には報告していない。

「またのぞき見か、ウメ？　レイディーも気づいてたぞ」

　鋭するどい口調で言う。

　すると梅は下した唇くちびるをかんで、悔くやしそうな表情を浮うかべた。

「ボクだって、できることなら〝かっこう〟さんやレイディーさんと堂々と話したいよ。……でも仕方ないじゃんか、ハルキヨの命令なんだから」

「隠かくれて様子を見て、面おも白しろい情報をかっさらってこい……か？」

「うん。しゃべり方までそっくりその通り」

　苦く笑しようしながら、梅があっさりとうなずく。命令、と口で言ってはいるが、忠実に従うつもりもないようだ。そんな彼の自由な性格を、〝かっこう〟は嫌きらいではない。だからこそ土師にも梅のことを報告していないのだ。

〝かっこう〟は梅から目をそらし、再び地面に倒れた二人を見下ろす。

「〝ふゆほたる〟のことも、どうせ聞いてたんだろう……ハルキヨに伝えておけ」

　背後にいる少年に向かって、言い放つ。

「今回は手を引け。今まではいつも見てるだけだったから何もしなかったけどな、〝ふゆほたる〟に手を出すつもりならお前たちも敵とみなすぞ」

「わかった。伝える」

　すぐに無む邪じや気きな返答がある。

「でも、決めるのはハルキヨだからね？　だっていくらなんでも、欠落者から生き返った虫憑きなんて放ほっておけるわけないじゃん。レイディーさんも言ってたけど……〝ふゆほたる〟の〝虫〟はまだ生き返ってるかどうか分からないんでしょ？　ということは、虫憑きが普ふ通つうの人間に戻もどれるかもしれないってことだよね？」

　梅の言葉には、抑おさえきれない期待の色がにじんでいた。

「その方法を知ってるかもしれない相手を、同じ虫憑きが放っておくわけないよ。それにいくら〝かっこう〟さんでも、レイディーさんと戦いながらボクらの相手をするなんてムリじゃない？」

「……」

「話もなんだか矛む盾じゆんしてるし。〝かっこう〟さんは〝ふゆほたる〟にはもう興味がないみたいじゃんか。資料だって破り捨てちゃったし。だったら、誰だれが手に入れたって……」

　言いかけ、梅が言葉を吞のみ込むのが分かった。〝かっこう〟が静かに拳こぶしを握にぎりしめたからだろう。

「ゴメン……怒おこった？」

「怒ってねーよ、チビガキ」

「や、やっぱり怒ってるよぉ。痛いことされる前に帰らなきゃ。じゃあね、〝かっこう〟さん。お互たがいまた生きて会えるといいね」

　生きて会える──その言葉に、〝かっこう〟は握った拳に力を込こめる。虫憑きである彼らが、また無事に再会できるという保証は全くない。

　久瀬崎梅は、姿を現した時と同様に跡あと形かたもなく気配を消した。

「……」

〝かっこう〟の足元で、土師が小さく呻うめいた。じきに目が覚めるだろう。

　土師のとなりにいる〝みんみん〟を見る。じっと土師を見つめているようにも見えるが、その瞳に生気はなくまるで死人のようだ。

「立て、〝みんみん〟」

〝かっこう〟が言う。

　すると、何事もなかったように〝みんみん〟が立ち上がった。倒たおれた土師を一いち瞥べつもせず、濁にごった瞳でまっすぐに〝かっこう〟を見つめる。感情の欠片かけらまでも失い、涙なみだの痕あとだけを残した欠落者がそこにいた。

「〝ＧＡＲＤＥＮ〟の場所は知ってるな。〝東い‐３３〟エリアだ。そこへ行ってろ、ここにいる欠落者どもも連れてな」

〝かっこう〟の命令に、少女は返答はおろかうなずきもしない。ただ黙だまって身を翻ひるがえし、倒れた虫憑つきたちのもとへと歩いていく。

　自らの〝虫〟を殺された虫憑きは、夢も感情も失った〝欠落者〟になる。身体的な機能は変わらないが、欠落者は外部からの命令しか受けつけない。一いつ切さいの欲望もなくなるため、何も命令せず放っておけば餓が死し、もしくは別の原因で命を失ってしまうだろう。

　一度、欠落者になってしまった者は二度と元の感情を取り戻すことはない。

　そう信じられてきた。今までは。

〝ふゆほたる〟──。

「あのバカ……どうして桜架市に戻ってきやがった……」

〝かっこう〟は雨の降りそそぐ空を仰あおいだ。雨あま粒つぶはゴーグルに弾はじかれ、滴しずくとなって彼の頰ほおを伝い落ちる。

　欠落者から立ち直った虫憑きを、特別環境保全事務局は決して逃にがさないだろう。それは〝むしばね〟やハルキヨらも同じだ。これまで拮きつ抗こう状態を保ってきた三つの勢力のバランスが、崩くずれようとしている。その発ほつ端たんとなったのは、間ま違ちがいなく〝ふゆほたる〟である。

　──わたしの夢は、わたしが居てもいい場所を見つけることなの。

　四年前から一度たりとも忘れることのなかった、か弱い声。そのあまりの強力さに異種一号の称しよう号ごうを与あたえられた、小こ柄がらな虫憑きの少女を思い出す。

「いっそのこと、夢なんて見ないほうが楽なのかもな……」

　少年の小さな呟つぶやきに答える者は、誰一人としていなかった。




　2.02　詩歌　Part 3




　詩歌は、公園の出口に向かって走っていた。

　大助が最後に浮うかべた顔が、脳のう裏りをよぎる。

　詩歌が肩かたを突つき飛ばしたのを、彼は拒きよ絶ぜつと取ったのだろう。瞬しゆん間かんの大助の表情は哀かなしげだった。

　少女の耳元で、キリキリという小さな音がした。首筋に自分の〝虫〟がいるのが分かる。

　首をまわして見ると、雪のように白い躰からだをした虫が自らの肩にとまっていた。蛍ほたるにも似ているが、八本の脚あしまでもが真っ白に染まっている。自然に発生した昆こん虫ちゆうではないことは、それの頭部に四つの複眼があることから明らかだった。

「やっぱり……私が普通の子に戻れるわけが、なかったんだ……」

　瞳ひとみに涙を浮かべ、詩歌は唇くちびるを嚙かんだ。

　もしかしたら──と、思っていた。

　完全に不安を拭ぬぐいきれずにいながら、心の奥では期待せずにいられなかった。もしかしたら、自分は普通の人間に戻れたのかもしれない。そうしたら、ひょっとしたら大助とこのままいっしょにいられるかもしれない──。

　だが、そんな淡あわい期待が、跡形もなく打ち砕くだかれていた。

「まだ私のそばにいたんなら……もっと早く姿を現してくれてたら、こんな……」

　自らの肩にとまった〝虫〟を見て、かすれた声を絞しぼり出す。

　白い蛍、それこそが詩歌に寄生した〝虫〟だった。

　詩歌は虫憑きだ。

　大助がさきほど詩歌の腕うでを摑つかんだ時、彼女の〝虫〟がいつの間にか大助の肩にとまっていたのだ。そして、なぜか眼めを赤く輝かがやかせていた。

　詩歌は嫌いやな予感を覚え、慌あわてて自らの〝虫〟を振ふり払はらったのだ。

　最初は弁解しようとした。だが、心の中で何かが詩歌に囁ささやいた。

　同じことだ。

　弁解しようと何をしようと、詩歌がそばにいればいつか真実を知られてしまう。詩歌が虫憑きであるかぎり、そのことに変わりはない。そして、真実が知られたら、大助がどういう反応を示すか──。

　──本当にいるのなら、オレはそんなヤツらとは関かかわりたくないな。

　刺さすような痛みが、胸を貫つらぬいた。

　せっかく出会えたのに、これからもっと仲良くなれると思ったのに、これきりもう会えないなんて、寂さびしすぎる。

　だが詩歌が虫憑きだということは、変わらなかった。たとえ理由が分からないものの欠落者から生き返ったとはいえ、それだけは変わらない。

「あ……」

　詩歌の瞳から、一筋の涙がこぼれた。

　突とつ然ぜんに泣き出してしまった自分自身に驚おどろく。あわててコートの袖そでで顔を拭う。

　どうして、涙なみだなんて──。

　大助とは、昨日はじめて出会ったばかりだ。そんな相手と会えなくなったくらいで泣くなんて、どうしてしまったんだろう。

　昨夜、大助に電話をかけたこともそうだ。その時は、ただ独りでいることがつらくて、むしょうに大助の声が聞きたくなった。大助の声を聞いているうちに、不思議なほど安心することができた。

　詩歌の胸は、堪こらえきれないほどの痛みを覚えていた。

　大助とはもう二度と会えない。この街にいるべき理由は、何もなくなった。しかし……。

　大助くん──。

　心の底で、ぽつりと呟く。

　もう会えないなんて、やだ──。

「……！」

　東側出口に着いたところで、詩歌は足を止めた。

　入り口の周りを、黒スーツを来た男たちがうろついていた。退園していく人々を鋭するどい視線で睨にらんでいる。

　さらに向こう側では、片腕に腕わん章しようをつけた報道関係者たちが口々に叫さけんでいた。

「この公園に虫憑きが現れたというのは、本当ですか？」

「新種のウィルス？　そんな言い逃のがれは聞き飽あきたんだよ！　いい加減、〝虫〟の存在を認めたらどうなんだ！」

「とある関係者の話では、内閣が極ごく秘ひに開設した特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局という組織が、〝虫〟の対策本部だという事実も──」

　大声を張り上げる報道関係者たちを、黒服たちが公園の入り口から押し出していく。

　また、黒服たちに紛まぎれるように、漆しつ黒こくのコートを羽織った者たちがいた。機械的なゴーグルで顔を覆おおい隠かくしている。

　詩歌は息を吞のみ、茂しげみに身を隠した。彼女が公園にいることが知られてしまったのだろうか……そう思ったが、どうやら違ちがうようだ。

　ゴーグルたちは一いつ般ぱん人が少なくなったのを見計らい、入り口を包囲し始めた。彼らの背後には、ライフルらしきものを構えた迷めい彩さい服たちの姿もある。何かがやってくるのを待ち構えているように見えた。

「……？」

　状じよう況きようはよく分からなかったが、少なくとも詩歌が見つかったわけではなさそうだ。しばらく身を隠したまま、ここで彼らがいなくなるのを待ったほうがいいだろう。

　小さな羽音をたて、真っ白な蛍が茂みの葉にとまった。詩歌の顔の横で、同じように黒スーツたちの様子を窺うかがっているようだ。

　白い蛍、そして入り口にいるゴーグルたちを見て、四年前に出会った少年の顔が思い浮うかんだ。

　特別環境保全事務局の一員であり、彼は〝かっこう〟と名乗った。

　──おれの夢と、似てるな。

　ゴーグルに隠れて表情は見えなかったが、詩歌の目に映る〝かっこう〟の姿はとても力強かった。何かに耐たえ、それでも懸けん命めいに生きているように見えた。

　一度会ったきりだったが、その時の記き憶おくは詩歌の中でかけがえのないものだった。

　四年の月日が経たった今、彼はどうしているのだろう？　今も変わらず、自分の夢を守り続けているだろうか？

　二人は四年前のあの時、少しだけ話をした。詩歌にしてみればいつ襲おそいかかられるかも分からない状況だというのに、その時間は妙みように楽しかったことを憶おぼえている。なんとなく、目の前の少年が自分と似ていると思ったのだ。同じ夢を持つ、似た者どうしだ。

　詩歌は、自分の顔が自然と綻ほころんでいたことに気づいた。ついさっきまでは泣いていたというのに、自分の現金さに呆あきれる。

「〝かっこう〟くんにも……もう一度会いたいな」

　しばらくすると、詩歌の頰ほおに一ひと滴しずくの雨が降りそそいだ。空を見上げると、雨はすぐに勢いを増していった。葉にとまっていた蛍ほたるが、雨から避ひ難なんするように詩歌の襟えり元もとへと戻もどる。

　冷たい雨が、詩歌のショートカットを濡ぬらしていく。服の中にまで水が浸しん透とうし、冷気が彼女の身体からだを突つき刺した。それでも詩歌はじっとその場から動かなかった。

　その時、出口付近に待機していたゴーグルたちの動きが急に慌あわただしくなった。

「レイディーが──に向かって──」

　黒スーツたちが叫ぶ声が、雨音に混じって詩歌の耳に届いた。ゴーグルや迷彩服たちが入り口の向こう側の林へさがっていく。どうやら、こちらに向かってくる何者かを待ち伏ぶせするつもりらしい。

　彼らが襲しゆう撃げきするということは、ほぼ間ま違ちがいなく相手は虫憑きだろう。

　詩歌の見ている前で、彼らはあっという間に姿を完全に消してしまっていた。よほど強い虫憑きでも、あれほどの人数に不意打ちで襲われたらひとたまりもないだろう。場にぴりぴりとした緊きん張ちよう感かんが走る。

　逃にげるなら、今がチャンスだ。別の虫憑きに特環の目が集中している今なら、別の方向へと逃げれば難なく逃げられるだろう。

　だが、ここへやって来る虫憑きは、間違いなく倒たおされてしまう。特環とは別の、詩歌と同じような境遇の虫憑きだ。

　どうしよう──茂みの陰かげで考えを巡めぐらす詩歌の耳に、水たまりを蹴ける足音が聞こえた。

　出口とは反対側から、ひとつの人ひと影かげが走ってやってきた。奇き妙みような白い仮面で顔を覆った、詩歌よりも背の高い少女のようだった。今は自分の〝虫〟を隠しているのか、周りにそれらしき異形の怪かい物ぶつの姿はない。

　少女が駆かけ足で、茂みに隠れた詩歌の前を通り過ぎる。周囲を警けい戒かいしてはいるようだが、入り口の向こうに身を潜ひそめた敵に気づいている様子はない。少女は足をとめず、出入り口に近づこうとした。

　林の奥で、無数の影が動くのが見えた。

　考えるよりも先に、体が勝手に動いていた。

「おねがい、助けてあげて！」

　白い蛍が、詩歌の眼前に飛び上がった。空中でメキメキと音を立てて躰からだを膨ぼう張ちようさせたかと思うと、全身から純白の輝かがやきを放つ。

　すると周囲に変化が生じた。

　一片、二片、と雨に混じり、空から純白の雪が降り注ぎだしたのだ。

　白仮面の少女と、林から飛び出そうとしていたゴーグルたちが驚きよう愕がくするのが分かった。

　薄うすい輝きを纏まとった雪は、たちまち入り口周辺を包み込んだ。

『壊こわれて……』

　詩歌の声が、鐘かねの音のように辺りに染しみ渡わたった。詩歌自身が放った声ではない。その声は純白の輝きを放つ蛍から聞こえた。

　直後、地じ響ひびきが伝わった。

　ゴーグルたちが立つ地面が、音をたてて崩ほう壊かいする。
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　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす白仮面が見ている前で、急に足場を失ったゴーグルたちが浮き足立つ。

　純白の蛍が収縮するように小さくなり、詩歌の肩かたにとまる。同時に降り注いでいた雪も幻まぼろしのように消え去っていた。

　仮面をつけた少女の無事な姿を確かく認にんし、詩歌は茂しげみから飛び出した。入り口を避さけ、林の中へと飛び込む。

「ねえ、待って！　あなた……」

　背後から声がかけられるが、詩歌は立ち止まらなかった。敵とは思えないが、詩歌は特別環境保全事務局にマークされている身だ。顔を会わせないほうがお互たがいのためだと思ったのだ。

　林を突っ切り、緩ゆるやかな傾けい斜しやを駆けあがる。林が途と切ぎれ、目の前に柵さくがあるのが見えた。だが──。

「……！」

　突とつ然ぜん、柵の向こう側に数人のゴーグルたちが姿を現した。巡じゆん回かいの途中だったのか、詩歌を見てあちらも驚おどろいた様子だった。

「なんだ？　女……？」

「まさか、〝むしばね〟の仲間──」

　だが彼らの言葉は、最後まで続かなかった。

　詩歌の横をかすめ、嵐あらしのような衝しよう撃げきの渦うずがゴーグルたちを襲った。地面を抉えぐり、柵を徹てつ底てい的に破は壊かいして襲いかかった衝撃波が、特別環境保全事務局の隊員たちを吞のみ込む。抵てい抗こうすらできず、一人残らず吹ふっ飛ばされた。

　硬こう直ちよくする詩歌の手を、何かが摑つかんだ。

「ほら、今のうちに逃げるわよ！」

　背後の林から現れたのは、白仮面を被かぶった少女だった。少女の傍かたわらには、見たこともないほど巨きよ大だいな天てん道とう虫がつき従っていた。役目を終えた天道虫の躰が小さくなっていく。

「急いで！」

　有う無むを言わせず引っ張られ、詩歌は引きずられるようにして少女のあとに続いた。

　跡あと形かたもなく吹き飛ばされた柵を飛び越こえ、静まり返った暗い道を走り抜ぬける。

　途中、人通りの多い道にさしかかったが二人は足を止めなかった。仮面を被った少女の姿を見て、通行人が不ふ審しんそうに振ふり向く。

　先を走る少女がようやく立ち止まったのは、街の中心から離はなれた広い空き地だった。

　くしくもそこは、詩歌が大助と初めて話をした場所だった。

　雨は、いつの間にか止やんでいた。

「はあ……はあ………ゴメンね、はじめて会ったばかりなのに強ごう引いんに連れ回しちゃって……」

　乗り捨ててあった作業車によりかかり、少女が言った。

　詩歌は一いつ瞬しゆん驚おどろいて、少女を凝ぎよう視しした。昨日の光景を思い出し、くすりと笑う。

「な、なによ。あたし、何かヘンなこと言った？」

「あ……ご、ごめんなさい……少し前に似たようなことがあったから、つい……」

　少女はじっと詩歌の顔を見つめ、やがて「ふーん」と興味なさそうに視線をそらした。白いマスクを脱ぬぎ捨て、素顔を露あらわにする。

　綺き麗れいな人──。

　それが、目の前の少女に対する詩歌の第一印象だった。歳としは詩歌と同じくらいだろうが、雰ふん囲い気きはまるで違ちがう。切れ長の瞳ひとみが、悪戯いたずらっぽさを残しながらも優やさしげな印象を漂ただよわせていた。同時に、怒おこったら怖こわそうだなとも思った。

「ま、これで借りは返したからね。……あなたでしょ？　あたしのこと助けてくれたの」

　詩歌は少し迷ってから、頷うなずいた。

「は、はい」

　少女が微ほほ笑えんだ。とても今まで特別環境保全事務局と戦っていたとは思えない、屈くつ託たくのない笑顔だった。詩歌に向かって手を差し出してくる。

「あたし、立花利菜。あなたは？」

「あ……」

　詩歌はどうしようか迷った。

　利菜と名乗った少女の表情が、少しだけ沈しずんだように見えた。

「名前、言いたくない？」

「……いえ」

　詩歌は、小さく首を振った。

「杏本……詩歌です」

　言って、差し出された手を握にぎる。利菜の手はとても温かく、触ふれるだけで安心感で胸がいっぱいになった。いつまでも手を握っていたいという衝しよう動どうが湧わく。

　利菜が、嬉うれしそうに目を細めた。これっぽっちの陰かげもない、詩歌を信じ切った笑みだった。詩歌はなぜか頰ほおが熱くなった。

「詩歌、ね。あたしは利菜でいいから。それと丁寧語はやめてね」

「は、はい──うん」

　頷きながら、詩歌はまた大助との会話を思い出し、思わず顔が緩んでしまう。

「……だから、なにがおかしいのよ？」

　利菜が不ふ機き嫌げんそうに詩歌を睨にらむ。怒っているというより、拗すねた子供のような表情だ。表情がコロコロと変わる少女である。

　詩歌は慌あわてて首を横に振った。

「ご、ごめんなさい。なんだか、本当にこの前あったことと似てたから……」

「ふーん」

　やはり興味なさそうに、利菜が相づちをうつ。が、すぐに嬉しそうにニヤリと笑う。

「でも、珍めずらしいな。あなたみたいに、シアワセそうに笑う子」

「え？」

「あ、もちろん虫憑つきにしては、って意味よ。あたしは今までたくさんの虫憑きを見てきたけど、詩歌みたいに素す直なおに笑える子は初めて見た……かな」

　言われて、詩歌は笑みを消した。うつむき、唇くちびるを嚙かむ。

「幸せ……なんかじゃ、ない」

「そうなの？　でも」

　利菜が言いかけ、急に表情を鋭するどくする。背後の茂しげみのほうを振り向き、凝視する。

　詩歌は戸と惑まどい、声をかける。

「ど、どうしたの？」

「人の気配が……ううん、ごめん。気のせいだったみたい」

　再びこちらを向いた時には、利菜の表情は元に戻もどっていた。明るい笑顔を浮うかべ、冗じよう談だんめいた口調で言う。

「詩歌って可愛かわいいから、ストーカーにでも尾つけられてたりしてね。ストーカーじゃなくても、言い寄ってくる男の子は多いんじゃない？」

「そ、そんな……」

　利菜の言葉で思い出したのは、大助のことだった。彼もまた〝言い寄って〟きたことになるのだろうか？

　だが、大助のことを思い出した途と端たん、胸にまた痛みが生まれた。唇を嚙み、うつむく。

　利菜が何かを考えるように黙だまり込んだ。そして、何かひらめいたように言う。

「もしかして、いま言ってた〝この前〟の相手？　詩歌のシアワセそうな笑顔の理由って」

「え……違……」

「男の子、でしょ」

　詩歌の頰が熱くなる。利菜が意地の悪い笑みを浮かべた。

「やっぱりねー。なんとなくピンときちゃったのよね。でもなに、ケンカでもしたん？」

「ケンカじゃ……ないけど……」

「ああ、なるほど。もしかして、自分は虫憑きだから……なんてこと、考えてる？」

　詩歌は目を見開いた。利菜が嘆たん息そくする。

「やっぱりね。でも、そんなの意味ないよ。虫憑きだから会いたい人に会っちゃいけないなんてこと、あるわけないもの」

「でも……！」

　詩歌は思わず、大声を出していた。

「でも、会ったらきっと迷めい惑わくをかけちゃうよ。本当のことがばれたら、きっと私のこと怖がるだろうし……そんなの、絶対にやだ……」

「たいしたことじゃないよ。そんなこと」

「……え？」

　顔を上げた詩歌を見て、利菜は明るく笑った。

「ぜんっぜん、たいしたことナイ！　虫憑きだから何だっての？　やりたいこともできずにこのまま死んじゃったら、それこそ虫けらみたいじゃん。あたしたちが虫憑きなのは、変わらないんだから、やりたいことやらなきゃ」

　利菜の口調は軽いが、なぜか言いようのない重みを帯びていた。今までに無念の結末をとげた他ほかの虫憑きを見たことがあるのかもしれない。いや、今ここにいる自分自身のことを、詩歌に重ねて見ているのかもしれないと思った。

「それに、あたしたちは誰だれがなんと言おうと、普ふ通つうの人間だってことにも変わりはないしね。会いたい人には……やっぱり、どうしても会いたいよ」

　詩歌は唇を嚙んだ。

「でも……」

「うーん、優やさしいなあ、詩歌は」

　ふわり、とした感かん触しよくが詩歌を包んだ。雨に濡ぬれて冷えきっていた身体からだが、心の奥から温まっていくのを感じた。

　抱だきしめられた格好になった詩歌に、利菜が耳元で囁ささやく。

「自分のことより、相手に迷惑をかけることのほうが怖こわいんだね。少し、羨うらやましいな……あたしはきっと、もうそんなふうには考えられないもの」

　先ほどまでとはうって変わって、物静かな声で少女が言う。

「……そ、そんなことないよ」

　詩歌は自分を抱きしめている少女を、見上げた。

「利菜だって優しいよ……うまく言えないけど、初めて会ったばかりの私なんかのこと心配してくれるんだもの。それに、利菜、こんなに温かいもん」

　利菜が、驚おどろきの表情を浮かべた。また明るい笑えみを浮かべようとして失敗したのか、苦笑いのようなものを浮かべる。

「……あたしは、どうかな。自分のことなんて、もう分からなくなっちゃった」

　言って、寂さびしそうに微ほほ笑えむ。

「でも、やっぱり嫌きらいなものは嫌いだし、好きなものは好きだな。それに、この先どんなことがあっても、きっと今のほうが辛つらいんじゃない？　詩歌も……相手にとっても、ね」

「……」

　小さな痛みが、胸を突つき刺さした。

　利菜が微笑み、詩歌から身体を離はなした。人差し指で、痛む詩歌の胸を指さす。

「好きな人は、やっぱり好き。そういう気持ちだけは、どうしようもないよ。そんな感情まで抑おさえつけちゃったら、あたしたちの未来には何が待ってるのかな？　それこそ、ただ人を傷つけるだけの哀かなしい怪かい物ぶつになっちゃうんじゃない？」

　利菜が微笑む。さっきまでの明るい笑みではなく、やけに大人びた微び笑しようだった。

「詩歌だって、本当はその人に会いたいんでしょ？」

　握にぎりしめた詩歌の手に、力がこもった。

「……うん」

「だったら、迷うことなんかないじゃない。連れん絡らく先、知ってるんでしょ？　ケータイ持ってる？　持ってないなら、あたしの貸してあげるから。あたしは、そのへんでジュースでも買ってくるわ。その間にせいぜいラヴトークしときなさい、このシアワセもの」

「ラ……ラブ……？」

　頰ほおを染める詩歌に携けい帯たい電話を渡わたし、利菜が空き地から出ていこうとする。詩歌が携帯電話を見つめていると、唐とう突とつに利菜が立ち止まってこちらを振ふり向いた。

「ねえ。あなたの夢って、なに？」

　突とつ然ぜんの問いかけに、詩歌は一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。だが、すぐに正直に答えた。

「私は……居場所が欲しい。私がいてもいい、私がそこにいることを許してくれる、そんな居場所……」

　利菜が笑んだ。

「あたしの夢と、似てるね」

「え……？」

「あたしが創つくってあげる。詩歌がいつまでも安心して生きていける、そんな居場所を創ってあげるね。約束する」

　軽かろやかなウインクを残し、少女は空き地から消えていった。

　詩歌はわけが分からず呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐに我に返って携帯電話に視線を落とす。

　大助の携帯電話の番号は、もうメモを見るまでもなく憶おぼえていた。まだ一回しかこちらからかけていないが、迷うことなく番号を押していくことができた。

「だ、大助くん？　あ、あの……さっきは、ごめんね……」

　夜の暗くら闇やみに包まれた空き地に、少女の控ひかえめな、しかし嬉うれしそうな声が染しみ渡った。

　聖なる夜を二日後に控えた夜空には、雲の切れ間から煌こう々こうと輝かがやく星が見え始めていた。




　2.03　The others




「ここでいい」

　運転席に座る土師に向かって、〝かっこう〟は言った。

　二人が乗る高級車は、桜架市のはずれにある廃はい工場のそばで停車した。剝むき出しになった鉄骨に、生おい茂しげった蔓つるが何重にも巻きついている。

　街灯の下から、夜空を見上げる。

　時刻はすでに深夜になっていた。夕方に降り始めた雨はとっくに止やみ、満天の星空が桜架市を見下ろしていた。

「何か悩なやみごとかい？　〝かっこう〟」

　窓を開けた運転席から、軽い声が上がる。レンズがひび割れた眼め鏡がねをかけた青年が、いつもの薄うすら笑いを浮うかべていた。

「今ならもれなく、優しいお兄さんが相談にのるよ」

　そんな青年の仕草は、とても先ほどまで昏こん倒とうしていた者とは思えない。彼にとっては日常茶さ飯はん事じなのだろう。とても想像はできないが。

「今さら何を悩むってんだよ」

　そっけない〝かっこう〟の態度にも、土師はまるで気にした様子はない。

「いーや、キミは悩んでる。あててみせようか？　ずばり、〝ふゆほたる〟のことだろう？」

〝かっこう〟は一いつ瞬しゆん黙だまり込み、にらむようにして土師を見る。

「〝ＧＡＲＤＥＮ〟の研究とやらは、どうせお前が考えたデタラメなんだろう？」

「さあね。でも、〝むしばね〟 たちが聞いたら信じるだろう。〝ＧＡＲＤＥＮ〟には虫憑つきから普ふ通つうの人間へと戻もどれる何かがある、ってね」

　土師の口調は、いかにも愉ゆ快かいそうだ。悪わる巧だくみをしている時は、決まってそんな話し方をする。そのたびに〝かっこう〟も、知らず知らずのうちに利用されているのだ。

「……いったい、どこからどこまでがお前の策略なんだよ。さっきはレイディーを逃にがせとか言ったり──」

「〝ふゆほたる〟がいたんだよ。さっきの公園にね」

　あっさりと言い放った土師の言葉に、〝かっこう〟は目を見開いた。

「な……」

「戦いの原因になった女の子も、わざとあの公園まで逃がした。そこへ〝むしばね〟がやってくるよう仕向けた。レイディーは逃げ、〝ふゆほたる〟と接せつ触しよくした。彼女たちはまだ出会ったのが〝ふゆほたる〟だとは気づいていないようだけどね。そこまではボクの描かいたシナリオ通りだ。──そうそう、〝ふゆほたる〟はやっぱり虫憑きのままだったよ。欠落者から生き返っただけでなく、〝虫〟までもが復活していたというわけだ」

　土師の意図が読めず、〝かっこう〟の胸の内に苛いら立だちが湧わく。〝ふゆほたる〟が普通の人間にまでは戻れなかったということは、半ば予想していただけに驚おどろかなかった。だが、〝むしばね〟のリーダーであるレイディーと〝ふゆほたる〟をわざと引き合わせたということに関しては、納なつ得とくがいかなかった。一号指定の虫憑きが二人も揃そろってしまったら、それこそ特別環境保全事務局に勝ち目はなくなってしまう。

「その様子だと、レイディーと〝ふゆほたる〟が出会ってしまったことを危き惧ぐしているようだね、〝かっこう〟」

　こちらの心中を見み透すかしたように、土師が口くちの端はしを持ち上げる。

「公園でも言ったろう？　〝ふゆほたる〟は常に〝なみえ〟が監かん視ししている。彼女に関しては、いつでも行動を起こせるんだ。だが、それはいつでも捕ほ獲かくできるという意味じゃない。異種一号の──そうそう、彼女はこのたびめでたく〝秘〟種一号に変へん更こうされたんだけど、とにかく彼女の力は強力すぎるからね。キミといえど、勝てるという保証はまったくない。一人でいる時ほど警けい戒かい心は強く、隙すきをつくことが難しくなるだろう」

　そこまで聞いて、ようやく〝かっこう〟にも土師の目的がつかめた。

「……だから一度は〝むしばね〟に引き合わせて、安心したところで一人になるチャンスを狙ねらうってわけか？」

「ご名答。仲間ができれば、どうしてもそれを頼たよるようになる。そこに弱さが生まれる。そこを突つけば、キミでなくても勝てると思ってるんだよ。そして〝ふゆほたる〟を失えば〝むしばね〟にも動どう揺ようが広がり、そこにまたつけ入るスキができる。まさに一石二鳥ってやつさ」

「そう、上う手まくいくかな」

「いかないだろうね」

　あっさりと土師が言った。楽しげな笑えみは変わらずだ。

「アクシデントというものは、何事にも常につきまとうものだ。でも、だからなんだ？　ボクとキミならば、そんなものは乗り越こえられる。ボクはキミを失わないで勝利するための最善の策を考える。そのための次の手もすでに打った。あとはキミが最高の仕事をしてくれるだけだ。早いところ、レイディーの監視者としての結果を出してほしいね。〝むしばね〟のアジトは、まだ見つからないのかい？」

「まだ監視者って仕事に慣れてないんだよ」

「言い訳ができるようなら、まだ余よ裕ゆうはあるみたいだね」

　土師がくぐもった笑い声を漏もらした。車の側面によりかかった〝かっこう〟を、車内から一いち瞥べつする。

「でも、〝ふゆほたる〟の資料に関しては、キミは純じゆん粋すいに損をしたよ。女の子っていうのは、四年も経たつと別人のように可愛かわいくなるものなんだ。まあ学年でいえば小学生と高校生の違ちがいだから、当然といえば当然かもしれないけどね。一見の価値はあると思うよ」

　青年の言葉を聞いて、彼は訊たずねた。

「……〝ふゆほたる〟は、どうして欠落者から生き返ることができたんだ？」

「〝ＧＡＲＤＥＮ〟の研究の成果さ」

「……」

「分かった分かった、謝るからそう睨にらむなよ」

　両手を上げ、降参のポーズをとりながら土師が笑う。

「現段階では、判断するのは難しいね。彼女はもともとイレギュラーな要素の多い虫憑きだったし、今回の事件に関しては協力者がいる。何者かは分からないが、その人物が関かん与よしている可能性だってある。だが、それなら逆に納得がいく。今回の事態はイレギュラーが重なった結果だ。欠落者から生き返る方法も含ふくめて、虫憑きという状態から解放される手段は今までまったく判明しなかった。でも、〝ふゆほたる〟を捕獲することができれば……イレギュラーの紐ひもをたどっていけば、何かをつかめるかもしれない」

　ガタン、という音が車内から響ひびいた。土師が運転席の背もたれを倒たおしたのだ。

「〝ふゆほたる〟……か。おたがい、あれは辛つらい初任務だったね」

「……」

　四年前に初めて〝ふゆほたる〟という名の虫憑つきと対たい峙じした時、〝かっこう〟はなぜか、すぐに拳けん銃じゆうの引き金を引くことができなかった。

　しかし、最近になってようやく理由が分かったような気がする。

　同じ夢を持つどうしだということを、互たがいの〝虫〟が感じ取っていたのかもしれない。

　彼はそのことを、土師に話したことがある。少女と交かわした〝約束〟のことを聞くと、青年は皮肉っぽく笑いながらこう言った。

　──どうりで、キミみたいに強いわけだ。

「だが、あの任務のおかげでボクたちはいまの地位を手に入れた。キミの夢だったんだろう？　自分を必要としてくれる居場所を手に入れるのが」

　土師の言葉に、〝かっこう〟は投げやりな笑みを浮うかべる。

「必要とされるってのと、利用されるってのは違うけどな」

「同じさ。だけどキミがそう思うなら……」

　言いかけて、土師が急に激しく咳せき込んだ。車内を振ふり向くと、暗いせいで顔色までは窺うかがえないが、街灯の淡あわい灯あかりで照らされた青年の横顔は、普ふ段だんよりもいっそうやつれて見えた。その症しよう状じようが先ほどの戦せん闘とうによるものだけではないことは明らかだった。

「……これを渡わたすの、忘れてたよ」

〝かっこう〟は自らの顔に手を当てた。空気の漏れる音とともに、ゴーグルから一枚の小型ディスクが排はい出しゆつされる。窓越ごしにそれを受け取りながら、土師が口くちの端はしを持ち上げた。

「忘れてた、ねぇ。最初から渡すつもりなんてなかったんだろう？　……そうだ、お返しにキミにはこれをあげるよ」

「なんだよ、これ」

「ボクが最愛の人へ贈おくろうと思っていたクリスマス・プレゼントさ。彼女はまた体調を崩くずしてしまってね。ムダになったんだよ。……彼女も楽しみにしていたみたいなのにね」

〝かっこう〟は、手渡されたものを見た。ポストカードほどの大きさの封ふう筒とうで、一角に赤いリボンが巻かれている。少し考え、〝かっこう〟は封筒をコートの内側に押し込んだ。

「あいつの調子、そんなに悪いのか？」

「相変わらずさ。相変わらずベッドに縛しばりつけられ、相変わらず自分の症状をただの病気だと思いこんだまま、相変わらずボクの夢を喰くって生き延びてる。生まれつき彼女の目が見えないことを神様に感謝する毎日だ。それとも彼女の〝虫〟もまた人の夢を喰って生き延びることができるようにしてくれた、麗うるわしき〝大喰い〟に感謝すべきかね」

　青年の口調は、今までにも増して皮肉が込こめられていた。その内に秘められた感情は、〝かっこう〟が思っているよりも深く根強いことは間ま違ちがいない。

「……あいつの〝虫〟のことがバレたら、大事になるぞ。いくら夢を喰っても虫憑きを生まないとはいえ、〝始まりの三匹びき〟と同じ他ほかの人間の夢を喰う〝虫〟だ」

「問題ないさ。彼女が喰うのは、ボク一人だけの夢なんだからね」

「そしてお前は俺たちが録画した映像を観みて、夢を思い出すってわけか……」

「正確に言うなら、〝怒いかり〟だけどね」

　バックミラー越しに映る青年の目つきが、一変する。〝かっこう〟が渡したディスクをかざし、睨むようにして見つめる。

「前ぜん途と豊かな夢が潰ついえていく瞬しゆん間かんを見ていると……こう、ふつふつと身体からだの奥から何かが湧わいてくるんだよ。まさに生き返る気分ってやつだ」

「……」

「ボクの怒りが彼女を生かし、彼女はボクの生きる目的となってくれている。これ以上の結びつきがあるかい？　上に彼女のことを報告していないのも、そのためだ。誰だれにもボクたちの邪じや魔まをさせるもんか」

「……狂くるってるよ」

　吐はき捨てる〝かっこう〟を、土師がせせら笑った。

「お互い様だよ。自らの居場所のために他の虫憑きを犠ぎ牲せいにしているヤツが、まさか自分のことを正常だとでも思ってるのかい？」

「……たまに、どうしようもなく死にたくなるときがあるよ」

「ボクにとっては日課だよ、そんなことを考えるのはね」

　車によりかかった〝かっこう〟と、運転席に身を沈しずめた土師。二人はしばらくの間、身動きもせずじっと黙だまり込んでいた。

「時々ね、ボクは思うんだよ」

　土師が、ぽつりと言った。

「ボクが神様だったらよかったのに……そうすれば、世界中にいる全すべての人々の夢を叶かなえてあげられる。キミは笑うかもしれないが、真しん剣けんにそう思うんだ。全世界の人々が、どうか等しく幸せになれますようにってね」

〝かっこう〟は笑えんだ。

「でも俺たちは、神様なんかじゃあない」

「そう、儚はかなくも脆もろいただの人間だ。たった一つの大切なものを守るため、ひたすら足あ搔がくことしかできない」

「せいぜい、しぶとく生き続けるさ。それだけが俺たちの取り柄えだからな」

　言って、〝かっこう〟は肺にためこんだ空気を一気に吐きだした。白い雲が夜闇やみに溶とけ込むのを見届け、車から離はなれる。

「勝つぞ、〝かっこう〟。ボクらに負けは許されない。失ってはいけない夢が、ボクたちにはある。そのためには、利用できるものはなんでも利用するしかない。〝ふゆほたる〟のようにね」

　土師の言葉を聞いて、〝かっこう〟は立ち止まった。黒い高級車を振ふり返り、冗じよう談だん半分で訊たずねる。

「なあ、〝虫〟って一体なんなんだ？」

　フロントガラスの向こうで、土師がいつもの調子で肩かたをすくめた。

「さあね、ボクみたいな凡ぼん人じんには想像もつかないよ。ただ……」

「ただ？」

「中央本部のデータベースを覗のぞき見させてもらったかぎりじゃ、名もない研究者のくだらない実験による失敗作という説もあるらしいが……ようするに、起源なんてものはない。気まぐれに現れて消えていくだけの、人類のただの寄り道にすぎないってことさ。〝始まりの三匹〟を生かして捕とらえられれば、あるいは真実を明らかにすることもできるかもしれないけどね」

　思いもしなかった答えに、〝かっこう〟は目を見開いた。

「とは言っても、どうせガセネタさ。中央本部は本部長を筆頭に怖こわがりの集まりだからね、ウソでもなんでも情報を集めないと不安でしょうがないのさ。それにたとえ真実だったとしても、そんなことは関係ない」

　気楽に笑い、土師は言った。

「これにはボクの願望も混じっているんだけどね。こんなにしぶとい人間にとって、勝てない相手なんかいないんじゃないか？　〝虫〟などと言っても、つまりはそういうことなのさ」







　3.00　詩歌　Part 4







　憶おぼえているのは、まん丸いサングラスをかけた女性に問いかけられたことだ。

「ねえ、あなたの夢をきかせてくれない？」

　深しん紅くのロングコートに身を包んだ、背の高い女だった。口くち許もとに穏おだやかな笑みを浮うかべ、悠ゆう然ぜんとこちらを見つめている。

　見知らぬ相手に唐とう突とつに訊ねられ、詩歌は戸と惑まどった。

　まだ幼く、姉のきれいな髪にあこがれて髪を長く伸ばしていた頃。詩歌は、いつものように小学校から帰宅していた途と中ちゆうだった。人気のない住宅街の通りが、鮮あざやかな橙だいだい色いろの夕日に染まっていた。

「怖がらなくてもいいのよ。ただ、訊ききたくなったの。あなたはせっかく美お味いしそうな夢を持っているのに、その場から動けずに立ち尽つくしているように見えたから」

　女性の言っていることは、さっぱり意味が分からなかった。

　今すぐ逃にげるべきか、迷った。しかし詩歌は金かな縛しばりにあったように動けなくなっていた。いや、ひょっとすると本当に何かの力で動きを封ふうじられていたのかもしれない。

　詩歌はゆっくりと口を開いた。目の前にいる不思議な女性の視線が、彼女の身体を勝手に動かしていた。

「わたしの夢は……」

　──次に気がついた時には、詩歌の中に何かが棲すみついていた。

　詩歌が虫憑つきになって間もなく、特別環境保全事務局に追われることとなった。

　行く当てもなく、街を逃げ回った。奇き妙みようなゴーグルで顔を覆おおい隠かくした者たちが次々と襲おそいかかってきたが、詩歌は無む我が夢中で彼らの手をかいくぐっていった。そのなかで、詩歌を虫憑きにした女性が〝大おお喰ぐい〟と呼ばれる、分ぶん離り型の虫憑きを生み出す特とく殊しゆな人間だということを知った。虫憑きを生み出す虫憑きは〝大喰い〟の他ほかに二人存在し、それらは〝始まりの三匹びき〟と呼ばれているらしい。

　そして、とうとう力尽きようかという時に、〝かっこう〟という少年と出会ったのだ。

　振り返った詩歌の目に、雪の上に佇たたずむ彼の姿が映った。とても堂々としていて、それなのにどこか哀かなしい姿だった。

　その時の少年の姿は、四年経たった今でも目に焼きついている──。




　詩歌はビクリ、と身体からだを震ふるわせて目を覚ました。

　瞼まぶたを開くと、まず見慣れない天てん井じようが視界に入った。清潔そうな白い壁かべ紙がみに囲まれた部屋に、詩歌が寝ねているベッドの他に家具らしきものは一いつ切さい見あたらない。

　ぼんやりとした記き憶おくをさぐっていくうちに、ようやく昨夜の出来事を思い出した。

　立花利菜という少女と出会い、詩歌は誘さそわれるままに彼女の自宅へやって来たのだ。見るからに高級そうなマンションの一室に、利菜はたった一人で住んでいるらしい。

　利菜が結集したという虫憑きの反はん抗こう組織、〝むしばね〟については昨夜のうちに大体のことは聞かされていた。仲間にならないかと誘さそわれたが、詩歌は考えさせてくれるよう頼たのんだ。

「まあ、詩歌みたいな子が戦ってたら、心配でそれどころじゃなくなっちゃうか」と利菜は冗じよう談だんっぽく言っていた。

　詩歌が特別環境保全事務局に狙ねらわれているということは、まだ利菜には言っていない。隠す理由もないのだが、なんとなく黙だまっているうちに話す機会を失ってしまったのだ。

　一刻もはやくこの街から脱だつ出しゆつしなければ、という気持ちは変わらない。だが、他に行くあてもない上に財さい布ふの中もすでに空に近かったため、利菜の申し出に甘えてしまっている。落ち着いたら、礼を言って別れなければならないだろう。

　利菜に借りたパジャマ姿のまま、部屋から出る。良いい香かおりが廊ろう下かの奥から漂ただよっていた。

「他の地区……ほたる……サウスリーダーのエフェメラを……アイツは呼びたくないけど……同化型？」

　誰だれかが話す声が、かすかに聞こえた。一方の声しか聞こえないのは、電話か何かだからだろうか。

「オーケイ。エフェメラはそのまま待機でいいわ。他の地区も……いえ、ウエストリーダーをこちらに呼び出してくれる？　センティピードのことも報しらせるしかないよね……」

　その言葉を最後に、声が途と切ぎれた。

「お、おはよう……」

　詩歌がおずおずと居間に顔を出すと、利菜が笑え顔がおで彼女を迎むかえた。

「おはよーう。よく眠ねむれた？」

　利菜は携けい帯たい電話を置き、みそ汁しるの入った鍋なべに手をかけようとしていたところだった。学校の制服の上にエプロンを付けている。

「あ……ご、ごめんなさい。すぐ手伝うから」

「いいのいいの、詩歌はそこに座ってて。すぐに朝ご飯にするから待っててね」

　食しよく卓たくを整える利菜の動きは、手慣れたものだった。詩歌が手伝っても、かえって邪じや魔まになってしまいそうだ。

「は、はい」

　言われた通り、詩歌はテーブルの前に座った。なにげなくリビングの中を見回す。

　かなり広い部屋だが、家具といえばテーブルとテレビくらいしかない。あとは壁中にキャンバスがたてかけられ、床ゆかには使いかけの絵の具や筆が乱雑に散らばっていた。

　視界に入るかぎりに並べられた絵は、どれも未完成のようだ。しかも人物像は一枚もなく、風景画がほとんどだ。不思議と目を惹ひきつけられる絵ばかりだが、全体的に朱しゆ色いろを多く用いていることが気になった。まるでそこにだけ夕焼けを貼はり付けたような、鮮やかな赤に染まっている。

「ゆうべも思ったんだけど……利菜っていつもここで絵を描かいてるの？」

　詩歌の問いかけに、利菜は食器を運びながら微ほほ笑えんだ。

「ううん、大たい抵ていは学校で描いてる。この部屋のほうが環かん境きようはいいんだけどさ、あっちのほうが想像力が働くっていうか……とにかくまあ、筆が進むのよね」

「そうなんだ」

「ま、たんなる趣しゆ味みだから、そんなにこだわる必要なんてないんだけど」

　詩歌が見るかぎり、どの絵も趣味の範はん疇ちゆうを超こえているように感じられたが口には出さなかった。代わりに別のことを訊たずねる。

「絵を……これからも、描いていくつもりがないの？」

　利菜の表情が、ふっと緩ゆるんだ。

「あたしの夢は、他にあるから。そんな余よ裕ゆうも……時間も、ないのデス」

　利菜の横顔は、なにかを覚かく悟ごした者の顔だった。その視線の先に何を見ているのか、詩歌はなんとなく悟さとってしまった。

「特別環境保全事務局と……戦うから？」

　詩歌の問いに対し、利菜が苦笑いを浮うかべる。どうやら利菜は困って笑顔作りに失敗すると、この表情になるらしい。

「あたしって単純なのよね。やられたらやり返すってことしか頭にないんだ。あいつらに居場所を奪うばわれた人たちが多すぎるから、あたしがそれを取り戻もどすの。それがあたしの中では何よりも大切なのよ」

　利菜の口調ははっきりとしていて、迷いがなかった。だが、話している間、利菜は詩歌と目を合わせようとはしなかった。

　それじゃあ、利菜自身の居場所は──。

　訊きこうとしたが、利菜がキッチンのほうへ姿を消してしまったため口をつぐむ。

「完成ー。はい、拍はく手しゆー」

　詩歌は言われるがままパチパチと両手を叩たたく。

　食卓に並んだのは、焼き魚が中心の和食だった。見た目も匂においも申し分のない出来に、詩歌は圧あつ倒とうされてしまう。利菜には家庭的な印象など全く感じられなかったので、少し意外のような気もした。

「召めし上がれ」

　すすめられ、詩歌は「いただきます」と呟つぶやいて箸はしを取った。小さな器うつわに入った煮に物ものを口に入れる。思った通り、美お味いしかった。昨日はまともな食事をとっていなかったため、温かい朝食は格別だった。

「美味しい……」

「もちのろん。ラヴがたっぷり込こめられてるからにゃー」

「ラ、ラヴ……？　にゃー？」

「おかわりもあるから、たくさん食べてね。午後から、カレシと会うんでしょ？　それならちゃんと栄養とっておかないとね。あとで服も貸してあげるから」

「か、彼氏なんかじゃないよ」

　顔を赤らめて否定する詩歌を見て、利菜はなぜか大おお袈げ裟さにため息をついた。

「あーあ、どこのシアワセ者かね、こんな可愛かわいいカノジョをつかまえたのは。でもね、気をつけなさいよ。世の中にはろくでもない男がたくさんいるんだから。例えば人の目を気にしてばかりの優等生とか、バカみたいに自己中心的なくせにやたら強い卑ひ怯きようモンとかね」

　不ふ機き嫌げんそうにみそ汁をすすりながら、利菜が言う。詩歌は彼女の表情を見て、ふと気がついてしまった。

「利菜は、その人のことが好きなの？」

　利菜がみそ汁を吹ふき出した。顔を真っ赤にして咳せき込みながら、こちらを睨にらむ。

「な、なんでそーなるのよっ！」

「ご、ごめんなさい。ただ、そうなのかなって思っただけだから……」

　あまりの剣けん幕まくに、詩歌は身を遠ざける。

　利菜が口を拭ふきながら、詩歌を睨んだ。

「あのねぇ、あたしが言った奴やつの片方は、敵なの。特とく環かんの虫憑つきで〝かっこう〟っていう最低のクソヤローのことよ。そんな相手を好きになんてなるわけないでしょ」

「え……〝かっこう〟？」

　詩歌が複雑な表情を浮かべたのを見て、利菜は不ふ審しんに思ったようだ。

「どうしたの、詩歌？　〝かっこう〟のこと、知ってるの？」

「う、ううん──」

　詩歌は慌あわてて首を振ふった。とっさに噓うそをついてしまった自分に驚おどろく。

「そうよね、知ってるわけないか。あいつと会った虫憑きは、ほとんどが欠落者にされてるから」

「そ、その人のこと、利菜は嫌きらいなの？」

「当たり前よ」

　利菜の表情が険しくなった。もともと意思の強そうな目つきをしているだけに、そういう顔をするとある種の威い圧あつ感かんすら感じさせる。

「あいつは……あいつだけは、絶対に許さない。あいつ一人に、今まで何人の仲間たちが欠落者にされたか。あの男さえいなければ、きっとあたしたちの居場所はとっくに見つかってたかもしれないのに……」

「……」

　詩歌は黙だまって利菜の話を聞いていた。

　四年前に〝かっこう〟という名の少年に出会ったとき、詩歌の目には彼がそれほどまでに怖おそろしい存在にはとても見えなかった。

「でも、もう片方の奴はそいつとはぜんぜん違ちがうのよ」

　利菜の表情が和やわらいだ。困こん惑わくしたような、照れているような複雑な表情を浮かべる。

「同じクラスにいる男子なんだけど。これといって特とく徴ちようがあるわけじゃないし、害がないかわりに良いところがあるわけじゃないし……でも、何ヶ月か前にそいつのちょっと真しん剣けんな顔を見ちゃったのよね。その時のあいつは平和そうないつもの顔と違ちがって……なんていうのかな、印象が違ったっていうか」

　詩歌はこっそり微ほほ笑えんだ。ついさっきまで怖こわい顔をしていた利菜が、やけに照れくさそうに話している。饒じよう舌ぜつになっていることに自分でも気づいていないようだ。

「素す敵てきだった？」

「そっ！　そうじゃなくて……！　なんていうか……絵に描かきたくなったのよね」

「絵に？」

「自分でも驚いたわ。あたし、人を見てそういうふうに思ったこと、ないから」

　照れたように顔をそむけながらも、利菜の口くち許もとにはうっすらと笑みが浮うかんでいた。

「利菜も、幸せそうに笑ってる」

　詩歌は微笑み、言った。すると利菜の表情に寂さびしそうな陰かげが落ちた。

「でも、駄だ目め。あたしとあいつは住んでる世界が違いすぎるもの」

「どうして？　昨日、利菜が言ってたんじゃない。虫憑きだからって気にすることなんかないって」

「違うの。違うのよ……虫憑きなんて、関係ないの」

　利菜が顔を歪ゆがめて頭を振った。

「あたし、自分の親を殺したの」

　詩歌は目を見開いた。利菜の瞳ひとみに、先ほど〝かっこう〟の話をしたときとは異なる嫌けん悪おの色が浮かぶ。

「最低の父親だったわ。毎日、理由もなくお母さんを殴なぐってばかりいた。家の外じゃあ優やさしい父親を装よそおってたけどね。金も権力も持ってるから、あたしたちは逃にげ出すことさえできなかった。あたしが小学生の頃ころの記き憶おくといえば、テレビも何もない部屋で窓から見える風景を描いてることくらいしかないの。お母さんは、あいつにただ殴られるためだけにいるみたいだった。とにかく物心がついた時から、あたしはあいつを殺すことばかり考えていたわ」

　利菜の言葉は淡たん々たんとしていた。冷え切った口調で、続ける。

「お母さんが病気で死んだ時に、次はあたしの番だって思った。お母さんと同じように何もできずに、何も与あたえられずに死ぬ……そんなの、嫌いやよ。殺される前に、殺してやる。そう決心したときだったわ、あたしが虫憑つきになったのは」

　くすり、と利菜は微び笑しようした。

「あれって、言葉じゃ表現しにくいのよね。あたしの場合は、通りすがりみたいにあっさりとしたものだったわ。まん丸いサングラスをかけた知らない女が目の前に立ったかと思った瞬しゆん間かん、気が遠くなってた。目を覚ました時にはもう、自分の中に何か別の存在が生まれたことが分かったっていうか……自分が真っ二つにされて片方が一人歩きするような、そんなヘンな感覚よ。あたしが虫憑きになって、最初にしたことは当然、あのくそったれな父親を殺すことだった」

「利菜……」

「結局、運良く命だけは助かったみたいだけど、二度と目を覚ますことはない。生きることも死ぬこともできない地じ獄ごくに突つき落としてやったの」

「……もういいよ、利菜……」

「あたしは、力を手に入れたわ。誰だれにも負けない、誰にも踏ふみにじられない力よ。あたしはこの力で今度は特別環境保全事務局をやっつけてみせるの。連中はあのくそ野や郎ろうと同じよ。弱い虫憑きを踏みにじって生き続ける寄生虫よ。そうよ、化け物はあいつらのほうだわ。あたしはそんな奴やつらなんかには絶対……」

　たまらず、詩歌は利菜を抱だきしめた。

　詩歌の瞳から、涙なみだが溢あふれていた。話し始めてからすぐに泣き出していた利菜を目まの当たりにしたからだ。口調はずっと冷れい酷こくなままだったが、利菜はずっと泣いていた。

「もう、いいよ……利菜……」

　詩歌の胸の中で、利菜は嗚お咽えつすることすらなかった。ただ、静かに微笑んでいた。

「だから、あたしは……あいつのそばに居られるような人間じゃないのよ」

　利菜の声は、寂しいというにはあまりにも優しすぎた。

「あいつが話しかけてくれるたびに……すごく嬉うれしかった。あいつは気づいてなかっただろうけど、あたしの絵を見て笑ってくれた時から、ずっとあいつのこと見てたんだもの。だからこそ、本当のあたしだけは見て欲しくないの……」

「そんなこと、ない」

　詩歌は、言った。

「利菜が好きになった人だもん。きっと利菜のこと、分かってくれるよ」

「そう……かもね」

　身を離はなした利菜の表情には、偽いつわりのない笑みが浮かんでいた。目を細めた彼女が、本心からそう思っていることは間違いなかった。

「でも、あたしにはやるべきことがあるから。そしてそれはきっと、普ふ通つうの生活を送ってるあいつとは無関係のことだから、もういいの。そのための情報も手に入れた」

「情報？」

　怪け訝げんな顔をする詩歌に対して、利菜は笑んだ。食器を抱かかえ、立ち上がる。

「〝ふゆほたる〟」

　どくん、と詩歌の心臓が高鳴った。

「特環の局員だった虫憑きから聞いたの。欠落者から生き返った、ものすごく強力な虫憑きがいるって。それが〝ふゆほたる〟っていう男……か女かも分からないけど、とにかくそいつを見つけて味方にできれば、きっと欠落者から生き返る方法が分かるわ。それだけじゃない……欠落者になった虫憑きが連れて行かれるっていう〝隔かく離り施し設せつ〟の場所だって聞き出すことができる」
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　利菜の眼めは、希望の輝かがやきに満ちていた。力のこもった口調で言う。

「そうなれば、欠落者になった仲間たちを助けることもできる。その時こそ、あたしたち〝むしばね〟が特環に勝って、自分たちの居場所を勝ち取る時よ。そのためにも……どんな手を使ってでも、探し出してみせるわ」

　利菜が冗じよう談だんめいた笑えみを浮うかべる。

「実は詩歌が〝ふゆほたる〟だったりしてね」

「わ、私は……」

　欠落者から生き返るための方法なんて、知らない──。そう言いかけた詩歌を見て、利菜は表情を緩ゆるめた。食器を抱え、キッチンへと向かって歩いていく。

「冗談よ。あたしだってそこまで都合良くいくなんて思ってないもの。第一、詩歌ってどう見ても強そうじゃないし」

「……」

　利菜の後ろ姿を見ながら、詩歌は何も言うことができなかった。




　3.01　The others




「……ふう」

　キャンバスを貼はり換かえる作業を終え、利菜は大きく息を吐ついた。

　人気のない美術室に、午前中の日差しが眩まぶしいくらいに差し込んでいた。利菜が持った鉛えん筆ぴつの軸じくが、太陽を反射して輝く。

　机の上には、モデル用の花か瓶びんと果物を置いた。静物画を描かくのは久しぶりだが、今日はうまく描けそうな気がしていた。

　木製の椅い子すに座り、何も描かれていない真っ白な長方形と向き合う。

　──はじめて、話した。

　今まで誰にも話したことがなかったのに、なぜか詩歌にはすべてをうち明けてしまった。

　それはきっと、詩歌が利菜と同じ夢を持っているからだ。不条理な理由で居場所をうばわれ、いつか安心して生きていける楽園を探し出そうとしている似た者どうしだからだ。

　神様、はじめてあなたに感謝します──。

　柄がらにもなく、そんなことを心中で囁ささやいた。まさか自分と同じ夢を持つ者に出会えるとは、今まで思いもしなかった。

　同じ夢を持つ少女と出会ったことで、利菜は忘れかけていた大切なものを思い出したような気がしていた。

　利菜の夢はもう残り少ないが、どうしてもやらなければならないことがある。それを果たすことができれば、利菜は本望だった。

　あとは生き残った者たちが、自分たちの居場所を見つけてくれることを願うだけだ。そうすれば、利菜は、自分が確かにこの世界で生きていたのだと高らかに叫さけぶことができる──。

「そのためには、どうしても〝かっこう〟を……」

　つい、口から声が漏もれた。

　土師とかいう眼め鏡がね男が言っていた台詞せりふが、脳のう裏りをよぎった。

　ああ、同じ夢を持つ者どうしが戦い傷つけあう哀かなしき運命よ──。

　──冗談じゃない！

　利菜の表情が自然と険しくなる。

　あの〝かっこう〟が、利菜と同じ夢を持っている？　自分の居場所を見つけようとしているだって？　そんなわけがない。あの男は、敵だ。それも限りなく厄やつ介かいで、容よう赦しやのない非情な存在なのだ。

　あの眼鏡男や〝かっこう〟を倒たおすことで、はじめて利菜達の勝利になるのだ。あの頭が切れる男と最強の虫憑つきの代わりになる者は、おそらくいない。そのはずだ、利菜は奴やつらほど厄介な特別環境保全事務局の局員をいまだかつて見たことがない。

「次こそは絶対に勝って……」

　言いかけて、利菜は急に目め眩まいに襲おそわれた。利菜の手から鉛筆がこぼれ落ちる。

「……あ……」

　視界の中にあった花瓶が歪ゆがみ、浮ふ遊ゆう感かんにも似た感覚が利菜の精神を虚うつろにしていく。

　──声を殺して肩かたを震ふるわせる母親の背中が、瞼まぶたの裏に浮かんだ。

　続けて、鬼おにのような形相で歩み寄ってくる父親。さらにクラスメートである薬屋大助の顔、昨日出会ったばかりの詩歌、拳けん銃じゆうを構える〝かっこう〟、そして、無数ある眼めを深しん紅くに輝かせた巨きよ大だいな天てん道とう虫むし──。

「……立花さん？」

　ふいにかけられた声に、我を取り戻もどす。

　入り口を振ふり向くと、見覚えのある少年が驚おどろいた顔をして佇たたずんでいた。

「……あ……薬屋……？」

「大だい丈じよう夫ぶ？　なんだか、顔色が悪いみたいだけど……」

　まだ朦もう朧ろうとしている頭を軽く振り、利菜は鉛筆を拾った。歩み寄ってくる大助から視線をそらし、再びキャンバスと向かい合う。

「何か用？　今日は学校、休みよ」

「……あのさ、いくらオレでもそれくらいは知ってるよ。これから出かける用があって、その通りがけになんとなく寄ってみただけなんだけど……まさか、立花さんがいるとは思わなかった。立花さんって休みの日も、ここで絵を描いてるの？」

「そんなこと、アンタに関係ないでしょ」

　ついそっけなく言い放ち、花瓶像の輪りん郭かくを整えていく。だが快調だった先ほどまでが噓うそのように、鉛筆は思い通りに動いてはくれなかった。思いがけない大助の登場で、すっかり集中力が霧む散さんしてしまっていた。

「とにかく大丈夫なら、それでいいや。機き嫌げんが悪いみたいだから、オレは退散するよ」

「え……ち、ちょっと」

　言って立ち去ろうとした大助を、利菜は思わず引きとめてしまう。

「なに？」

　大助が振り返った。利菜はますます困こん惑わくしてしまう。自分で引きとめておきながら、その理由が思いつかなかった。

「え、えっと……ヒマなら、そこにいてもいいけど？　どうせすることがないからこんなところに来たんでしょ？　今なら特別にタダで見学させてあげる」

「言ってる意味がさっぱりだし、予定もあるけど……でも、それまではヒマだから、そうしようかな。特別にタダみたいだし」

　少し迷ったようだが、大助が利菜の絵がよく見える位置に椅子を置いた。

　背中から感じる大助の視線に、利菜はますます平静を失った。手は勝手に動き続けているが、それが花瓶と果実のどちらなのかは自分でも分からなくなっていた。

「ねえ」

　表情を見られないように前を向いたまま、利菜は口を開いた。緊きん張ちようしているのを悟さとられないよう、手を動かしたまま低い声で言う。

「せっかくだから……こっちに座ってよ」

「こっち？」

「あたしの前。前方。フロント。……この花か瓶びんだと前にも描かいたことがあるからつまんないのよ。どうせだったら人物も描いてみたいし、モデルになってみない？　あんたみたいなの描いて筆が折れるのが先か描き終えるのが先か、チャレンジしてみたい気分なの」

　大助は少しの間、黙だまり込んだ。だが、ややしてから躊躇ためらいがちな台詞が返ってきた。

「このあと用事があるから、あと一時間くらいしかいられないけど」

　神様、またちょっとだけあなたに感謝します──。

「別にいいわ。どっちにしろ私もあとそれくらいしか時間ないし。待ってて、代わりの持ってくるから」

　椅い子すから立ち上がり、大助のほうを振り向かずに準備室へと向かう。彼からは見えないように急いで準備室の中を探すと、幸運にも何も描かれていない替かえのキャンバスが見つかった。美術部員のものだろうが、迷うことなく棚たなから抜ぬき取る。

　準備室から出ると、大助が手て際ぎわよく花瓶や果実を片づけていた。いつもぼんやりしている感のある彼にしては、意外なように見えた。

「そ、そんなこと、あたしがやるのに……」

「いいよ、これくらい。立花さん、あまり体調が良くなさそうだし」

　大助が微ほほ笑えむ。

　何と言えばいいのか分からず、利菜は結局なにも言わずに椅子に座った。ふと詩歌の顔を思い出す。彼女ならこんな時、素す直なおに礼が言えるのだろうか……。

「そこでそう……無理に動かないようにしなくてもいいから。普ふ通つうに座ってて」

「こうかな？」

　利菜の指示に従って、大助は利菜から見て斜ななめ前方を向くような姿勢をとった。

　利菜は黙もくしたまま、白地に鉛えん筆ぴつを走らせた。自分の手は、驚くほど滑なめらかに動いた。全体的な輪郭を描き、顔、首、肩と少しずつ少年の体格を象かたどっていく。

　無心に作業を続けているうちに、大助の顔に貼はられたバンソウコウがなぜか二つに増えていることに気づいた。だがそんなことよりも、大助の雰ふん囲い気きが普段と変わっていることに目をうばわれていた。成績、運動能力、容姿、性格、すべてにおいて目立つところがなくクラスでも存在感の薄うすい彼だが、今日は妙みように浮うき世よ離ばなれした空気が漂ただよっていた。なにか考えこんでいるような、そう、数ヶ月前に見た独特の雰囲気だ。

　自然と筆の速度が上がる。大助の姿を鮮せん明めいに描き写しておきたかった。今、目の前にいる彼こそが、利菜が惹ひかれた少年の姿だ。

「……本当は」

　ふいに、大助が口を開いた。そこで初めて、利菜は自分が絵を描き出してから一言も喋しやべっていなかったことを思い出す。

「本当は、こっそり立花さんの絵を探そうと思って学校にきたんだ。美術室の先生が勝手に応おう募ぼしたって言ってたから、まだ美術室にあるんじゃないかと思って……オレが見た時は、まだ完成してなかったみたいだから」

「完成なんか、しないわ」

「え？」

「あれは、あたしが小さい頃ころに見た景色を思い出して描いたんだもの。風景画を美術室で描くわけがないじゃない。あれは記き憶おくの絵。そんなものに、完成した姿なんてあるわけないの」

「……そうだったんだ」

　大助が笑えんだ。

「でも、やっぱり見てみたいよ。あの絵を見た時、オレはなにかを感じたんだ。その気持ちを思い出したくなって……」

　少年の横顔を見て、利菜は唐とう突とつに悟った。大助は、悩なやんでいることがあるのだ。それが何かは分からないが、彼にそういう顔をさせることが起こっているのだ。ならばきっと、同じ表情を見た数ヶ月前も今のように悩んでいたのだろう。

「あんなもの、ただの駄だ作さくよ」

「絵のことはよく分からないけど、少なくともオレはそうは思わないよ。立花さんの絵は、それを見た人に何かを与あたえることができる。評価してもらえたってことは、そういうことなんじゃないのかな」

「……描いた本人にそのつもりがないのに、どうしてそんなことが言えるの？　それはただ何かを感じたつもりになってるだけだわ」

「作者でもなんでも、誰だれがなんと言おうとオレはそう思ったんだ。これだけは譲ゆずれないよ」

「本当におめでたいヤツ……」

　それきり、二人は無言で互たがいの作業に没ぼつ頭とうした。大助は動かず絵のモデルに徹てつし、利菜がそれをキャンバスの上に形にしていく。静かだが、利菜にとってはひさしぶりに感じる温かい空間だった。口を開いてしまうと、つい反発してしまう。こうして無言で二人きりの空間にいることが、利菜にはとても大切な瞬しゆん間かんだった。態度とは対照的に筆は彼女の素直な感情を絵に表していく。

　モデルとなっている大助は分からないが、一時間は利菜が思っていたよりもずっと早く過ぎ去ってしまった。大助が時計を見上げたと同時に、利菜は鉛筆を置いた。

「できた」

　大助が椅子から立ち上がり、利菜の横にまわりこんでくる。見たところ疲つかれている様子はなかった。

「……なんか、オレじゃないみたいだ」

「あたしもそう思う」

　苦く笑しよう混じりに言う大助に、やはり苦笑しながら利菜は頷うなずいた。

「オレはやっぱり好きだよ、立花さんの絵」

　唐突に大助が言った。驚おどろいて顔を上げた利菜を見て、大助が微び笑しようする。

「もっと色んなもの、描かいてほしいな。立花さんが見てる世界を、オレも見てみたい。立花さんの絵を見た人は、きっと誰だってそう思うはずだよ」

「……ザンネン。あたしは、もう描かないって決めたの。今日が最後のつもりで、ここにきたの」

　利菜は大助から顔をそむけ、失敗作の笑え顔がおを浮うかべる。おそらく自分自身の精神力は、もう長くはもたない。利菜はそれを覚かく悟ごし、ここへやって来たのだ。

「立花さんが羨うらやましいな。誰かになにかを与えることができるっていうことは、それだけで自分の居場所があるってことだから……」

　利菜の心臓が、槌つちで打たれたように跳はねた。

　──あたしの、居場所？

　利菜の動どう揺ようを知ってか知らずか、大助が屈くつ託たくのない笑みを浮かべて言った。

「立花さん、さっき笑ってたよ。立花さんがあんなふうに笑ってるところなんて初めて見たから、なんか得した気分だ」

「な……」

「オレは用があるから、もう帰るね」

　そう言って、大助が教室から立ち去ろうとした時だった。

　窓の外から、パトカーのサイレンが響ひびいた。

　大助が冗じよう談だんめかして言う。

「また虫憑つきでも出たのかな」

　利菜の表情が強こわ張ばった。

「立花さんも早く帰ったほうがいいよ。虫憑きに見つかったら、食べられちゃうかもよ」

　その言葉に、利菜はかっと頭に血が昇のぼるのを感じた。

「……食べないわよ、人なんて」

　ぽつり、と利菜の口から声が漏もれる。大助が怪け訝げんそうに彼女を見た。

「バカじゃないの！　本当に虫憑きがそんなことするとでも思ってるの？　世間で噂うわさされてることなんて、みんな噓うそに決まってるのに……それがどうして分からないの？」

　台詞せりふを吐はくたびに胸の中で怒いかりが膨ぼう張ちようし、言葉の後半はほとんど怒ど鳴なっていた。大助が驚いたように目を丸くする。

「……前から思ってたんだけど」

　大助が、言った。その表情はいつの間にか、やけに冷静なものに変わっていた。

「あまり虫憑きのことをかばったりしないほうがいいよ。そんなことだと、立花さんまで虫憑きだなんて疑われるかもしれない」

　大助の台詞に、利菜はさらに怒りが増した。

　だが大助は利菜が口を開くよりも早く、背を向ける。

「とにかく気をつけて帰ったほうがいいよ、って言いたかったんだけど……それじゃあ、オレはもう行くね」

　言い残し、大助はさっさと美術室から立ち去ってしまった。

　残された利菜は唇くちびるを嚙かみ、立ち尽つくした。

　せっかく先ほどまで普ふ通つうに話していられたのに、台無しだ。それどころか、これでは自分は虫憑きですと言っているようなものだ。

　だが、どうしても耐たえられなかったのだ。ほんの少しだが、初めて大助と素す直なおに話すことができたのに、その直後に彼が虫憑きに対する差別を口にするから。

　しかし、それが当然なのだ。今、この国にいる人々の大半は大助と同じなのだろう。

　それでも、大助にだけは虫憑きをそんなふうには見てほしくなかった。自分をそんなふうに見てほしくなかった。

　立花さんが見てる世界を、オレも見てみたい──。

　──どうしてこんな時に、そんなことを言うのよ？

　一度は覚悟を決めたはずなのに、たった一言で気持ちが揺ゆらいでいた。まさかこんな形で、自分が再び生きることに執しゆう着ちやくを覚えることになるなどとは思わなかった。

　キャンバスの上には、一時間という短い時間で描いたとは思えない繊せん細さいな人物像が描かれていた。雑だが、柔やわらかいタッチが普段の利菜とはまるで違ちがう。本当に自分が描いたものなのか疑いたくなるほどだ。

　描くんじゃなかった。そんな後こう悔かいを覚えた利菜の耳に、ドアをノックする音が響いた。

「お、お邪じや魔まします」

　美術室に入ってきたのは、予想もしていなかった人物だった。利菜は目を見開いた。

「詩歌……？」

「よかった。やっぱりここでよかったんだ」

　利菜が貸したコートに身を包み、マフラーで顔の半分を隠かくした詩歌が歩み寄ってくる。

「どうして詩歌がここにいるの？　午後からカレシと会うって言ってたじゃない」

「通り道だったからちょっと寄ってみたの。利菜が絵を描かいてるところも見たかったし、まだ少し時間があったから。……彼氏じゃないけど……」

　詩歌が控ひかえめな笑みを浮かべる。

「それに──くんと同じ学校だから、どんなところなのか来てみたかったし……」

「え？」

「う、ううん。なんでもない」

　詩歌が慌あわてて首を振ふるのを見て、利菜は苦く笑しようした。経験はないが、妹か弟が忘れ物を届けに来てくれたらこんな感じなのだろうか。嬉うれしいが、妙みように照れくさい気分だ。

「来てもあまり楽しい場所じゃないと思うけどね。……そこでシアワセそうな顔をした男とすれ違ちがわなかった？　さっき出ていったんだけど」

「ううん、誰だれもいなかったけど……」

　詩歌が利菜の前に置かれた画板を見て、瞳ひとみを輝かがやかせた。お菓か子しを前にした子供のような顔で、利菜の顔を見つめる。

「その絵、利菜が描いたの？　見てもいい？」

「いいわよ。あまり褒ほめられた出来じゃないけど……」

　利菜が頷うなずいた時、美術室の扉とびらが何の前まえ触ぶれもなく開いた。

「え……？」

　絵を覗のぞき込もうとしていた詩歌が、驚おどろいて振り返る。

　現れたのは、姿形もまるでばらばらな男女たちだった。様々な動物を象かたどった白い仮面で顔を覆おおった彼らに愕がく然ぜんとしている詩歌を見て、利菜はまた苦笑いを浮うかべた。

「紹しよう介かいするわ。彼らが〝むしばね〟のメンバーよ。〝むしばね〟のことは、昨夜ゆうべ説明したわよね。実はここをアジトにしてるのよ。学校っていろんな意味で人の目から隠れるには好都合だし」

「レイディー……その子は、誰だ？」

　狼おおかみの面を被かぶった長身の男が、警けい戒かいのこもった口調でたずねる。

「私の友達の……えっと、〝スノウ〟でいいかな？　このコも虫憑きなんだけど、まだ〝むしばね〟に参加するかどうかは決めてないの」

　言って、利菜は両者の間でおろおろとしている詩歌の背中を押す。

「ほら、詩歌。カレシとの待ち合わせに遅おくれちゃうぞ。このまえの誤解を解くためにも早く行ってあげなきゃ」

「う、うん。でも、あの……」

　詩歌が心配そうに、利菜の顔を見つめる。

「またなにか、危ないことをするの？」

「大だい丈じよう夫ぶだって。ちょっとみんなでピクニックに行くだけ。心配しないで、あなたはカレシとのデートを思う存分楽しんできなさいよ」

「か、彼氏じゃないってば……」

　逡しゆん巡じゆんしながらも、詩歌は利菜の言うとおりに出口へと向かった。途と中ちゆうで振り返り、何かを言いかける。

「夕飯までには帰ってきてね、マイハニー」

　詩歌の言葉を遮さえぎって、利菜は投げキッスを送る。詩歌はそれでもまだ不安そうな顔をしていたが、やがて「う、うん」と頷いて去っていった。

「大丈夫なのか？　まさか特とく環かんの監かん視し者なんてことは……」

　疑いのまなざしを向ける仲間を、利菜は静かに睨にらんだ。たった今まで明るい笑え顔がおを浮かべていた少女とはまるで別人のような威い圧あつ感かんに、仲間たちが言葉を吞のみ込む。

「彼女は私の友達よ」

「す、すまん……」

「分かればヨシ」

　にっこりと利菜が微ほほ笑えむのを見て、仲間はほっとした表情をする。

「さて、話を始めましょうか。時間もあまりないことだしね」

　静まり返った〝むしばね〟のメンバー達を見み渡わたし、利菜は語りだした。

「すでに連れん絡らくしたとおり、特環がついに動き出したわ。あたしたち〝むしばね〟の拠きよ点てんが次々と襲おそわれてる……きっと、ずっと前から監視されてたのね。でも、あたしたちに逆転の手がないわけではないわ──」
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　待ち合わせの場所にやってくると、すでに大助の姿があった。

　約束の時間まではまだ少し時間がある。こちらに気づいていない大助の横顔は、何かを思い詰つめているように見えた。彼がそうしていると、不思議なほど別人のような印象を受ける。詩歌の前ではいつも明るい大助だったが、雑ざつ踏とうの中で思いに沈しずむ少年の姿はなぜか孤こ独どく感を漂ただよわせていた。

　声をかけようとして、迷う。大助は昨日のことを、怒おこっているだろうか？　電話ではどうにか普ふ通つうに会話をすることはできたが、いざ顔を見ると引け目を感じてしまう。まずは誤解を解こう、全すべてはそれからだ。

「だ、大助くん……」

　意を決して声をかけると、大助が弾はじかれたようにこちらを振ふり向いた。詩歌を見るなり、先ほどまでとはうって変わって表情を輝かせる。

「詩歌！」

　なんの迷いもなく歩み寄られ、かえって詩歌が戸と惑まどってしまった。

「あ、あの……昨日はごめんね。あれは……」

「いいよ、そんなこと」

「……え？」

「今日、来てくれただけで嬉うれしいよ。昨日は詩歌、なにか悩なやんでたみたいだったからさ。心配だったし……もしかしたら、あのままもう会えないんじゃないかとか思って……そう考えると、すごく不安だったから。今日ここに来てくれただけで、実はめちゃくちゃ安心してるんだ。あはは」

　大助の笑顔には、偽いつわりのない喜びが滲にじんでいた。

「……」

　詩歌の胸が、温かい熱に満たされていく。少し痛みを伴ともなうそれが拡ひろがるにつれ、自然と詩歌の顔に笑みが浮かんでいく。ここに来るまでに考えていた色んな言葉が、溶とけるように跡あと形かたもなく頭から消えていく。

　ごめんなさい、ありがとう──。言葉に出してしまうと気を遣つかわせてしまうと分かっていたので、心の中で呟つぶやく。

　今日一日だけは、利菜に言われた通り、素す直なおに自分の気持ちに従おう。そうすれば、今度こそ、ちゃんと大助にお別れを言うことができる──。

「私も、大助くんにまた会えて良かった」

　心の底からそう言うと、見る間に大助の顔が赤らんでいった。照れた顔を隠かくすようにうつむいたかと思うと、すぐに勢いよく顔を上げた。雑踏の先を視線で指し、言う。

「今日、この先の遊園地でパレードをやるんだ。オレ、ずっと前から楽しみにしてたんだよ。行ってみない？」

「うん」

　頷うなずき、二人は肩かたを並べて歩きはじめた。

　聖夜を明日に控ひかえた街は、どこを向いても華はなやかな装そう飾しよく品で埋うめ尽つくされていた。空には煌こう々こうと太陽が輝かがやいているとはいえ、十二月の空気は冷たかった。綺き麗れいに飾かざった街を歩いていると、自分がよく冷えた豪ごう華かなショートケーキの上を歩いているような錯さつ覚かくすら覚える。どこからともなく、鈴すずの音が混じった音楽が流れていた。

「よく考えると、オレたちってゆっくり話したことがあまりなかったよね」

「そうかな？　映画を観みに行った日とか、たくさん話したと思うけど……」

「ああ、その日は……なんていうか、まだ緊きん張ちようしてたからさ。ほら、詩歌とは会ったばかりだったし、女の子と二人きりで話したこともあまりなかったから」

「そういえば、私もそうかも。男の子と話したことなんて今まで……」

　言いかけて、思い出す。奇き妙みようなゴーグルで顔を覆おおった少年と共有した、ほんの数分間の楽しいとさえ感じた思い出が蘇よみがえる。あれも一応、『男の子と二人きりで話した』ことにはなるのだろうか？

　詩歌の様子を見て、大助が複雑な表情を浮うかべた。

「あるんだ……そうだよな、詩歌ってモテそうだもんなあ……」

「ち、違ちがうの。話したって言っても、ちょっとだけだし……向こうはきっと、私のことなんて相手にしてなかったと思うし……」

　言いながら、思った。どうして自分はここまで必死になって弁解しているのだろう？

「詩歌を相手にしてなかった？　見る目がないんだな、そいつ。オレがその場にいたら、ケンカになってたかも」

「そ、そんな……」

　大助が〝かっこう〟とケンカなどしたら、それこそ大助には悪いが、あっという間にやられてしまうだろう。どう考えても大助に争いごとが似合うとは思えなかった。

　詩歌が思うに、大助と〝かっこう〟はまるきり正反対の存在だった。

　いつも穏おだやかなのだが、昨日や先ほどのようにたまに不思議な側面を見せる大助と、無口でそっけなくまるで摑つかみどころがないのに不意に優やさしさのようなものを見せる〝かっこう〟。二人がいるのは全くの対極で、決して交じり合うことなどないだろうと思った。

「とにかく、オレは絶対にそいつとは仲良くなれないな」

　確かに大助と〝かっこう〟が仲良くしている光景など想像もできない。ムキになった顔がおかしくて、つい声を殺して笑ってしまう。

「なんだよ、笑うことないだろ」

「ご、ごめんなさい。でも、なんだかおかしくて……」

「ちぇっ。あ、見えてきた。あそこだよ、桜架アミューズメントランド」

　大助が指さした先に、その名が刻まれた大きなアーチが建っていた。今日のパレードを見物に来たのか、入り口付近はさらに大勢の人々で混雑していた。向こうの空には花火の跡あとか、煙けむりの塊かたまりがいくつも浮かんでいる。

　詩歌は顔を上げ──。

「……！」

　急に全身から力が抜ぬけた。がくん、と膝ひざから力が抜ける。意識が急速に遠のいていく。

　詩歌は目を見開いた。

　そんな……まさか……まだほとんど力を使ってないのに……！

　焦あせりとは対照的に、詩歌の意識が混こん濁だくしていく。地面を失ったかのような落下感に包まれる頭の中に、走そう馬ま燈とうのように過去の記き憶おくが蘇っていく。

　まん丸いサングラスをかけた女性。次々と襲おそいかかってくるゴーグルたち。自分に拳けん銃じゆうを向けながらも、なかなか引き金を引けずにいる〝かっこう〟。そして、昨日出会ったばかりの少女、利菜──。

　いや……もう、忘れたくない……！

　一度は失ったはずの夢を、もう二度と手放したくはなかった。何も考えず、何も求めず、ただ生きているというだけで〝あの街〟で呼吸をするだけの生活にはもう戻もどりたくない。彼女は夢を取り戻し、そしてかけがえのないものを見つけたのだ──。

「……歌！　詩歌！」

　我に返った詩歌の耳に、大助が叫さけぶ声が反はん響きようした。

　ハッとして顔を上げると、倒たおれかけた詩歌の腕うでを大助が摑んで支えていた。どうやら詩歌が意識を失ったのは、ほんの一いつ瞬しゆんだったらしい。

「ご……ごめんなさい、ちょっと目め眩まいがして……」

　ごまかすように笑い、詩歌は立ち上がった。周囲の通行人が、不ふ審しんそうに二人を見ているのが分かった。

「目眩って……なんか、そんな感じじゃなかったよ。病院に行ったほうが」

「ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶだから！　たぶん、貧血だと思う。私、血圧も低いし……」

　必死に言い訳をする。病院に行ったところで何の解決にもならないし、最悪の場合、途と方ほうもない情じよう報ほう網もうを持つ特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局に彼女の居場所を気取られかねない。それだけはなんとしても避さけたかった。

　大助は詩歌の顔を見ていたが、すぐに彼女の腕を摑んで列から出ようとした。

「だ、大助くん！」

「やっぱり顔色が悪いよ。今日はやめよう。せめてどこかで休んで……」

「お願い……！　お願い、大助くん！」

　詩歌は必死に抵てい抗こうした。大助が振ふり向き、睨にらむようにして詩歌を見つめる。

　その時、詩歌は大助の頭上を飛ぶ小さな白い虫の存在に気づいた。

　詩歌の〝虫〟、白い蛍ほたるだ。

　蛍は眼めを赤く輝かがやかせ、悠ゆう然ぜんと詩歌のことを見下ろしている。まるで彼女の心が完全に屈くつ服ぷくするのを待っているかのようだ。

　まだ──。

　詩歌が強く願うと、蛍の動きが止まった。

　まだ、もうちょっとだけ──。

　もう一度、今度はさらに強く願う。蛍の眼の輝きが徐じよ々じよに鈍にぶくなっていき、やがて白い虫は頼たよりなく羽ばたいて空に飛び上がった。

　詩歌は視界の端はしにいる自分の〝虫〟に対して、はじめて挑ちよう戦せん的な思いを抱いだいた。

　私、決めた。そんなに食べたいのなら、私の夢を好きなだけ食べてもいいよ。でも──。

「詩歌……」

　大助が困ったような表情を浮うかべた。だが、詩歌は唇くちびるを嚙かみ締しめ、真正面から大助の視線を受け止めた。

　このさき、自分がどうなるかは分からない。今の自分にとっては、ほんの一瞬が大切な時間なのだ。大切な時間だからこそ、今は大助と少しでもいっしょにいたい。そうしなければ、とてもお別れなど言うことなどできない。

　詩歌は、思った。

　──でも、そんなに簡単に私の夢を食べ尽つくせると思わないでね。私はもう絶対に諦あきらめたりしない。もう二度と自分の夢を諦めない。

「お願い……」

　真しん剣けんな眼まな差ざしで言う詩歌に対し、大助は黙だまり込んだ。

「今日は、大助くんといっしょにいるって決めたの」

「……分かったよ」

　大助は嘆たん息そくし、詩歌の腕を放した。まだ安心していないことは明らかだったが、子供を叱しかる親のような口振りで言う。

「その代わり、乗り物とかには乗らないよ。今日はパレードを見るだけにしよう」

「……うん、ありがとう」

　詩歌は安あん堵どし、微ほほ笑えんだ。大助は照れたように視線をそらした。

　二人は列へと戻った。しばらくの間、無言で行列が進むのを待つ。

　詩歌は、ちらりと大助の横顔を盗ぬすみ見た。詩歌のわがままに怒おこっているのかもしれないと思ったのだ。だが、そんな詩歌の手を、唐とう突とつに大助が握にぎり締めた。

　詩歌はびっくりしたが、大助が正面を見たまま言う。

「これなら、また倒れそうになっても大丈夫だから」

「……うん」

　頷うなずき、詩歌も大助の手を握り返した。

　寒さで冷え切っていた手の中に、暖かい温ぬくもりがゆっくりと染しみ込んでいく。手の平を通じて、大助の鼓こ動どうまでもが伝わってくるようだった。何年も前から感じたことがなかった、居い心ごこ地ちの好よい安心感が詩歌を包んでいた。

　詩歌はふと、大助に訊きいてみたくなった。

「ねえ……大助くんの夢って、なに？」

　大助は一瞬、黙り込んだ。

「どうして、いきなりそんなことを？」

「自分がこうあればいいなって思うこと、ある？　こうなりたい、こうしたい、これからの自分にとっての希望って、ある？」

　まっすぐに大助の目を見つめ、詩歌は訊いた。どうして突とつ然ぜん、そんなことを訊いてしまったのか自分でも分からない。だが、どうしても知りたくなったのだ。

　詩歌の眼差しを受け、大助はしばしの沈ちん黙もくの後、ぽつりと言った。

「オレは……自分の居場所が、欲しい」

　自然と言葉がこぼれたといった感じだった。

「オレは親に捨てられたから……いつか自分の居場所を見つけたい。それがオレの夢だよ」

　詩歌は、大きく目を見開いた。

「それが……大助くんの夢……」

　意外だった。だが──。

　ああ、そうか……だから、私は……。

　どうして一目見た途と端たんに大助に惹ひかれてしまったのか、理由が分かったような気がした。

　四年前、〝かっこう〟という少年と出会った時と同じ感情を、詩歌は思い出していた。

　同じ夢を持つ相手と出会った嬉うれしさ。

〝かっこう〟と出会った時も、大助と出会った時も、どこか心の奥底で二人の少年が自分と同じ夢を持つ者どうしだということに気づいていたのかもしれない。

　たくさんの砂すな粒つぶの中から綺き麗れいな宝石を見つけ、それを大事に握りしめていたいという気持ち。もう手放したくないという気持ちは、消えるどころか増していく一方で、きっとその気持ちだけに支えられて詩歌はここに居られる──。

　大助くんと会えて、良かった──。

　大助のとなりにいる間、ずっとそう思っていた。

　やがて二人は、遊園地の入場口にたどり着いた。大助はコートの中から、リボンのついた封ふう筒とうのようなものを取り出した。封筒の中から二枚の券を取り出し、係員に見せる。

「入場券、友達がくれたんだ」

　大助はそう言って、笑って見せた。券を取り出す際に、繫つないだ手は離してしまっていた。

「そうなんだ……その人にお礼言わなきゃ」

　詩歌は笑んだ。遊園地に入ってからは、二人ともきっかけがつかめず再び手を繫ぐことはできなかった。

　遊園地の敷しき地ち内は、大勢の人で埋うめ尽くされていた。

　休日ということもあり、小さな子供を連れた人たちやカップルが、みな笑顔を浮かべて思い思いに園内を歩き回っていた。

「わあ……」

　詩歌は思わず感かん嘆たんの声を上げた。これほどの人混みを見たのは、いつ以来だろうか。いやでも期待と喜びに胸が高鳴る。

　大助が、二人で通り抜ぬけてきた入場門を振ふり返った。

「ウェンディーと愉ゆ快かいな仲間たちのクリスマス・パレード……そっか。一番大きなパレードは、明日やるんだ。今日はその前夜祭ってわけか」

　ウェンディーというのは、この遊園地、桜架アミューズメントランドのマスコット・キャラクターである。片方の目に黒いブチをつけた狼おおかみという設定で、怖こわいのか可お笑かしいのか分からないキャラクターだ。この手のアミューズメントパークでは珍めずらしく、『悪役』を売りにした狼は意外にも利用客に好反はん響きようだったらしい。数々のテレビ番組でも紹しよう介かいされ、最近では遠方から訪おとずれる客も少なくない。

　遊園地の中を、大きなファンファーレの音が鳴り響ひびいた。

「すごい、すごい……」

　瞳ひとみを輝かがやかせる詩歌の前を、様々な楽器を携たずさえたぬいぐるみの群れが通り過ぎていく。

　ウェンディーがライバル役である青い狐きつねの頭を殴なぐって逃にげ回る。

　青狐は怒ったようにそれを追いかけるが、つまずいて地面の上に大おお袈げ裟さな身振りで転がった。観衆から笑い声が上がる。

　突然、奇き妙みような集団の後方から轟ごう音おんが響いた。

　花火だ。ぬいぐるみたちが揃そろってびっくりしたようにひっくり返る。

「あはは」

　詩歌は笑って拍はく手しゆをした。

「思ってたより、ずっと派手だなあ」

「うん……すごいよね」

「明日の夜は、もっとすごいんだってさ。光る車とかも出てくるらしいよ」

「へえ……見たいなあ……」

「見ようよ」

　言われて、詩歌は大助を振り返った。大助は少し緊きん張ちようした様子で、しかしはっきりとした口調で言う。

「また明日、ここにこようよ。そして二人でもう一度パレードを見よう」

　どうしよう──。

　詩歌の胸が、かつてないほど痛んだ。胸むな元もとで握った手に力がこもる。

　大助と会うのは、今日が最後だと決めていた。今日だけはめいっぱい楽しんで、最後にお別れを言おうと思っていた。

　だが、もうダメだった。

　胸にこみ上げる気持ちを、抑おさえることができなかった。

　私、やっぱり大助くんといっしょにいたい──。

「……うん」

　瞳に涙なみだをにじませ、詩歌ははっきりと頷うなずいた。

　途端に大助が表情を輝かせる。

「じゃあ、明日はここで待ち合わせしよう！　明日の五時に、遊園地の入場口前！」

「うん、約束」

　詩歌は、微ほほ笑えみながら頷いた。今の幸せな気持ちが少なくとも明日までは続くと思うと、胸の奥から嬉うれしさがこみ上げた。

　だが次の瞬しゆん間かん──。

「……！」

　詩歌の全身が、鳥とり肌はだ立った。電でん撃げきに打たれたように体が硬こう直ちよくする。

　大助の背後に一瞬、思いもかけなかった人物の姿を見たのだ。

　四年前とは違ちがって漆しつ黒こくのロングコートに身を包んでいたとはいえ、その姿を見み間ま違ちがうはずがない。何度も、何度も夢に見たのだ。

　まん丸いサングラスの向こうで、その女性は確かに笑っていた。

　詩歌は思わず、走り出していた。ロングコートの女性がいた場所に向かって、雑ざつ踏とうの中を駆かける。

「詩歌？　どうしたんだよ、急に……！」

　大助の驚おどろく声が聞こえたが、詩歌の足は止まらなかった。

　どうして……どうして、あの人がここに……！

　先ほど女性の姿が見えた場所まで来て、周りを見み渡わたす。

「！」

　離はなれた場所で、人混みの中を走り抜けるロングコートが見えた。

　詩歌はそちらへと向かって再び駆ける。

「詩歌！」

　呼び止める大助の声を、詩歌は唇くちびるを嚙かんで無視する。大助には、またあとで謝らなければならないだろう。

　詩歌はなんとしても、再び出会ったあの人物を見失うわけにはいかなかった。

　すべての発ほつ端たんとなった人物。

　大助と会うたびに胸が痛む原因をつくった人物。

　──ねえ、あなたの夢をきかせてくれない？

　四年前の問いかけが、鮮せん明めいに脳のう裏りに蘇よみがえった。

「〝大おお喰ぐい〟……！」

　詩歌を虫憑つきにした張本人、〝大喰い〟に会わなければならない。会って、訊きかなければならないことがある。

　どうして、詩歌を虫憑きにしたのか──。

　四年前に特別環境保全事務局から逃げ回っていた時も、ずっと考えていた。それは数日前に欠落者から生き返ることができた後も、いっしょだった。

　自分はどうして……なんのために、虫憑きになったのか？　〝虫〟とは一体、なんなのか？　詩歌はどうしても、それを訊きたかった。

　通行人を突つき飛ばし、詩歌は走り続けた。

　大通りにさしかかったところで、雑踏の中に紛まぎれ込んだ漆黒のロングコートを発見する。

「待っ……」

　言いかけ、口をつぐむ。

　違った。

　同じ漆黒のロングコートを身に纏まとってはいるが、〝大喰い〟とは別人だった。

　こちらに向かって、数人の男女が悠ゆう然ぜんと近づいていた。皆みな、一様に漆黒のロングコートに身を包み、見覚えのある大きなゴーグルで顔を覆おおい隠かくしている。

　そんな──。

　詩歌の全身を、恐きよう怖ふが突き抜ぬける。

　特別環境保全事務局。

　四年前に、詩歌をどこまでも追いつめた組織だ。

　ゴーグルたちと視線が合った、ような気がした。

　見つかった──。

　詩歌は身を翻ひるがえし、別方向に向かって走り出した。

　きらびやかな灯あかりが点灯する観覧車の横を通り抜け、売店が建ち並ぶ大通りへと飛び込む。土産みやげの山が盛られた店先を、猛もう然ぜんと走る。

　回転する大きなコーヒーカップの横を駆け抜け、通りの真ん中を走り抜ける。通行人が怪け訝げんそうに詩歌を振ふり返るが、そんなことを気にしている場合ではなかった。

　もう、一刻の猶ゆう予よもない。

　この遊園地から──この街から、脱だつ出しゆつしなければならない。このままでは特別環境保全事務局にまた捕つかまってしまう。そうなれば、自分は四年前のように──。

　いやだ……！

　走りながら、詩歌は心中で叫さけんだ。

〝隔かく離り施し設せつ〟にいた四年間の、抜け殼がらのような自分の顔を思い出す。

　詩歌は、一度は諦あきらめたはずの夢を取り戻もどしたのだ。大切だと思える人たちとも出会った。

　立花利菜は、彼女を友達だと言ってくれた。詩歌の身の心配をしてくれ、受け入れてくれた。出会ったばかりだが、今ではかけがえのない親友だ。

　それに、薬屋大助という少年。

　無意識に、唇を強く嚙みしめる。

　大助は、この遊園地でもう一度いっしょにパレードを見てくれると言った。

　クリスマス・イヴが特別な日だということは、なんとなく分かっている。そんな特別な日に、大助は詩歌がそばに居てもいいと言ってくれた。

　──忘れたくない！

　この数日間で出会った大切な人たちを、忘れてしまいたくなかった。

　戦おうとは思わなかった。おそらく負けはしないだろう。しかし、ここで戦せん闘とうになってしまえば周りにいる無関係な人々まで巻き込んでしまう。

　詩歌の〝虫〟は、さまざまな意味で特別だった。

　詩歌は、自らの〝虫〟を完全に制せい御ぎよできていない。ある程度の命令はできるが、〝虫〟が完全に力を発揮するのは詩歌の身を守る時に限られている。詩歌の身に危険が及およぶと、本人の意志に関係なく自動的に〝虫〟が動き出すのである。

　何よりも怖こわいのは、戦えばそれだけ夢も失ってしまうことだ。いちど戦いはじめたら、詩歌の〝虫〟は際限なく力を使い続けるだろう。そうなれば、またいつ思考を失ってしまうか分からない。そして、次に気を失ったら、今度こそもう二度と目が覚めないかもしれない──。

　詩歌は急に心細くなった。たった一人でいることがひどく怖かった。誰だれか、そばにいて欲しい──そう願った詩歌の手の中に、暖かい温ぬくもりの記き憶おくが蘇よみがえった。

「だ、駄だ目め……大助くんは……」

　唇くちびるを嚙かみ締しめ、必死に頭の中から大助の顔を振り払はらおうとする。

　今、この遊園地には特別環境保全事務局の戦せん闘とう員が集まっている。そして、なぜかは分からないが〝始まりの三匹びき〟の一人、〝大喰い〟までもがいるようだ。

　大助とはもう、会えない。お別れは言えなかったが、あれが本当に最後だ。

　そう思いこもうとしたが、できなかった。手をつないだ時に感じた幸福感と安心感が、鮮せん明めいに心の奥に焼きついてしまっていた。一度刻まれてしまった幸せの刻印は、追い詰つめられるほどに胸を強く圧あつ迫ぱくしていた。

　詩歌は足を止めた。考えずに走ってきてしまったせいで、再び人々が溢あふれる敷しき地ち内に戻ってきてしまったようだ。

「……大助……くん……」

　小さく、呟つぶやく。

　その詩歌の腕うでを、突とつ然ぜん、何者かが摑つかんだ。

「詩歌、大だい丈じよう夫ぶ？」

　言って詩歌の腕を引っ張ったのは他ほかの誰でもない、薬屋大助だった。

　絶句する詩歌を連れ、大助が走り出す。

「ほら、こっちへ。急いで」

　詩歌は引っ張られるまま、大助のあとに続いた。

　人通りの多いアトラクション会場の横を走り抜け、人工の河にかけられた橋を渡わたる。

　さらに人波をかき分けながら進むと、やがて大きな門の前にやってきた。門の向こう側には、広大な密林がひろがっていた。どうやら迷路とジャングル探険を兼ねたアトラクションらしい。

「……！」

　視界の端はしに、こちらを見つめて微び笑しようする一人の人物が映った。

　その人物はさも可お笑かしそうに、まん丸いサングラスをこちらに向けていた。

「大助く……ちょっと待っ……！」

「大人二枚」

　いつの間に取りだしたのか、大助が千円札を係員に渡す。半券を受け取るなり、詩歌の手を引いたまま強ごう引いんに門の中へと突つき進んでいく。

　苔こけの浮ういた桟さん橋ばしを渡ると、正面に現れた池から大きな鰐わにが浮かび上がった。鋭するどい牙きばを生やした顎あごを動かし、機械的な音声を響ひびかせる。

『勇ゆう敢かんとも無む謀ぼうとも知れぬ愚おろかな訪問者よ。きみたちにまず運命の選せん択たくを課すとしよう。光射さす右への道を選ぶか、それとも左へと続く闇やみの道を選ぶか──』

　言葉を聞き終えるよりも早く、大助は左側の通路に向かって歩き出した。

　頭上から鳥の奇き声せいが響く中、薄うす暗ぐらい密林の中を進んでいく。すると間もなく、ところどころに光点が浮いた奇き妙みような空間に出た。見たこともない樹林に貼はりついた光点の正体は、尻しりに明るい輝かがやきを灯ともらせた蛍ほたるだった。

　不思議な光景に見とれる余よ裕ゆうすら与あたえず、大助がいきなり通路から外れて歩き出した。作り物の木々をかき分けていく。

「だ、大助くん……？」

「ここまでくれば、大丈夫かな」

　通路よりも一段高い、密林を見み渡わたせる位置にまで来たところで足を止める。振ふり向いた大助の顔には、笑えみが浮かんでいた。

　手を放され、詩歌は言葉もなく立ち尽つくした。あまりの展開に状じよう況きようが理解できない。

「詩歌が何から逃にげようとしてるのか分からないけど、ここなら誰もこない」

　我に返るなり、詩歌は声を上げた。

「だ、大助くん、どうして……」

「なんか、オレたちが会った時のことを思い出すね。あの時も、オレが強引に詩歌のこと空き地まで引っ張ってきちゃったんだったよね」

　唐とう突とつに言われ、詩歌は黙だまり込んだ。

　忘れるわけがない。ちょうど今のように、追いかけてくる駅員から逃げてきたのだ。

　あの時は自分がどうして欠落者から立ち直ったのか、それにどうして大助に声をかけたのか分からず混乱していた。混乱していたが──少しだけ、楽しかった。

「あの時どうしてオレが駅員に追いかけられてたのか、まだ言ってなかったよね。……詩歌を見たあとに、思わず緊きん急きゆう停止用のボタンを押して電車を停とめちゃったんだ」

　今度こそ、詩歌は言葉を失った。

　まさかそんなことをしでかしていたとは……。目の前にいる少年はおとなしそうに見えて、実は過激な性格をしているのかもしれない。

　大助が笑えんだ。樹きによりかかり、天を仰あおいで嘆たん息そくする。

「他に方法が思い浮かばなかったんだ。もともと頭が良いいほうじゃないからさ、詩歌と会うためにはどうするのが一番良いのか分からなかった。だけど、なんとなく分かってたこともある。このままじゃ、もう二度と詩歌と会えないかもしれない……これが最後のチャンスだってことが分かってたから、身体からだが勝手に動いたんだ」

　大助が顔を動かし、詩歌を見た。

「あの時……オレが詩歌を見つけて、詩歌もオレのほうを見たんだ。その瞬しゆん間かん、オレの中で何かのスイッチが入ったんだ。気がつくと電車を停めてホームに飛び出してた」

　詩歌は、大助の目を見ることができずに俯うつむいた。今になって、自分が何者かに追われていることを大助に知られたのだという絶望感が湧わき上がっていた。

「私も……気がついたら、電車から降りていた……大助くんに会いたくて……」

　一目見た瞬間、詩歌の中で感情が蘇よみがえった。なぜかは分からないが、二度と目覚めるはずがなかった詩歌は生き返ったのだ。その後、自分の〝虫〟も蘇ったことが分かった。彼女は普ふ通つうの少女としてではなく、再び虫憑つきとして夢を取り戻もどしたのだ。

「で、でも、私……」

　詩歌は後あと退ずさった。

　詩歌は間ま違ちがいなく、特別環境保全事務局に狙ねらわれている。同時に、なぜか〝大おお喰ぐい〟にも見張られているようだ。大助がいつ巻き込まれるともかぎらない。一刻も早く目の前の少年から離はなれなければいけないと、理性が警告していた。

　だが、少年の一言で、詩歌は足を止めた。

「詩歌とまた会えて、よかった」

「……！」

　瞼まぶたの奥に、熱いものがこみ上げた。かろうじて残っていた理性の欠片かけらが、音をたてて崩くずれ落ちた。

「公園で話した頃ころから、詩歌が何かを怖こわがっているのには気づいてたんだ……」

　大助が、唇くちびるを嚙かんだ。

「そんなこと、関係ないと思ってた。オレはそれでも詩歌に会いたかったし……でも、詩歌はどう思ってるのか、分からなかった。詩歌が何から逃げているのか、オレには話してくれないの？」

「……！」

　今すぐ彼に全すべてを打ち明けてしまいたいという衝しよう動どうが、胸を締しめつける。

　口を開きかけ、思いとどまる。

　それだけは、できない。

　大助は、この少年だけは、詩歌を取り巻く危険に巻き込むわけにはいかない。自分が虫憑きだということを、彼にだけは知られたくなかった。怖おそれられたくない。それなのに、どうしても離れたくない──。

　渦うず巻まく葛かつ藤とうに、おかしくなってしまいそうだった。いっそのこと狂くるってしまえば、死んでしまったらどんなに楽だろう。彼を傷つけたくない、彼に嫌きらわれたくない、でも……。

　いっしょに、居たい──。

　詩歌の瞳ひとみから、とうとう涙なみだが溢あふれ出した。

「私……私……」

　どうすればいいか分からず、泣いた。

　幼い頃に迷まい子ごになった時と同じだ。どこへ行けばいいのか分からなかった。どの道の先に光があるのか、分からなかった。詩歌はいつまでも泣き続けることしかできなかった。

　そんな詩歌を見る大助も、辛つらそうだった。

「オレは……どうしたらいい？」

　少年の声にも、隠かくしきれない迷いが滲にじんでいた。

「どうすればいいか、全然わからないんだ。オレは詩歌を助けたくて、心から笑ってほしくて、でもそれはオレの身勝手な要求で……オレは詩歌のそばに居たいけど、そのたびに詩歌が傷ついていくのが分かった。オレは詩歌のそばに居てもいいのか分からなくて、いつまでも迷っていて、そのせいでまたこうして君を追い詰つめてる……オレはただ……」

　大助が、小さな声で言った。

「詩歌といっしょに居たいだけなのに……」

　とめどなく涙を流しながら、詩歌は少年の顔を見つめ返すことしかできなかった。迷子になってあてもなく彷徨さまよっているうちに別の迷子と出会ってしまったような、そんな奇き妙みような感覚を覚える。

　どうして……。

　ふと、思った。

　どうしてこの少年は、ここまで詩歌のことを想おもってくれるのだろう？　どうして自分と同じ夢を抱いだいているのだろう？

　四年前に出会った少年も、同じだった。立ち振ふる舞まいは毅き然ぜんとして揺ゆるるぎなかったが、心の底では迷っていることが分かった。

　かつてない胸の痛みに襲おそわれ、唇を嚙み締める。あまりの痛さに今すぐこの場に倒たおれてしまいたいが、本能がそれを拒きよ絶ぜつしていた。

「大助くん……」

　詩歌は、少年に歩み寄ろうとした。

　だが、二人が再び触ふれ合うことはなかった。

　何の前まえ触ぶれもなく爆ばく音おんが響ひびき、詩歌たちの目の前にあった密林が吹ふき飛んだ。

　外の世界との隔かく壁へきが打ち砕くだかれ、明るい日差しが暗くら闇やみに差し込む。

　再び、爆ばく発はつが巻き起こった。突とつ風ぷうに煽あおられ顔を覆おおう詩歌と大助の目の前に、ひとつの人ひと影かげが姿を現した。

　荒あれ果はてた密林の中に立ち、何かを睨にらみつけるように迷路の外を見ているようだ。傍かたわらには、昆こん虫ちゆうとも動物ともつかない凶きよう悪あくな姿をした化け物が蠢うごめいていた。

　長い黒くろ髪かみをなびかせたその人物は、白い仮面で顔を覆い隠していた。

「な、なんだっ？」

　大助が煙けむりの中から、顔を出した。

　その声で、白仮面もこちらの存在に気づいたようだ。驚おどろいたように、詩歌たちのほうを振り返る。

　並んで立つ詩歌たちを見て、凍こおりついたように白仮面の動きが止まった。仮面のせいで表情は見えないが、おそらく愕がく然ぜんとしているのだろう。

　驚きのあまり声も出せなかったのは、詩歌も同じだった。頭が真っ白に染まり、完全に混乱していた。

　どうして……さっきまで美術室にいたのに……！

　素す顔がおこそ見えないものの、それが誰だれであるかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

　──利菜！

　思わず大声で叫さけんでしまいそうになる。

　詩歌の視界の中、白仮面の視線が詩歌から大助へと移ったのが分かった。なぜか、少年の顔を見つめている時間のほうが長かった。

　しかし、次の瞬しゆん間かん、利菜の口くち許もとに笑えみが浮うかんだ。おかしくて仕方がないとでもいうような、どこか自じ虐ぎやく的な笑みだった。

　突とつ然ぜん、詩歌は気がついた。

　詩歌に向けられた刺し客かくの対応の早さ、あれはすでに特別環境保全事務局がこの遊園地にやって来ていたということではないだろうか。利菜が率いるレジスタンスと、すでにここで戦せん闘とうを繰くり広げていたのだ。

　利菜の〝虫〟が外に向かって飛び出していくが、衝しよう撃げき音とともにあえなく密林の中へと弾はじき返される。よほどの数の敵を相手にしているのか、あきらかに利菜は劣れつ勢せいに立たされているようだ。

「む……」

　巨きよ大だいな天てん道とう虫むしを従えた少女を見て、大助が恐きよう怖ふの声を上げた。

「虫憑つき……！」

　その声に、詩歌と利菜の肩かたがびくりと震ふるえた。

「逃にげよう、詩歌！」

　慌あわてた様子で、大助が詩歌の腕うでを摑つかんだ。

　しかし、詩歌は動けなかった。

「詩歌！　なにしてるんだよ、早くここから逃げないと……！」

　当たり前のことだが、よほど目の前の化け物が怖こわかったのだろう。ひどく焦あせった表情で大助が詩歌を急せき立てる。

　熱い痛みが、詩歌の胸を貫つらぬいた。

　詩歌の〝虫〟を見たときも、大助は今と同じ顔をするのだろうか……？

　動かない詩歌を見て、利菜が口を動かした。

　──なにやってんのよ！　はやく逃げなさい！

　そう言っているようだ。だが、詩歌はそれでも動くことができなかった。

　その間にも、利菜の〝虫〟は集中攻こう撃げきを浴びて苦戦している。〝虫〟が傷つくたびに、利菜が苦しげに顔を歪ゆがめていた。仲間たちとはぐれてしまったのか、利菜を援えん護ごする者は誰だれ一人としていないようだった。

　また、巨大な天道虫の躰からだが密林の樹きに叩たたきつけられた。利菜が胸をおさえてよろめく。

「詩歌！」

　大助が、詩歌の腕を引く。

　利菜が再びこちらを見て、口を動かした。少女の無言の言葉が、はっきりと聞き取れた。

　──彼氏と、もう会えなくなってもいいの？

　詩歌は表情を強こわ張ばらせた。

　そうだ。利菜の言うとおり、逃げ出したほうが良いいに決まっている。

　心の中で、誰かが囁ささやいた。

　利菜ならきっと大だい丈じよう夫ぶだ。利菜はとても強い。どんなにたくさんの敵が相手だったとしても、彼女ならきっと大丈夫に決まっている。

　詩歌がここで逃げ出さなければ、大助に全すべてを知られてしまう。

　考えただけで、胸が痛む。全てを知られるということは、もう二度と大助と会えなくなるということだ。

　──そんなの、やだ。

　詩歌は目を閉じ、駆かけ出した。

「ごめんなさい……！」




　3.03　The others




　特別環境保全事務局の戦闘員三人を相手にし、利菜は苦戦していた。

　利菜率いる〝むしばね〟がこの遊園地にやってきてから、まだ一時間と経たっていない。

　彼女たちがこの桜架アミューズメントランドへやってきたのは、情報源である〝協力者〟から、〝ふゆほたる〟がここにやって来ているという密告を受けたからだった。

　それ以前に特別環境保全事務局によって各地域に点在する〝むしばね〟の拠きよ点てんが次々と奇き襲しゆうされているとの情報を受けていた利菜は、迷うことなく桜架市にいる仲間たちに出しゆつ撃げき命令を下した。〝むしばね〟が壊かい滅めつ的なダメージを受ける前に、なんとしても切り札を手に入れる必要があったからだ。

　だが、利菜たちの思おも惑わくはあっさり覆くつがえされた。

　特別環境保全事務局の局員が、すでに遊園地の観衆にまぎれて利菜たちを待ちかまえていたのだ。

　完全に、罠わなである。

　そのことに気づいた時には、すでに遅おそかった。奇襲をくらう形になり、利菜はあっという間に仲間たちとはぐれてしまった。

「この……っ！」

　人工の池の中、利菜は自らの〝虫〟に衝しよう撃げき波はを放たせた。

　池のほとりに佇たたずむゴーグルたちが、それぞれの〝虫〟を動かした。脚あしの長い蜻蛉とんぼにも似た〝虫〟が躰を真っ赤に染め、倒たおれるようにして水みな面もに自らの頭を叩きつけた。たちまち高温の蒸気が吹ふき荒あれ、衝撃波を相そう殺さいする。

　分厚い装そう甲こうで身を覆おおった巨大な団子虫が躰を丸め、水面を跳はねながら利菜めがけて転がってくる。水に足をとられた利菜は、天道虫を移動させ盾たてにする。

「うっ！」

　トラックと衝しよう突とつしたかのような衝しよう撃げきを受け、天道虫がぐらりとよろめいた。利菜の胸の奥に激痛が走る。

　頭上から、八対ついの翅はねを持つ羽虫が舞まい降りた。団子虫の攻撃でバランスを崩くずした天道虫の背中に貼はり付き、躰から緑色の液体を撤まき散らす。とたんに異い臭しゆうが周囲を包み、天道虫の躰から煙けむりが上がった。

　こいつら、強い……！

　さらなる激痛に襲おそわれ、利菜は顔を歪めた。

「な……〝七星〟、振ふり落として！」

　天道虫が、翅を拡ひろげた。先ほどにも増した衝撃波が、団子虫と羽虫を弾はじき飛ばす。

　だが、致ち命めい的てきなダメージは与あたえられなかったようだ。三匹びきの〝虫〟は傷つきながらも再び利菜を取り囲むような陣じん形けいをとる。

　利菜は舌打ちし、身を翻ひるがえした。冷たい池から飛び出し、植林地の中を全速力で駆け抜ぬける。背後から彼女を追いかける敵の足音と〝虫〟の羽音が聞こえる。

　本気で戦うことさえできれば、あんなヤツらなんてすぐにやっつけてみせるのに……！

　走りながら、利菜は心中で毒づいた。

　利菜に残された力は、もう残り少ない。来るべき決戦の時のために、今はできるだけ力を温存する必要があった。

　だが、利菜の中で誰だれかが囁いた。

　──本当に、そうなの？

　今、戦いから逃にげようとしている理由は、本当にそんなことのためなのだろうか？　特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局と戦うため？　居場所を失った虫憑つきたちを救うため？

　背後から迫せまり来る敵の気配が、ひしひしと背中に感じられた。

　違ちがう──。

　また、利菜の心の奥で囁く声が聞こえた。

　誰かに言われるまでもなく、利菜には分かっていた。今こうして自分が懸けん命めいに敵から逃げている本当の理由、それは怖こわいからだ。

　怖い。自分の心が少しずつ蝕むしばまれていくのが、たまらなく怖かった。〝虫〟に夢を喰くい尽つくされ死ぬということに恐きよう怖ふを覚えていた。

　いっそ死んでしまいたい──。そう願ったことは、今まで数え切れない。父親によって家に閉じこめられていたとき、〝虫〟に夢を喰われ倒れそうになったとき、全すべてを打ち明ける相手がいなく孤こ独どく感にうちひしがれたとき、利菜はいつもそう願っていた。

　昨日までは、利菜は自分の命などいつ消えてしまってもいいと思っていた。それだけの覚かく悟ごはしていたし、命を投げ出すだけの理由もあった。自分以外の、自分と同じように理り不ふ尽じんに傷つけられた虫憑きの居場所を見つけてみせる。そのためには、利菜は自分がどうなろうと厭いとわぬつもりだった。

　それなのに、今、利菜の頭はたった一人の少年のことでいっぱいだった。

　どうして──。

　怒いかりにも似た思いが、胸にこみ上げた。

　──立花さんが見てる世界を、オレも見てみたい。

　どうして、今になってそんなことを言うのよ？　今まで、一言だって真ま面じ目めな話をしたことなんてなかったじゃない？　あたしは薬屋のことをずっと見てたけど、薬屋はあたしのことなんて一度もちゃんと見たことがなかったじゃない？　それなのに、どうして今になってそんなことを言うのよ！

　林の中を走りながらも、利菜の頭の中は薬屋大助に対する罵ば倒とうで埋うめ尽くされていた。

　何の苦労も知らないおぼっちゃんのくせに、人に嫌きらわれたことなんて一度もない優等生のくせに、どうしてあたしに干かん渉しようするのよ！　どうして、そんな顔ができるの！　どうしてそんなことを……そんなことを、こんなあたしに……言ってくれるの……。

　アンタのせいで、あたしは怖くなっちゃったじゃない……。

　生きたい──。そんな感情を抱いだいたのは、生まれて初めてだった。初めはほんの小さな気持ちだったが、それは利菜の中で少しずつ膨ふくらみ、今では彼女の胸を押し潰つぶすほどにまで大きくなっていた。

「……うっ！」

　利菜の〝虫〟が団子虫の体当たりを受け、吹ふっ飛んだ。胸の痛みを堪こらえきれず、利菜は転てん倒とうしてしまう。

　土の上に倒たおれた利菜めがけて、三匹の〝虫〟が襲いかかった。

　利菜の下げ僕ぼくたる天てん道とう虫むしは、離はなれた場所でようやく身を起こしたところだ。昨日までの利菜ならば、怒りに身を任せてすぐに立ち上がったはずだった。だが、今の利菜にはそれができなかった。

　恐怖に目を見開く利菜の頭に浮うかんだのは、やはり大助に対する恨うらみ言だった。

　アンタのせいで、あたしはこんなに臆おく病びようになっちゃったじゃない──。

　異形の化け物が利菜に牙きばを突つき立てようとした、まさにその瞬しゆん間かん、異変は起こった。

　薄うす暗ぐらい林に、鼓こ膜まくを破らんばかりの咆ほう哮こうが轟とどろいた。

「……っっ！」

　利菜とゴーグルたちが顔を歪ゆがめ、耳を塞ふさぐ。

　咆哮の主は、利菜の〝虫〟だった。大岩のような天道虫が無数ある眼めを真っ赤に輝かがやかせ、躰からだを震ふるわせていた。壁かべのような翅を大きく拡げ、再び天に向かって吼ほえる。

　直後、衝撃の嵐あらしが植林地をなぎ払はらった。

「きゃあっ！」

　あまりの破は壊かい力に、宿主であるはずの利菜も吹き飛ばされる。背中を樹きにうちつけ、呼吸が一いつ瞬しゆんとまる。

　天道虫の暴走は、なおも続いた。轟ごう風ふうを巻き上げ羽ばたいたかと思うと、先の衝しよう撃げき波はでひっくり返ったトンボに喰らいかかる。周囲の木々をものともせず、異形の天道虫が大きく口器をひらいた。逃げる間すらなく、トンボが天道虫の餌え食じきとなる。

　一口で躰の半分を失った〝虫〟の後ろで、一人のゴーグルが電撃に打たれたように身をのけ反らせた。慌あわてて仲間のゴーグルたちが天道虫から距きよ離りを置く。

「な、なにが……どうして勝手に……」

　利菜は急激な脱だつ力りよく感に襲おそわれ、膝ひざをついた。自分の心が、夢が、急速に目の前の天道虫に喰われていくのが分かった。

　ぎらぎらと輝く赤い眼が、利菜を見た。

「……！」

　身を竦すくませ、立ち尽くす。つい今しがたまで彼女の支配下にあった〝虫〟が、完全に己おのれの意思によって動いていた。

　喰くわれる──そんな予感が利菜を貫つらぬいた瞬間、再び異変が起こった。

　利菜を見つめていた天道虫の眼から、赤い光がゆっくりと消えていった。まるで電池が切れた玩具おもちやのように、〝虫〟の動きが穏おだやかになっていく。

　三人の虫憑きと一人の欠落者が見守る中、天道虫は完全に暴れる前の状態に戻もどった。利菜の中から、精神が強ごう奪だつされる感覚が消える。

　い、一体なにが起こったの……？

　状じよう況きようが理解できず、利菜は立ち竦んだまま動けなかった。だがすぐに我に返ると、林の奥へと向かって走り出す。

「……き、きて、〝七星〟！」

　利菜の命令に、天道虫はおとなしく従った。逃にげる彼女を追いかけてくる。

　任務を思い出したゴーグルたちも、利菜の追つい跡せきにかかった。思いがけない展開こそあったが、状況は振ふり出しに戻っただけだ。

〝虫〟があたしの言うことをきかなかった？　こんなこと、今までなかったのに……。

　不安にかられるが、今の利菜には逃げることしかできない。太陽の光を遮さえぎられた空間をひたすら直進する。

　ようやく植林地から出たと思ったのも束つかの間、眼前に立ちはだかったのは背の高い樹が生おい茂しげった密林地帯だった。隔かく壁へきのような柵さくを、〝七星〟が衝撃波で打ち払う。

　だが、森に足を踏ふみ入れた利菜の背後から、団子虫が襲いかかった。とっさに身を挺ていした天道虫ごと、密林の中へと突き飛ばされる。

「く……この……！」

　反撃しようと振り向き、利菜は目を見開いた。団子虫と羽虫に加え、さらに数匹ひきの〝虫〟が利菜の前に躍おどりかかっていた。

「い、いや──」

　恐きよう怖ふに凍こおりつく利菜の前に、天道虫が立ちはだかる。動けない主人を守るように翅はねを拡げ、衝撃波で他の〝虫〟たちを弾はじき飛ばす。

　むしょうに、自分が情けなくなる。

　どうしたっていうの、あたしは……！　昨日までは、こんなに臆病じゃあなかった。もっと強いはずだったのに……！

　だが、理由はすでに分かり切っている。

　あいつのせいだ！　全部、あいつの……！

　利菜が歯を食いしばった時、唐とう突とつに横から驚おどろきの声があがった。

「な、なんだ……？」

　振り返った利菜の目に飛び込んだのは、およそ信じがたい光景だった。

「……え……？」

　自分の置かれた状況も忘れ、立ち尽つくす。あまりの驚きに、呼吸さえも止まっていた。頭の中が真っ白に染まり、疑問の言葉すら浮かんでこない。

　目の前に、一組のカップルの姿があった。おそらくこのアトラクションを楽しんでいた最中だったのだろう。それは、分かる。

　だが、その人物が問題だった。

　どうして、ここにいるの……？

　まず、少女のほうに視線を移す。少女の顔には見覚えがあった。昨日出会ったばかりとはいえ、他人とは思えないまでに親しみを覚えた小こ柄がらな少女だ。名前は、杏本詩歌。

　……オーケイ、あなたは分かるわ。今朝、カレシとデートに行くって喜んでたもん。あたしはそんなあなたを見て少し羨うらやましかった。

　次は、少年のほうへゆっくりと顔を動かす。

　アンタは……どうして、ここにいるわけ……？

　ぼんやりとした利菜の脳のう裏りに、二人が口にした台詞せりふが思い浮うかんだ。

　オレは用があるから──。

　彼氏じゃないけど──。

　──こんがらがっていた情報が、利菜の頭の中で綺き麗れいにつながった。

「……はは」

　利菜の口から、乾かわいた笑いがこぼれた。

　可お笑かしくてたまらなくなり、笑えみは止とどまることなくこみ上げた。すべてが可笑しくて、たまらなかった。

　大助が気まぐれで言った言葉が嬉うれしくて、とにかく嬉しくて、利菜はさっきまで悩なやんでいたのだ。悩んでも悩んでも答えが出ず、死ぬか生きるかの選せん択たくにまで追い詰つめられていた。いったい、何のために悩んでいたのか。そんなことに、意味はない。まるで意味はなかったのだ。

　あたしが、弱くなった？　いいえ、あたしは、変わらないわ。

　奥歯が欠けるほど、強く歯を嚙かみ締しめる。爪つめが肉に食い込むほど、拳こぶしを握にぎり締める。

　──白い仮面に空いた空くう洞どうから、一ひと滴しずくだけ透とう明めいな雫しずくがこぼれた。

　あたしは、変わらない。今も昔も、大切なものなんて一つもない！

「みんな……くたばれ……！」

　顔を上げると同時に、傍かたわらにいる天てん道とう虫むしが敵のど真ん中へ突とつ進しんした。戦術もなにもない、ただの特とつ攻こうだった。

「っ！」

　当然のように返り討ちに遭あい、天道虫が弾き返される。だが、利菜の口くち許もとには笑みが浮かんでいた。天道虫が大きく翅を拡げる。

　手加減抜ぬきの大爆ばく発はつが、数匹の〝虫〟たちを吞のみ込んだ。けた外れの破は壊かい力に抵てい抗こうもできず、跡あと形かたもなく粉々になる。

　途と端たんに頭が朦もう朧ろうとするが、利菜の浮かべた笑みは崩くずれなかった。

「アンタたち全員、道連れにしてやるわ……！」

　この遊園地へやって来た当初の目的さえも、頭から忘れかけていた。罠わなだったということは、もはや疑うべくもないだろう。それでも虫憑つきたちを救う可能性を持つ〝ふゆほたる〟に会ってみたかったが、もう遅い。利菜はもう、眼前の敵と戦うことしか考えられなくなっていた。

　特別環境保全事務局の戦せん闘とう員の数は、今や十人以上にも及およんでいた。だが、もう利菜に迷いや恐怖心は微み塵じんも残っていなかった。

　まだ逃げようとしていない詩歌に向かって、声には出さずに口だけを動かす。

　はやく、逃げなさい！

　心の中で付け足す。

　あたしは、大だい丈じよう夫ぶだから。たぶん、もうここであたしの夢はなくなるだろうけど、全然へいきよ。だってあたしには、もう失うものなんてないもん。だから……あなただけは逃にげて。逃げて、シアワセになって。

　自分でも不思議なことに、その思いに偽いつわりはなかった。皮肉などではなく、素す直なおにそう思ったのだ。利菜は──詩歌もきっと、もう十分すぎるくらい辛つらい目に遭った。そろそろどちらか一人くらいシアワセになっても罰ばちは当たらないはずだ。

　何度目かの敵の攻こう撃げきを受け、利菜は膝ひざをついた。身体からだの疲ひ労ろうに加え、精神的にももう限界に近かった。あと数回、全力で攻撃を行えば全すべてが終わることは容易に想像がついた。

　横を一いち瞥べつすると、詩歌はまだ逃げ出していなかった。苛いら立だち、無言で言い放つ。

　薬屋──カレシと、もう会えなくなってもいいの？

　ビクリ、と詩歌が肩かたを震ふるわせた。さすがに今の言葉は効いたらしい。

　利菜が視線を正面へと戻もどし、しばらくすると声が聞こえた。

「ごめんなさい……！」

　利菜は苦く笑しようした。

　バカ、そんなこと言ったらあたしたちが知り合いだってバレちゃうでしょーが。

　だが、これで利菜に心残りはなくなった。迷いもなくなった。よく見ると、お似合いの二人だ。いつも控ひかえめで引っ込み思案の詩歌と、意外に強ごう引いんな大助。あの二人なら、きっとこれからもうまくやっていく。

　天道虫の頭上を飛び越こえ、数匹ひきの〝虫〟が利菜めがけて躍おどりかかった。

　利菜はそれを見上げ、ぼんやりと思った。

　このままやられちゃっても、いっか──。

　だが、その時、周囲に温かい白光が満ちた。

「……！」

　利菜は、愕がく然ぜんと目を見開いた。この不思議な光には、見覚えがあった。だが、それはここにあってはならないはずのものだ。

　背後を振ふり向くと、怖おそれていた通りの光景がそこにあった。

「バカやろう……」

　呻うめく。

「……ごめんね、利菜」

　ショートカットの似合う小こ柄がらな少女が、微ほほ笑えんだ。少女の傍らには体長一メートルほどの白い蛍ほたるが浮かんでおり、周囲には純白に輝かがやく雪が舞まい降りていた。

　詩歌の〝虫〟を見るのは、これが初めてだった。

「蛍……」

　利菜はふいに思い出していた。特別環境保全事務局の元戦闘員であり、〝むしばね〟が寝返らせたスパイでもあった〝みんみん〟の言葉を思い出す。

　──〝ふゆほたる〟の〝虫〟は、白い蛍なんだって。あまり強そうじゃないよねー。

　利菜は、悟さとった。この少女こそ、彼女たちが探し求めていた……。

　利菜に襲おそいかかろうとしていた〝虫〟たちが、白い雪に触ふれるなり動きを止めた。

『壊こわれて……』

　純白の光に包まれた空間に、詩歌の澄すんだ声が響ひびき渡わたった。

『少し、だけ……』

　バキッ！　という何かが割れる音が、鼓こ膜まくを震わせた。

　白い雪に触れた〝虫〟たちの躰からだに、大きな亀き裂れつが走っていた。

　耳をつんざくような〝虫〟たちの咆ほう哮こうが響き渡った。

『少し、だけ……』

　静まり返った密林に、少女の声が浸しん透とうしていく。

　さらに〝虫〟たちの躰がひび割れていき、緑色の体液が噴ふき出す。〝虫〟たちは苦痛にのたうちまわり、宿主であるゴーグルたちは胸をおさえてうずくまる。

　眼前の光景に見入りながら、利菜は〝みんみん〟が言っていた言葉の続きを思い出す。

　──でも、〝ふゆほたる〟の雪に触さわったものはみーんな壊れちゃうんだって。けっこうエゲツないよねー。

　白光が消え、詩歌は後ろを振り向いた。

　荒あれ果はてた森の中に、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ大助の姿があった。

　詩歌が、穏おだやかな微び笑しようを浮うかべた。

「……さよなら」

　一言だけ言って、少年に背を向ける。

　利菜と詩歌は肩を並べて、その場から走り去った。

「あなた、本当にバカよ……」

　となりを走る詩歌を見つめ、利菜は言った。ショートカットの少女はとっくに顔をくしゃくしゃにして泣き出していた。懸けん命めいに声を押し殺し、泣いていた。

「……助けてくれて、ありがとね、詩歌」

　利菜の横で、詩歌はいつまでも泣き続けていた。







　4.00　The others







　第二学期の終業式は、何事もなくあっけなく終わった。

　教室で成績表が配られると、二学期最後の鐘かねの音が校舎に響き渡った。

　いっせいに解放された生徒たちのため息が上がり、椅い子すを引く音が校舎中に響く。

　利菜は椅子から立ち上がりながら、窓まど際ぎわの一角を見た。

　いつもならこれといって特とく徴ちようのない少年が座っているはずの席が、今日は空だった。担任教師の話では、欠席届は出ていないらしい。

　利菜は誰だれと会話するでもなく、静かに教室から出た。

　鞄かばんをぶらさげ、となりの校舎へと続く渡り廊ろう下かを歩く。階段をのぼり、三階の一番奥の部屋へと向かう。他ほかの教室よりも古びた扉とびらの上には美術室という札がかけられている。

　教室に近づくにつれ、利菜は教室の扉が半分ほど開いていることに気づいた。

　廊下から中を覗のぞき見ると、教室の奥で一枚のキャンバスと向き合っている少年がいた。

　薬屋大助だ。

　私服姿の大助が見つめているのは、利菜が描えがいた絵だった。それも昨日描いた彼の人物像ではなく、一ヶ月ほど前に描くのを途と中ちゆうでやめてしまったきりの風景画だ。

　それは、利菜の記き憶おくの中にある風景を描いた絵だった。海や山などではなく、ごく普ふ通つうのどこにでもある街並みを描いたものだ。

　利菜が幼い頃ころ、怒おこる父親と泣く母親から目を遠ざけるために描き続けていた、閉じられた部屋の窓から見える夕焼けだった。

　嫌いやな音と嫌な声で満たされた家の中から見る橙だいだい色いろの街並みは、利菜の目にはとても幸福そうで別世界のように映っていた。その鮮あざやかなオレンジ色に、街の空気までもが染まっているかのようだった──。

「……」

　利菜は、廊下に積んであった画材の上に腰こしを下ろした。鞄を抱だきかかえ、教室の中で絵を眺ながめる少年を見つめる。いつか、大助を初めて見た時のように。

　大助は身じろぎもせず、ただ利菜の絵を眺めていた。その横顔はやはり、普段の彼とはまるで違ちがう顔つきをしていた。

　あの時、大助は微笑した。利菜が今まで見たことがないような、とても素す直なおな笑い方だった。思えば、あの笑えみは詩歌のそれと似ていたのかもしれない。なにかに耐たえ、受け入れ、それでも笑った笑顔だった。

　今度は、どういう顔をするのだろう──そう思っていると、大助が口を動かした。

「あの時も、そうやって後ろから見てたんだ？　立花さん」

　振ふり返った大助の顔には、普段通りの笑顔が浮かんでいた。

「……まあね」

　利菜は立ち上がり、美術室の中へ足を踏ふみ入れた。

「終業式にも出ないで、なにしてんのよ？　クリスマス・イヴだっていうのに、約束の一つもないわけ？　さびしーヤツ」

　言ってから、自己嫌けん悪おに陥おちいる。

　あたしって本当にイヤな女……答えなんて、分かり切ってるのに……。

　だが少年の返答は、意外なものだった。

「約束してるよ。待ち合わせの時間まで、暇ひまをつぶしてるんだ」

　利菜は目を見開いた。

「……そうやって、ずっと？」

「そうだよ」

　大助の口調は、硬かたかった。迷いがないというより、心中の迷いを無理に押し隠かくしているように見えた。

　利菜はぽつりと言った。

「カッコわる」

「……そういう立花さんは、どうしてまだ学校にいるんだよ」

　怒ったのか、大助が低い声こわ音ねで言う。

「あたしも、用があるのよね」

「どんな？」

「未来に繫つながる大切な用事。あたしは、そのために死ぬの」

　冗じよう談だんめいた口調で言ってやると、大助は嘆たん息そくして絵へ視線を戻もどした。

「なんだ、そっちこそ格好悪いじゃないか」

　利菜はむっとして少年を睨にらんだ。

「どうしてよ」

「未来のために死ぬってことは、自分のことはもう諦あきらめてるってことじゃないか。そんなのが格好良いいわけない。自己満足にもならない、ただの馬ば鹿かだ。生きるのを諦めてる」

「なんですって……」

　怒いかりがこみ上げ、強い口調で問いただす。

「アンタなんかに、何が分かんのよ。それじゃあ訊きくけど、アンタは死ぬのが怖こわくないとでもいうわけ？」

「怖くないよ。オレにはそんなことより、もっと怖いものがあるから」

　大助の眼まな差ざしは、まっすぐ利菜の絵へ向けられていた。

　利菜はふと、思い出した。同じような台詞せりふを、以前にも聞いたことがある。その台詞を言ったのは憎にくき敵だった。

「もっと怖いものって……なによ」

「教えない」

　きっぱりと断られ、利菜は憮ぶ然ぜんとした。

　二人はしばらく、無言でその場に佇たたずんでいた。こうして再び、大助と同じ時を共有することができるとは思わなかった。大助は目の前の絵から決して視線を離はなさず、時折、利菜が少年の横顔を盗ぬすみ見る。少年の横顔を見ているうちに、ほんの少しだけ、利菜の胸の中に熱を伴ともなった感覚が蘇よみがえった。

　ねえ、薬屋──。

　口を開きかけた利菜よりも先に、大助が呟つぶやいた。

「生きてさえいれば、いつかなんとかなると思ったんだ……」

　大助の表情が、ふいに和やわらいだ。利菜がいつか見た、初めて目の前の少年に興味を持つきっかけとなった笑顔だった。

「この絵を見た時に、そのことを思い出したんだ。生きてさえいれば、いつか夢は叶かなうんじゃないかと思ってた。だから、オレは──」

　大助の笑みに、陰かげりが落ちた。

「でも、駄だ目めみたいだ。オレは何も知らなくて……本当のことを知っても、こんなところで迷ってて……また会えたとしても、ちゃんと話せるかどうか分からない。こんなことなら、最初から出会わなきゃよかった……」

　利菜は、大助が泣いていると思った。だが、違ちがった。彼の顔に浮うかんでいたのは、怒いかりの表情だった。詩歌に恐きよう怖ふしている自分が許せないのだろうか。それとも、こんなことになった運命を呪のろっているのだろうか。

　利菜は、自分の気持ちが急速に冷えていくのが分かった。これが当然の結果だったのかもしれない。得体の知れない存在から身を遠ざけるのは本能だ。そして利菜は、人間が本能から怖おそれる虫憑つきだった。

「そうよ、生きてたって、どうせ良いことなんて何もないわ……」

　利菜の呟きは、静まり返った美術室に虚むなしく溶とけて消えた。

　それが、利菜が薬屋大助というクラスメートと交かわした最後の会話だった。




　4.01　詩歌　Part 6




　夕日射さす美術室は、静まり返っていた。

　大勢の白仮面たちに周りを囲まれ、詩歌は俯うつむいたまま黙だまっていた。

「どうやって生き返ったのか、分からないだって？」

　長身の男性が発した一言が、人気のない校舎に響ひびいた。たちまち美術室にいる全員が動どう揺ようする気配が伝わった。詩歌が言った台詞が、よほどショックだったのだろう。

　利菜は詩歌を除いてただ一人、仮面をつけずに壁かべによりかかったまま動かなかった。狼ろう狽ばいする仲間たちを諫いさめるでもなく、窓の外をぼんやりと眺ながめている。何か考えに耽ふけっているようにも見えた。

「レイディー、これはどういうことだ？　〝ふゆほたる〟を見つければ、欠落者から立ち直る方法が分かるんじゃなかったのか？」

　白仮面たちの視線が、壁かべ際ぎわに立つ利菜へと集まった。

　それまで無反応だったため話を聞いていなかったのかと思いきや、そうではなかったようだ。利菜は大きく息を吐はくと、こともなげに言い放った。

「分かるかもしれない……あたしも〝みんみん〟も、そう言ったはずだけど。勝手な期待をしていたあたしたちが悪いのよ」

　詩歌はすでに、利菜には全すべてを打ち明けていた。四年前に〝かっこう〟に欠落者にされたが、数日前に大助と出会った瞬しゆん間かん、なぜか欠落者から生き返ることができたこと。そして四年間、彼女が生活してきた〝隔かく離り施し設せつ〟の存在もまた──。

　昨夜、自宅のマンションで詩歌の話を聞いている間、利菜は一言も言葉を発さなかった。

　静かに耳を傾かたむけ、詩歌が紡つむぎ出す一言一言をじっくりと自らの中で反はん芻すうしているように見えた。話を聞き終えた利菜は、優やさしい笑え顔がおを浮かべてこう言った。

　──ありがとう、全部話してくれて。

　静かな、それだけに不安をかきたてる声こわ音ねだった。その時、利菜がなんらかの決意をしたことがはっきりと分かった。

「しかし……これじゃあせっかく〝ふゆほたる〟を見つけたっていうのに」

「意味がない、とでも言うわけ？」

　利菜に鋭するどい視線を向けられ、男が言葉を吞のみ込む。

「ったくもう。忘れちゃったの？　あたしたちはテロリストでも殺さつ人じん鬼きでもないんだってば。特とく環かんと戦っているうちに、戦うこと自体が目的になってない？　あたしたちは、自分たちや他ほかの虫憑きを助けるために詩歌を──〝ふゆほたる〟を探してたけど彼女自身を助けるためでもあったんじゃないの？　ただでさえ彼女は一度〝かっこう〟に欠落者にされて苦しんでるっていうのに、ここであたしたちが追い詰つめてどうすんのよ」

　淡たん々たんと話す利菜の言葉を聞いて、白仮面たちのどよめきが消えた。

「あたしは、詩歌と出会えてよかったわ。最後に出会えたのが詩歌で、本当に嬉うれしかった」

　詩歌は、胸の前で組んだ手に力を込こめた。利菜の言葉は嬉しかったが、その眼まな差ざしを見てますます不安をかきたてられる。もともと独特の迫はく力りよくのようなものはあったが、詩歌が見ているかぎり、昨夜から利菜の様子が少し変わっていた。たまに見せる笑顔も、儚はかなげで今にも消えてしまいそうだった。

「最後……？」

　詩歌は顔を上げた。

「最後って、どういうこと？　利菜」

　利菜の口くち許もとが歪ゆがんだ。いつもの明るい笑みとは違ちがう、浮うき世よ離ばなれした美しさを感じさせる笑みだ。

「欠落者が収容される隔離施設の場所が分かっただけで、幸運だったわ」

　白仮面たちが色めき立つ。

「おい、レイディー、まさか……」

「これから行くわ、葉は芝しば市へ」

　詩歌は目を見開いた。

　狼おおかみの仮面をかぶった男が言う。

「しかし、俺たち〝むしばね〟の戦力は分断されたままだ。結局、各エリアリーダーも、それぞれ特環の号指定虫憑きに釘くぎ付づけにされているし……ちくしょう、こんな時にかぎってどうして……！」

「十中八九、あのメガネの仕し業わざでしょうね。私たちが〝ふゆほたる〟を手に入れたことを知って、特環の各支部を動かしているんだわ。でも、もう時間切れよ。これ以上の延期は、余計に私たちの力が削けずられていってしまう」

「だめ、利菜！　あそこは……！」

　詩歌が利菜に詰め寄る。

　利菜はそんな詩歌を、まぶしそうに見つめた。

「実はね、隔離施設〝ＧＡＲＤＥＮ〟──葉芝市のことは、前から知ってたのよ」

〝むしばね〟の面々がざわめく。

「〝みんみん〟から、あの街が隔離施設の一つだっていうことは聞いてたの。でも、その時はまだあの子を完全に信用してなかったから、罠わなを警けい戒かいして皆みなには話さなかったの。でもこれで、はっきりしたわ」

「しかし、本当なのか？　一つの街が、まるごと特別環境保全事務局の隔離施設だなんて……」

　葉芝市は、桜架市のとなりに位置する街だ。桜架市と同じくここ数年で急激に開発が進んでいる新都市だが、人口が少なくやや勢いが衰おとろえつつある場所とされている。

「誰だれか、あの街に行ったことがある？」

　利菜の問いかけに、その場にいる全員が沈ちん黙もくした。

「……でしょうね。川と海に囲まれているあの街に入る手段は、海路をのぞけば二つの橋を渡わたるか、電車に乗って駅から下りるかしかないわ。もともと湾わん岸がんを埋うめ立てて作られた出島のようなところだもの。他の場所へ行くための通り道になるわけでもないし、葉芝市自体に用がなければあの街へ入ることもないもの。電車は一日に数本しかない単線の各駅停車しかないし……特別環境保全事務局の力があれば、それほど無理でもないと思う」

「あの……街は……」

　詩歌の声は震ふるえていた。

　あの街での記き憶おくが鮮せん明めいに蘇よみがえる。見かけ上は普ふ通つうの人々を装よそおわされているが、あそこには人間など一人もいなかった。夢を失い、思考すらも失った亡ぼう霊れいたちが彷徨さまよっているだけだ。あの街にあるもの全てが作り物で、そこに住む人々は自分たちまでもただの抜ぬけ殼がらであることに気づいていない。

「隔かく離り施し設せつっていうのは、本当だと思う……誰も、あそこから逃にげられないもの……逃げようなんて思う人なんか、一人もいなかった……」

　思い出すだけで、気分が悪くなっていく。あそこで過ごした四年間は何とも思わなかった、思うことすらなかったが、今では恐きよう怖ふしか感じない。

　利菜が歩み寄り、震える詩歌の肩かたを抱だきしめる。

「あそこに連れてこられた欠落者は、毎日いろんな〝ふり〟をさせられるの。知らない人どうしで家族のふり……学校に通っているふり……仕事をしているふり、笑っているふり、怒おこっているふり……でも欠落者しかいない場所では、誰も話もしないの。〝命令〟以外の言葉は何も聞こえないの。自分たちが本当に生きているのか、疑問にも思わないの……」

　詩歌は利菜の腕うでにすがりながら、顔を上げた。固い表情で詩歌を見守る少女に向かって、切れ切れに言う。

「どうして、あんなところへ行くの……？　だめだよ……あそこは……」

　詩歌の瞳ひとみから、涙なみだが溢あふれた。今の利菜を見てると、自分でも嫌いやなのに彼女が欠落者になってしまった姿ばかりが思い浮うかんでしまう。そうでなくとも、利菜の覚かく悟ごは本物だということは分かっていた。欠落者にならずとも、きっと力ちから尽つきるまで戦い続けるつもりだろう。そのことが悲しくてたまらなかった。

　利菜が、詩歌の細い肩を摑つかんだ。

「あたしは、行くわ。もう決めたの、あたしに残された残り少ない時間を、他の虫憑つきたちが安心して暮らせる居場所を創つくるために使うって。それが、あたしの夢よ。誰にももう邪じや魔まはさせないし、もう迷わないわ」

　利菜が笑えんだ。詩歌だけを見つめ、詠うたうような口調で言う。

「あたしね、詩歌と出会えて本当によかった。今までのあたしにはいっしょに戦ってくれる仲間はいても、友達なんて呼べる人は一人もいなかったから。……不思議だよね、詩歌といっしょにいるだけで、あたしはなんでも許せたような気がするの。今までいろんなことがあったけど……今までいろんなものを憎にくんできたけど、あなたがそうして泣いてくれるだけで……そう、今まで生きてきて良かったと思える。頑がん張ばって生き抜いてきて良かったって、心から思える……」

　詩歌はたまらず、利菜にすがりついた。他ほかの白仮面たちのことなど忘れ、夢中になって利菜に向かって言う。

「ねえ利菜、それなら二人で逃げようよ……他のことなんてみんな忘れて、虫憑きも特とく環かんもいないずっと遠くまで逃げようよ……」

　利菜が困ったように微ほほ笑えんだ。それだけで、詩歌の言葉に対する返答を悟さとってしまった。

「じゃあ……私も利菜といっしょに行く。私も利菜と葉芝市に行く……だから、置いていかないで……もう、独りはやだよ……」

　利菜の瞳が、揺ゆれた。潤うるんだ瞳を隠かくすように、俯うつむく。何かを堪こらえるように唇くちびるを嚙かみ締しめ、彼女は詩歌の肩をつかんで身を遠ざけた。

「……ダメよ。詩歌は、ここに残るの」

「利菜……」

「詩歌はもう独りじゃないでしょう？　詩歌のことを……詩歌のことだけを見てくれる人が、もうちゃんといるじゃない。あいつは……きっと薬屋は、なんだかんだ言ってもあなたを助けてくれるはずだから。辛つらいかもしれないけど、もう一度だけ薬屋と会って確かめなくちゃダメよ」

　詩歌は驚おどろきに目を見開いた。

　どうして、大助くんの名前を──。

　訊たずねる前に、利菜が再び顔を上げた。少女の表情に悲しみの色は微み塵じんもなく、代わりに浮かんでいたのは今までに見たことがないくらい明るい笑みだった。

「あたしは、行くわ。だから詩歌はここに残って、自分の夢を叶かなえて？　あなたの居場所が見つかれば、それはあたしの夢が叶ったということだから……」

「……利菜……」

　利菜が詩歌から離はなれ、教室の中央に立った。

　詩歌は何も言えず、利菜の背中を見つめることしかできなかった。橙だいだい色いろの夕日に照らされた利菜の姿は、まるで彼女が描えがいた絵画の中の光景のようだった。

「〝むしばね〟はこれから、葉芝市へ向かう」

　利菜の凜りんとした声が美術室に響ひびいた。たちまち刺さすような緊きん張ちよう感かんがみなぎる。

「〝みんみん〟から得た情報が本当かどうかは、分からない。詩歌が欠落者から立ち直ることができた原因が、本当にあそこにあるのか……それを見つけ出して、これまでに捕つかまった仲間たちを救い出すことができれば、私たちの勝ち。それができなくてもあのメガネと〝かっこう〟、あいつらを倒たおすことができても〝むしばね〟の勝ちだわ。他の連中はともかく、あいつらの代わりはおそらくいない……あいつらさえ倒せば、特環の戦力は半減する。そうすれば、あとは〝むしばね〟の各エリアのリーダーだけでも十分に戦うことができる……」

　利菜の口調には迷いがなく、凜としている。

「あたしは、これを最後の決戦にするつもりよ。無事に帰ってこれるかどうかも分からない。強制はしないわ、自分の夢を守るために戦う決意がある者──命をかけて戦う理由がある者だけ、あたしについてきて」

　白仮面たちの中で躊ちゆう躇ちよした様子を見せた者は、一人もいなかった。まっすぐにリーダーである利菜を見つめる彼らの全身からは、揺るぎない決心が漂ただよっていた。

　詩歌が見つめる中、利菜の口くち許もとが緩ゆるんだ。

「そうよね……あたしたちは、この日のためにずっと戦い続けてきたんだものね」

　利菜が詩歌を振ふり返った。

「詩歌……もう泣いちゃ、ダメよ。あたしたちは自分たちの夢を叶えるため、一いつ生しよう懸けん命めいに生きなくちゃダメなんだから。だから……」

　最後に聞いた利菜の声は、抑おさえきれなかった感情のせいでくぐもっていた。

「だから……あたしのこと、憶おぼえておいてね……」




　4.02　大助　Part 4




　コートに身を包んだ大助は、ぼんやりと佇たたずんでいた。

　目の前を、恋こい人びとらしき二人組が幸せそうな笑顔を浮うかべて通り過ぎていく。

　賑にぎやかな遊園地を見る。

　赤い帽ぼう子しを被かぶった狼おおかみのぬいぐるみが、来客から写真攻ぜめを受けながら、忙いそがしそうに走り回っていた。それに比べてライバル役である狐きつねのほうはあまり人気がないようだ。手持ち無ぶ沙さ汰たなのか、係員の風船を横取りしてあてもなく入場門の周辺をぶらついている。

　大助は冷え切った手をポケットから出し、手の中に握にぎり締めた小さな箱を見下ろした。

　箱を開く。

　中には、赤い色の時計が入っていた。値段の割にはデザインが凝こっているところが気に入って決めたのだ。あのショートカットの少女に似合うといいのだが……。

　冷たい風に耐たえきれなくなって、大助は箱を再びコートの中へと押し戻もどした。

　空を見上げる。

　どす黒い雲に覆おおわれた空が、まるで雪を降らせるタイミングを見計らっているかのようにも見えた。

　オレは、どうすればいいんだ？

　いっぺんに様々なことが起こりすぎて、頭が混乱していた。

　どうして、こんなことになったんだろう……いや、違ちがう。なにもかも、オレのせいだ。オレがどうしようもなく馬ば鹿かで、何よりも大切なことに気づくことができなかった。だから、詩歌を傷つけた。

　さよなら──。

　詩歌の言葉を思い出し、顔を歪ゆがめる。

　あの時、何も言えなかった。目の前の光景が信じられず、詩歌はそんな大助を見て傷ついた。詩歌は、はっきりと大助を拒きよ絶ぜつした。

　オレは、馬鹿だ。

　時計を見ると、針は午後六時を指し示していた。約束の時間から、一時間が過ぎた。

「詩歌……」

　祈いのるような気持ちで、入場口の周りを見る。だが、待ち望む小こ柄がらな少女の姿はどこにも見あたらなかった。

　当たり前か──。

　自じ虐ぎやく的な笑えみを浮かべ、瞼まぶたを閉じる。そうするだけで、詩歌の控ひかえめな笑みがすぐに思い浮かんだ。
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　オレは詩歌に心から笑ってほしくて……必死に詩歌を助けようとした。でもオレは彼女を助けるどころか、最後に声をかけることもできなかった……いや、そもそもオレには最初からそんな資格すらなかったんだ。遊園地のあの光景を見るまで、ちっとも気づかなかったなんて……

　でもそれにしたって、こんなのはあんまりじゃないか──。

　顔を歪めうつむいた、その時。

　唐とう突とつに大助の携けい帯たい電話が鳴った。

「……！　詩歌……！」

　懐ふところから機体を取りだし、相手を確かく認にんもせずに声をかける。慌あわてたせいで詩歌へのプレゼントを地面に落としてしまい、また慌ててそれをポケットにしまい込む。

　だが相手の声を聞いた途と端たん、一気に気持ちが沈しずんだ。

「なんだ、お前かよ」

　大助の口調が一変した。舌打ちし、不ふ機き嫌げんさを隠かくしもせずに投げやりな口調で言う。

「今日は、俺は用事があるって言ったはずだろ」

　言ってから、大助は黙だまり込んだ。

　時計を見て、次に入場口へと視線を移す。やはり、どこにも少女の姿はない。少し考え、言い直す。

「……いや、やっぱり行くよ」

　短く言い、携帯電話のスイッチを切る。

　懐から、一枚の写真を取り出す。そこには人形のように表情のない詩歌の姿が映し出されていた。今朝、新たに渡わたされた写真だ。

「……」

　無言で、写真を握りつぶす。

　そして大助は、迷いのない動作で身を翻ひるがえし、賑やかな遊園地を後にした。







　5.00　The others







『葉芝、葉芝でございます。お降りの際は、足元に注意して──』

　アナウンスが終わらないうちに、膨ぼう大だいな衝しよう撃げき波はが駅のホームに吹ふき荒あれた。

　電車のドアと数人のゴーグルたちを吹き飛ばし、白い仮面で素す顔がおを隠かくした者たちが次々と駅に飛び出していく。

「駅の見張り役がこれだけのはずないわ！　改札を抜けたところで、いったん態勢を立て直すわよ！」

　先せん陣じんを切ったのは、犬の仮面を被かぶった少女だった。黒い髪かみをなびかせ、一直線にホームを駆かけ抜ぬけていく。

　だが予想に反して、敵らしき人ひと影かげはまったく見あたらなかった。

　敵だけではない。利用客や、駅員の姿まで見えない。まったく無人の駅だ。

　……いやな予感がするわね。

　心中で舌打ちしながらも、少女は走ることをやめない。

　葉芝市へつながる電車は、一日に三本しか運行しない単線列車しかない。それも国営の路線を利用するため、改札を二回通らなければならないことになる。

　葉芝市への進入経路は他にもいくつか存在するが、〝みんみん〟という元特別環境保全事務局の局員の話によると、それら全すべてに監かん視しもしくは進入妨ぼう害がいのための手段が用意されているという。電車による経路もまた同様だが、いずれにしろ戦せん闘とうとなるのなら、できるだけ無傷で目的地に近づけるという点を重視した結果である。いくら特別環境保全事務局といえども、一般人が多くいる駅までは手を出してこないだろうという算段だった。

　そして〝むしばね〟は、目もく論ろ見みどおりに葉芝市へと入ることに成功した。

　だが、無人の改札口を飛び越こえる頃には、〝むしばね〟の全員が状況の不自然さに気づいていた。

　──敵の数が、少なすぎる。

　しかし、そんな不安すらも、駅を出た途と端たんに吹き飛んでいた。

「なによ……これ……」

　白仮面たちの先頭に立つ利菜は、かすれた声で呻うめいた。後ろにいる仲間たちからも動どう揺ようのざわめきが上がっていた。

　葉芝市の、異様な光景が眼前にひろがっていた。

　この時期になるとどこでも見かけるクリスマス・ツリーがあり、目に見える範はん囲い内の商店はどこも煌きらびやかな装そう飾しよくで彩いろどられている。頭上には小さな電球がついた飾かざりがぶら下がっており、一定周期で赤や白の灯あかりが点てん滅めつしている。やや離はなれた場所にある洋よう菓が子し店の店先には、豪ごう華かな二段飾りのクリスマス・ケーキが鎮ちん座ざしていた。

　一見したかぎりでは、どこにでもあるごく普ふ通つうの街並みだ。

　ただし、利菜たちを戦せん慄りつさせたのは、街を歩く人々の姿だった。

　皆みな、一言も喋しやべらず機械的な足取りで歩いている。スーツを着た会社員や制服姿の学生、家族連れやカップルの姿まであるのに、誰だれ一人として口を開くものはいなかった。虚うつろな瞳ひとみで前方を見み据すえ、ゆっくりと街の中を彷徨さまよっているだけだ。

　どこからともなく陽気なクリスマス・ソングが流れる中、亡ぼう霊れいのように移動していく人々の光景はまるで悪あく趣しゆ味みなオルゴールのようだった。

　視界の中にいる人々が、全て欠落者であることはもはや疑いようがなかった。

「……」

　利菜を含ふくめる白仮面たちは、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくしていた。

　利菜はたまらず、駅から飛び出した。スーツに身を包んだサラリーマンらしき青年の肩つかをつかみ、強ごう引いんに振ふり向かせる。

「アンタ……誰よ」

　突とつ然ぜんの出来事にも、青年は無反応だった。

「アンタは誰だって訊きいてんのよ！」

　声を張り上げても、結果は同じだった。感情のない瞳で、利菜を凝ぎよう視しするだけだ。

「……自分の名前も言えないっていうの！」

　乱暴に青年を突つき飛ばす。青年は顔をしかめるでもなく緩かん慢まんな動きで立ち上がり、再びどこかへ歩いていってしまった。

　歯は嚙がみしながら、利菜はある一点で視線を止めた。視線の先には、一組の母おや子こらしき人ひと影かげがあった。一人は見たこともない小太りの中年女、そしてもう一人は、いつか海かい浜ひん公園で〝かっこう〟に欠落者にされた幼い少女だった。

「あ……！　あなた……！」

　声をかける。だが少女はこちらを一いち瞥べつしただけで、母らしき女と手をつないだまま何いず処こかへと歩み去ってしまった。

　利菜は絶句し、立ちつくす。

「オ……オレたちも……あんなふうになっちまうのかよ……」

　背後で、誰かが呟つぶやいた。振り向かずとも、仲間たちが怖おじ気けづいていることが手に取るように分かった。

　利菜は少女が消えた方向を睨にらみながら、低い口調で言う。

「ふざけないでよ……誰がなるもんか……！」

「で、でも……」

　弱々しい仲間の声を聞いて、利菜はとうとう振り返って叫さけんだ。

「あたしたちが何のためにここに来たと思ってるの？　こんなふうになってしまう人たちを一人でも減らすためでしょう！　特とく環かんがいるかぎり、欠落者にされる虫憑つきは減らないわ！　あたしたちは負けるためにここに来たんじゃない、勝つためにやってきたのよ！」

　利菜の迫はく力りよくに圧あつ倒とうされ、〝むしばね〟のメンバーたちが押し黙った。

「〝むしばね〟の仲間だったみんなも、きっとこの街のどこかにいるはずよ。彼らを守りきれなかった悔くやしさを、もう忘れたの？　あたしは絶対に忘れないわ。みんなの夢を犠ぎ牲せいにして、あたしは今も生きてるんだから」

　声のトーンを下げ、続ける。

「あたしは、欠落者になったみんなと約束したの。いつか救い出して、居場所を見つけてあげるって。あたしは、その夢を叶かなえるためにこの街に来たの。みんなだって、そうでしょう？　ゆずれない夢が、あるんでしょう？　それはこんなところで諦あきらめてしまうようなものじゃあないはずよ。なによりも大切な夢があるから、ここまで来たんでしょう？」

　利菜の言葉を聞いて、白仮面たちは顔を上げた。互たがいの顔を見つめ合い、やがて神しん妙みような面おも持もちで利菜の前へと歩み寄る。

「……その通りだ。ここで引き下がったら、今まで戦ってきた意味がなくなっちまう」

「そうだ。なにもかも、この日のためだったんだ。たとえ欠落者になっても、オレたちには〝ふゆほたる〟がいる。欠落者から生き返った彼女がいれば、まだ希望はあるんだ」

「そうよ。私たちの役目は、ここにいる仲間たちを助けて、できるだけ特環の数を減らすことだわ。あとはきっと〝ふゆほたる〟がなんとかしてくれる……」

　口々に詩歌の名を上げる仲間たちを見て、利菜の胸中に不安が拡ひろがった。

　詩歌の話を聞いているうちに、利菜はなんとなくだが、詩歌が生き返った理由が分かってしまった。もし利菜の推測が正しければ、それはきっと詩歌自身に欠落者から立ち直る要素があったわけでなく──。

　思し慮りよに耽ふけっていた利菜の耳に、やにわに乾かわいた拍はく手しゆの音が入った。

　白仮面たちが緊きん張ちようし、いっせいに音のする方向へ目を向けると、無機質な街並みの中に一人の青年が佇たたずんでいた。

　病人のように青白い顔色、縁ふちのない眼め鏡がね、漆しつ黒こくのビジネススーツといった姿を見た途と端たん、反射的に利菜の目つきが鋭するどくなった。

「土師……圭吾！」

　利菜の呟きが聞こえたのか、土師が手を止めた。人差し指で眼鏡を直しながら、軽けい薄はくな薄うすら笑いを浮うかべる。

「都市型隔かく離り施し設せつ〝東い‐３３〟地区、通つう称しよう〝ＧＡＲＤＥＮ〟へようこそ、〝むしばね〟の皆みなさん。──いや、恐おそれ入ったよ。この街の光景を見れば、戦意を失うと思ったんだが……どうやら、キミの統とう率そつ力を甘く見ていたようだ。敵ながら大したものだよ」

「……なんのマネ？　たった一人であたしたちの前に現れるなんて、死にたいの？」

　利菜の言葉を聞き、土師は口くちの端はしをつり上げた。

「ボクはいつでも死に魅み入いられているが、それをさておけば答えはノーだよ。思えばキミとゆっくり話したことがないと思ってね、こうしてはせ参じたわけだ」

　──ふざけるな！　そう叫ぼうとした利菜を制するように、青年が片かた腕うでをあげた。

「もういいぞ、欠落者ども。消えろ」

　青年の声が響ひびくと同時に、周囲にいた人々が振ふり返った。かと思うと、次の瞬しゆん間かんには足早にどこかへと歩み去っていく。

「な、なに……？　どうなってるの……」

「彼らを動かすのは命令だけだということは、キミも知っているはずだろう？　夢を失った者たちは、自らの足では一歩も動くこともできないんだよ。試ためしに彼らに向かって、死ね、とでも言ってみるといい。たちまち死体の山の出来上がりだ」

　こともなげに言い放つ土師の言葉に、白仮面たちが顔色を変えた。

　一分と経たたず、駅前からは人々の気配が消えてしまった。残されたのは〝むしばね〟と土師だけだ。

「ここは数ある隔離施設の中でも、特とく殊しゆな部類に入る。この街に住んでいるのは大勢の欠落者たちと、それを外部から覆い隠しつつ研究する特殊環境保全事務局の協力者たちだけでね。実際、虫憑きが普ふ通つうの人間に戻るための実験施設も存在するが、成功の兆きざしすら見えていないのが現状だ」

　土師の口許に、皮肉めいた笑みが浮かぶ。

「それよりも、ここは夢を失った者──欠落者たちの生命活動そのものの観察を目的とした場所でね。その点でいうなら、過激な実験なんてものを見ずにすんだキミたちは幸運といっていいかもしれない。──ああ、もちろん〝ふゆほたる〟がここで欠落者から生き返ったなどという話は、噓うそっぱちだ。君たちをおびき出すための狂きよう言げんだよ。麗うるわしき天道虫レイデイー・バードくん、キミならそれくらい予想していただろう？」

　笑う土師を目まの当たりにした利菜の頭には、眼前の敵に対する憎にくしみよりも、まず疑問が浮かんだ。

　夢を失い全すべてを忘れた欠落者、その原因となった〝虫〟そして、そんな〝虫〟に魅入られた自分たち虫憑つきという存在、それら全てに疑問を覚えた。これまでも常に頭の隅すみにひっかかり、決して離はなれなかった問いだ。

「ねえ、アンタ……あたしと話がしたいと言ったわよね。それなら、答えてもらうわよ」

　利菜は土師を睨にらみ、胸の中に溜たまっていた疑問の全てをぶつけた。

「あたしたちは、いったい何なの？　あたしたちの夢を喰くう〝虫〟って、いったい何なのよ？　あたしたちは、いったい何のために今こうしてここにいるの……？」

　今まで──今まで生きてきた中で、何度同じことを自らに問いかけただろうか？　いつ自分の夢を喰い尽つくすともしれない〝虫〟に脅おびえ、世間の目に脅え、生き続けることにすら脅えていた日々の中で、利菜は何度この問いかけに思い悩なやまされただろう？

「滑こつ稽けいな話だよ。それも人づてに聞いた話だから、信しん憑ぴよう性せいもない。それでも聞くかい？」

　土師の返答は、意外なものだった。利菜は無言で頷うなずいた。

「この街こそが、答えだよ。夢を失った人間は何も望まないし、逆に全てを受け入れる。虫憑きが増え続ければ、夢は失われていく一方となる。その先には、何があると思う？　今、キミたちがいる箱庭こそが答えだ。世界を箱庭に埋うめることで、自分が王様になれるなどと夢見た馬ば鹿かな人間が三人もいた。ただ、それだけのことさ」

　──どくん、と利菜の心臓が跳はねた。

　傍かたわらにいる仲間たちは土師の言っている意味が理解できなかったようだ。怪け訝げんそうに互いを見つめ合っている。

　利菜の目の前が真っ暗になった。殴なぐられたような衝しよう撃げきに、目め眩まいすら覚える。

「──それは」

　この〝虫〟は、誰だれかが生み出したものだということなの──。

　その問いかけを遮さえぎり、土師が言った。

「だが、そんなことはどうでもいいんだ。少なくとも彼は……〝かっこう〟という男は、少しも気にしてなんかいないよ」

「……え？」

　利菜が見ている前で、土師の表情が変化した。眼鏡の奥にある瞳ひとみが、一いつ瞬しゆんだけ和やわらいだような気がした。

「どういう……ことよ？」

「答えは、彼から聞くんだね。ボクからは、それしか言えないよ。こう見えてもボクは一応公務員なんでね。自分の立場を危あやうくするような言動は避さけたいんだよ」

　気がつくと、土師の表情は元に戻もどっていた。

　こいつ……あたしをからかったのね！

　奥歯を嚙かみ、利菜は心の中で自らの〝虫〟に呼びかけた。

　利菜の黒くろ髪かみの中から天てん道とう虫むしが姿を現し、見る間に巨きよ大だいになっていく。

「〝かっこう〟の前に、まずアンタを片づけてやるわ……！」

　利菜に続いて、〝むしばね〟のメンバーたちもそれぞれの〝虫〟を生み出す。

　土師が笑んだ。

「やれやれ、〝むしばね〟のお姫ひめ様はあいかわらず勇ましいね。だから、こうも簡単に仕し掛かけた罠わなに飛び込んでくる」

「……！」

　直後、街のあらゆる死角からゴーグルで顔を隠かくした者たちが姿を現した。看板の向こう、ビルの屋上、通りの角、駅の屋根の上、あっという間に視界が大勢のゴーグルに埋め尽くされる。

「ふん……これくらいのことは予想済みよ。みんなまとめて、ぶっ潰つぶしてやるわ」

　利菜は不敵な笑えみを浮かべた。

　だが──。

「桜架東高校の美術室、か。意外といえば意外な隠れ家だったね」

　土師の放った一言に、〝むしばね〟全員が言葉を失った。

「ここに姿が見えないということは、そっちにいるということだね。〝ふゆほたる〟は」

「……どうして……」

　利菜は呆ぼう然ぜんと呻うめく。

　土師が愉ゆ快かいそうに目を細めた。

「二重スパイって、知ってるかい？　〝みんみん〟は実に役に立ってくれたよ。最初は本気で裏切るつもりだったらしいが、少し甘い言葉をかけてやったら……ね。キミたちの隠れ家はもうとっくに知っていたんだよ。それにキミたちが〝ふゆほたる〟と接せつ触しよくしていたことは、昨日の遊園地の件で分かったしね」

　利菜の鼓こ動どうが、急速に速まっていく。今、詩歌はたった一人で美術室に残っている──。

「もともと、ボクたちの目的は〝ふゆほたる〟だったんだ。彼女が欠落者から生き返った方法は、ぜひとも知りたいからね。でも普ふ通つうに捕つかまえにかかったら、また四年前の繰くり返しだ。彼女に隙すきが生じる瞬しゆん間かん……心が最も弱くなる時を待っていたんだ。そこへ、キミたちのほうから、わざわざボクたちの手の内に迷い込んできた。まさに飛んで火に入る何とやら、だね。はからずもチャンス到とう来らいというわけさ」

　声を殺して笑う土師の手には、いつの間にか拳けん銃じゆうが握にぎられていた。

　詩歌……！

　愕がく然ぜんとする利菜に向かってゴーグルたちが躍おどりかかった。

　夢を失った箱庭での戦いが、始まった。




「こうなったら……みんなまとめて、すぐに片づけてやるわ！　行くわよ、みんな！」

　利菜の号令を受け、白仮面たちが散開した。

　対するゴーグルたちも、それぞれの敵を定めて飛びかかる。利菜の前には三人の戦せん闘とう員が躍りかかった。

　たった三人で、このあたしを止められるとでも思ってるの？

　利菜は笑えんだ。

　だが、ふと、周囲の空気が妙みような流れかたをしていることに気づく。

　誰よりも戦いの経験を積んだ利菜でなければ、気づかなかっただろう。利菜の目に、意味ありげな笑みを浮かべた土師の姿が映った。

　拳銃をぶら下げた青年の肩かた越ごしに見える空に、ぽつりと黒い点が浮かんでいた。

　なるほど……そういうこと。

　敵の真意を悟さとり、利菜は目つきを変える。

　ゴーグルたちが唐とう突とつに〝むしばね〟から遠ざかった。

　戸と惑まどう仲間たちをかばうように、利菜は自らの〝虫〟を前方に移動させた。

　次の瞬間、〝むしばね〟の頭上に何かが恐おそろしい速度で飛来した。耳をつんざく轟ごう音おんとともに、二機の戦闘ヘリが飛来する。

　利菜たちに向かって機関銃を向けるヘリを見上げ、利菜は叫さけんだ。

「そんなオモチャ、まとめてスクラップにしてやるわ！　〝七星〟っ！」

　巨大な天てん道とう虫が、翅はねを拡ひろげた。

　手加減なしの膨ぼう大だいな衝しよう撃げき波はが、降り注ぐ銃じゆう弾だんを残らず弾はじき飛ばす。天道虫の後ろに身を隠した仲間たちが、悲鳴を上げた。

　猛もうスピードですれ違ちがった戦闘ヘリが、利菜の背後でバランスを崩くずした。煙けむりをたなびかせ、街の彼方かなたへ落下していく。

　自らの夢を失うこともいとわない今の利菜に、もはや恐れるものは何もなかった。むしろ、身体からだの奥から力が湧わいてくるのを感じる。

　間かん髪はつ入れず、利菜は眼前の敵へ向き直った。

「土師圭吾っ！　まずはアンタよ！」

　他ほかのゴーグルたちには目もくれず、土師だけに標的を定めて〝虫〟の力を解放する。

　圧あつ倒とう的なまでの利菜の勢いはさすがに予想外だったのか、青年が笑みを消した。とっさに回かい避ひ行動をとるが、間に合うはずもない。

　ミサイルが直撃したかのような大爆ばく発はつが、駅前の広場をなぎ払はらった。

「はあ……はあっ……！」

　渾こん身しんの一撃だ。虫憑つきでもない普通の人間の土師が、万が一も助かるはずがない。

　──しかし。

「……せっかくのクリスマスだってのに、キミはあいもかわらずそのコートかい？　少しはオシャレでもしたらどうだい」

　緊きん張ちよう感かんのない声は、横手から響ひびいた。

　敵味方、全すべての者たちが驚おどろきとともに振ふり返る。

「よく言うぜ。お前が銃といっしょに用意させたんだろうが」

　その姿を見るなり、利菜の胸に憤ふん怒ぬがこみ上げた。

「〝かっこう〟……！」

　今では見慣れてしまった漆しつ黒こくのコートに身を包んだ少年が、土師に肩かたを貸して佇たたずんでいた。すでに全身を緑色のかっこう虫と同化させ、逆立てた髪の色までもが薄うすく変色している。機械的なゴーグルに覆おおわれていない口くち許もとや首筋には、まるで入れ墨ずみのような緑色の線が無数に走っていた。

「とりあえず、お礼を言うよ。さすがに今のは少しヤバかったからね」

「だからいつも出しゃばるなって言ってるだろ。死にぞこないが前線にいても、邪じや魔まなだけだ」

　憎にくまれ口を叩たたき、〝かっこう〟が土師から身を離はなす。

「メインイベントは録画なんかじゃなく、生ライブで観みるものだ。そうだろ？」

　眼め鏡がねを直しながら微び笑しようする土師の背後に、数十人ものゴーグルたちが立ち並ぶ。

　対する〝むしばね〟の人数は、利菜を含ふくめて十人ほどだ。数の上では圧倒的に不利な状じよう況きようだが、追い込まれた虫憑きほど計り知れない力を発揮する。戦せん況きようがどちらに傾かたむくとも知れないことは、両者とも承知していた。

「ちょうどよかったわ。今のあたしなら、アンタにだって勝つことができる。アンタさえ消せば、特とく環かんをぶっ潰つぶすことができる……！」

　特別環境保全事務局で最強の虫憑き、〝かっこう〟の代わりになる者はいない。そのことは、すでに承知済みだ。眼前にいる少年さえ倒せば、特環という組織は一気に弱体化するだろう。その時こそ〝むしばね〟が勝利し、多くの虫憑きが自分たちの居場所を手に入れることができる──。

〝かっこう〟が苛いら立だたしげに舌打ちする。

「まだそんなことを言ってるのかよ、お前は……」

　少年の冷ややかな態度に、利菜は怒いかりを覚える。言い返そうと口を開くが、土師の声に遮さえぎられる。

「もう手加減しなくてもいいよ、〝かっこう〟。彼女たちの隠かくれ家はすでに発見した。それも〝ふゆほたる〟のおまけつきだ」

「手加減……ですって？」

　怒りにまかせて攻こう撃げき態勢をとろうとした利菜だったが、〝かっこう〟が様子を急変させたのを見て踏ふみとどまる。

「……なんだと？」

　ゴーグルのせいで表情こそ見えないものの、少年は驚きよう愕がくしているようだった。

「どういう……ことだ？」

「ずっと監かん視しを続けてきたキミに悪いとは思ったんだけどね。二重スパイ〝みんみん〟が、彼女たちのアジトを見つけたんだよ。それも拍ひよう子し抜ぬけするほど、あっさりとね。今ごろ〝兜かぶと〟ともう一人が向かっているはずだ」

「……」

「実はキミも、とっくに知っていたんじゃないか？　〝むしばね〟たちのアジトを」

　冗じよう談だんめいた口調で、土師が言う。だがその口調とはうって変わり、眼鏡の奥にある細い瞳ひとみはまっすぐに少年を捉とらえていた。

〝かっこう〟は、無言だった。

「何をごちゃごちゃと喋しやべってんのよ！　目の前に敵がいることを忘れてるんじゃないでしょうね！」

　叫さけび、利菜は天てん道とう虫を動かした。〝かっこう〟らに向かって扇おうぎ状じように爆ばく風ふうが吹ふき荒あれる。

〝かっこう〟と土師、そして他のゴーグルたちがいっせいに散らばる。その隙すきをつき、〝むしばね〟が特別環境保全事務局の隊員たちに向かって襲おそいかかった。

「〝ふゆほたる〟から目をそらすのは、もうやめろよ、〝かっこう〟！」

　離れた瓦が礫れきの上に降り立った〝かっこう〟に向かって、土師が言った。

「もう逃にげることなんてできないんだ、キミも、そして〝ふゆほたる〟も！　キミだっていつかは〝虫〟に自分の夢を喰くい尽つくされる。でも〝ふゆほたる〟さえ手に入れれば、助かるかもしれないんだぞ？　キミは……ボクらはもう戻もどることはできないんだ。また四年前のように、〝ふゆほたる〟を捕とらえて自分の居場所を手に入れる他にどんな選せん択たく肢しがあるっていうんだ？　彼女だって、大切な夢を奪うばったキミを許すわけがない。結局、キミたちは傷つけあうことしかできないんだよ！」

　びくり、と〝かっこう〟の動きが止まった。

「中ちゆう途と半はん端ぱは、ここまでだ！　レイディー・バードを倒し、〝ふゆほたる〟を手に入れるんだ、〝かっこう〟！」

　利菜は、詩歌から聞いた四年前の出来事を思い出した。詩歌を欠落者にしたのが他ならぬ〝かっこう〟だと知り、怒りが倍増したのを憶おぼえている。

　だが、詩歌はそんな仇かたきである〝かっこう〟に対し、何も言わなかった。罵ののしるでもなく、ただ自分の身に起こった事実だけを語った。それどころか一いつ瞬しゆんだけ微ほほ笑えんだのを見て、利菜は不思議に思っていた。

「キミの居場所は、ここにしかないんだよ。ボクが──この国が、キミを必要としている。キミが望んだ夢はここにしかないんだ！」

〝むしばね〟の一人と対たい峙じしながら、土師はなおも〝かっこう〟に向かって叫び続ける。

「よそ見してる余よ裕ゆうなんてあるの、〝かっこう〟！」

　硬こう直ちよくしたように動かない少年めがけて、利菜は衝しよう撃げき波はを放った。

〝かっこう〟が素す早ばやく片かた腕うでを持ち上げた。

　轟ごう音おんとともに撃うちだされた砲ほう弾だんが、衝撃の塊かたまりを貫つらぬいた。圧あつ倒とう的な破は壊かい力を持つ二つの力がぶつかりあい、互たがいの攻撃が相そう殺さいされる。

「レイディー……お前は、こんなところで何をしてるんだよ。あいつを……〝ふゆほたる〟を助けに行かなくていいのか？」

　少年の一言に、利菜は表情を固まらせた。土師が舌打ちするのが聞こえた。

　詩歌──。

　焦あせりと不安で胸が痛んだ。だが歯を食いしばり、正面の敵を睨にらみつける。

「アンタを……倒たおすことのほうが、先よ！　アンタさえ倒せば、アンタさえいなければあたしたちは夢を叶かなえられる！」

　そう、今まで数多くの仲間たちが、目の前にいる少年の手によって欠落者にされてきた。多くの人々の夢を奪い、踏みにじってきたのが特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局という存在だった。そんな非道な連中を倒すことこそ、利菜の使命であり夢だったのだ。今ここで引き下がれるはずがない。

「……やっぱりバカだよ、お前は」

　利菜は目を見開いた。少女の激情に呼応し、天道虫が翅はねを大きく拡ひろげた。

「どうしてアンタなんかに、そんなこと言われなきゃいけないのよっ！」

　利菜の髪かみが突とつ風ぷうにあおられ逆立った。衝撃を伴ともなう力の奔ほん流りゆうが、少年めがけて襲いかかる。

　少年はその場から動かなかった。

　衝撃波が、〝かっこう〟を直撃した。

　少年の顔を覆おおい隠していたゴーグルが破壊され、無む惨ざんに弾はじき飛ばされた。
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　静まり返った美術室で、詩歌はただ一人、朱あかい絵画と向かいあっていた。

　教室の隅すみに布を被かぶされて安置されていたそれは、一目で利菜の手によって描えがかれたものだということが分かった。

　どこにでもある夕暮れの街並み、それなのに何か懐なつかしい感情を呼び覚ます絵だった。

　詩歌は以前、目の前の風景画と似た光景を見たことがある。四年前、特別環境保全事務局に追われていた詩歌の目には、桜架市の街並みはとても幸せそうに見えた。詩歌はその光景に加わることもできず、ただ横から眺ながめていた──。

　──オレは、自分の居場所が欲しい。

　大助は、そう言っていた。同じ夢を持つ彼なら、詩歌や利菜と同じものを見たことがあるかもしれない。

　目に映る幸せそうな光景の中に、自分の居場所を見つけることができない悲しみ……だけど、火に誘さそわれる虫のように、眼前の街並みに引き込まれていくような不思議な感覚。大助もまた同じ感情を抱いだいたことがあるのだろうか……？

　詩歌は、窓の外へと視線を移した。

　利菜が描いた絵と全く同じ光景が、そこに拡がっていた。とても穏おだやかな、橙だいだい色いろの陽が桜架市を包み込んでいた。だが遠くの空から重たそうな雲が拡がりつつあった。

　大助くん、今ごろ遊園地で待ってるかな……？

　ぼんやりと、そんなことを考える。

　──待ってるはず、ないよね。私、「さよなら」って言っちゃったもん。

　最後に見た大助の表情を思い浮うかべる。あまりの驚おどろきのためか、大助は一言も言葉を発しなかった。愕がく然ぜんと見開かれた目が、全すべてを物語っていた。

　窓の外を見つめる詩歌の瞳ひとみから、一筋の涙なみだがこぼれた。

　──出会わなければよかった。

　大助と出会ってから、泣いてばかりだ。

　会いたくても会えず、結局はこんな結末を迎むかえて傷つくくらいなら最初から大助と出会いたくなどなかった。欠落者にされた四年前はこんなことは思いもしなかったのに、今はどうしようもなく独りでいることが辛つらかった。

　昨日の遊園地での出来事が、詩歌を臆おく病びようにさせていた。なぜかは分からないが、詩歌の〝虫〟は、彼女の意思から離はなれつつある。あの時はなんとか抑おさえることができたが、また同じことが起きた場合はどうなるか──。

　だから、もう会えない。もう会わない。

　どちらにしろ正体は知られてしまったのだ。会いたくても、大助が会ってはくれないだろう。

　大助と出会い、利菜と出会い、特別環境保全事務局に追われ、そして今、詩歌は自ら大助に別れを告げ、利菜は特別環境保全事務局との決戦に臨のぞんでいる。

　私、ここで一体なにをしてるんだろう。

　夢を取り戻もどし、大切と思える人たちとも出会った。だが詩歌はその両方を失おうとしている今、たった独りでこんなところにいる。

　──どうすればいいのか、分からないんだ。

　大助はそう言っていた。

　私も、分からないよ……自分がどうすればいいのか、どうしたらいいのか、全然わかんないよ……。

　動き出すこともできず、ただ涙が次から次へと溢あふれ出てくる。この数日間で、いったい何度泣いただろう？　そのたびに大助に助けられ、利菜に励はげまされてきた。しかし今やそんなとても大切な人たちはそばにいない。そばにいるのは──。

　詩歌の首筋から、一匹ぴきの小さな虫が飛び立った。真っ白な躰からだをしたそれは鼻先をかすめ、壁かべにたてかけられた一枚の絵画の上にとまった。先ほどの利菜が描いた夕焼けの絵と同じように、布を被せられていた。

　引きつけられるように、詩歌の黒い瞳がキャンバスのほうを見た。

「……」

　涙を拭ぬぐう。自らの〝虫〟に誘われるまま、詩歌は絵に歩み寄り布を取り払はらう。

「……！」

　それは、鉛えん筆ぴつで描かれた人物像だった。急いで描いたのか、それとも本能の赴おもむくままに描いたのか、輪りん郭かくをしっかりと整えるまでには至っていない。斬ざん新しんで排はい他た的だが、網もう膜まくを通り越こして記き憶おくの奥に焼き付くような迫はく力りよくがある単色画だ。絵の隅には、見覚えのある利菜のサインが入っていた。

　だが何よりも詩歌を驚きよう愕がくさせたのは、モデルになっている人物だった。普ふ段だんの彼とは違ちがう厳しい表情をしているが、はっきりと見覚えのあるその人物を見間違えるはずもない。

「大助……くん？　どうして……」

「貴様の夢は、叶かなったのか？」

　不意にかけられた声に、詩歌は背後を振ふり返る。

「……！　だ、誰だれ？」

　教室の入り口に、一人の人物が佇たたずんでいた。漆しつ黒こくのロングコートに身を包んだ、長身の女性だと分かる。大きなゴーグルと長い黒くろ髪かみに隠かくれて、素す顔がおはほとんど見えない。

「特別環境保全事務局、監かん視し班〝なみえ〟。貴様をずっと監視していた者だ」

「え……」

「──なんて、ね」

〝なみえ〟と名乗った女性の口調が、一変した。声こわ音ねまでもがまるで別人になる。

　その声を聞いて、詩歌の頭からつま先にまで戦せん慄りつが走った。

「そ、その声……！　まさか……」

「貴女あなたの夢は、もう叶ったのかしら？」

　艶つややかな声で言う女性の身体からだから、紫むらさき色いろに輝かがやく粉のようなものが落ちた。顔や黒い髪、大きなゴーグルが細かい粉となって崩くずれ落ちていく。

「いや、まだみたいね。貴女がまだ虫憑つきのままだということはね。せっかく同じ夢を持つ子たちに会えるよう、色々とお膳ぜん立だてしてあげたのに」

　まん丸いサングラス──詩歌の目にまず最初に飛び込んできたのは、それだった。

　四年前に出会った時と、全く変わらない姿。

　空気までもがオレンジ色に染まっているかのような夕日に照らされ、その女性の髪は不思議な光こう沢たくを放っていた。サングラスの奥で笑えみの形に歪ゆがんだ瞳は、まっすぐに詩歌を捉とらえている。赤い革かわ手て袋ぶくろをはめた手を細い腰こしへとあてた姿は、幻げん想そう的な美しさを形作っていた。

「〝大おお喰ぐい〟──」

　詩歌は、息をのんだ。足が凍こおりついたように動かなかった。

「大変だったのよお。あの土師って坊ぼうやは何かと私を疑うし、〝かっこう〟ちゃんや利菜ちゃんはカンが鋭するどすぎてうかつに近づけないし」

「な、何を言って……るの？」

　詩歌の口からこぼれるのは、かすれた声だけだった。いつかまた〝大喰い〟と出会ったら訊ききたいことがたくさんあったのに、今は戸と惑まどいと恐きよう怖ふで体が動かなくなっていた。

〝大喰い〟が愉ゆ快かいそうに笑みを浮かべる。

「そう、怖こわがらないで。私はただ、貴女に念を押しにきただけなんだから」

「……」

　詩歌は胸むな元もとで手を握にぎり、後あと退ずさる。詩歌を守るように、小さな白い蛍ほたるが宙を舞まう。

「虫憑きは、何度でも夢を思い出せるのよ？　私が貴女にあげたような、夢を叶えるためのちょっとしたきっかけさえあれば……ね。貴女の場合は、同じ夢を持つ虫憑きとの出会いだった」

「あなたが……私に、くれた……きっかけ？」

〝大喰い〟の不思議な光を宿した瞳が、詩歌を見る。その視線は文字通り喰くい入るかのようで、目の前の女性が舌なめずりしているような錯さつ覚かくすら覚える。

「きっと貴女は夢を叶えてね。そして虫憑きから解放されて……また、美お味いしい夢を私に頂ちよう戴だいね？　それだけが私の楽しみ……私の生き甲が斐いなんだから」

「夢を叶えて……虫憑きから、解放される……？」

　詩歌は眉まゆをひそめる。目の前の現実離ばなれした雰ふん囲い気きを纏まとう女性が何を言っているのか、さっきからまるで理解できない。女性の瞳に魅み入いられてしまったかのように、頭がぼんやりとしてしまいかけていた。

「今はまだ、分からなくていいの。いずれ、身をもって知ることになるわ。自分にとって本当に必要なもの……大切なものがね」

「──な、何を言っているのか、よく分からないけど」

　詩歌は唇くちびるを嚙かんで、自じ我がを保とうとする。

　四年前の、そしてこの数日間の記憶を思い起こす。

　自分は、たくさん苦しんだ。そしてそれ以上に、大切な人たちがもっと傷ついていくところを見た。大助は自分のせいで思い悩なやみ、利菜は自分が虫憑きだというだけで命を懸かけて戦っている。

　その元げん凶きようたる人物が今、目の前にいる。

「私は──」

　精せい一いつ杯ぱいの虚きよ勢せいを張って、言い放つ。

「私は、もう二度とあなたなんかに夢をあげません。もう誰も……あなたなんかに、何もあげたりしません」

　サングラスの向こうで、女性の瞳ひとみが驚おどろきの形を作った。

　だがすぐに軽かろやかな笑い声が美術室に響ひびく。

「そう……それこそが、大事なのよ。その気持ちだけが、貴女たちの夢を美味しく育はぐくむのだから……」

〝大喰い〟の輝く髪が、揺ゆらめいた。流れるような動作で、美術室の出入り口から遠ざかっていく。

「見せてもらうわよ。貴女が今の言葉を、証明するところを……」

「待っ……！」

　姿を消そうとした〝大喰い〟を、詩歌は追いかけようとする。

　だが、突とつ然ぜんの轟ごう音おんが詩歌の足を止めた。

　驚いて窓の外を振り向く。しかし、そこに変化らしいものは何一つ見あたらなかった。

　だが、音は続いた。突風にはためく布のような、バタバタというけたたましい音だ。徐じよ々じよに勢いを増しつつあり、あまりのうるささに音がする方向もつかめない。

「な……なに……？」

　周囲を見み渡わたし、再度、窓を見る。

「……！」

　数秒前には何もなかった窓の外に、大きな黒い物体が浮うかんでいた。

　ずんぐりとした胴どう体たいのわりに面積の少ない頭部からは、枝のような数本のツノが突つき出ている。つやがかった黒い躰からだに生えているのは、大木のような四対ついの脚あしだ。見るからに硬かたそうな二枚翅ばねを補助するように、薄うすい膜まくのような透とう明めいな四枚の翅が高速に羽ばたいていた。

　とてつもなく巨きよ大だいな、カブトムシだった。それも普ふ通つうのカブトムシではない、五本のツノを持つツノカブトという種類に似ていた。

　利菜の天てん道とう虫よりも大きな体たい軀くに陽光を遮さえぎられ、美術室が真っ暗になる。

　愕がく然ぜんと立ち竦すくむ詩歌の前で、白い蛍の躰が膨ぼう張ちようした。

　ツノカブトが大きく羽ばたいたのは、まさにその直後だった。轟風が吹ふき荒あれ、美術室の窓がいっせいに砕くだけ散る。

「きゃ……！」

　風に煽あおられ、詩歌はなすすべもなく扉とびらから廊ろう下かへと投げ出される。白い蛍もあえなく壁かべに激しく叩たたきつけられる。

　同時に、廊下の窓が外から叩き割られた。

　校舎内に〝虫〟を引き連れたゴーグルたちが飛び込んだ。突然の出来事に、詩歌はその場に硬こう直ちよくする。

「蛍ちゃん、見ーっけ。あーそびっましょ」

　ゴーグルたちの先頭に立つ人物が、場ば違ちがいに明るい声で言った。

　ウサギのように頭の両側で髪かみをまとめた少女だ。スリムな身体からだを覆おおっているのは特別環かん境きよう保ほ全ぜん事務局のロングコートだが、ゴーグルをかけてはいない。美人だが、悪戯いたずらめいた微び笑しようを浮かべた少女からは誰だれも寄せつけない何かが感じられた。

　ウサギ頭の少女が詩歌を見つめ、笑みを変えた。怒いかりとも喜びともつかない、壮そう絶ぜつな笑みだ。

「裏切ったフリも欠落者になったフリも、めっちゃくちゃ疲つかれたんだからね。それもこれも、ぜーんぶこの時のため……あんたを捕つかまえて、今度こそ土師さんにあたしを認めさせてやる……！」

　一変して低い声で言い放つ少女の傍かたわらには、蟬せみにも似た〝虫〟がいた。翅の半分を削けずり取られたように傷ついた蟬だ。

　少女のとなり、ゴーグルで顔を隠かくした長身の男が野太い声で叫さけぶ。

「力を使う前に宿主を捕ほ獲かくしろ！　多少の負傷は与あたえても構わん！」

　どうやら彼とウサギ頭の少女がゴーグルたちのリーダーらしい。

　無数の虫憑つきが、いっせいに詩歌に襲おそいかかる。

　だが動けずにいる詩歌の眼前で、蛍ほたるが全身から白い輝かがやきを放った。

『来ないで……』

　詩歌の心臓が跳はね上がった。彼女は言葉を発していない。だが間違いなく詩歌自身の声が廊下に響き渡わたっていた。

　声を紡つむぎだしたのは、白い蛍の口──それまではなかったはずの鋭するどい牙きばを生やした口器だった。

　ゴーグルたちの動きが、見えない力で押さえつけられるようにピタリと停止する。

　教室と廊下に、輝く雪が降り注いだ。天てん井じようを透とう過かして現れたそれらは、ゴーグルたちに触ふれると同時に淡あわい輝きを放って消えていく。

『壊こわれて……』

　再び、詩歌の声が響いた。

　突とつ如じよ、地じ響ひびきが轟とどろいた。

　詩歌が立っている場所を除いた廊下が、音をたてて崩くずれ落ちた。

　詩歌は声もなく、立ち尽つくした。

　ゴーグルたちが次々と崩ほう壊かいに吞のみ込まれていく。悲鳴が廊下を埋うめ尽くす。

　ただ一人、リーダーらしき長身の男だけが雪に触れないよう素す早ばやく後あと退ずさる。

「ちっ……雪に触れるな！　この雪は──」

「さっすが異種一号の虫憑き！　そーこなくちゃ！」

　ウサギ頭の少女の声は、頭上から聞こえた。傷ついた翅ではばたく蟬につかまり、宙を飛んで崩れゆく教室をおかしそうに眺ながめている。

『なにもかも……壊れて……！』

　廊下に響く詩歌の声は、ひどく無機質で冷たかった。

　さらなる崩壊が、訪おとずれた。

　廊下中の窓が爆ばく発はつするように割れ、詩歌の周囲を除くすべてのコンクリートが崩れ、変形していく。ゴーグルたちが割れた床ゆかに落下していく。

　学校そのものが咆ほう哮こうしているかのような大音おん響きようが空気を震ふるわせた。

　床が、天井が、生き物のように形を変え〝虫〟たちに襲いかかる。硬かたい甲こう殻かくを突き刺さし、巨大な手となって奈な落らくの底へとひきずりこむ。

　白い蛍が、また咆哮した。

　雪に触れた〝虫〟が、次々と断だん末まつ魔まの叫び声を上げる。爆発するように躰からだが四散し、また激しい熱気をともなって溶よう解かいしていく。

「あっははは！　弱っちい虫ケラはどんどんいなくなっちゃえ！」

　一方的な殺さつ戮りくの場となった教室で、ウサギ頭の少女だけが楽しげに笑っていた。蟬が甲かん高だかい鳴き声を上げ、周囲の〝雪〟を触れる寸前で蒸発させている。

「〝みんみん〟、貴様……！」

　仲間らしき長身の男を無視し、ウサギ頭の少女の視線が詩歌を捉とらえる。

「じゃあそろそろアタシも、本気でいっちゃおーかな。アタシのために、また欠落者になってもらうよ、カワイイ〝ふゆほたる〟ちゃん」

「やめて……いや……」

　詩歌は、目の前で繰くり広げられる惨さん状じようをただ首を振ふって見つめることしかできない。

　詩歌が、いや〝ふゆほたる〟が異種一号の虫憑きとして怖おそれられる真の理由、それは彼女の能力がかぎりなく無敵に近いことからくる。

　物質変化──。

　詩歌の〝虫〟が生み出した雪に触れたものは、どんなものであろうとその存在をとどめることができないのである。雪が降り注ぐ領域で、詩歌は絶対の破は壊かいをまき散らすのだ。──本人の意思とは、無関係に。

『こないで……私に近づかないで……』

　白い蛍が、詩歌の声を紡ぎ出す。

『もう、居場所なんていらない……』







　5.02　The others




　利菜は、我が目を疑っていた。

　あらゆる情報が絡からみ合い、どうしても目の前にある光景を受け入れることができない。

　──なによ、これ？

　それが最初に思い浮うかんだ台詞せりふだった。

　今まで色んなことがあった。虫憑つきになり、特別環境保全事務局の存在を知り、〝むしばね〟という反はん抗こうグループを結成した。その後は何度も死線をかいくぐり、懸けん命めいに自分の夢を守り続けた。

　そんな時、利菜はあるクラスメートの少年と出会い、意識するようになった。とりわけ特とく徴ちようのない少年だったが、彼の持つ独特の何かが利菜を惹ひきつけた。

　はじめて親友と呼べる少女とも出会った。いつもおどおどとしていて頼たよりないが、根はしっかりとした少女だ。彼女と出会ったことで、利菜はどれだけ救われただろう。

　だから、その二人がつきあっていたことを知った時、まさかと思った。神様などというものが実在するのなら、どうしてそんなにも意地悪なのだろうと思った。

　だが利菜は、それでも受け入れたのだ。

　目の前の現実を、そして自分の運命を。さして良いいことなどなかった自分の人生の結末なんて、結局はそんなものなんだろうと。

　だが、この結末だけは、あまりにもひどすぎるような気がした。

　ああ、神様──。

　白仮面を脱ぬぎ捨て、思った。

　アンタはやっぱり最低最悪のクソ野や郎ろうだわ──。

「……あはは……」

　思わず笑えみがこぼれた。どうやら自分は、あまりにも驚おどろいたり怒おこりすぎると笑い出してしまう癖くせがあるらしい。

「あたしはずっと……監かん視しされてたってわけ……？」

　利菜の眼前には、一人の少年が佇たたずんでいた。つい先ほどまでは憎にくき敵、〝かっこう〟だったはずの少年だ。

　だが今、利菜の両りよう眼めには、全くの別人の姿が映し出されていた。

　緑色の〝虫〟と同化した表情は冷れい淡たんで、髪かみを逆立てているとはいえ見間ま違ちがうはずもない。初めて出会ってから数ヶ月、利菜はずっと彼のことだけを見つめていたのだ。

「アンタは遊園地で詩歌を待ってるはずじゃなかったの？　ねえ、薬屋……」

　利菜の問いかけに、ゴーグルを失った〝かっこう〟薬屋大助は、無言だった。悠ゆう然ぜんとした態度でこちらの様子を見守っている。

「……アンタは一体、誰だれなの？　薬屋大助？　それとも、〝かっこう〟？」

「少なくとも学校にいる時は、薬屋大助だったよ。わざわざ入学時期に合わせてあの学校に潜もぐりこんだのは、〝かっこう〟としての任務だったけどな」

　大助の口調は、しかし〝かっこう〟のそれだった。低く押し殺した声とはいえ、普ふ段だんの大助の話し方とは似ても似つかない。

　ぎりっ、という自らの歯を嚙かみ締しめる音が耳に伝わる。

「そうやって、詩歌も騙だましてたってわけ？　あの子が〝ふゆほたる〟だと知っていたのね」

「……」

　大助は答えなかった。ただ、わずかに唇くちびるを嚙んだようにも見えた。

「そうやって近づいて、またあの子を欠落者にするつもりだったの？　アンタみたいな卑ひ怯きよう者が考えつきそうな手よね。正面から戦っても勝つ自信がなかったの？　それとも何も知らずにシアワセそうにしている詩歌を見て、笑ってたの？」

　大助とは反対側にいる土師が、表情を動かした。

「どういうことだい、〝かっこう〟？　キミは──」

　しかし青年の台詞は、巨きよ大だいな天てん道とう虫むしが大きく翅はねを拡ひろげた音で遮さえぎられた。

　利菜の胸の中が、忘れかけていた激情に埋うめ尽つくされていた。かつて母を死へと追いやり、彼女自身をも追い詰つめようとしていた父に覚えた感情──殺意が、その時にも増して利菜の心を支配していた。

「殺してやる……」

　呟つぶやくと同時に、天道虫が翅を振しん動どうさせた。

「アンタだけは絶対に、この手で息の根を止めてやるわ！」

　今までで最大の衝しよう撃げき波はが、大助に向かって襲おそいかかった。

　大助はとっさに拳けん銃じゆうを持ち上げ、引き金を引いた。拳銃の破壊力を遥はるかに超こえた砲ほう弾だんが衝撃波と真っ向から衝しよう突とつする。

　だが、利菜が放った攻こう撃げきのほうが完全に威い力りよくが勝まさっていた。砕くだかれたコンクリートもろとも大助が吹ふっ飛ばされる。

　土師が他ほかのゴーグルたちを引き連れ、利菜に挑いどみかかろうとする。

「……来るな！」

　青年たちを制したのは、まさしく〝かっこう〟という名の虫憑きの声だった。

　瓦が礫れきを押しのけ、少年が立ち上がる。自動車でさえ粉々になるほどの破は壊かい力を秘めた衝撃波を二度も受けながら、〝虫〟と同化した大助の表情は落ち着き払はらっていた。顔面の半分を鮮せん血けつで染め足元はふらついているが、少年の表情は微み塵じんも動じていない。

「お前たちは、引っ込んでろ」

　きっぱりと言われ、土師が肩かたをすくめた。取り巻きのゴーグルたちに命令する。

「オーケイ、〝かっこう〟以外の者は〝むしばね〟退治に戻もどってくれ。……ボクはここでじっとしてるよ。一人くらいギャラリーがいたって構わないだろう？」

　青年の言葉を、利菜と大助は黙もく殺さつした。

「……っ」

　利菜の視界が歪ゆがんだ。一度に力を使いすぎたためだろう。精神力をかなり殺そぎ落とされていた。だが彼女は目の前の敵を睨にらみつけ、歯を食いしばる。

　全すべてに愛想が尽きた──と言いたいところだが、利菜にはまだやり残したことがある。

　ずっとだまされ続けていたこともそうだが、利菜にとって何よりも大切なものを傷つけられたことが許せなかった。控ひかえめな笑みしか見せない少女からも、大助は希望を奪うばったのだ。

「アンタが、詩歌から笑顔を奪ったのよ……」

　わずかに、少年の肩が震ふるえた。

　再び、渾こん身しんの衝撃波を放つ。

　少年は反射的に触しよつ角かくを生やした拳銃で迎むかえ撃うつが、やはり敵かなわない。めくれ上がった岩板に身を隠かくすが、それでも防ぎきれずに電柱に激しくたたきつけられる。

「アンタが詩歌から全てを奪ったのよ！」

　そして、あたしからも──。

　滲にじんだ涙なみだを振ふり払い、利菜は容よう赦しやのない攻撃を続ける。衝撃波を放つたびに、心からごっそりと何かが抜ぬけ落ちていくのが分かった。

　大助がビルの残ざん骸がいを駆かけ上がり、衝撃の渦うずを飛び超こえた。天道虫のそばに着地し、間近から弾丸を放つ。天道虫の腹部から、大量の体液が飛び散った。

　だが、利菜は倒たおれなかった。脳天を槌つちで殴なぐられたような衝撃に襲われながらも、〝虫〟に意思で命令を下す。金属の棒のような脚あしが、少年の身体からだを弾はじき飛ばした。

「どうして、いつもアンタが勝つのよ？　あたしたち三人は同じような夢を持ってるはずじゃなかったの？　それなのに、どうしてアンタが一番強いのよ！」

　振り払ったはずの涙が、利菜の頰ほおを濡ぬらしていた。だが混こん沌とんとした意識のまま戦い続ける利菜は、そのことを自ら感じ取ることすらもできなくなっていた。

「アンタの夢は、自分を必要としてくれる居場所を見つけることじゃなかったの？　どうして気づかないのよ、詩歌がそうじゃなかったの？　それに、あたしだって、あたしだって……！」

「やめろ、利菜！　このまま力を使い続けたら、お前は──」

「アンタに呼び捨てにされる覚えなんて、ないわよっ！」

　特大の力の塊かたまりが、駅を直撃した。

　寸前で回かい避ひした大助の背後で、駅が粉々に砕け散る。

　また利菜の心に、空くう虚きよが生まれた。すでに思考能力はほとんどなく、ただ目の前の敵に対する闘とう争そう本能だけで利菜は立っていた。

「どうしてよ……どうしてよりによって、アンタが〝かっこう〟なのよ……」

　大助の表情に初めて明らかな陰かげりが落ちた。

「俺たちの中で一番強いのは、きっと詩歌だ」

　利菜はぼんやりと顔を上げた。

「でもやっぱり一番弱いのはレイディー・バード……利菜、お前だよ。俺たちはまだ迷ってるけど……お前みたいに敵を間ま違ちがえたりはしない」

　大助の口調は、どこか哀かなしげだった。

「なによ、それ……」

　消えつつあった意識が、叩たたき起こされたように蘇よみがえった。

「アンタが……アンタたちが、虫憑つきの夢を奪っていくんじゃない！　詩歌の夢を奪ったのだって、他の誰だれでもないアンタ自身でしょう！」

　天てん道とう虫むしが衝しよう撃げき波はを放った。大助が常人離ばなれした素す早ばやさで、攻撃をかいくぐる。

「俺たち虫憑きの敵は、そんなものじゃないだろう……！　特とく環かんが俺たちの夢を邪じや魔ましてるのなら、この俺がとっくにこの世から消してるさ！　俺たちを差別する奴やつらが敵なら、俺が一人残らずぶっ殺してる！」

「じゃあ、なんだっていうのよ！　どうして、こんなことになっちゃったのよ！　どうしてあたしたちが、こんなにひどい目にばかり遭あうのよ！　どうして、あたしは……」

　溢あふれる涙といっしょに、利菜の虚うつろになりつつある記き憶おくの断片が湧わき出した。

　最低な父親と優やさしかった母の死から始まり、通りすがりの奇き妙みような女に虫憑きにされ、夢を失う恐きよう怖ふに脅おびえる毎日だった。表面では陽気を装よそおいつつも、誰ひとり自分に近づけさせず、誰にも近づけず、やっと見つけた友達は傷つけられ、利菜自身も──。

　だが、少年が放った一言が、利菜の混こん濁だくした意識を覚かく醒せいさせた。

「俺たちの敵は、いつだって目の前にいたんじゃないのか？」

　目を見開く。

　ギチリ、と傍かたわらの天道虫が牙きばを動かした。

「詩歌はずっと堪こらえてたんだ。四年前も……今でも、そうだ。他ほかの誰も憎にくまなかったし、誰のせいにもしなかった。何も言わずに、ひたすら自分の〝虫〟と戦ってたんだ。俺に欠落者にされるその一いつ瞬しゆんまで、あいつは必死に〝虫〟とたたかってたんだ」

　詩歌の顔が思い浮うかんだ。

　私は、居場所が欲しい──。

　そう口にした時の詩歌の表情には、純じゆん粋すいな願いだけが込こめられていた。自分の境きよう遇ぐうや、〝かっこう〟に対する恨うらみ言など一言も口にしたことがなかった。

　詩歌──。

　あらためて親友の顔を思い浮かべる。

　詩歌を守るなんて、とんでもない。

　詩歌のほうが自分より何倍も、何百倍も強かったのだ──。

「あたしは……とっくに負けてたんだ……自分の〝虫〟に……」

　利菜は笑えんだ。

「でも、気づくのが少し……遅おそかったみたい……」

　限界だった。

　今まで出会った人々、出来事の記情がひび割れていくのが分かった。

　視界にいる天道虫が、眼めを真っ赤に輝かがやかせていた。この時を待ちわびていたかのように、身を震わせている。

　少年が異変に気づき、顔色を変えた。利菜に駆け寄る。

「利菜……！」

　崩くずれ落ちる利菜の身体を、大助が受け止める。

　少年の腕うでから伝わる温ぬくもりを感じながら、利菜は美術室に置いたままにしてあった自分の絵を思い出した。母親の泣く声を聞くのが嫌いやで、夢中になって絵を描えがいていた頃ころに見ていた景色──あの景色を見ていた頃、自分は何を夢見ていただろう？

「ああ……今になって、思いだした……あたしの、本当の夢……」

　視界の中で見る見る巨きよ大だいになっていく天道虫を見ながら、利菜は呟つぶやいた。

「あたしは……シアワセになれる、居場所が欲しかった……」

　巨大な天道虫が、天に向かって反乱の咆ほう哮こうを上げた。




　5.03　大助　Part 5




「利菜！　しっかりしろ！」

大助は腕の中の利菜に向かって、大声で呼びかけた。

　利菜が虚ろな目を開いた。その表情には、まだかすかにだが感情が残っていた。

　大だい丈じよう夫ぶだ、まだ大丈夫に決まっている。今まで戦ってきた相手だから、よく分かる。こんなところで利菜が死ぬはずがない──。

「もう……無理よ。だってあの〝虫〟、あたしの言うこと聞かなくなっちゃったもの……」

　か細い声で言う利菜の向こうで、異形の天道虫の躰からだが見る見る大きくなっていた。反逆の炎ほのおで眼を真っ赤に燃やし、解放の歓かん喜きに酔よいしれるように身を震ふるわせる。

　天道虫が、再び吼ほえた。

　爆ばく風ふうが、周囲を薙なぎ払はらう。呆ぼう然ぜんと〝虫〟の挙動に見入っていたゴーグルや〝むしばね〟のメンバーたちが、瓦が礫れきに叩たたきつけられる。

「くそ、成虫化か……！　なんとか……なんとかならないのかよ！　土師！」

　飛んでくる石飛礫つぶてから利菜を守りながら、歩み寄ってきた青年に問いかける。

　土師は銃じゆうをしまい、なおも巨大になっていく〝虫〟を見上げていた。

「今さら、何を言っているんだい。すべてキミの中ちゆう途と半はん端ぱな行動が招いたことじゃないか」

　あくまで平静な青年の言葉に、大助は言葉に詰つまる。

「その子はここで死ぬ」

　土師はあっさりと言った。

「だから、なんだ？　その子は最初から敵だったはずだよ。それなのに、どうしてキミがそんなに焦あせるんだい？　まさかとは思うが……あくまで不ふ干かん渉しようでなければならない監かん視し者の立場で、キミはすでにその子と必要以上に接せつ触しよくしていたんじゃないだろうね」

　土師の冷れい淡たんな視線が、大助を貫つらぬいた。利菜がぼんやりとした目つきで、大助を見上げた。

「……悪いかよ」

　青年が嘆たん息そくする。

「まあ、いいさ。そんなことを詮せん索さくしているような場合でもないしね。ともあれ、レイディーの命を救いたいのなら方法は一つしかない。あの〝虫〟を殺すのさ」

　どくん、と大助の心臓が大きく鼓こ動どうした。

　眼前の〝虫〟を殺す、それはつまり──。

「そう、レイディーを今すぐ欠落者にするしかない。かつてキミが〝ふゆほたる〟にしたようにね。あの時だって、キミは夢を喰くい尽つくされる直前だったあの子を生かすために〝虫〟を殺したんだろう？」

　利菜が、濁にごった瞳ひとみを見開いた。大助の腕を摑つかむ彼女の手に、弱々しい力が込められた。

　そんな利菜の様子には気づかず、大助は眼前の〝虫〟を見上げる。

　巨大な天てん道とう虫むしはすでに、崩れ落ちた駅よりも大きくなっていた。それでもなお膨ぼう張ちようし続けている。特別環境保全事務局の戦闘員たちや〝むしばね〟の生き残りたちは、声もなくその異変を凝ぎよう視ししていた。

　あの〝虫〟を倒たおすしか、方法はない。

　拳けん銃じゆうを握にぎり締しめ立ち上がろうとした大助の腕を、利菜が摑んだ。
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「……ねえ……ここに、居てよ……」

　利菜の口からこぼれた言葉に、大助は息を吞のんだ。

「すぐ……終わるから……ねえ、もう少しだけ……薬屋……」

　利菜は微ほほ笑えんでいた。もうすでに黒い瞳からは光が消えつつあったが、口くち許もとには幸せそうな微笑みが浮うかんでいた。口調も〝かっこう〟に喰ってかかるレイディーではなく、クラスメートの薬屋大助と話す立花利菜のそれへと変わっていた。

　そんな少女の笑顔を目まの当たりにして、大助は思わず叫さけんでいた。

「……そんな顔をするなよ！　まだ、終わりじゃない……今までだって絶対に諦あきらめなかったじゃないか！　特環と戦って傷ついても、いつでもお前は諦めなかったじゃないか！　それなのに、これくらいでそんな顔をするなよ！　どうせ笑うなら、俺の絵を描いてくれた時みたいな……」

「ねえ……お願いが、あるの……薬屋……」

　そばにいる大助の言葉さえ聞こえなくなったのか、利菜が囁ささやいた。少女の目は大助の顔を見ていたが、彼の姿がちゃんと見えているかどうかも分からない。

「詩歌を……助けて、あげて……」

　大助は、顔を強こわ張ばらせた。

「……お願いだから……あの子の居場所に、なってあげてよ……あの子にはもう、薬屋しかいないんだから……」

　利菜の不ふ透とう明めいになりつつある瞳から、一筋の涙なみだがこぼれた。

　大助は唇くちびるを嚙かんだ。最後に詩歌が見せた笑みを思い出す。

　さよなら──。

　詩歌は、はっきりとそう言ったのだ。

「俺は……」

　大助の言葉を遮さえぎり、利菜がまた囁いた。

「あたしって……ほんとに……。バカ……こんな時になってまた……生きたく……」

　利菜が笑えんだ。だが大助は、彼女が何と言ったのか聞き取ることができなかった。

「利菜……？　よく聞こえないよ」

　大助が聞き返すと同時に、巨きよ大だいな天道虫が鼓こ膜まくを破らんばかりの咆ほう哮こうをあげた。




　5.04　The others




「利菜……？　よく聞こえないよ」

　大助の声は、ひどく遠くのほうから響ひびいてくるように感じた。

　もしかしたら、その言葉はただの幻げん覚かくだったのかもしれない。そう感じるほど、利菜の精神は極きよく端たんに失われつつあった。

　やけに重たい瞼まぶたを無理にこじ開け、大助の顔を見上げる。

　普ふ段だん、教室で見かける同級生の姿が、そこにあった。どこか頼たよりなくクラスでも目立ったことのない、ごく普通の少年だ。とても何度も自分を追い詰つめた最強の虫憑つき、〝かっこう〟と同一人物とは思えない。

　──ひょっとして、それもこれも全部、夢だったのかな？

　ぼんやりと考える。そうだ、そうに違ちがいない。どう考えたって、初はつ恋こいの相手が憎にくき敵でしたなどというシナリオは趣しゆ味みが悪すぎる。

　だが、確かな温ぬくもりが利菜を包んでいた。力強い腕うでから伝わってくる感かん触しよくだった。

　でも、これだけは夢じゃないよね──。

　利菜はしがみつくように、しかし自分の命よりも大切なものを扱あつかうように、そっと少年の腕に自らの腕をからめた。

「ねえ、薬屋、知ってた？　あたし、あなたのことずっと見てたのよ」

　──思えば、数ヶ月前の出来事が始まりだった。

　描えがいた絵を片づけるのを忘れていたことを思い出し、利菜は美術室へと戻もどった。

　すると誰だれもいないはずの教室の中央に、一人の少年が静かに佇たたずんでいた。

　見覚えのある顔だった。たしか、利菜と同じクラスの男子生徒だ。言葉を交かわしたことは、まだ一度もなかった。

　利菜は、教室に入ることができなかった。

　印象が薄うすくかろうじて覚えていただけだったはずの少年の雰ふん囲い気きが、普段と異なっていた。利菜の絵を見つめる少年の顔つきは、とても穏おだやかだった。しかし激しい感情を内面に押し隠かくしたような、静かな表情だ。今までに見たことがない──いや、どこかで確かに見た覚えのある表情だと思った。

　利菜は廊ろう下かに積んであった画材の上に腰こしを下ろした。絵を放って帰るわけにもいかず、かといって教室へ入ることもできなかった。

　実に三十分間、二人はじっとしたままその場から動かなかった。

　少年は絵を見つめ、利菜は少年を見つめた。

　──その時、初めて少年の表情が変わった。

　笑ったのだ。

　絵の稚ち拙せつさを嘲あざ笑わらったのでもなければ、何もせず佇む自分を皮肉に思ったのでもない。

　羨せん望ぼうの、笑みだった。

　かつて絵の中の光景を見ていた自分と同じ、シアワセそうな街並みに憧あこがれる一人の人間の笑みだった。

　利菜の中で、何かが動いた。

　少年の笑みを見た瞬しゆん間かん、熱いような痛いような感情が彼女の胸を突つき刺さしていた。

　思い起こせば、あの時から利菜はいつも少年を見つめるようになっていた。教室の席で言えば、利菜のやや斜ななめ前方にある少年の姿。普段はまるで目立たない彼の心の中が見たくて、彼の思っていることを知りたくて、利菜は気がつくといつも彼を見ていた。

「薬屋も、あたしのことずっと見ていてくれたのね」

　たとえ敵としてでも、たとえ監かん視しをしていただけだとしても、大助も利菜のことを見ていたのだ。視線が交わりあうことこそなかったものの、二人はずっと互たがいに見つめ合っていた。そのことを知って、たまらなく嬉うれしかった。

　大助はおそらく、利菜の視線に気づいていなかっただろう。利菜もまた彼の視線に気づかなかった。互いの視線に気づいていれば、あるいはこうして傷つけあうことなく──。

　──だけど、そうなったら詩歌と取り合いになっちゃうな。

　微び笑しようを浮うかべ、利菜は唇を開いた。

「あたし、今ごろになってやっと見つけたよ、自分の夢……」

　少年の腕から伝わる温もりを大切に抱だきしめながら、思った。

　だって、アンタや詩歌と出会えたもの。あたしはシアワセだったわ──。

　──それは、ただの幻覚だったのかもしれない。

　それほどまでに、利菜の命の灯ひはか細く消えつつあったのだ。




　5.05　大助　Part 6




「利菜……？　よく聞こえないよ」

　大助が聞き返すと同時に、巨きよ大だいな天てん道とう虫むしが鼓こ膜まくを破らんばかりの咆ほう哮こうをあげた。

　全すべてを吹ふき飛ばすかのような轟ごう風ふうが、葉芝市に吹き荒あれた。

　舞まい上がった土つち煙けむりから顔をそむけ、大助は腕の中に抱いた利菜を見下ろした。

「……利菜……？」

　声をかける。

　やはり返事はない。瞼まぶたを閉じた少女の身体からだが、心なしか重くなった気がした。

　眠ねむっているような、穏やかな表情だった。

「…………っっ！」

　大助の中で、あらゆる感情が一気にこみ上げた。力が入りすぎたために、利菜を抱く腕が震ふるえていた。

　天道虫は、利菜の支配から解放された歓かん喜きの咆哮を上げ続けていた。

　鉄てつ塔とうに匹ひつ敵てきする巨きよ軀くは岩のようなごつごつとした甲こう殻かくで覆おおわれ、大きく拡ひろげた翅はねには血のように紅あかい七つの斑はん点てんが浮かんでいる。地面に這はうような位置にある頭部には、複眼を含ふくめて無数の眼めが輝かがやいている。脚あしなどは、すでに脚などとは呼べるものですらなくなっていた。巨大な石の樹きがそびえ立っているようなものだ。踏ふみつぶされた住居が、あまりの重量にコンクリートにめり込んでいる。

「成虫……したのか？」

　変態を終えた天道虫を見て、土師が呟つぶやいた。いつもは軽けい薄はくな笑えみを浮かべている口くち許もとが、今は苦く歪ゆがんでいる。

「今までに成虫した〝虫〟の中で、最も強力だったのは火種六号の〝虫〟……それを倒たおす時でさえ、キミを含めて火種一号から五号の虫憑つきを五人も総動員したんだ。火種一号の〝虫〟が成虫してしまった今、一体どうなるか想像できるかい、〝かっこう〟……？」

　土師の声には、かすかな恐きよう怖ふがにじんでいるようだった。

　だが、そんな青年の言葉も大助には耳みみ障ざわりなだけだった。

　利菜の身体を、静かに地面に横たえる。命を失ってもなお、少女の白い顔は美しかった。美しい黒くろ髪かみが岩がん塊かいの上に波は紋もんのように拡がった。

　特別環境保全事務局の戦闘員たちが、大助の横を通り抜ぬけ異形の天道虫に襲おそいかかる。

　一方、〝むしばね〟の面々はリーダーを失ったショックからか、呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。無機質な白仮面の奥にある目が、どれも大きく見開かれているのが分かった。

　大助の眼前で、一方的な殺さつ戮りくが始まった。

　カゲロウに似た緑色の〝虫〟が、天道虫の頭部めがけて跳はねていく。刃は物もののような牙きばを生やした顎あごで嚙かみつこうとするが、逆にいとも簡単に天道虫の巨大な口器に嚙み砕くだかれる。

　真っ白な躰からだをした紋もん白しろ蝶ちようが、天道虫の頭上から毒の鱗りん粉ぷんをまき散らした。しかし圧あつ倒とう的な衝しよう撃げき波はに押し返され、逆にその粉を全身に浴びた宿主のゴーグルが悲鳴を上げた。

　全身を硬かたい甲殻で覆ったコガネムシが体当たりを喰くらわせる。だが億おつ劫くうそうに動いた天道虫の脚に踏みつぶされ、断だん末まつ魔まの叫さけびを上げることもなくあっさりと空気に消える。

　静かにその光景を見つめていた大助の意識が、ふと遠ざかった。一いつ瞬しゆん、気を失いそうになる。

　たったいま目の前で見た利菜の最後の記き憶おくが、霞かすみがかかったように薄うすらいでいた。

「……」

　拳けん銃じゆうから腕うで、そして身体と一体化した自らのかっこう虫を見る。銃口から生えた触しよつ角かくがふわりと動いた。

　触角の根本に浮かび上がった眼が、薄い赤色に輝いていた。

　大助はかろうじて意識をつなぎとめ、自らの〝虫〟を睨にらむ。

　──そんなに俺の夢は美う味まいか？　それなら今、ありったけのご馳ち走そうをくれてやる。

　記憶が、夢が、急速に吸い取られていく中、大助ははっきりと認にん識しきしていた。目の前にいる〝虫〟たちは、絶対に許せない敵だ。

　利菜の天道虫を睨む。

　──利菜の夢は、美味かったか？　でも、返してもらうぞ。それは俺と同じ夢を持っていた女のものなんだからな。

　ゆっくりと天道虫の頭に狙ねらいを定める。

「ああああああああっっ！」

　渾こん身しんの力を込こめ、大助は引き金を引いた。




　5.06　詩歌　Part 8




　完全に瓦が礫れきの山と化した校舎の上に、詩歌は立っていた。

　涙なみだは、とっくに涸かれはてていた。人形のように佇たたずむ詩歌は、もう何度呟いたかも分からない呟きを繰くり返していた。

「もう……やめて……」

　夜の廃はい墟きよに、また白い光が輝いた。

『潰つぶれて……壊こわれて……』

　他ほかの誰だれでもない詩歌自身の声を紡つむぎだしたのは、目の前に浮うかんでいる真っ白な〝虫〟だった。

　白い甲殻に銀色の模様を浮かび上がらせ、透すけるような薄い翅は羽ばたいてすらいない。重力さえも操あやつるかのように、純白の輝きの中に身を置いている。頭部の両りよう脇わきについた眼は、燃えるような赤い輝きを放っていた。

「いっけえー！」

　力を溜ためた〝みんみん〟の蟬せみが、白い蛍ほたるめがけて弾だん丸がんのように飛び出した。

　白い蛍が、輝きを増した。

　回転しながら襲いかかる蟬が、ピタリと空中停止する。

「くっ……このぉっ！」

〝みんみん〟が歯を食いしばる。わずかに蟬が詩歌に近づいたが、それも一瞬のことですぐにまた押し返されてしまう。

　純白の輝かがやきが、荒あれ果てた教室を満たした。

　蛍と蟬が力比べをしている横で、詩歌を取り囲んでいた〝虫〟たちが断末魔の叫びを上げた。

　硬い甲こう殻かくに身を覆おおったカタツムリが、見えない手に丸められていくように潰れていく。

　夜空は、いつの間にか重たい雲で覆い尽くされていた。月明かりも星の瞬またたきもない空に、巨きよ大だいな姿が浮かんだ。

　最初に奇き襲しゆうを行ってきた巨大戦せん艦かんのようなツノカブトだ。六枚の翅はねを羽ばたかせ、突とつ風ぷうで詩歌たちを吹ふき飛ばそうとする。

　だが、風が詩歌まで届くことはなかった。

『やめて……私を傷つけないで……』

　鐘かねの音のような詩歌の呟つぶやきが、周囲に響ひびき渡わたった。突風が丸ごと押し返され、ツノカブトが空中で大きくバランスを崩くずす。

『傷つけられるくらいなら……なにもかも、壊れてしまえばいい……』

　今度は詩歌の足元から突風が吹き上げた。舞まい上がったコンクリートに全身を打たれ、大量の体液を撒まき散らしながらツノカブトが校庭に落下する。

「ぐおおっっ！」

　漆しつ黒こくのコートを身に纏まとった長身の男が、胸をおさえて地面に倒たおれる。

　また、白い蛍の輝きが増した。

　超ちよう音おん波ぱの壁かべを破り、一欠片かけらの雪が蟬の躰からだに触ふれた。

「あ……あああああ……！」

　ぐしゃり、と蟬の羽が折れ曲がる。〝みんみん〟の顔に、絶望の影かげがよぎる。

　他の虫憑つきたちは、完全に戦意を失っていた。逃げ出す者こそいないものの、誰一人として詩歌に向かって襲おそいかかろうとはしない。

　だが異形の蛍は容よう赦しやをしなかった。

　数匹ひきの〝虫〟が、躰の中から爆ばく発はつするように一瞬で弾はじけ散る。煌こう々こうと輝く蛍の向こうで、数人のゴーグルたちが地面に倒れた。

「ああああああっ！」

　ベキッ、ベキッと一本ずつ〝みんみん〟の蟬の脚あしが折れていく。

「な──」

〝みんみん〟の唇くちびるから、血の滴しずくが流れ落ちた。自らの痛みと恐きよう怖ふをかき消すかのように、切れるほど唇を強く嚙かみしめる。

「ナメるなぁっ！」

　超音波の嵐あらしが、吹き荒れた。

　蟬が再び回転をはじめ、詩歌に向かって少しずつ前進する。

「アタシは他の弱虫なんかとは違ちがう！　すぐに諦あきらめちゃうようなヤツらとは違う！　私は絶対にアンタを捕つかまえて……虫憑きから普ふ通つうの人間に戻もどるんだ！　アタシだって、本当は……土師さんだってきっと、アタシが虫憑きだから……！」

　ゆっくりと詩歌に向かって近づく蟬の躰が、音をたてて押し潰されていく。

　それでも、蟬は前進を止めようとはしない。互たがいの力が相そう殺さいすることによって生じる摩ま擦さつで、回転する蟬の躰が真っ赤に熱を帯びはじめる。

　詩歌は恐怖で脚が竦すくんでいた。

　急速に生気を失いつつも決して退しりぞくことのない〝みんみん〟の瞳ひとみを、呆ぼう然ぜんと見つめ返すことしかできない。

　詩歌に迫せまる一メートル手前というところで、蟬の動きが止まった。

「……なんで……」

　どさり、と蟬が地に落ちる。炎ほのおに包まれ、黒く変色していく。

「なんで……アンタや〝かっこう〟なの……？　アンタとアタシのどこが違うの？　アタシだって、夢を持ってたのに……大好きな人の手伝いがしたかっただけなのに……」

　色を失っていく〝みんみん〟の双そう眸ぼうから、涙があふれ出した。

　息絶えていく蟬に対しても、蛍は攻こう撃げきの手を止めなかった。何度も見えない力が蟬の躰を打ちつける。

「……助けて……圭吾さん……こんなの、ヤダ……」

〝みんみん〟の身体からだが、傾かたむいた。膝ひざから崩れ落ちるようにして地面に倒れ伏ふす。

『私を傷つけるくらいなら、みんな消えてしまえばいい……』

　たまらず、詩歌は後ろから白い蛍ほたるにしがみついた。

「もう、やめてっ！　これ以上、他ほかの人の夢を奪うばわないで……！」

　すでに自分の夢は尽つき果て、気を抜ぬけば今にも倒れてしまいそうだった。だがそれでも詩歌は、眼前の殺さつ戮りくに耐たえられなかった。涙なみだで掠かすれた声で、叫さけぶ。

「そうよ……私、確かにそう思ったことがある！　どうして私ばかり辛つらいめに遭あうんだろうって考えたことがある！　四年前だって……この何日間だって、何度もそう思った！　みんなに怖こわがられて……誰だれにも助けてもらえなくて……私ばかり苦しむくらいなら、いっそ他の人たちなんてみんないなくなっちゃえばいいって思った……！」

　蛍の赤い眼めが、詩歌を見た。

　詩歌は涙を溜ためた瞳で、正面から〝虫〟の眼を見つめ返す。

「でも、あなただって知ってるよね？　私、ずっと我が慢まんしてきた。ずっと堪こらえて頑がん張ばってきた。あたしの大切な夢を、あなたなんかに取られてたまるかって……ずっと戦ってきたつもりだよ？　四年前は諦めちゃったけど、今度はもう絶対に諦めないって決めたの。自分の夢と同じくらい大切な人たちに出会えたから……やっと夢を叶かなえられるかもしれないと思ったから……」

　白い蛍が、また全身から輝きを放った。

　数匹の〝虫〟たちが、断だん末まつ魔まの鳴き声とともに倒れる。

「やめてっ！」

　詩歌は残った力を振ふり絞しぼって、自らの〝虫〟を押さえつける。

「どうして、そんなことをするの？　あなたにそんな権利があるの？　あたしたちは精せい一いつ杯ぱいに夢を叶えようとしてるだけなのに、どうして邪じや魔まをするの？　お願いだから、もうあたしたちの夢を奪わないで！」

　詩歌の悲痛な叫びも、蛍には何の感かん慨がいも与あたえなかったようだ。眼前の〝虫〟たちに対する蛍の攻撃は止やまない。

　詩歌はなおも叫ぼうと口を開いたが、目め眩まいに襲われて蛍に倒れかかる。

　もう、何もできなかった。

　指を動かすことさえもできない。

　夢を奪われ、大切な人と別れ、詩歌はたった独りだった。

「やめて……おねがい……」

　うわごとのように、呟つぶやく。

　四年前と同じ悲しみがこみ上げた。〝虫〟に負けたという敗北感、全すべてを忘れてしまうということに対する恐きよう怖ふ感かん、そして何もかも失ってしまう絶望感。

　微睡まどろみにも似た落下感に浸ひたされていく中、ふと〝かっこう〟のことが思い浮うかんだ。

　彼は今、どうしているのだろうか？　詩歌との約束を覚えているだろうか？　もしそうなら、もう一度だけ会って話がしたいと思った。詩歌が欠落者になってからの四年間にどんなことがあったのか、ゆっくりお喋しやべりをしてみたいと思った。

　ごめんね、私はもう──。

　涸かれたはずの涙が、詩歌の頰ほおを濡ぬらした。

　つらいよ──。

　何もかもが、つらかった。

　そんなに難しい夢だろうか？

　そんなに贅ぜい沢たくな夢だろうか？

　詩歌はただ、自分が居ても許してもらえる居場所が欲しかった。たったそれだけのことなのに、こんなにも苦しい思いをしなければ手に入らないような夢だろうか？

　──なにか辛いことがあったら、いつでもオレを呼んでよ。

　詩歌の中で、記き憶おくが蘇よみがえった。

　──すぐに駆かけつけるよ。どこにいても、必ず詩歌のところへ行くよ。

　大助が言った言葉だ。

　消えかかりつつあった詩歌の瞳に、感情の欠片かけらが蘇った。

　大助くん──。

　会いたい。会ってもう一度、遊園地に行きたい。そう約束したのだ。

　詩歌は残っていた感情をかき集め、白い蛍を抱だきしめた。

　もう一度だけ会って、全て打ち明けよう。

　怖こわがられてもいい、嫌きらわれてもいい。〝虫〟なんて自分の力で押おさえつけてみせる。だから、今すぐに待ち合わせの場所に向かおう。大助はきっとそこで待っていてくれるはずだ。

『やめて……怖い……』

　白い蛍が、詩歌の声で言った。

　詩歌は微ほほ笑えんだ。

「うん、怖いよ……どうしようもないくらい、怖いよ……」

　大助が自分を受け入れてくれるか、分からない。自分の夢を叶えてくれるか、分からない。拒きよ絶ぜつされるかもしれないことを考えると、怖くて仕方がなかった。自分が大助を傷つけてしまうことも、恐おそろしかった。

「でも……大助くんに会えなくなるのは……もっと怖い……」

　蛍の赤い眼が、揺ゆらめいた。

「だから、私は諦あきらめない──」

　攻こう撃げきを繰くり返していた純白の輝かがやきが、一いつ瞬しゆんだけ収縮したように感じた。

　だが、その瞬間──。

　詩歌は腹に熱い衝しよう撃げきを感じた。

「あ……」

　詩歌が着ている白いコートに、赤い染しみが滲にじんでいた。

　ゆっくり頭を動かす。

　校庭に落下したツノカブトが、傷ついた躰からだを動かしてこちらに向かって頭部をもたげていた。そこにあったはずの無数のツノが無くなっている。かわりに、詩歌の足元周辺にいくつもの黒い針が突つき刺ささっていた。その中の一つが、詩歌の脇わき腹ばらに埋うまっていた。

　詩歌の視界が、歪ゆがんだ。

　脳のう裏りに浮かんだのは、大助と見た遊園地のパレードの光景だった。

　もう一度、大助くんと──。

　白く輝く蛍ほたるが見つめる前で、詩歌はその場に崩くずれ落ちた。
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　蠟ろう燭そくが消える前の、一瞬だけの輝きとでもいうのだろうか。

　大助の中で、今までの記憶が鮮せん明めいに蘇った。







　──憶おぼえているのは、静まり返った狭せまい安アパートの一室に響ひびく虫の鳴き声だった。

　閑かん散さんとした空間にいるのは、まだ幼い大助一人だけだった。

　父親は、もともといなかった。

　母と大助、そして大助と一つ違ちがいの姉という三人家族だった。姉は生まれつき身体からだが弱く、母親が姉を連れて出て行ってくれたのは正直いって有り難かった。その頃ころから虫憑つきだった大助はともかく、親に捨てられたら姉はきっと生きていけないだろう。

　床ゆかの上にとまった小さなかっこう虫を見下ろしながら、大助は思った。

　これからは、たった一人で生きていかなければならない。一人で生きていけるくらい強くならなければならない。自分の力で、自分の居場所を見つけなければならない──。

　だが大助は、運良く叔お父じ夫妻に引き取られることとなった。姉を身み籠ごもり、失しつ踪そう同然で姿をくらました母の行ゆく方えを、叔父が捜さがしだしてくれたのだ。だが、そこにいたのは大助ただ一人だけだった。

　叔父夫妻は大助を受け入れ、とても良くしてくれた。叔父夫妻の娘むすめも彼に優やさしく接してくれた。だが、何かが違った。幸せな空間に居ればいるだけ、罪悪感を感じていた。

　自分が虫憑きだということも、一因だった。叔父たちにそのことを知られればどうなるか、考えるまでもなかった。そう思うと、大助にとって温かい家庭は幻げん想そうでしかなかった。

　親に捨てられ、特別環境保全事務局に利用され、幸せな家庭では〝他人〟でしかない彼はそれでも自分の居場所を探し続けた。

　そんなとき、大助は〝ふゆほたる〟と出会ったのだ。




　少女が、のろのろとした足取りで住宅街を彷徨さまよっていた。

　得体の知れないゴーグルたちから逃にげ続け、憔しよう悴すいしきっているのだろう。真冬の冷風に吹ふかれる少女は、今にも倒たおれそうだった。

　少女が大きめのコートの前で手をこすり、息をかけた。襟えりに巻いたマフラーには、空から舞まい降りる純白の雪が薄うすく積もっていた。

　降りそそぐ雪に混じるようにして、少女の頭の上に小さな光点が浮うかんでいた。鈍にぶい輝きに身を包んだ、白い蛍だった。

「さむいね……」

　少女が弱々しく微笑み、蛍を見上げる。

　次の瞬間、少女の瞳ひとみから急に光が消えた。脱だつ力りよくしたように、雪の上に倒れ伏ふす。

　どれくらいの時が経たっただろうか。人形のようだった少女の顔に、生気が戻もどった。

　むくり、と少女が立ち上がった。小さな身体の上に積もっていた雪が落ちる。

　少女は、再び歩き出した。

「……どうして、こんなことになっちゃったのかな……」

　ぽつり、と長い髪かみが特とく徴ちよう的てきな少女が独り言を呟つぶやいた。

「おれたちは、生きてるだけで周りの人間を傷つけていくからだよ」

　ゴーグルで顔を覆おおい隠かくした大助は、とうとう声をかけた。かなり前から彼女のあとを尾つけていたのだ。自分と同じ一号指定の虫憑きと聞いて警けい戒かいしていたのだが、少女の様子を見るかぎりどうやら危険はなさそうだ。

　振ふり返った少女の頰ほおには、はっきりと涙なみだのあとが残っていた。

「……だれ？」

　少女の口から出た声は、掠かすれていた。どこかぼんやりとした表情からも、目の前の女の子が今にも夢を〝虫〟に喰くい尽つくされようとしていることは一目で理解できた。

「〝かっこう〟」

　大助の外見を見て、敵だということは分かったようだ。一いつ瞬しゆん、顔を強こわ張ばらせたが、なぜか逃げだそうとはしなかった。

「おまえの夢は、なんだ？」

　大助は訊きいた。無意味だとは知りつつも、気になったのだ。見るからに貧ひん弱じやくそうな少女の何が、彼女を異種一号の虫憑きとさせているのか──目の前の少女は、たった数時間前に特別環境保全事務局員の半数を欠落者にしたばかりだった。

　いったいどんな夢が、眼前の小さな彼女を支えているのか。それがどうしても知りたくなったのだ。

　少女は不思議そうな顔をしたが、すぐに小さな声で答えた。

「わたしの夢は、わたしが居てもいい場所を見つけること……」

　拳けん銃じゆうを握にぎる大助の手が、ピクリと反応した。

「おれの夢と、似てるな」

「そうなの？」

「ああ」

　頷うなずくと、少女はなぜか嬉うれしそうに微ほほ笑えんだ。しばし見つめ合い、何か考えたかと思うと少女は思いがけない行動をとった。

「それなら、わたしの夢をあげるね」

　少女が小さな白い蛍ほたるを、何の躊躇ためらいもなくこちらに向かって差し出した。

　大助は目を見開いた。あまりに予想外の少女の行動に、頭が混乱した。

　戸と惑まどう大助を見て、少女が微笑んだ。

「わたしの夢はもうなくなっちゃうから……だから、きみの夢のそばにわたしの夢も置いてあげて。いつかきみの夢が叶かなったら、わたしの夢を思い出してあげて」

　少女の瞳から、涙が溢あふれ出した。

「だから、きみはぜったいに夢をあきらめないでね」

　透とう明めいな涙を流す少女を見て、大助は悟さとった。

　この少女は誰だれも恨うらんでいない。自分を虫憑きにした人間も、自分を追い詰つめた敵も憎にくんではいない。ただ〝虫〟に勝てず、夢を諦あきらめてしまうことを純じゆん粋すいに悲しんでいる──。

「わかった」

　拳銃を持ち上げながら、大助は頷いた。

「おれは絶対に諦めない。約束だ。だから、お前もいつか──」

　それが、四年前にあった出来事だった。

　大助は約束を守り続けた。何があろうと、何を犠ぎ牲せいにしようとも、自分の夢を守り続けた。監かん視し者としての任務も次々とこなしていった。どこにでもいる普ふ通つうの少年を装よそおい、自分の正体がばれないように普通だと思えることはなんでもやった。

　だが、そのせいで欠落者から立ち直った詩歌を傷つけてしまった。

　かつての出会いから数年後、再会した時、大助は詩歌が〝ふゆほたる〟だと気づきもしなかった。彼女が虫憑つきであるということにすら気づくことができなかった。

　どこにでもいる普通の少年である〝薬屋大助〟がそばにいるだけで、詩歌は追い詰められていった。また〝かっこう〟は自分の手で欠落者にした〝ふゆほたる〟と会う勇気がなかったせいで、彼女の本当の姿に気づけなかった。恐おそれ、迷っていたせいで、詩歌を泣かせてしまった。

　いったいどうすれば自分のしたことを償つぐなうことができるのか、分からなかった。

　いったいどうすれば詩歌との約束を果たすことができるのか、分からなかった。

　そして──。

　いったいどうすれば、また詩歌と会えるのか、分からなかった。







　大助は呆ぼう然ぜんと、眼前の光景を凝ぎよう視しした。

　真っ赤に輝かがやく無数の眼めが、そんな彼を嘲あざ笑わらっているように見えた。

「──キミでも無理となると、もうどうしようもないね。終わりだ」

　横から、土師の淡たん泊ぱくな声が聞こえた。

　完全に力を使い果たした大助は、がくりと拳銃を下ろした。

　利菜の〝虫〟であった巨きよ大だいな天てん道とう虫むしは、無傷だった。大助の最後の攻こう撃げきを受けても、わずかに身じろぎをしただけだ。ずんぐりとした胴どう体たいを震ふるわせ、突とつ起きのついた翅はねをゆっくりと拡ひろげていく。

　──だから、きみはぜったいに夢をあきらめないでね。

　四年前、詩歌と交かわした約束が、忘ぼう却きやくの彼方かなたへと追いやられる。

　天道虫が、吼ほえた。

　巨大な翅を拡げ、衝しよう撃げきの嵐あらしを撒まき散らす。

　核かく爆ばく弾だんでも落ちてきたかのような衝撃が、葉芝市全体を揺ゆるがした。

　駅のそばにあった建物、自動車、人、それら全すべてがまるで木の葉のように軽々と後方に向かって吹ふき飛んでいく。アスファルトがめくれ上がり、瓦が礫れきを押し潰つぶす。

　意識が混こん濁だくした大助は、その場から動くことができない。

　その時、土師がとっさに大助を突つき飛ばした。腕うでの中の利菜とともに、破は壊かいされたビルの陰かげへと転がる。

　次の瞬しゆん間かん、激しい衝撃が大助たちのもとへ到とう達たつした。竜たつ巻まきに襲おそわれたような突とつ風ぷうに巻き込まれ、ビルの壁かべに叩たたきつけられる。

　気を抜ぬけばたちまち五感すべてを奪うばわれそうになる衝撃の中、全身傷だらけの大助は土師の姿を垣かい間ま見た。彼は飛来してきた瓦が礫れきにはね飛ばされ、電柱に背中から激げき突とつした。口からこぼれた血の塊かたまりがスーツを汚よごす。

「は……土師……」

　衝撃波が過ぎ去ってから、大助は這はうようにして青年のもとへ近寄ろうとした。

　だが、猛もう烈れつな目め眩まいに襲われる。

　天道虫はそんな彼らを嘲笑うかのように、大きく身み震ぶるいをした。たったそれだけで地じ震しんに近い振しん動どうが地じ盤ばんを襲った。

　大助の記き憶おくが、急速にぼやけていく。

　母と姉に置いていかれた幼い頃ころの記憶や、叔お父じ夫妻に引き取られた時の記憶。土師との出会い、〝ふゆほたる〟との出会い、立花利菜との出会い、そして杏本詩歌との〝再会〟。

　──ねえ……お願いが、あるのよ……薬屋……。

　ごめん、立花さん、オレは君の最後の願いすら叶かなえてあげることができない──。

　大助の意識は、立花利菜のクラスメートである薬屋大助へと戻もどっていた。

　──うん、約束。

　ごめん、詩歌。またいっしょにパレードを見に行く約束、叶えられそうもないよ──。

　大助の意識が不ふ透とう明めいになっていく。

　だが、耳元で響ひびいた轟ごう音おんで大助は覚かく醒せいした。

「……！」

　大助が握にぎり締しめていた拳けん銃じゆうが、狂くるったように次々と砲ほう撃げきを繰くり返していた。

　銃身と同化したかっこう虫の眼が、真っ赤に輝いていた。これまで以上に緑色の躰からだを大助の身体からだに浸しん透とうさせていく。すでに大助の右みぎ腕うでは完全に〝虫〟の躰に取り込まれていた。

　完全に〝虫〟の顎あごと化した銃口から弾はじき出される弾だん丸がんの威い力りよくは、凄すさまじかった。ビルが崩ほう壊かいし、地面に穿うがたれた大穴から大量の水が噴ふき出す。空に向かって放たれた一撃が、遥はるか彼方かなたの地平線に爆ばく炎えんを撒き散らした。

「う……っ！」

　支配した腕を鞭むちのようにしならせ、かっこう虫が乱らん舞ぶする。銃弾を放つたびに、大きな反動が傷ついた大助の身体にのしかかる。

　そこで初めて大助を敵と認にん識しきしたのか、天道虫がこちらに向かって衝撃波を放った。

　動けない大助に、逃にげ場はない。

　かっこう虫が、赤い眼を輝かせた。天道虫のほうへと大助の腕を強ごう引いんに向け、大きく開いた口から業ごう火かを吹く。

　かつてない反動が、大助の全身を襲った。

　廃はい墟きよと化した街に、天道虫の苦鳴が響き渡わたった。かっこう虫が放った砲ほう弾だんが、衝撃波を押し切って天道虫の翅に大穴を空けたのだ。だが、その傷すらもビデオの巻き戻し映像を見ているように、見る間に再生していく。

　……こんなヤツらに……俺は勝つつもりだったのか……？

　大助は顔を歪ゆがめることもできなかった。堪こらえがたい脱だつ力りよく感かんだけが彼を支配していた。

　俺の夢なんて、所しよ詮せんはこの程度だったんだ──。

　薄うすく開いた大助の目が、かっこう虫の赤い眼を捉とらえた。

　──笑っていた。

　見み間ま違ちがいなどでは、決してない。力ちから尽つき息絶えようとしている大助を、〝虫〟は嘲笑っていた。叶うことのない夢を見続けた彼を、見下ろしていた。

「は……はは……」

　大助は可笑おかしくなり、口くち許もとを歪めた。

　そうさ、俺はどうしようもない馬ば鹿かだ──。

　四年前に少女と交かわした約束だけを大切に守り、ただそれだけに無ぶ様ざまにすがりつき、他ほかの虫憑つきたちを犠ぎ牲せいにして自分の夢を守り続けてきた。

　利菜の場合も、そうだ。

　話しかけるつもりなど、なかった。

　あくまで監かん視し者として、ただのクラスメートとして必要以上に利菜と接することを自らに禁じていたはずだった。

　だが、あの日、利菜が描えがいた夕焼けの絵を見てしまった。あの絵を見たとき、大助は確かに感じたのだ。彼女は自分と同じ夢、同じ想おもいを抱いだいていたということを──。

　詩歌に対しては、もっとひどい。いちど欠落者にしただけではなく、今度は彼女を騙だました。

　詩歌が虫憑きだということに気づくことができず、〝ふゆほたる〟だということに気づくことができず、最後の最後まで彼女を傷つけてしまった。

　笑われて、当然だ。少なくとも利菜ならこんな彼を大声で笑い飛ばしてくれるだろう。

　だが──。

「……でもな」

　かっこう虫が笑う姿を見て、大助の中で今まで押し殺していたものが一気に弾はじけた。

「てめーにだけは、笑われたくねーんだよっ！」

　怒ど声せいを上げ、力任せに右腕を建物の壁に叩きつける。コンクリートにめりこんだかっこう虫の触しよつ角かくが、硬こう直ちよくしたように張りつめた。

「たしかに俺はバカだよ！　どうしようもない、大バカ野や郎ろうのいくじなしだ！」

　怒いかりに任せ、ところ構わず右腕を殴おう打だする。殴なぐりつけた街灯が根本から折れ曲がる。

　抵てい抗こうするように〝虫〟が弾たまを乱射した。爆ばく音おんとともに街の風景が次々と破は壊かいされていく。

　だが、大助は手を休めなかった。壁や地面に何度も〝虫〟を叩きつける。

「自分が欠落者にした〝ふゆほたる〟にもう一度会う勇気もなかったし、敵だった利菜を倒たおすのを躊躇ためらったせいで彼女を殺した！　ぜんぶ、俺が中ちゆう途と半はん端ぱだったせいだ！」

　むちゃくちゃに自らの右腕を振ふり回しながら、叫さけぶ。

「だけどな、お前だけにはぜったい負けたくないんだよ！　俺は絶対に諦あきらめたりしない！」

　いつか必ず、夢を叶えてみせる──。

　大助は〝ＧＡＲＤＥＮ〟にいるはずの彼女に会いに行く勇気がなかった。命を救うためとはいえ、詩歌を欠落者にしたのは他ならぬ大助自身なのだ。ずっと罪悪感を感じていた。

　詩歌は、欠落者になっても自分の夢を諦めなかったのだ。自分が何をしているのかすらも分からないのに、自分の居場所を探し求めて桜架市にやって来た。

　おれは絶対に諦めない、約束だ。だから、お前もいつか──。

　四年前、他ならぬ大助自身が言ったのだ。

　──だから、お前もいつか自分の夢を思い出せよ。

　詩歌は約束を守った。四年間、必死に夢を守り続けていた。

　大助も、約束を守り続けた。しぶとく生きて、自分の居場所を探し続けた。

　四年前に交わした少女との約束だけを頼たよりに、大助は生き続けてきた。どんな辛つらいことがあろうと、どんなに傷ついてもそれだけにすがって戦い続けた。

「……！」

　銃じゆう口こうが、大助の眉み間けんに突つきつけられた。

　かっこう虫の赤い眼が、正面から大助を見み据すえていた。自分の頭に向かって大きく開いた顎あごの奥に、燃える弾丸が生み出されるのが分かった。

「俺は、お前なんか怖こわくないぞ」

　以前、利菜に問いかけられた。

〝虫〟よりも怖いものとは何なのか──その答えは、四年前に詩歌が教えてくれた。

「お前たち〝虫〟のせいで夢を諦めることのほうが、俺にとってはよっぽど怖いからな」

　かっこう虫の眼光が、揺ゆらめいた。

　まだ二つ、約束したことがある。

　詩歌ともう一度、二人でいっしょにパレードを見に行くことと、そして──詩歌が辛い時はいつでも駆かけつけると、大助は約束したのだ。

　利菜の最後の言葉で、思い出した。

　薬屋大助は、決めたのだ。はじめて出会った瞬しゆん間かんから、決めていた。

　詩歌を、守る。

　心から笑わせてみせる。

　虫憑きだろうと何だろうと、関係ない。拒きよ絶ぜつを怖おそれてなどいられない。薬屋大助という人間は、そう決めたのだ。一目で好きになってしまった少女を、なにがあっても守る──それこそが彼に答えをもたらしてくれる、唯ゆい一いつの手段だということが分かったのだ。

　だからもう一度、詩歌と会って確かめよう──。

　心の奥で、そう決意していた。

「やっと、見つけたかもしれないんだ、俺の──オレの、本当の居場所を」

　かっこう虫の眼めと大助の視線が、間近で絡からみ合った。

「もう、誰だれにも邪じや魔まをさせるもんか」

　大助は、はっきりとした口調で言い放った。

　その瞬間──。

　かっこう虫が、吼ほえた。

　宿主の大助でさえ初めて聞く、緑色のかっこう虫の咆ほう哮こうだった。

　聞く者の胸を締しめつけるような悲しさと、しかし、どこか歓かん喜きの色を滲にじませた不思議な声だった。巨きよ大だいな天てん道とう虫むしさえも、その鳴き声に心を奪うばわれたように動きを止めていた。

〝虫〟の鳴き声はほんの短い間だけ街中に響ひびき渡わたり、夜の空へと吸い込まれていった。

　大助の鼻先に銃口をつきつけたかっこう虫の眼から、炎ほのおの輝かがやきが消えた。

　大助の腕うでを支配していた束そく縛ばくを解き、もとの戦せん闘とう体型へと戻もどっていく。

　破壊し尽つくされた街並みに、静せい寂じやくが落ちた。

　大助の意識を奪っていた闇やみが、噓うそのように消え去っていた。

「もう少しだけ……あと少しだけ、オレの夢につきあってもらうよ、〝かっこう〟」

　大助は静かに銃身と同化したかっこう虫を見下ろし、眼前の天道虫へと視線を移す。

　はるか頭上に位置する天道虫の赤い眼と、大助の鋭するどい視線が交こう錯さくした。

　天道虫が羽ばたいた。

　大爆ばく発はつが再び街を包み込む。

　吹ふきすさぶ爆風に逆らい、大助は駆けた。

　視界を塞ふさぐ土つち煙けむりと暴風に抗あらがい、巨大な天道虫めがけて一直線に嵐あらしの中を駆け抜ける。

　前まえ脚あしらしき鉤かぎ爪づめをかいくぐり、なおも前方に突き進んでいく。

　土煙と爆風の幕を抜けると、すぐ目の前に頭部が現れた。

　一いつ瞬しゆんだけ、無数の赤い眼が恐きよう怖ふに揺れたような気がした。

「メリークリスマス、〝七星〟」

　輝く〝虫〟の眼に、狙ねらいを定める。

「お前のご主人様は、最高に素す敵てきなヤツだったよ」

　葉芝市全体に、特大の砲声が響き渡った。
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　6.00　大助　The last







　──脚あしをひきずりながら歩み寄ると、土師は地面の上に倒たおれたままいつものように薄うすい笑えみを浮うかべていた。

「そうか……キミたちは居場所を見つけたんだな……夢を叶かなえることが……〝虫〟に勝つ……唯一の……」

　地面を濡ぬらす血だまりの量は、尋じん常じようではなかった。眼め鏡がねを失った青年の顔色がいつにも増して青ざめているのは、おそらく大助が思っている通りの結末が近いからだろう。

「まだ、分からないよ。〝虫〟はまだオレの中にいるから。だからオレは、これから確かめに行く」

「……心から、幸運を祈いのってるよ」

　土師が大きく息を吐はいた。その息いき遣づかいはひどく不規則で、苦しげに喘あえいでいるようにしか見えない。青年が咳せき込むたびに、血の飛ひ沫まつが大助の脚を濡らした。

「どうしてオレなんかを助けたんだよ、土師……」

　青年を見下ろし、大助は問いかける。

　土師は口くちの端はしを持ち上げ、言う。

「なあ、〝かっこう〟……恩に着せるつもりはないけど、キミを助けた見返りに一つだけ頼たのまれてくれるかい……？」

「ああ」

「伝えておいてほしいことがあるんだ……ボクの最愛の人に……言葉はキミに任せるよ」

　土師がさも可お笑かしそうに笑い声を上げた。笑ったのは一瞬で、すぐに咳せきへと変わってしまったが、青年の目め尻じりからは一筋の透とう明めいな雫しずくが流れ落ちていた。

「ふふ……ボクの愛する女性の夢は、なんだと思うね？　このボクが彼女のことを忘れて幸せになること、だそうだ……これ以上、難しい夢があるかい？　どう考えたって無理な話だ……そう、ボクが生きてるかぎり……この世でたった一人きりの妹をどうして……だから──」

「伝えておくよ」

　大助は踵きびすを返した。土師に背を向け、言う。

「うまく伝えられるか分からないけど、必ず伝える。約束だ」

「……ありがとう」

　土師の声は、もう聞き取れるかどうかというくらいか細かった。無線機で救助信号を送っておいたため、やがて救助班がくるだろう。しかしそれが間に合うかどうかは絶望的といっていい。

　本当は、大助は青年に訊たずねるつもりだった。

〝虫〟は、本当に敵だったのかな──。

　大助はなんとなく、同じ夢を持つ自分たちを〝虫〟が引き寄せあってくれたような、そんな気がしていた。彼女たちとの出会いが単なる偶ぐう然ぜんとは思えなかったのだ。

　だが、やめた。

　その答えを、これから自分自身で確かめに行くのだ。

　代わりに、大助は全く別のことを口にした。

「メリークリスマス。土師と出会えて、よかったよ」

　ひどく穏おだやかな表情をした土師の横を、通り抜ぬける。

　だがその眼前に、三つの人ひと影かげが立ちふさがった。

　大助は、構わず歩き続ける。

「……どけ、ハルキヨ」

〝かっこう〟の表情へと戻もどった大助が、静かに言い放つ。

「まだ生き足りねーのかよ、〝かっこう〟？」

　ずしりと胸の奥に響ひびく低い声で、その人物が言った。

　燃えるような深しん紅くの髪かみをなびかせ、顔面をテープのようなものでがんじがらめに覆おおい隠かくした青年だ。長身を分厚い革かわ製のコートで覆い、両手をポケットに突つっ込んでいる。堂々と胸を張って佇たたずむ姿は、大昔の英えい雄ゆう像のように現実離ばなれした存在感を放っていた。

　ハルキヨ──特別環境保全事務局と〝むしばね〟に並ぶ虫憑つきグループを束ねる、若きリーダーである。その正体は謎なぞとされているが、大助は何度か接せつ触しよくしたことがあった。

「これからどうするつもり？　〝かっこう〟さん」

　ハルキヨのとなりに立つ少年、久瀬崎梅が真しん剣けんな表情でたずねる。

「……」

　梅と同じようにハルキヨの傍かたわらに立つ十代前半くらいの少女が、無言で大助の顔を見つめる。長い黒髪と、黒一色で統一された衣服が印象的だ。可愛かわいらしい顔をしているが、その表情は人形のように動かない。名前は確か榊さかき遥はる香かといったはずだ。

「……お前らの知ったことか」

　大助は言い捨て、ハルキヨたちの間を通り抜けようとする。

　だがハルキヨの笑みを含ふくんだ声が、大助を立ち止まらせた。

「〝ふゆほたる〟のところへ行くつもりなら、今ここで俺がてめーを殺すぜ。あの女とてめーを会わせるのは、まだ早い」

　大助とハルキヨが睨にらみ合う。

「けじめをつけにいくだけだ。お前が何を企たくらんでたって、そんなもの知るか」

「けじめ、ねえ」

「お前とはまた今度、遊んでやる。でも今はやらなきゃならないことがいっぱいあるんだ。どけ」

「オーケイ。その言葉が聞きたかったんだよ。てめーが抜けたら、面おも白しろくもなんともねーからな」

　大助とハルキヨが間近ですれ違ちがう。両者は互たがいの顔を見ることもなく、しかし表情は対照的だった。

　傷だらけの体を必死でひきずる大助に向かって、不敵な笑みを浮うかべた赤髪の青年が言い放つ。

「俺も〝ふゆほたる〟を本気で手に入れたくなったぜ」

　大助は足を止めた。だがすぐに再び歩き出す。

「好きにしろよ。あいつは……俺たちはもう、絶対に誰だれにも負けない」

　遠ざかる二人の頭上から、白い雪が舞まい降りた。




　6.01　詩歌　The last




　倒たおれた詩歌の頰ほおに、何か冷たいものが触ふれた。

　……雪、降ってきたんだ……。

　詩歌は脇わき腹ばらから流れる血のことも忘れ、他ひ人と事ごとのように心の中で呟つぶやいた。

　倒れた詩歌を守るように、白い蛍ほたるがゴーグルたちと戦い続けていた。だが、なぜか先ほどまでのように容よう赦しやのない攻こう撃げきはしていないようだ。霞かすみがかかったような詩歌の目に映った蛍の姿は、どこか迷いのようなものを秘めているように感じられた。

　どうして……私はまだ生きてるのかな……。

　先ほどから、詩歌の〝虫〟は力を使い続けている。四年前にもこれほどまで一度に力を使ったことはない。

　数え切れないほどの白い雪の欠片かけらが、少女の身体からだに降り注ぐ。

　……大助くん……。

　詩歌の瞳ひとみから、滴しずくが零こぼれた。利菜に、もう泣くなと言われたことが、ひどく昔の出来事のように思えた。

　大助くん、まだ遊園地で待っていてくれてるかな？

　利菜は、今ごろどうしてるだろう？

　二人を思い浮かべた詩歌の脳のう裏りに、もう一人の人物が思い浮かんだ。

　漆しつ黒こくのロングコートに身を包んだその少年は、迷いながらもまっすぐに詩歌のことを見つめ返していた。

　──あなたの夢は、もう叶かなったのかしら？

　美術室で再会した〝大おお喰ぐい〟が言った台詞せりふが、思い浮かぶ。

〝かっこう〟くん……〝かっこう〟くんは、自分の夢を叶えることができたかな……？

　大きなゴーグルで素す顔がおを隠したあの少年、詩歌と同じ夢、本当の居場所を探し求めていた虫憑きだ。

　今ごろ、どこで何を考えているんだろう。

　クリスマスにデートをしてくれる彼女はいるのかな？　もしいないのなら、一日だけ私がその相手になってあげてもいいかな──。

　そこまで考えて、詩歌はくすりと笑った。

　……でもそんなことを考えたら、大助くんに悪いよね。

　白い粉雪は、止やむことなく空から降り注いでいた。星の見えない真っ暗な夜空が、白い絨じゆう毯たんで埋うめ尽つくされていく。

　ふと、詩歌は地面と空が逆転し、自分が大空に浮かんでいるような錯さつ覚かくを覚えた。

　綺き麗れい──。

　詩歌は青ざめた唇くちびるを緩ゆるめた。

　その時、彼女のそばにいた白い蛍が一ひと際きわ鮮あざやかに輝かがやいた。

　まるで歓かん喜きに震ふるえるかのように、全身を雪よりも白い輝きで包みこむ。

　何が、起こったの……？

　顔を動かした詩歌の視界に、唐とう突とつに一人の少年が飛び込んできた。

　少年は、必死の形相で彼女を抱だき上げた。

　──〝かっこう〟くん？

　一いつ瞬しゆん、そう思った。

　だが、違った。急速に霞かすんでいく視界の中で、少年は詩歌を力強く抱きしめた。

　見間ま違ちがえた自分が馬ば鹿からしく思えてくる。

　私……やっぱり悪い子だ……大助くんを他ほかの人と見間違えるなんて……。

　心の中で謝りながらも、詩歌は自分の心が温かい感情で一いつ杯ぱいになるのを感じた。

「大助くん……会いたかっ……」

　その涙なみだは、自分の頰にとても温かく感じられた。







　エピローグ　Merry Christmas







　窓から朝日が差し込む頃ころ、少女がゆっくりと瞼まぶたを開いた。

　ショートカットの似合う、可愛かわいらしい少女だ。どことなく気の弱そうな、おとなしそうな顔つきをしている。

　病室の中は、清潔そうな白一色で染まっていた。消毒液の匂においが気になったのか、少女はぼんやりとした表情で周りを見回した。

　室内は静せい寂じやくに包まれ、窓の外から聞こえる鳥のさえずりだけが響ひびいている。

　少女が横たわるベッドから見える窓の外は、晴天だった。視界の右から左へと、雲がゆっくり流れていく。

　窓の反対側は、カーテンで仕切られている。自分がいるのは大部屋のようだ、と少女は眠ねむ気けの残る頭で理解する。

　あまりの暖かさに、たちまち目ま蓋ぶたが重くなっていく。睡すい魔まに抵てい抗こうすることもなく、少女は再び目を閉じようとした。

　だがその時、カーテンの向こうから低い声が響いた。

「もうちょっとだけ起きていてくれ、〝ふゆほたる〟。お前に伝言があるんだ」

　少女は──杏本詩歌は、閉じかけていた目蓋をめいっぱいに見開いた。

　眠気が、ウソのように吹ふき飛んでいた。

　記き憶おくに残っていた声よりも低いのは、声変わりをしたからだろう。声こわ色いろは変わっていても、なぜか詩歌はその声の主が誰だれであるかすぐに理解していた。

「〝かっこう〟くん……？　──痛っ」

　飛び起きるように身を起こした途と端たん、脇わき腹ばらに激痛が走る。その痛みで詩歌は気を失う前までの記憶をはっきりと思い出した。

　詩歌は大助と利菜の学校で、特別環境保全事務局の虫憑つきに重傷を負わされ倒たおれていた。

　そこへ助けにやってきたのは──。

「無理に動くな。しばらくは絶対安静だそうだ」

　カーテンの向こう側から、落ち着き払はらった声が言う。

「〝かっこう〟くん……私……」

　詩歌は、少年との間をさえぎるカーテンを摑つかんだ。衝しよう動どうにまかせて引こうとした手が、ピタリ、と止まる。

　唇をかみ、うつむく。今ここで少年の姿を見てしまったら、完全に緊きん張ちようがほぐれて泣き出してしまいそうだった。

　カーテンを摑んだまま、詩歌はむりやり笑えみを浮うかべる。

「〝かっこう〟くん……私、がんばったよ。自分の夢、思い出したよ。〝かっこう〟くんとの約束……ちゃんと守ったよ」

　唇から漏もれた声は掠かすれ、涙声になってしまった。カーテンの向こうの少年は、詩歌が泣いていると思ったかもしれない。

「ああ……」

　少年の声に、少しだけ笑みが混じったのが分かった。

「お前は、強いな」

　一度はこらえたはずの涙が、またあふれ出そうになる。カーテンから手が離はなれた。四年前に一度会っただけの少年に褒ほめられたことが、自分でも信じられないくらい嬉うれしかった。

「それにくらべて、俺は……」

　少年の声が、沈しずむ。

「〝かっこう〟くんも約束、守ってくれたんだね」

　詩歌は微ほほ笑えみ、言った。

「必死に、自分の夢を守っていてくれたんだね。利菜から聞いたよ」

「でも……利菜を守ることが、できなかった」

　詩歌の胸に熱いものが突つき刺ささった。

　利菜。

　彼女は、詩歌が怖おそれていた通り──。

「……大だい丈じよう夫ぶだよ」

　さっきにも増して涙が混じった声で、言う。ほとんど声にならない声だった。

「利菜の夢は、私たちがちゃんと憶おぼえているから。利菜の本当の夢も、きっと私たちと同じだったんだと思うから……」

　少年が、押し黙だまった。

　一枚の薄うすいカーテンを挟はさんだ二人を、静寂が包み込む。

　暖かい朝日に照らされた、静かな空間に詩歌と〝かっこう〟が二人きりでいる。詩歌はいつまでもこうしていたい、と思った。

「お前にはこれからも特環の監かん視し者がつくだろう……」

「うん、わかってる……。〝かっこう〟くんじゃないの？」

「俺は──」

　言いかけ、押し黙る。

　しばしの沈ちん黙もくの後、〝かっこう〟の声が言った。

「薬屋大助ってヤツから、伝言がある」

「……！」

　ずきり、と痛みが詩歌の胸を襲おそった。〝かっこう〟の声を聞いた時や利菜の名前を聞いた時とは違ちがう、締しめつけられるような痛みだ。

　大助との約束を、詩歌は守ることができなかった。

〝さようなら〟──それが大助からの伝言だったら、どうしよう。

　いっぱいの不安と、予想を裏切ってほしいというほんの少しの期待が入り交じる。

「『クリスマスの約束』──」

　詩歌の心臓が、跳はねる。

「『来年、また待っていてほしい。やらなきゃいけないことができたから……それまでは会えないから──』」

「……」

　来年、また待っていてほしい──。

　今度こそ、我が慢まんできなかった。詩歌の両の瞳ひとみから、とめどなく涙なみだがあふれ出す。

「うん……うん……ありがとう……」

　何度もうなずく。

「必ず、行くから……来年こそは、ぜったいに……」

　ここにいないと知りつつ、言う。

　バタン、と扉とびらが閉じる音がカーテンの向こうから聞こえた。

〝かっこう〟の気配が、病室から消えていた。

「私、がんばるから……それまで絶対に夢を守り続けるから……だから、大助くんも……〝かっこう〟くんも、みんな……」

　泣きじゃくる詩歌の横に見える窓の外を、屋根からだろう、雪の塊かたまりが落ちる。

　昨晩に降った雪は、午後にはもう溶とけてなくなってしまうだろう。

　カーテンに遮さえぎられたとなりのベッドの端はしに、赤い箱があることに気づく。それは小さなリボンが巻かれていた。

　小さな夢を手に入れた詩歌の心の奥で、何かが小さな鳴き声を上げた──。







　あとがき







　こんにちは、岩いわ井い恭きよう平へいです。




　去年の十二月に刊行されたデビュー作、『消しよう閑かんの挑戦者　パーフェクト・キング』にひき続いて、二作目『ムシウタ　[image: かっこいち]夢みる蛍』を刊行することができました。

　今作はいかがでしたでしょうか？

　少しでもお楽しみいただければ、幸いです。




　今回のお話を書くにあたり、どんなストーリーにしようかと考えました。

　そこで気づいたのは、デビュー作では論理的で揺ゆるがない目的に基もとづいて行動する登場人物が多かったということです。

　ならば今作では、自分でもはっきり分からない感情、あれをしたい、こうなりたい、という曖あい昧まいで漠ばく然ぜんとした、でも根本的な理由で揺れ動く登場人物を描えがきたいと思いました。

　作風もガラリと変わっています。

　今作の登場人物は誰だれもが未熟で、ほんの少しでも自分の望むものへ近づこうとする純じゆん粋すいな思いを描びよう写しやすることに専念しています。

　また夢を喰くう虫という設定は、僕がこの世で最も好きなものとキライなものをくっつけたらどうなるだろう、という思いから生まれました。

　この世で最も好きなもの。夢を思い描く、人々。彼らの生きる糧かては、夢そのものです。彼らから夢を奪うばってしまったら、あとには一体何が残るのでしょう。

　この世で最もキライなもの。虫。彼らも生きているのだということは、分かってはいるのですが……。お願いだから、夏場に僕のアパートに忍しのび込むのはやめてください、アリンコ様。（ちなみに作中に出てくる『かっこう虫』は、実際に存在するのかどうかは確かく認にんできていません。半ば想像から生まれた昆こん虫ちゆうでもあります）

　あなたは、自分の夢を持っていますか？　僕は持っています。口に出してしまうと噓うそっぽくなって消えてなくなってしまいそうなので、ひそかに胸の内にしまっています。

　あなたのキライなものは、なんですか？　それを克こく服ふくする勇気は、ありますか？　……僕は当分、夏場の虫との負け戦いくさを続けそうです。

　この本を手に取ってくださった方々も、様々な夢をお持ちだと思います。あれをしたい、こうなりたいという思いに大小はなく、どれもこれも叶かなえるには困難であるはずです。それでも諦あきらめずに願い続ける方たちに、心からエールを送りたいと思います。




　ここからは感謝とお礼を。

　まずはなんといっても担当の女井さん。昼間の仕事が忙いそがしくてなかなか原げん稿こうを進められない作者を、熱心に根気よくご指導くださり有り難がとうございました。土曜の真夜中に丸一時間以上も原稿のダメ出しをしてくださった時なんて、99パーセントの感謝と１パーセントの「もうカンベンしてください……」という思いで半泣きになってました。女井さんをはじめとする編集部の皆みな様さま、これからもどうか不ふ肖しようの作者をよろしくお願い致いたします。

　イラストレーターのるろおさん。どれもこれも素す晴ばらしいイラストばかりで、描かき上がっていく過程を見せていただくのが日々の楽しみになっていました。有り難うございます。スニーカー文庫では同じくニューカマーどうし、これから台頭すべくがんばっていきましょう。僕はとりあえず今シリーズでイラスト負けしないように、という新たなプレッシャーに負けないようがんばりたいと思います。

　今作の執しつ筆ぴつを各方面から支えてくださった方々にも、心からお礼を申し上げます。

　デビュー作において応おう援えんや励はげましのお言葉をくださった読者の皆様、本当に有り難うございます。今こうして新作を書く機会をいただけているのも、皆様のご支援あってのことです。皆様からのお葉書、お手紙はいつでも手に取れる場所に置いてことあるごとに読み返しております。生しよう涯がいの宝物です。

　また、愚ぐ痴ちや相談を聞いてくれる友人の方々。いつもお世話をかけて、ごめんなさい。でも大学時代の友人にかぎっては、前作のあとがきについて「小説を書いてるって知った時、本当に引いたの？」って聞いたら露ろ骨こつに話題をそらされたので、謝りません。でもそんな素直な反応が、なんだか最近心地ここち良くなってきてます。




　そして何よりも現在、この本を手にとってくださった読者の皆様。

　ご一読くださったことに、心からお礼を申し上げます。

　まだ未熟な部分が目立つ作者ですが、どんどんお話を面おも白しろくしていきたいと思っておりますので、これからもおつきあいいただけると嬉うれしいです。




『ムシウタ』次巻で、もしくは夏頃ごろに発売予定の『消しよう閑かんの挑戦者』の続編でまたお会いできることを切に願っております。




　　二〇〇三年三月


岩井　恭平　　
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